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４　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 水
2 木 入学式
3 金 ガイダンス
4 土 健康診断・マナー講座
5 日
6 月 前期授業開講
7 火
8 水
9 木
10 金
11 土 新入生歓迎行事
12 日
13 月
14 火
15 水
16 木
17 金
18 土 新入生歓迎行事
19 日
20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土 小劇場・スペース桐朋・

ライブスタジオガイダンス

26 日
27 月
28 火
29 水 通常授業日（昭和の日）
30 木

6　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 月
2 火 オープンクラス
3 水
4 木
5 金
6 土
7 日
8 月
9 火
10 水
11 木
12 金
13 土 オープンキャンパス
14 日
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火 専演試演会Ａ
24 水
25 木 公開講座
26 金
27 土 オープンキャンパス
28 日
29 月
30 火

履
修
登
録
期
間

5　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 金
2 土
3 日 憲法記念日 演劇セミナー
4 月 みどりの日
5 火 こどもの日
6 水 振替休日
7 木
8 金
9 土 オープンキャンパス
10 日
11 月
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火
20 水
21 木
22 金
23 土
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

7　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 水
2 木
3 金
4 土 演１演技発表会
5 日
6 月
7 火
8 水
9 木
10 金 演２実技公開試験
11 土 実技試験（Pf・日）
12 日 実技試験（V・管・弦・Gu）
13 月
14 火
15 水
16 木
17 金
18 土 入学志望者のためのWS
19 日 夏期講習
20 月 海の日
21 火 レポート提出
22 水 レポート提出
23 木 ※月曜授業

前期授業終講

24 金 定演オーディション 大掃除（照明）
25 土 大掃除
26 日
27 月
28 火 実技試験（M）
29 水
30 木
31 金

前
期
試
験
期
間

集
中
講
義
・
補
講
期
間

2015　行事予定　４・５・６・７月
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8　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 土 オープンキャンパス
2 日
3 月
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土
9 日
10 月
11 火
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水
27 木 演１八ヶ岳合宿
28 金
29 土
30 日 海外研修旅行
31 月

10　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 木 通常授業日（都民の日）
2 金
3 土 オープンキャンパス 学内演奏会
4 日
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金
10 土 日本音楽演奏会
11 日 ５０周年行事
12 月 体育の日
13 火
14 水
15 木
16 金 研究生演奏会
17 土 ＡＯⅡ期入試
18 日
19 月
20 火 公開講座
21 水
22 木
23 金
24 土
25 日
26 月 専攻科・研究生説明会
27 火
28 水
29 木
30 金 専攻科・研究生説明会
31 土

11　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 日 推薦入試
2 月 オープンクラス
3 火 文化の日 推薦入試

演２試演会①（Ｓ）

4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月
10 火 専演試演会Ｂ
11 水
12 木
13 金
14 土 推薦・社会人Ⅰ期入試
15 日
16 月
17 火 演２試演会②（Ｓ）
18 水 定期演奏会
19 木
20 金 通常授業日（創立記念日）
21 土
22 日
23 月 通常授業日（勤労感謝の日）
24 火 演２試演会③（Ｍ）
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日
30 月

9　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 火 海外研修旅行 演１面接
2 水
3 木
4 金 ＡＯ入試
5 土
6 日
7 月 演２面接
8 火 東京演劇大学連盟
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水 ＡＯⅠ期入試
17 木
18 金 桐朋祭（準備・前夜祭）
19 土 桐朋祭
20 日 桐朋祭
21 月 敬老の日 桐朋祭（片付け）
22 火 国民の休日
23 水 秋分の日
24 木 　後期授業開講
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水

学
校
閉
鎖

履
修
登
録
期
間

集
中
講
義
・
補
講
期
間

GATS

８・９・10・11月
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12　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 火 学内演奏会
2 水
3 木
4 金
5 土 オープンキャンパス 演１演技発表会
6 日
7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土 冬期講習
13 日
14 月
15 火
16 水
17 木
18 金 専攻科Ⅰ期入試
19 土 大掃除
20 日 大掃除（照明）
21 月 ＡＯⅢ期入試
22 火 年内授業終了
23 水 天皇誕生日
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

2　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 月
2 火  実技試験（副科V）
3 水 実技試験（副科Ｐｆ）
4 木 研究生修了演奏会
5 金
6 土
7 日 ＡＯⅣ期・一般Ａ・社会人Ⅱ期入試
8 月 専音学内演奏会
9 火
10 水 作品発表会（第二実技作曲）
11 木 建国記念の日
12 金
13 土
14 日
15 月 演２卒業公演①②
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月 オペラ実習
23 火
24 水
25 木
26 金 卒業演奏会
27 土 一般入試
28 日
29 月

1　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 金 元日
2 土
3 日
4 月 授業開始
5 火
6 水
7 木
8 金
9 土
10 日
11 月 成人の日
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土 実技試験（Ｍ）
17 日
18 月
19 火 　
20 水 レポート提出
21 木 レポート提出
22 金
23 土
24 日
25 月 後期授業終講 専演修了公演
26 火 　実技試験（Ｐｆ・日）

専攻科Ⅰ期入試（～ 29）

27 水
28 木 実技試験（Ｖ・弦・Ｇｕ）
29 金 実技試験（管）
30 土 オープンキャンパス
31 日

3　　月
日 曜 共　　通 音楽専攻 演劇専攻
1 火
2 水
3 木
4 金
5 土 オープンキャンパス

日本音楽・ギター演奏会

6 日 海外研修旅行
7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水
17 木
18 金 専攻科Ⅱ期入試
19 土 卒業・修了式

教育職員免許状授与式

20 日
21 月 春分の日 ＡＯⅤ期・一般Ｂ・社会人Ⅲ期入試

専攻科Ⅱ期入試

22 火
23 水
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

集
中
講
義
・

 

補
講
期
間

後
期
試
験
期
間

学
校閉
鎖

12・１・２・３月
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山下亀三郎氏の献金により財団法人山水育英会が設置され，本学設立の基礎がつくら
れた。
�
山水育英会を母体として，本学現在地に山水高等女学校を設立する。（他に府下北多摩
郡国立町168に山水中学校）
�
終戦によって山水育英会は東京教育大学（当時は文理大・高師）に経営を移管，同大
学に深い関係をもつ財団法人桐朋学園に改編される。

新学制による桐朋女子高等学校（普通科）・同中学校が併置。

私立学校法の施行に従って，財団は学校法人となる。

高校に音楽科が付設される。
�
短期大学音楽科ができ，一方普通科には小学校・幼稚園が設置される。

音楽科に４年制大学（桐朋学園大学音楽学部）が設立される。

桐朋学園大学短期大学部（文科・音楽科）が設立される。
�
短期大学部の音楽科が廃止され，芸術科（音楽専攻・演劇専攻）として再編成される。

専攻科演劇専攻が設置される。

文科に日本文化・欧米文化の専攻課程を設置する。

専攻科に音楽専攻，地域文化研究専攻を設置する。
�
�名称を桐朋学園芸術短期大学に変更し，芸術科に新たにステージ・クリエイト専攻を
設置する。

文科を廃止する。

専攻科地域文化研究専攻を廃止する。

専攻科にステージ・クリエイト専攻を設置する。

芸術科ステージ・クリエイト専攻，専攻科ステージ・クリエイト専攻を廃止する。

1

1940年３月

1941年３月

1947年４月

1948年４月

1951年３月

1952年４月

1955年４月

1961年４月

1964年４月

1966年４月

1968年４月

1988年４月

1994年４月

2004年４月

2005年９月

2006年３月

2006年４月

2014年３月

女子部門
（調布市）

2音楽部門
（調布市・富山市）

3男子部門
（国立市）

桐朋学園芸術短期大学

芸術科 音楽専攻

演劇専攻

演劇専攻専攻科

桐朋幼稚園 桐朋女子中学校

桐朋教育研究所

桐朋学園小学校 桐朋中学校 桐朋高等学校

桐朋オーケストラ・アカデミー（富山）

桐朋女子高等学校

普　通　科

桐朋学園大学音楽学部附属

　　子供のための音楽教室

桐朋学園
大学院大学
（富山）

桐朋小学校

桐朋女子高等学校

音　楽　科 

桐朋学園大学

音 楽 学 部

音楽専攻

学校法人　桐朋学園の機構 Toho Gakuen College of Drama and Music

桐朋学園芸術短期大学の沿革
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　一人ひとりの人格を尊重し，自主性を養い個性を伸長する。1947年，高名な
哲学者であり，戦後日本の教育改革の担い手であった，東京文理科大学の務台
理作学長による，この教育理念が桐朋学園の教育の基本に据えられた。以降，
その人間教育の場で実践され力強く発展し，桐朋学園における教育の共通の基
盤として継承されてきた。同時に，桐朋学園の特色である専門的な高等教育と
しての芸術教育を展開。「芸術文化の創造と発展に寄与しうる創造的な人材の
育成」を目標とする教育活動を行っている。

　音楽専攻は，音楽に関わる専門教育その他を通して，豊かな感性を培い，職
業および人間形成に必要な能力の育成をめざしている。徹底した実技指導と，
少人数クラス制のきめ細かな講義により，幅広い分野で活躍する人材を送りだ
すことを目標としている。

ディプロマ・ポリシー
（1）音楽をはじめ芸術の表現・創造活動の意義，および文化の諸相について理

解し，創造的表現の実現に不可欠な幅広い教養と豊かな音楽的経験を有して
いる。（知識・理解）

（2）音楽表現に同時代から求められているものを多面的に考察し，つねに最善
の選択を導く判断力を身につけている。（思考・判断）

（3）同時代の芸術表現・創造行為の動向に関心をはらい，その世界的規模の動
きにみずからも参入する強い意欲をもっている。（関心・意欲）

（4）多様な価値観のなかで音楽するときに，他者との協働に積極的にかかわり，
相互理解と信頼をもって，豊かな文化の創出と活力ある社会の構築に努める
態度を有している。（態度）

（5）音楽による表現行為と創造活動の意義および可能性を十分に伝えることの
できる高い演奏能力を有している。（技能・表現）

カリキュラム・ポリシー
　音楽専攻は，ピアノ，声楽，管弦，日本音楽の四専修から構成され，芸術全
般にわたる教養とともに，音楽に関する幅広い知識と技能の教授を通して，表
現力にすぐれた音楽家ばかりでなく，繊細な感性と柔軟な思考力を備えた社会
のさまざまな分野で活躍しうる有為な人材の育成をめざしている。この教育理
念を実現するために，教育課程を編成している。

（1）音を読み取れること
　　一人ひとりの主体性を尊重した個人レッスンを中心に，楽譜（音）にこめ

られた意味を読み取り，それらを各自の存在性を通して表現する力を養う。
（2）音楽表現に身体性を意識できること
　　高い演奏能力を得るためだけでなく，各自の音楽表現をより説得力あるも

のにする自在な身体性を身につける。
（3）音に合わせられること
　　既存のジャンルや概念にとらわれず，さまざまなアンサンブルに柔軟に応

じることのできる高い合奏能力とコミュニケーション能力を獲得する。

アドミッション・ポリシー
（1）入学後の修学に必要な基礎的学力と知識を有している者。（知識・理解）

1建学の精神・
教育目標

2音楽専攻の
教育

建学の精神・教育目標
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（2）ものごとを多面的かつ論理的に思考し，みずからの責任で判断できる者。（思
考・判断）

（3）芸術のみならず社会の諸事象に関心を持ち，社会に積極的に参加する意欲
を持っている者。（関心・意欲）

（4）他者と積極的にかかわり，相互理解と信頼を持って，それぞれの課題を果
たしていく態度を有している者。（態度）

（5）入学後の修学に必要な専修領域の演奏能力と表現力を有している者。（技
能・表現）

　演劇専攻は，幅広い教養と高度な専門性を兼ね備えた専門俳優の育成と研究
を目的とし，演劇芸術における表現の基本を体得することを目標としている。

ディプロマ・ポリシー
（1）演劇・舞台表現における様々な表現方法とそのねらいの違いを習得してお

り，さらにそれらを関連づけて考えることができ，豊かな人間性と社会性と
を支えるための演劇的経験・教養を身につけている。（知識・理解）

（2）自ら設定した課題について，演劇領域，ダンス・歌唱領域の表現手段を用
いて他者と考察を深めていくことができる。（思考・判断）

（3）社会における自分の存在意義，自己表現の意味を自覚することができ，演
劇的な知，経験を自ら実践する力へと高めることができる。（関心・意欲）

（4）集団の中で協働を高める役割をはたすことができ，演劇的な技術，知をもっ
て地域社会および国際社会のニーズに応えることができると同時に，生き生
きした文化や生き生きした社会を作ることに貢献できる。（態度）

（5）他者の表現意図，発言に耳を傾け，自分の考えを口頭表現や演劇的表現に
よって的確に伝えることができる。（技能・表現）

カリキュラム・ポリシー
　演劇専攻は専門俳優の育成と研究を目的とし，演劇芸術における表現の基本
を体得することを目標としている。そのため，以下の三項目を軸として２年間
の教育課程を組んで具体化していく。

（1）戯曲がよめること
　本を読む力｜｜言葉を演劇にしていくための想像力を養う。

（2）からだを鍛えること
　身体の訓練｜｜想像したことを実際の動きに変えられる身体能力を磨く。

（3）集団行動が取れること
　アンサンブルを作る力｜｜チームで作る舞台芸術に必要な協働の精神を養う。

アドミッション・ポリシー
（1）俳優または表現者としての理解力があり，適性があると自認する者。（知	
識・理解）

（2）心身ともに健康で実技訓練を積極的に取り組むことができる者。（思考・
判断）

（3）入学後の勉学について明確な志向と熱意を持つ者。（関心・意欲）
（4）協調性があり，集団での創造活動に積極的に参加できる者（態度）
（5）プロの俳優または表現者（声優，ダンサー等）を目指し，その技能習得に

必要な心身の素養を持つ者。（技能・表現）

3演劇専攻の
教育
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1教育課程

2単位

　教育課程とは，本学の教育目標を達成するために，その教育内容を，必要単
位数の設定および学修時期の適切な配置もふくめ，系統的にまとめたもので
ある。
　本学の教育課程は，基礎教養科目と専攻科目によって構成されている。
　基礎教養科目は，各専攻の枠を越え，共通して必要となる基礎的知識や技術
の修得を目的とした科目であり，３つの区分（キャリア・デザイン，芸術文化，
外国語）から成る。専攻科目は音楽，演劇各専攻の理念目的達成のために開講
する専攻独自の科目である。それぞれの現場に直結した実践的な教育内容に
なっており，専門的内容をより深く学ぶことができる。

（1）	授業科目を通年または前・後期履修し，その試験等に合格した者には所定
の単位を与える。

（2）	１単位は，45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と
し，そのうち大学における授業時間数は，学則第33条に，講義・演習・実習・
実技等について各々定められている。

（3）	各授業科目の単位数は，『講義概要　別表』に記されている。
（4）各学期の履習登録単位数は20単位を上限とする。

（1）	受験資格
	 　出席が授業時数の３分の２に満たない場合および授業料を期限までに納入

しない場合は，原則として受験資格を失う。
（2）	� 成績の認定基準
	 　成績は100点を最高とし，50点以上を認定，50点未満を不認定とする。 

また，試験を無断で欠席した場合は不認定とする。
（3）	評価の基準
	 学科成績	 実技成績	 評　価
	 100―80	 100―80	 Ａ
	 79―60	 79―65	 Ｂ
	 59―50	 64―50	 Ｃ
	 50未満	 50未満	 Ｄ
（4）	GPA（Grade Point Average）について
	 　本学では，2015年度よりGPA制度を試行し，学修指導等に活用する。学
生が自らの学業成績の状況を的確に把握し，それに基づいて適切に履修計画
を立て，主体的に学修を進めていくことを目的としている。
	 　GPAはそれぞれの評価にGP（Grade Point）を与え，学生個々の履修科目の
GPにその科目の単位数を乗じ，その合計を履修登録科目の総単位数で除す
ることによって算出する。ただし，既修得単位・単位互換履修科目等の認定
科目，教職に関する専門科目は算出の対象とならない。
	 　GPA=（履修科目のGP×当該科目の単位数）の合計÷履修科目単位数の合計
	 	 	 評価	 GP
	 	 	 A	 4
	 	 	 B	 3
	 	 	 C	 2
	 	 	 D	 0

3学修の評価

Ⅰ．教育課程
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（1）	本学を卒業するためには，２年以上在学し，学則第36条に定めるように62
単位以上を修得しなければならない。

（2）	本学を卒業するための最低修得単位数は，音楽専攻62単位，演劇専攻62単
位であるが，履修条件は専攻によって異なる。（『講義概要』別表４「卒業の
要件」参照）。

履修登録

授　　業

定期試験

追・再試験

評価・単位認定

進級　卒業・修了

（1）履修登録について
（2）既修得単位の認定について
（3）単位互換について

（4）校時について
（5）休講について
（6）補講について
（7）集中講義について
（8）教科書・教材の購入について

（9）定期試験について
（10）レポート提出について
（11）実技試験について

（12）追試験について
（13）再試験について
（14）追・再試験の受験手続きについて

（15）成績の通知について

5履修登録から
単位認定まで

4卒業の要件
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（1）	履修登録について
①�履修登録はマークシート用紙を使用して行う。

2015年度　履修科目登録票（前期・後期）（○で囲む）

②	「履修科目登録用紙」（マークシート用紙）は学籍番号，氏名，指定した科
目コードを登録票に従って，「記入上の注意」をよく読みマークし，提出す
ること。えんぴつで記載し，同紙は汚さない・折らないこと。

③履修科目の「登録用紙」提出後，科目の追加，取消および変更は原則とし
て認めない。また指定期日までに提出しなかった学生は受講資格が取り消
される場合がある。登録までの期間が短いので，ガイダンスには必ず出席
し，『講義概要』を参考に早めに履修計画を立てること。

④履修の上限は各学期20単位を基準として登録すること。（ただし集中講義
および教職科目はのぞく）
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⑤音楽専攻実技レッスン時間登録票について
　�　音楽専攻の実技レッスンは，担当教員と個別に時間を設定するので前述

の履修登録方法とは異なり，レッスン時間決定後，所定の用紙に記入をし，
担当教員の確認印をもらい，４月の開講後２週間以内に教学課へ提出する
こと。

　上記票中の該当する□に○印をつけること，（　　時限）の欄にはレッスン
時間が含まれる時限（「（4）校時について」参照）を記入すること。
　なお第二実技の履修を希望する場合は上記時間登録票のほかに第二実技履修
申込書を提出し，履修料を別途納入すること。

⑥演劇専攻の歌唱（個人レッスン）は，担当教員と個別に時間を設定するの
で前述の履修登録方法とは異なる。

　　所定の受講希望票に記入し，前期・後期の開講後１週間以内に演劇研究
室へ提出すること。また，上記受講希望票のほかに教学課に履修申込書を
提出し，履修料を別途納入すること。

（2）	既修得単位の認定について
　既修得単位とは，本学に入学する前に他の短大又は大学等において修得した
単位（科目等履修生として修得した単位を含む）をいう。これら入学前の既修
得単位について，本学における授業科目の履修により修得したものとしてみな
すことを既修得単位の認定という。（短期大学設置基準第16条）
　本学では各専攻ごとに既修得単位の限度を決めている。いずれも，専攻科目
を除き，音楽専攻14単位，演劇専攻12単位としている。
　既修得単位の認定を希望する学生は，教学課にある所定の用紙に記入し，在
籍した大学等の単位修得証明書あるいは成績証明書を添えて４月の開講後１週

□ピアノ □声楽 □ヴァイオリン □ヴィオラ □チェロ
曜日　　　時　　分～　　時　　分（ 時限）

担当教員名　　　　　　　　　　　確認印

第
二
実
技

□ピアノ □声楽 □ヴァイオリン □ヴィオラ □チェロ
曜日　　　時　　分～　　時　　分（ 時限）

担当教員名　　　　　　　　　　　確認印

副
科
実
技

音楽専攻実技レッスン時間登録票　　　平成　年　月 日
音楽１年１番
きり ともこ
桐　　　朋子

□ピアノ　□声楽　□管楽器　□弦楽器　□ギター　□日本音楽
曜日　　　時　　分～　　時　　分（ 時限）

担当教員名　　　　　　　　　　　確認印

第
一
実
技
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間以内に提出すること。なお，この認定は１年次のみである。

（3）	単位互換について
　本学は，桐朋学園大学音楽学部と単位互換の制度を有している。音楽学部が
開放している授業科目の履修に便宜を図り，一定の条件の下で，その授業科目
の履修による取得単位を，本学における修得単位と同等に取り扱うことを行っ
ている。科目や履修については別途連絡する。

（4）	校時について
　本学の校時は年間を通して次のとおりである。
　　　第Ⅰ時限	 8:40	〜10:10
　　　第Ⅱ時限	 10:20	〜11:50
　　　第Ⅲ時限	 12:40	〜14:10
　　　第Ⅳ時限	 14:20	〜15:50
　　　第Ⅴ時限	 16:00	〜17:30

（5）	休講について
　学校行事や授業担当者のやむを得ない事情により授業が行えない場合は掲示
および本学ホームページで連絡する。

（6）	補講について
　休講などによる，授業の未消化や授業時間数の不足を補うために前期，後期
のそれぞれ決められた期間内に授業を行う場合がある。
　補講を行う科目，期間内の日程などについてはそれぞれの期間の２週間前ま
でに掲示で連絡する。

（7）	LA（レッスンアシスタント）による補習について
　2015年度より，授業内容のさらなる充実・質の向上のため，LAによる補習
を実施する。
　今年度のLA補習対象科目は下記のとおり。
　　・ジャズダンスA
　　・ジャズダンスB
　　・ジャズダンスC
　　・ミュージカル唱法Ⅱ
　　・劇上演実習（ミュージカルコース）
　毎回，授業と並行して「LA補習」に参加し，授業で出された課題・振り付
けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の授業に出席すること。LA
補習はLAが指導，監督するのでその指示に従うこと。なお，LA補習への参加
状況・受講態度も成績評価の材料となる。

（8）	集中講義について
　授業科目によっては通常の週１回という形をとらずに前期，後期の決められ
た期間内に集中して授業を行うものがある。（『講義概要』参照）
　期間内の日程などはそれぞれの期間の２週間前までに掲示で連絡する。
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（9）	教科書・教材の購入について
①教科書の購入
	  『講義概要』に使用する教科書名が記載されている。購入については，研

究室で購入できる場合と，指定書店において，学生が各自購入する場合と
がある。購入についての指示は掲示をするので注意すること。

②演劇専攻で使用する袴，扇，シューズ等の購入
	 　演劇専攻の学生は授業料と一緒に教材費を納入しているので，袴，狂言扇，

日舞扇，タップシューズ，メイク道具一式，舞台製作の道具類等は本学で
一斉に購入をしている。袴は「狂言」の授業時間に採寸し仕立てもらう。

（10）	定期試験について
　定期試験は，原則として，前期・後期とも行事予定表に示された試験期間中
に，通常授業と同じ時間帯（コマ）で実施する。
　試験の有無，方法等については，試験期間の２週間前までに掲示発表するの
で，必ず確認すること。
　なお，追試験・再試験については後述（13），（14）を参照のこと。
　不正行為が認められた場合は，厳正に対処し，懲戒を行うことがある。

（11）	レポート提出について
　筆記試験に替えて，レポート提出を課す科目については次のとおりとする。

①授業期間中に担当教員へ提出する場合
	 　教員の指示した様式に従い，決められた期日に提出すること。
②指定期日に教学課へ提出する場合
	 　教員に指示された用紙を使用する。必要事項を記入した「レポート提出

票」を上につけ，ホチキスで綴じて提出する。（「レポート提出票」は教学
課に用意してある。ホチキスは縦書きの場合，原則として右側を２ヶ所，
横書きは上部を２ヶ所で留めること。）

	 　提出の際，レポートと引換えに，教学課受領印を押した「レポート提出
票（本人控）」が手渡されるので各自保管すること。

	 　剽窃（他人の文章を盗用すること）が認められた場合は，厳正に対処し，
懲戒を行うことがある。

　郵送や宅配便での提出は，教員あて教学課あてを問わず一切認めない。また，
提出期限に遅れた学生については，担当教員の了解を得られた場合のみ，追試
験手続きの上，提出を認める場合がある。
　提出されたレポートは原則として返還しないので必要があればコピーをして
おくこと。

（12）	実技試験について
　音楽専攻の実技試験については，試験期間とは別の日程（『行事予定表』参照）
で実施する。詳細については適宜掲示で指示する。なお試験に先立って「レッ
スン受講票」の提出を求めるが，指定期間内に提出しなかった学生は追試験扱
いとする。
　演劇専攻の実技試験は，特に指定のない限り試験期間中の通常のコマで行う。
　歌唱の個人レッスン，グループレッスンの試験は，試験期間とは別の日程で
実施することがある。詳細については適宜掲示で指示する。
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　なお，歌唱の個人レッスンについては，試験に先立って「レッスン受講票」
の提出を求めるが，指定期間内に提出しなかった学生は追試験扱いとする。
　また，「レッスン受講票」に改ざんが認められた場合は，懲戒等厳正な対処
を行う。

（13）	追試験について
　病気その他やむを得ない理由で定期試験を受けられなかったり，レポートを
提出できなかった場合は担当教員が許可した場合について追試験を受けること
ができる。その日時は教員が指定する。学生からの日時変更希望は一切受け付
けない。

（14）	再試験について
　定期試験の結果不認定となった科目について，担当教員の許可した場合のみ，
再度試験を行う。
　再試験での認定の評価は「Ｃ」とする。

（15）	追試験・再試験の受験手続きについて
　教学課で「追・再試験願」と「受験手数料の納入用紙」を受け取り，必要事
項を記入し，追試験・再試験手数料（１科目2,000円）を納入する。

（16）	試験における不正行為について
　試験で不正行為が認められた場合，当該学期の当該科目の単位は不認定とす
る。また，学生の本分に反する行為として懲戒等厳正な対処を行うものとする。

（17）	成績の通知について
　前期成績表は後期開講時に教学課で配付する（ただし９月に行われる集中講
義の成績は除く）。１年終了時の成績表は２年次前期開講時に，卒業・修了時
の成績表は卒業・修了式に配付する。

試　験　欠　席
レポート未提出

理由等の審議

追試験受験許可

単　位　認　定

合　否　判　定

レポートの提出

試験日程の発表

（筆記試験） （レポート試験）

レポート課題の発表
（担当教員）

●追・再試験の実施
●レポート提出

不 合 格 者 発 表
追・再試験受験許可者
（掲示により通知）

追・再試験の実施受験願の提出

合格者

受　験

定　期　試　験
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（1）	音楽専攻では，一定の条件のもとに教科に関する科目および教職に関する
科目等を履修して必要単位を修得することにより中学校教諭二種免許状（音
楽）を取得することができる。

（2）	免許状の取得を希望する者は，卒業要件を充たした上で，教職に関する科
目24単位以上，教科に関する科目24単位以上，および専攻教養科目を修得し
なければならない。これは，「教育職員免許法施行規則」に定める基礎資格
および授業科目・単位数に基づいて本学が定めたものである。（『講義概要』
別表５参照）

（3）免許状を取得するには，１年次より２年次にかけて履修する「教育実習」
をはじめ，集中講義による履修等の学習の負担が大きく，また，費用もかか
るので，安易な気持ちでの教職課程の履修はすすめられない。下記の（6）「教
育実習Ⅱ履修の条件について」（7）「教育実習Ⅱにかかわる出欠の取扱いに
ついて」および（9）「受講料について」の項をよく読むこと。

（4）免許状は，本学在学中に，必要な資格・要件を充たした者について，所轄
官庁に申請して取得することとなる。申請にかかわる事務は大学が一括して
行うので連絡や指示をきちんと守ること。

（5）本学における中学校教諭２種免許状取得の要件は『講義概要別表５』のと
おりである。

〈参考〉	 「教育職員免許法施行規則」に定める基礎資格および教科に関する科目
と最低修得単位数，教職に関する科目と最低修得単位数は次の通りである。

　Ａ．基礎資格
	 　大学に２年以上在学し，62単位以上を修得すること（本学所定の課程を

修了していること）。

　Ｂ．教科に関する科目（音楽）及び最低修得単位数
　　•	ソルフェージュ	 １単位
　　•	声　楽（合唱及び日本の伝統的歌唱を含む）	 １単位
　　•	器　楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む）	 １単位
　　•	指揮法	 １単位
　　•	音楽理論・作曲法（編曲法を含む）及び音楽史
　　	（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む）	 １単位
	 計10単位以上
　
Ｃ．教職に関する科目及び最低修得単位数
　　•	教職の意義等に関する科目	 ２単位
　　•	教育の基礎理論に関する科目	 ４単位
　　•	教育課程及び指導法に関する科目	 ４単位
　　•	生徒指導，教育相談及び進路指導に関する科目	 ４単位
　　•	総合演習（2009年度以前入学生のみ）	 ２単位
　　•	教職実践演習（2010年度以降入学生のみ）	 ２単位
　　•	教育実習（事前および事後の指導）	 ５単位
　　•	教育実習
	 計21単位

　Ｄ．教科又は教職に関する科目	 計４単位

6教育職員免許状
「音楽」の取得
について
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（6）	「教育実習Ⅱ」履修の条件について
	 　「教育実習Ⅱ」を履修することのできる者は，次のとおりである。

①将来，教職に就くことに，確固とした意志がある者。
②第１年次に開設されている教職に関する科目・教科に関する科目の単位を

修得した者。
③「音楽科教育法」の評価がＢ以上の者。なお，「第二実技（ピアノ）」「副科

実技（ピアノ）」の評価がＣ以下の者は，教職委員会において不適格とす
る場合がある。

④当該年度中に，当該免許取得の要件の全てを充足し得る見込みのある者。
⑤教育実習に関するガイダンス・「教育実習Ⅰ」（事前指導）の全てに怠りな

く出席した者。
⑥本学の指示する諸規則及び実習校・当該教育委員会の定める諸規定に違反

した者，学業成績および修学態度等が著しく悪い者，介護等体験において
教職履修の適格性欠如と判断される者については，教職委員会において不
適格とする場合がある。

⑦教育実習に関する諸連絡，諸手続き等を定められた期間内に行わず，再度
にわたり注意を受けた場合も，教職委員会において不適格とする場合がある。

（7）「教育実習Ⅱ」にかかわる出欠の取扱いについて
	 　「教育実習Ⅱ」にかかわる出欠の取扱いは，次の場合に限り公認欠課とする。

①指定された教育実習期間。
②実習校及び当該教育委員会より事前に招集を受けた日。
③健康診断について，日時，場所などが指定された場合。
④実習校が遠隔の場合は，教育実習期間の前後１日に限り，期間に加えるこ

とができる。
	〔公認欠課の手続き〕
	 　教学課において，所定の願書に必要事項を記入して受付印を受けた後，当

該授業科目担当教員に提出する。
（8）	介護等体験について
	 　1998年度入学生より，小学校及び中学校教諭の普通免許状の取得要件とし

て「介護等体験」が義務づけられている。
	 　介護等体験とは，18歳に達した後，７日間を下らない範囲内において盲学

校，聾学校もしくは特別支援学校または社会福祉施設その他の施設において
行う介護等の体験実習を指す。

	 　なお，介護等体験期間にかかわる出欠の取り扱いは公認欠課とする。手続
きは前項の「教育実習Ⅱ」に準ずる。

（9）	受講料について
	 　教職に関する科目を受講しようとする者は，受講願を教学課に提出し，受

講料を納入すること。
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8研究生に
ついて

9海外研修旅行
について

	 　また，介護等体験のうち，社会福祉施設での体験については実費を徴収する。
	（2014年度，東京都の施設の場合１日あたり2,052円，神奈川県の施設の場合

１日あたり2,000円，千葉県・埼玉県の施設の場合１日あたり1,500円）
教　科 音　楽

教職に関する科目受講料 80,000円

介護等体験
10,260円（東京都）
10,000円（神奈川県）
 7,500円（千葉県・埼玉県）

教育実習を除いた科目受講料 45,000円
※2015年度の介護体験費用については改定される場合がある。

（1）科目等履修生とは，本学の学生以外の者で１つまたは複数の授業科目を履
修する者のことをいう。（短期大学設置基準第17条）

（2）科目等履修生として本学の授業科目の履修を希望する者がある時は，学則
第51条に基づき認められることがある。

（3）履修できる授業科目については，募集要項と一緒に配付する。
（4）詳しくは，P.46「科目等履修生規程」を参照すること。

（1）研究生とは，本学専攻科音楽専攻及び専攻科演劇専攻を修了した者で，さ
らに専修実技等の授業科目を履修する者のことをいう。本学では科目等履修
生に準ずる。

（2）詳しくは，P.47以降の「音楽専攻研究生規程」及び「演劇専攻研究生規程」
を参照すること。

（1）音楽専攻
	 　1999年度より始まった音楽専攻の海外研修旅行は，今年で17年目を迎える。

この研修旅行は欧米の音楽大学等での実技レッスン研修を中心に据えたプロ
グラムから成っている。

	 　これまでに実施した研修機関は，米国ボストン大学芸術学部音楽科，英国
トリニティ音楽大学（ロンドン），ドイツ国立フライブルク音楽大学，リュー
ベック音楽大学，ベルギー王立メッヘレン・カリヨン専門学校，ポーランド
国立ショパン音楽アカデミー，そしてハンガリー国立リスト音楽院，ケチケ
メート・コダーイ音楽教育研究所，オーブダ民俗音楽学校である。以下は年
度別の訪問国および研修機関等の一覧である。

実績年度 訪問国 研修機関 研修分野
1999年度 ドイツ 国立フライブルク音楽大学 ピアノ/室内楽/声楽
2000年度 ドイツ/フランス 国立フライブルク音楽大学 ピアノ/室内楽/声楽

2001年度 ハンガリー /
オーストリア

国立リスト音楽アカデミー ピアノ/室内楽/ヴァイオリン/声楽
国立コダーイ音楽教育研究所 コダーイ音楽教育システム入門

2002年度
ドイツ 国立フライブルク音楽大学 ピアノ/室内楽/ヴァイオリン/声楽
アメリカ ボストン大学芸術学部音楽科 フルート

7科目等履修生
について
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	 　本場の風土に身を置き現地で経験豊かな教授陣のレッスンに接すること，
加えてそこに学ぶ各国の学生との積極的な交流は，単に音楽研鑽という視点
に留まらず，国際感覚を磨く上でも貴重な体験となっている。

	 　さて今年度は，ドイツ・フライブルク音楽大学での実技研修を中心に据え
たプログラムを予定している。日々研鑽を積んでいる実技（ソロやアンサン
ブル）の研修を本場において体験し，深めることを目的としている。

	 　本場ヨーロッパの風土に身を置き，現地で経験豊かな教授陣のレッスンに
接することは，音楽専攻の学生にとって貴重な体験になるにちがいない。参
加学生は「海外特別演習」（日程は掲示）を履修すること。グループ旅行ゆえ，
団体行動への自覚が重要となるので，無断欠席，遅刻は認めない。場合によっ
ては参加を取り消すこともある。

（2）	演劇専攻
	 　演劇専攻の創設者の一人である故千田是也教授の日中演劇交流への貢献に

より，1982年に中国演劇研修旅行が実現して以来，演劇専攻では毎年10日間
程度の日程で海外研修旅行を実施している。

	 　研修では，演劇大学など相手国の演劇高等教育機関を訪問し，現地の学生
とともに授業やワークショップに参加するなどして，体験を通じてその国の
演劇の特色を理解している。近年，交流を行った機関としては，イギリスの
王立演劇院（RADA），ドイツのエルンスト・ブッシュ演劇学校，オースト
ラリアのNIDA（国立演劇大学），北京の中央戯劇学院，ブルガリアの
NATFA（国立演劇映画学院）などがあげられる。本年度は，３月に実施す

2003年度
英国/

ベルギー / 
フランス

トリニティー音楽大学
（ロンドン）

声楽/ピアノ/室内楽/ヴァイオリン
ヴィオラ/フルート/クラリネット

王立カリヨン専門学校（メッヘレン，ベルギー） カリヨン体験ワークショップ

2004年度 ハンガリー /スロヴァキア/
オーストリア/チェコ

国立リスト音楽アカデミー 声楽/ピアノ/室内楽/ヴァイオリン/チェロ
国立オーブダ民俗音楽学校 マジャール伝統音楽ワークショップ

2005年度 ドイツ/イタリア 国立フライブルク音楽大学
ピアノ/室内楽/ヴァイオリン/声楽/その他
参加学生の専修ジャンルに配慮

2006年度 ポーランド/
チェコ/ドイツ 国立ショパン音楽アカデミー

ピアノ/フルート/その他
参加学生の専修ジャンルに配慮

2007年度 ハンガリー /
ルーマニア

国立リスト音楽アカデミー
同アカデミー民俗音楽科

声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他
マジャール伝統音楽ワークショップ

2008年度 ドイツ/フランス 国立フライブルク音楽大学 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他

2009年度 ポーランド/エストニア/
ロシア/フィンランド 国立ショパン音楽アカデミー

ピアノ/フルート/その他
参加学生の専修ジャンルに配慮

2010年度 ドイツ/オーストリア 国立フライブルク音楽大学 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他

2011年度 チェコ/オーストリア/
ハンガリー 芸術アカデミー 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/ 

チェロ/その他
2012年度 ドイツ 国立フライブルク音楽大学 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他
2013年度 ドイツ リューベック音楽大学 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他
2014年度 ハンガリー リスト音楽院 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他
2015年度 ドイツ 国立フライブルク音楽大学 声楽/ピアノ/ヴァイオリン/フルート/その他

実績年度 訪問国 研修機関 研修分野
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る予定である。
	 　また，近年，ITI-UNESCO（国際演劇協会），GATS（世界演劇学校連盟），

ATEC（アジア演劇学校教育センター）等が開催する演劇フェスティバルに
も積極的に参加している。

　　本年度のプログラムの詳細については４月以降に発表する。

　本学では前期末に「学生による授業評価」を実施している。これは本学で開
設されている授業に対して，学生がどのように評価しているかを，アンケート
を行って把握していこうというものである。レッスンを除く通年開講科目およ
び前期開講科目を対象として行われる。
　この「学生による授業評価」の目的は，学生から寄せられる，授業に関する
率直な意見に耳を傾け，今後のより良い教育内容・教育方法・教育環境を，授
業担当教員はもとより全学を挙げて作り出していこうというところにある。
　学生からの回答に対しては，本学が委託した学外の専門業者が集計し，統計
処理等を施す。そして授業担当教員と本学とが，それぞれに関わる情報を受領
する。本学が受領した統計処理結果等については公表し，学生の閲覧にも供し
ている。

10学生による
授業評価
について
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（1）	掲示について
	 　必要な連絡・通知事項は掲示で行うので登下校時に必ず確認すること。

よって，何かの提出物について，掲示を見ていなかったと言う理由で，提出
を免除されたり，延期を認められたりすることはない。

	 　なお，掲示内容は，原則として掲示してから１週間で全員に周知されたと
みなす。

（2）	オフィスアワー
	 　授業科目等に関する学生の質問・相談に応じるための時間として，教員が

あらかじめ示す特定の時間帯（何曜日の何時から何時までなど）のことをオ
フィスアワーという。本学では，専任教員について年度当初に掲示にてその
時間帯を伝える。その時間帯であれば，学生は基本的に予約なしで研究室を
訪問することができる。

（3）	学内駐輪について
	 　通学する際に徒歩以外は，電車・バス等の公共交通機関によることを原則

としているが，やむを得ず自転車やオートバイで通学する場合は，次の条件
で短大駐輪場（短大新館南側）の使用を認めている。
①「駐輪場使用許可願」を教学課に提出し，許可を受ける。
②「駐輪許可証」（ラベル）を発行するので，自転車やオートバイの見えや

すい部分に貼る。
③「駐輪許可証」の効力は，申請年度の年度末までとする。（１年ごとに更

新を必要とする）
④許可なく駐輪している場合は撤去，処分する。

（4）	個人ロッカーについて
	 　本学は，学生に対して個人ロッカーを貸与している。各自の責任で清潔に

使用すること。
①各専攻とも１人１ロッカーを貸与するので，鍵は各自で用意する。
②貴重品は楽屋等に置いたままにせず，ロッカーに鍵をかけ保管すること。

各自で責任を持って管理すること。ロッカーに鍵をかけなかった場合の事
故等には学校は一切の責任を負わない。

③ロッカーの上に物を置かない。
④卒業時は指定する期限（掲示にて連絡する）までに各自私物を整理し持ち

帰ること。それ以後残っているものは廃棄処分する。

（5）	会議室の使用について
	 　学生の休憩や談話のための場所として会議室がある。使用に当たっては次

のことに注意すること。
①使用時間　8:15〜21:30（休日・祝日および長期休暇中は閉鎖）
②飲食はできるが，片付けは各自が責任をもって行うこと。
③マナーを守って，皆が気持ち良く使用できるようにする。
④�本学の会議・行事等で使用できない場合がある。

（6）	学内での飲食の場所について
	 　学内での，飲食できる場所は次のとおりである。片付けは必ず行うこと。

1学生生活

Ⅱ．学生生活全般
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①学生食堂（混雑時の11:00〜13:00は持ち込み利用不可）
②2102教室（昼休時11:50〜12:40のみ）
③会議室（利用方法は⑸参照）
④ロビーおよび各階フロアーのテーブルが置いてある場所

（7）	環境の保持（施設・備品・ごみ等）について
①学園の施設・備品は大切に扱うこと。もし破損等した場合は，直ちに教学

課に届け出ること。事情によっては弁償代を請求することがある。
②教室の備品を移動して使用する場合は，教学課に「備品借用願」を提出し

て，許可を受けること。
③ごみは「可燃物」と「不燃物」（ビニール・プラスチック・発砲スチロー

ル等）と「ビン・カン・ペットボトル」に分けて所定のごみ箱に捨て，学
内の美化に努めること。

	 　また，スプレー缶を捨てる場合は必ず，穴を開けてから捨てる。器具は
旧館１階通路と新館地下１階にある。

（8）	喫煙・飲酒について
	 　校舎内・外ともに指定の喫煙場所を除いて全面禁煙である。喫煙場所は新

館２階テラスと新館外階段の灰皿の設置してある場所で，喫煙の際は火の始
末等に十分注意すること。なお，学内での飲酒は禁止である。

（9）アパート等の斡旋について
	 　本学ではアパート等の紹介，斡旋は行っていない。ただし，不動産業者か

らのパンフレット等は教学課窓口横にファイルしてある。

（10）	アルバイトについて
	 　本学ではアルバイトの斡旋は行っていない。ただし，企業等からの求人案

内は教学課窓口横にファイルしてある。
	 　アルバイトは学業等に支障のない範囲で行い，求人企業，仕事の内容，給

与等の勤務条件をよく確認し，トラブルのないよう十分注意すること。また
アルバイトで何かおかしいと感じることがあったら，学生・安全対策委員会
に報告すること。

（11）	落し物・忘れ物の取扱い
	 　キャンパス内で落し物を拾得したときは，教学課窓口へ届け出ること。
	 　また，落し物・忘れ物をしたときは，教学課窓口まで問い合わせること。
	 　※持ち主が明らかな場合：呼び出し掲示・電話等で連絡する
	 　　持ち主不明の場合　　：届けられた日から６ヶ月間保管する
　　　　　　　　　　　　　　（教学課前のガラスケースに展示）

（12）	セクシュアル・ハラスメント等の防止について
	 　本学は，大学におけるセクシュアル・ハラスメント，アカデミック・ハラ

スメント，パワー・ハラスメントおよびその他のハラスメント（以下「セク
シュアル・ハラスメント等」という。）を，学生・教職員一人ひとりの人権
を侵害し，適切な教育環境の場を阻害するものとして捉え，これに対して厳
しい姿勢で臨んでいる。
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	 　本学では，常勤・非常勤を問わず，本学に在職する教職員と学生との間，
および本学の学生同士の間には，つねに教育環境上の関係があるものとみな
す。よって大学におけるセクシュアル・ハラスメント等は，正課の授業時間
中の大学構内における場合にとどまらず，課外活動や学外を含むあらゆる場
合のそれを意味する。

　
１．セクシュアル・ハラスメント等とは

１）	セクシュアル・ハラスメント
ア．学生，教職員または関係者が，意図するか否かにかかわらず，性差別

的または性的な言動によって，相手を不快にさせる行為
（例）	 性的な噂を流したり，人を傷つける性的な内容の冗談を言ったり

すること
	 性的な文書や画像等の掲示や提示をすること
	 相手が望まない飲食等にしつこく誘うこと
	 不必要に身体に触れること

イ．学生，教職員または関係者が，利益もしくは不利益を与えることを利
用して，または利益を与えることを代償として，相手に性的な誘いまた
は要求をする行為

（例）	 成績評価等と引き換えに，性的要求を迫ること
２）	アカデミック・ハラスメント
	 　教育・研究の場において，教職員またはこれに準ずる者が，その地位ま

たは職務権限を利用し，これに抗し難い地位にある者に対して，相手によっ
て差別したり，人格を否定したり，必要以上に厳しく指導したりまた指導
を放棄することにより，相手方の勉学・研究意欲や研究環境を害する言動
または行為

３）パワー・ハラスメント
	 　職場において，教職員またはこれに準ずる者が，その地位または職務権

限を利用し，これに抗し難い地位にある者に対して，相手によって差別し
たり，人格を否定したり，必要以上に厳しく指導したりまた指導を放棄す
ることにより，相手方の就労意欲や就労環境を害する言動または行為

４）その他のハラスメント
	 　学生，教職員または関係者が，他の学生，教職員または関係者に飲酒の

強要，喫煙にまつわる不法行為，誹謗，中傷，風評の流布などにより人権
を侵害したり不快にさせたりする行為

２．セクシュアル・ハラスメント等を起こさないために
	 　セクシュアル・ハラスメント等は，大学の構成員である教職員および学生

の相互の人格の尊重と良識ある生活態度によって防止されるものである。
	 　だれもがセクシュアル・ハラスメント等を受ける可能性があると同時に，

だれもがセクシュアル・ハラスメント等を起こしうる可能性もあることを自
覚し，日頃から，次のような姿勢を心がけることが重要である。

ア．日常生活において男女間の対等な関係を形成すること
イ．いやなことははっきりと意思表示すること
ウ．お互いに誤解を招かないように，よりよいコミュニケーションを心が

けること
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３．被害にあったときの対処方法
	 　実際に被害にあったときには，決してひとりで悩んだり，泣き寝入りした

りせず，以下の対処を心がけること。
ア．相手に，自分が「望んでいない，不快である」ことをはっきりと伝える
イ．いつ，どこで，誰からどのようなことをされたかについての詳しい記

録をとる
ウ．その場を目撃した人がいる場合は，その人にそのとき自分が何をされ

ていたかについての確認をとっておく
エ．身近な信頼できる人に相談する
オ．学内の相談窓口等に申し出る

４．被害を訴えた人への本学の対応
	 　本学は，「セクシュアル・ハラスメント等の防止等に関する規程」に基づき，

セクシュアル・ハラスメント等防止委員会および相談窓口を設置し，被害を
訴えた人にとって不利益になることがないことを保証し，被害を訴えた人の
プライバシーを最大限に尊重しつつ，可能なかぎり当該者が望むことへの手
助けを行う。

	 　防止委員会は，相談窓口に寄せられる事例について，セクシュアル・ハラス
メント等であるか否かの判断を行い（必要に応じて，別に調査委員会を組織す
ることもある），セクシュアル・ハラスメント等と判断した場合は，速やかに
学長に報告し，その指示に基づき，関係部署と協議し，適切な措置を講ずる。
■2015年度　セクシュアル・ハラスメント等相談窓口
　相談員は学生・安全対策委員が兼任する。
　相談申込方法については，オフィスアワーに準拠する。

（1）	課外活動
①学生が学内でクラブ，サークル等の団体を結成しようとする場合は，１ヵ

月前までに「部活動設立申請書」（所定用紙）により，学長の許可を得な
ければならない。

②学生関係の団体もしくはその他の学外団体の行事に参加する場合には，１
週間前までに学生・安全対策委員会に『行事参加許可願』（様式任意）を
提出し，許可を受ける。

③クラブ活動等による上演は，桐朋祭等の学内発表に限る。
④学生が団体で行動する場合は事前に学生・安全対策委員会に願い出て許可

を受ける。
⑤学内にて掲示または印刷物の配布をするときは事前に学生・安全対策委員

会に願い出て許可を受ける。
⑥クラブ活動等は授業のさまたげにならぬように注意する。

（2）	学外出演について
	 　音楽専攻・演劇専攻の学生が，学外の演奏会や演劇等に出演する場合は，

Ｐ.49以降の『学外演奏発表規則』『学外出演規則』に従って所定の手続きを
行う。出演許可願の用紙は各研究室にある。

2課外活動
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3証明書・諸届

（3）	「桐朋祭」について
	 　「桐朋祭」は各専攻学生会，自治会が中心となり，学生の日頃の授業成果

の発表の場として，あるいは，研究発表の場として催されている。本年度は
９月19日（土）・９月20日（日）の予定である。

	 　参加を希望する学生及び団体は各学生会・自治会に企画書を提出する。以
後，企画が進む中で企画代表者会議が開かれ必要事項が確認される。なお，
以下について十分留意すること。

	 　「桐朋祭」には，本学学生以外の一般の来訪者が多いので，安全対策には
特に気を配る。

	 　また，本学はあらゆる宗教的・政治的諸団体の学内における諸活動（情宣
や勧誘など）は一切認めていない。

	 　本学の備品を使用する場合には，「備品借用願」，火気を使用する場合には，
「火気使用願」，模擬店を出す場合には，多摩府中保健所に「行事開催届」
を提出する必要がある。学園は，調布消防署に「催物の開催届出書」を提出
する。

	 　企画で外部者を要請する場合は，「外部出演者等の届」を提出し，保険加
入を行う。

	 　備品借用願・火気使用願等の提出書類は教学課にある。

（1）学生証（ＩＤカード）について
	 　学生証は在学期間中有効のものが入学時に交付されるので，現住所・通学

区間の欄を記入し，写真を貼付してすみやかに教学課で契印を受ける。学生
証は通学時等，常に携行し，卒業，退学等で学籍がなくなった場合は直ちに
返納する。もし，紛失した時は，直ちに教学課に届け出て再交付を受けること。

	 　次のような場合，提示を求められることがある。
	 　◦教室使用の申込みをする時
	 　◦定期試験を受ける時
	 　◦通学定期券を購入する時
	 　◦学生旅客割引証（学割証）を使用する時
	 　◦成績表を受け取る時
	 　◦その他
	 　また，学生証はＩＤカードとしても使用している。本学園は保安対策の一

環として，身分を判別できるように学生および教職員にはＩＤカードの着用
が義務付けられている。登校した時は必ず着用すること。

（2）	諸届・諸願，証明書の発行について
	 　長期欠席や休学または退学をする場合は事前に専攻主任と相談の上，書類

等を提出する。
①諸届
（a）	住所変更届
		  住所を変更した場合，学生証を添えて教学課へ提出する。

（b）	改姓届
		  改姓した場合，住民票の抄本と学生証を添えて教学課へ提出する。
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（c）	 保証人（住所）変更届
	 　保証人に変更があった場合，

または保証人の住所に変更が
あった場合，教学課へ提出する。

（d）	公認欠課届
	 　教育実習・介護等体験の時，

教学課へ提出する。
（e）	欠席届（様式任意）
	 　長期にわたる欠席が予想され

る場合には，必要に応じて欠席
届を教学課へ提出する。病気に
よる欠席の場合には診断書を添
える。

②諸願
（a）	退学願
	 　事前に専攻主任に相談の上，

教学課へ提出する。
（b）	休学願
	 　病気による場合は，診断書を添えて教学課へ提出する。

（c）	 復学願
	 　病気による休学から復学する場合には，診断書を添えて教学課へ提出

する。
	 　なお，上記の願書は学長の許可を受けた後，その旨，本人及び保証人あて

に通知する。
③証明書の発行
	 　各証明書等の発行を必要とする場合は，教学課に交付願を提出し，手数

料を納入，原則２日後（英文は６日後）に交付願控を提示して受け取る。
	 　長期休業中は受渡し日時を掲示で別に連絡する。
	 　なお，手数料は上記のとおりである。
④通学定期券・学生割引について
（a）	通学定期券について
	 　通学定期券を購入する時は，電車・バスなどの駅等に備えつけの定期

券購入申込書に学生証を添えて購入する。
	 　なお，新入生は学生証に写真の貼付・契印がなくても４月中は購入で

きる。
（b）	学生割引について
	 　鉄道などを利用して101km以上を移動する場合，学割証を使用すると

運賃の一部が割引きされる。
	 　学割証を必要とする時は教学課に学生証提示の上，交付願を提出し，

２日後に交付願控と引き換えに受け取る。なお，学割証の交付枚数は，
原則として一人年間10枚である。

	 　長期休業中は受渡し日時を掲示で別に連絡する。
※証明書等を申し込み後３カ月以上，受け取りに来ない場合は，無効と

し廃棄する。

証明書種類 金額
１ 成績証明書 400円
２ 成績証明書（英文） 1,000円
３ 卒業証明書 200円
４ 卒業証明書（英文） 600円
５ 卒業見込証明書 200円
６ 在学証明書（在籍証明書） 200円
７ 在学証明書（在籍証明書）（英文） 600円
８ 推薦書 400円
９ 人物考査書･人物証明書･身上調査書 400円
10 人物考査書･人物証明書･身上調査書（英文） 1,000円
11 学生証（身分証明書）再発行 2,000円
12 単位修得証明書 400円
13 単位修得見込証明書 400円
14 学力に関する証明書 400円
15 教員免許状取得見込証明書 200円
16 健康診断書 400円
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4学費 （1）	学費について
①授業料等は，学則第45条に定められた期間に納入すること。

•	 前期は４月16日より４月30日まで（新入学生は入学手続日）
•	 後期は９月16日より９月30日まで

②施設維持費，学生諸料，各専攻の演習費・実習費は授業料に準じて，年２
期に分けて納入する。

③納入方法は，前もって保証人に郵送される本学園指定の振込用紙による銀
行振込とする。

④事情により，納入期限を延ばしたい場合（延納）は期日までに所定の願書
を教学課へ提出すること。

詳細はP.49『学費の滞納・延納の処理に関する手続きについて』による。

（1）	奨学金・教育ローン
①奨学金
	 　学生生活を経済的に援助するものとして，各種の奨学金制度がある。
	 　個々の奨学金制度には趣旨，選考基準，金額，返還の有無などに違いが

あるので，希望者はそれぞれの特徴をよく理解したうえで申し込むこと。
	 　なお，奨学金のうち「貸与」は卒業後返還が必要な奨学金，「給付」は

返還の必要がない奨学金である。

（a）	日本学生支援機構の奨学金
	 日本学生支援機構　第一種奨学金（無利子貸与）・第二種奨学金（有利子貸与）
	 　日本学生支援機構（略称JASSO）は，教育の機会均等に寄与するため

に修学の援助を行い，次代の社会を担う豊かな人間性を備えた創造的な人
材の育成を目的に設立された独立行政法人である。

	 　奨学金は，経済的理由により修学に困難がある，優れた学生を対象とし
ており，無利子で貸与される「第一種奨学金」と，有利子で貸与される「第
二種奨学金」の２種類がある。

	 　貸与額：第一種　自宅通学　　30,000円　53,000円／月額
			   　　　　自宅外通学　30,000円　60,000円／月額
			�   第二種　30,000円　50,000円　80,000円　100,000円
			   　　　　120,000円から希望月額を選択
		  募集人数：第一種　　７名（2014年度本学への推薦依頼数）
			   第二種　　21名（2014年度本学への推薦依頼数）
		  募集時期�：第一種，第二種とも学内での説明会時に申込手続書類を配付

し，その書類に基づき学内審査の後，機構に推薦する。
	 　第一種，第二種とも年収・所得および学業成績に一定の基準

がある。その基準を満たさない場合は，申込数が募集人数以下
であっても推薦は行わない。

		  説明会予定：４月上旬（日時・場所は学内に掲示）
		  　※注１　貸与額，募集人数は2015年度以降変更される可能性がある。
		  　※注２�　上記の定期採用以外に「緊急採用（無利子貸与）」，「応急採

用（有利子貸与）」があり，家計支持者が失職・破産・倒産・
病気・死亡，または火災・風水害等により家計急変が生じ，緊
急に奨学金が必要になった場合に申込みが可能。（但し，事由
が発生したときから１年以内）

5福利厚生
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	 　なお，2015年度入学生で予約採用候補者となっている者は「採用候補者
決定通知（進学先提出用）」を入学後，すみやかに短大事務室（教学課）
に提出すること。

（b）	本学独自の奨学金
桐朋演劇奨学会奨学金（給付）

	 　演劇専攻には，有志の寄附金を財源に，成績優秀にして，本学在学中に
経済的困窮に陥った者を援助することを目的とした奨学金制度が設けられ
ている。（P.50『桐朋演劇奨学会規程』参照のこと）

	 　対　　象：芸術科演劇専攻２年次生および専攻科演劇専攻生
	 　給 付 額：授業料の半額
	 　募集人数：若干名
	 　募集時期：年２回（前期，後期各１回）
	 ※本年度の募集期間，提出書類等の詳細は決定次第学内に掲示する。
桐朋音楽奨学会奨学金（給付）

	 　音楽専攻には，有志の寄附金を財源に，成績優秀にして，本学在学中に
経済的困窮に陥った者を援助することを目的とした奨学金制度が設けられ
ている。（P.51『桐朋音楽奨学会規程』参照のこと）

	 　対　　象：芸術科音楽専攻２年次生および専攻科音楽専攻生
	 　給 付 額：半期授業料の半額
	 　募集人数：若干名
	 　募集時期：年２回（前期，後期各１回）
	 ※本年度の募集期間，提出書類等の詳細は決定次第学内に掲示する。

（c）	 地方公共団体の奨学金
	 　都道府県や市町村により，地元出身者・地元高等学校卒業者等を対象と

した奨学金制度を設けているところがある。詳しくは，都道府県・市町村
の教育委員会まで問い合わせること。

（d）	民間育英団体等の奨学金
	 　本学学生の採用実績があるのは次の奨学金である。
福島育英会奨学金（給付）

	 　財団法人福島育英会は，音楽関係大学生のうち，学業，人物ともに優秀
かつ健康であって，経済的理由によって修学の困難の学生に奨学金を支給
し，我が国音楽界の発展のために寄与する人材を育成するために設立され
た公益法人である。

	 　対　　象：東京都に居住する芸術科音楽専攻１年生
　　　　　　　（収入・所得および学業成績について基準がある）
	 　給 付 額：月額25,000円
	 　募集人数：１名（学内審査の後，育英会に推薦する）
	 　募集時期：９月頃
	 ※2015年度新規募集については未定（給付額，募集人数は2014年度実績）

�
	 　なお，以下の奨学制度については各個人が直接申込みを行う。詳細・応募

方法は各団体のホームページ等で確認すること。
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	 　財団法人ヤマハ音楽振興会　音楽奨学支援（給付）
	 　2015年度　月額100,000円
	 　※�2015年度の募集は終了している。2016年度の募集は，2015年12月１日〜

25日を予定しているとのこと。詳細については，以下URL参照。
　　　→　http://www.yamaha-mf.or.jp/shien/shogaku/

	 　財団法人ローム　ミュージック　ファンデーション　奨学生（給付）
	 　2015年度　月額最大300,000円
	 　※�2015年度の募集は終了している。2015年度の募集は，2015年９月から開

始する予定とのこと。詳細については，以下URL参照。
　　　→　http://www.rohm.co.jp/rmf/index.html

②教育ローン
（a）	提携学費教育ローン
	 　本学では，主な学費負担者となる保護者（保証人）の一時的な経済的

負担軽減のため，簡単な手続きで利用できる学費の分納制度を，株式会
社オリエントコーポレーション（以下，オリコ），株式会社セディナと
提携し案内している。

	 　これは，入学金・授業料・実習費・教材費などの納付金をオリコ，セ
ディナが立て替え，申込者より毎月分割で口座振替により納付する制度
である。

	 　分割の方法も，普通分割だけでなく，在学中には分納手数料のみを納
付するなどライフプランに合わせて多様な選択ができる。
	 　学費教育ローンのご利用条件

契約対象者
　以下の条件を満たしている方
　○本学に入学または在学する学生の保護者（保証人）で安定した

収入のある方
　○審査に通った方
利用いただける学費
　○入学金・授業料・実習費・教材費等，学校への納付が必要な学納金
提出書類
　○在学を証明する書類（学生証のコピー等）
　○納付額を証明する書類（大学から送付された振込依頼書の写し等）
利用限度額
　○総額500万円以内
返済の利率
　○実質年率3.90％（固定金利）
返済方法
　○利用月の翌月より毎月，オリコは27日，セディナは26日に指定

口座から自動振替
　○在学中は元金を据置く「ステップアップ分納方式」が利用可能
　○一部繰上げ返済可（繰上返済手数料は不要）
申込方法
　○インターネット上で申込手続をする

　　　　　（オリコ）http://www.orico.tv/gakuhi/index.php
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　　　　　（セディナ）�http://www.cedyna.co.jp/money/life/loan/
gakushi_loan/

	 申込書の請求・問い合わせ
	 　○株式会社オリエントコーポレーション　学費サポートデスク
	 　　〒102-8503　東京都千代田区麹町５丁目２番１号
	 　　TEL　0120−517−325（フリーダイヤル）
	 　　営業時間　9:30〜17:30（土日祝日を除く）
	 　○株式会社セディナ　カスタマーセンター
	 　　〒108-8117　東京都港区港南２丁目16番４号
	 　　　　　　　　　　　品川グランドセントラルタワー
	 　　TEL　0120−686−909（フリーダイヤル）
	 　　営業時間　9:30〜17:30（土日祝日を除く）

（b）	国の教育ローン
	 　入学・在学時にかかる諸費用を対象に，学生の保護者（保証人）が低利

で融資を受けられる「国の教育ローン」制度がある。応募条件・手続詳細
については，下記問い合わせ先にて確認すること。
	 　取扱機関名：日本政策金融公庫
	 　融資限度額：350万円以内
	 　返 済 期 間：15年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方は18年以内）
	 　金　　　利：年2.25％，母子家庭の方は1.85％
		  　　　　　　（2015年２月16日現在）
　問い合わせ先
　　教育ローンコールセンター　TEL　0570−008656
　　日本政策金融公庫「国の教育ローン」HP
　　→　http://www.jfc.go.jp/k/kyouiku/index.html

（c）	 その他の教育ローン
	 　銀行，信用金庫，信用組合，労働金庫，JAなどが取り扱う教育ロー 

ンについては，それぞれで融資限度額・利率・返済期間など融資条件が異
なる。詳細については各金融機関に直接問い合わせること。

（2）	学生教育研究災害傷害保険制度について
	 　本学は，教育研究活動中の不慮の災害事故補償のための「学生教育研究災

害傷害保険」に芸術科・専攻科学生および研究生が加入している。
①保険金が支払われる事故の範囲
	 　被保険者が在籍する大学の教育研究活動中に被った急激かつ偶然な外来

の事故による身体の傷害を被った場合に保険金が支払われる。事故発生時
及び不明な点は保健室に申し出ること。
教育研究活動中とは次の場合
　（a）正課中	（講義，実験・実習，演習または実技による授業など）
			   （教職免許取得にかかる，教育実習，介護等体験など）
　（b）�学校行事中（入学式，オリエンテーション，卒業式など教育活動

の一環としての各種学校行事）
　（c）（a）（b）以外で学校施設内にいる間。
　（d）学校施設外で大学に届け出た課外活動を行っている間。
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②保険金の種類など（2015年度）

　　　※保険金が支払われない場合（例：故意，疫病など）もある。
　　　※保険料は本学が負担する。
③学研災付帯賠償責任保険について
	 　本学では，国内外において，学生が，正課・学校行事・教育実習等での
課外活動及びその往復中で，他人にケガをさせたり，他人の財物を損壊し
たことにより被る法律上の損害賠償を補償するための「学研災付帯賠償責
任保険」に芸術科・専攻科学生および研究生が加入している。この保険で
対象となる事故が発生した場合には,直ちに保険会社に連絡し,保健室へも
事故についての報告をすること。

	 　詳細については，「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」を参照すること。
④学研災付帯学生生活総合保険について
	 　本学では，学生教育災害傷害保険に全員加入しているが，さらに任意で
補償を拡大した保険に加入することができる。
	 　４月に配布されるパンフレットを参照の上，申し込み希望者は，直接パ
ンフレットに記載されている取り扱い代理店に問い合わせること。

（3）	学生食堂・購買部等の利用案内
①学生食堂
◦営業時間　平日 11:00〜17:00（土曜〜14:00）

　なお，学生食堂（ホール）は8:00〜21:00の間（日曜を除く）
開いているので，営業時間以外も談話等で利用ができる。た
だし，厨房への立ち入りや食堂備品の使用，また，楽器演奏，
演劇・ダンス等の稽古，携帯電話等の充電は厳禁である。利
用後はごみの片付けや整理・整頓に心がけること。

◦場　　所　短大旧館地下（170席）
◦電子レンジの利用について

　利用可能な時間帯は，平日11:00〜13:00を除く時間とする。
（食堂の繁忙時間を避けるため）
　各自責任をもって大事に取り扱うこと。
　電子レンジに関する質問や意見は，食堂ではなく教学課に
申し出ること。

②購買部
◦営業時間　平日 8:05〜15:30　（13:00〜14:00昼休み）
◦場　　所　短大正面向かい校舎（本館）１階
◦販売品目　�文房具を中心に，おにぎりも扱っている。なお，おにぎりは

午前10時までに予約が必要。

担保範囲 死亡保険金 後遺障害保険金 医療保険金 入院加算金

・正課中
・学校行事中 2,000万円 120万円〜3,000万円

治療日数
１日以上が対象
3,000円〜300,000円

１日につき
4,000円

（180日を限度）

・通学中
・学校施設等
　相互間の移動中

1,000万円 60万円〜1,500万円

治療日数
４日以上が対象
6,000円〜300,000円

・上記以外の学校
　施設にいる間
・課外活動中

治療日数
14日以上が対象
30,000〜300,000円
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　　　　　　※�購買部の隣で，パンのみ平日，土曜日とも 9:00〜13:00まで
販売

③コピー・サービス
◦コピー機設置場所　短大旧館２階
◦利用方法　コインキッドによる現金払い
◦利用料金　１枚10円　カラー 50円
◦コピー可能用紙サイズ　Ｂ５・Ｂ４・Ａ４・Ａ３
◦パソコンデータの印刷　�USBメモリーを差し込み印刷することが可能で

ある。
◦その他	 （a）	 著作権に注意して複写のこと。
	 （b）	図書館の図書は，図書館で複写すること。
	 （c）	 現金の両替は原則，教学課では行わない。
	 （d）	用紙の補給やトラブル等は教学課に申し出ること。
④パソコン利用
◦パソコン設置場所・台数　短大旧館２階・４台
◦印刷　�コピー機にUSBメモリーを差し込み印刷が可能。ただし，対応ソ

フトで作成したデータに限る。
※上記①学生食堂，②購買部は仙川キャンパス内各学校の共有・共用施設で

ある。そのため学校行事等に関連して一部利用が制限される場合もあるの
で注意すること。

（1）	図書館
	 　本学図書館は北館にあり，図書，雑誌，視聴覚資料（DVD・CD・ビデオ

など）を所蔵している。資料は必要に応じ，規程に準じて借りることができる。
辞書・事典類，雑誌の最新号，視聴覚資料などは館内のみでの利用となる。

	 　学外者の利用はできないので，入館の際は，本学学生であることを示す図
書館利用カード（学生証でも可）の提示を求めている。利用カードは入学時
のガイダンスで，冊子「図書館利用案内」と共に配付する。利用カードがな
いと館外貸出が受けられないので，卒業時まで各自で保管すること。

	 　なお卒業後も，館内利用（閲覧）は可能である。その際は，氏名の確認が
できる物を持参のうえ来館すること。

	 　その他，利用についての詳細は，P.45『図書館利用規程』や，配布される「図
書館利用案内」を参照のこと。学習の場として，在学中に大いに活用してほしい。

	 　なお本学学生は，桐朋学園大学音楽学部附属図書館（短大旧館４階）の利
用が可能である。利用の際には，学生証を持参して利用登録を行うこと。

（2）	桐朋教育研究所について
	 　桐朋教育研究所は，桐朋学園女子部門の教育活動がより一層円滑に，そし

て活性化するように，様々な方向から研究し，考察し，そして実践に向けて
提言している機関である。教育がより幅と深みのあるものとなるためにも，教
職員がより充実した研究・研修が出来るような環境を用意することにも知恵
を絞っている。更に，社会の動向と切り離すことの出来ない教育の性格を考慮
して，学園と社会との接点として，情報の集約及び発信にも心を砕いている。

	 　以下，短大生に関係する教育研究所の活動を紹介する。

6学内諸施設，
機関の案内
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①学園機関誌「桐朋教育」の編集・発行
	 　日々の学園の教育活動がどのように行われているのかを，本来の学園の教
育理念とどのように結びついたものなのか，という視点で検証しつつ，広く
社会に紹介し，批判を求める。そのような場が，年一回刊行される「桐朋教
育」である。特集記事，入学試験の実際，普段の活動の様子，卒業後の進
路の状況，等の記事で構成されている。巻頭のグラビアページは，学園生活
の様子がビジュアルに紹介され，生き生きとした光景が毎年見られる。

②「桐朋講座」の企画・運営
	 　保護者や卒業生，卒業生の保護者，そして在校生などの学園関係者を対
象に，各種の講座を開設し，運営に当たっている。外国語会話教室，趣味
や教養など，30を超える講座が，セミナーハウスを拠点に，活発に活動し
ている。学術的な色彩の強い内容の講座には，教員が受講しているケース
も見られ，時間が許せば，短大生も受講することが可能である。

	 　尚，受講に際しては所定の受講料金が必要である。
③学術資料の収集・管理
	 　全国各地の大学や研究機関との間で，研究紀要の交換を行っている。従っ
てリアルタイムで各種の学術論文に触れることが出来る。学習や研究活動
に有用なものが少なくないと思われ，希望者には，閲覧や貸し出しも行っ
ている。

④本学園関係の様々な資料の保存・管理
	 　創立以来70年を超える本学園の歴史の証人とも言える各種資料（文書に
限らず，写真やスライドなどの画像，映画やビデオなどの映像も含めて）
が教育研究所に集約され，管理されている。調布市の歴史の編纂など，学
園外からも貴重な資料として利用されている。

⑤教育研究所・（活動拠点の施設である）セミナーハウスの開設時間は，
	 月曜日〜金曜日　9:15〜16:45
	 土曜日　　　　　9:15〜16:00である。
	（日曜日，祝祭日及び中高部の長期休業期間は閉鎖される。）
	 ※桐朋教育研究所への問い合わせは，03（3300）2119へ

（3）	総合保健体育センター（含む保健室）について
①短大校舎の南側に，総合保健体育センターがあり，演技発表会の稽古等を

ここで行うことがある。
	 　このセンターは，短大を始め，高校・中学・小学校及び音楽大学の学生・

生徒等の共用施設なので利用の仕方をよく知っておくこと。
②保健室について
	 　保健室は体育センター１階に位置し，中学・高校（女子）と場所を共有

している。通常養護教諭が対応に当たり，保健衛生管理等を目的とし次の
業務を行っている。
（a）	定期健康診断
	 　本学では，４月のガイダンス時に健康診断を実施している。全員必
ず受診すること。検査項目は，１年生が胸部レントゲン，尿検査（蛋
白・糖・潜血），血液検査（貧血・脂質），内科検診，身体測定（身長・
体重・視力）を実施し，２年生及び専攻科は，尿検査（蛋白・糖・潜
血），内科検診，身体測定（身長・体重・視力）を実施している（教
職課程履修者の希望者のみ，実費にて胸部レントゲン検査可能）。
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（b）	健康相談
	 　月２回程度，保健室では健康相談を実施している。日程については
「短大保健室通信」に記載し，掲示による連絡をしている。

（c）	 短大保健室通信
	 　「短大保健室通信」を４月はガイダンス時に全員に配布し，他の月に

ついては掲示をしている。（学生・安全対策委員会の掲示板に掲示。）
（d）	救急処置
	 　保健室では，傷病についての救急処置を行っている。内科的なこと

に関しては，ベッドでの休養などしている。（中高生と場所を共有し
ているので，利用方法に注意すること。）基本的に内服薬の使用はし
ていない。近年，薬に対するアレルギーの学生が増えたこと，症状を
抑えることによる症状の悪化などがその理由である。

	 　外科的なことに関しては，アイシング（氷で冷やす）などを行っ
ている。症状により２次的処置を行ったり，医療機関での受診をし
ている。

（e）	学生教育研究災害傷害保険に関する手続きについて
	 　学生生活の中で発生した事故に対して，救済措置として設けられて

いる保障制度である。本学では学校負担により，全員加入の手続きを
行っている。学内・学外での事故及び通学中の事故に遭った場合は，
保険会社に事故発生日から30日以内に届出をしなければならない。（30
日以内に届出をしない場合，保険の適用を受けられない場合がある。）
通学中では，正規の通学経路を通っている場合に起きた事故のみ保険
の対象となる。事故が発生した場合は，直ちに保健室へその旨を申し
出ること。

	 　また，通院の実日数（実際に通院した日数）により，保険申請がで
きない場合がある。授業中や休憩中など，状況により申請に必要な実
日数が異なる。入学時に配布される「学生教育研究災害傷害保険加入
者のしおり」とP.28「（2）学生教育研究災害傷害保険制度について」
を参照すること。

	 　また，学研災付帯賠償責任保険及び学研災付帯学生生活総合保険に
ついては，P.29を参照すること。

③スクールカウンセラーについて
	 　学園内にて，スクールカウンセラー（臨床心理士）との面談日が設けら

れている。プライバシーは完全に守られるので，安心して面談を受けるこ
とができる。面談の申し込みは保健室を通しての完全予約制となる。（ス
クールカウンセラーに急用が生じた場合など，緊急を要する際にその旨を
連絡するため名前を申し出てもらっている。）

	 　詳細は以下の通りである。
（a）	面談申し込み方法⇨完全予約制の為，保健室を通しての申し込みと

なる。面談をキャンセルする場合は，必ず保健室に連絡すること。
	 　なお，面談の申し込み及びキャンセルについては保健室の直通電話

でも受け付けているので，来訪が無理な場合は下記に連絡すること。
◎保健室直通電話　☎03（3300）4295
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7学園生活の
安全と環境の
向上のために

（b）	面談日・面談時間⇨毎週月〜金曜日
	 　　　　　　　　　10:40〜17:00（12:20〜13:20は除く）
	 　　　　　　　　　毎週土曜日
	 　　　　　　　　　13:00〜16:00
　※�但し，長期休業中は原則的に休室。また，臨時に休室となる場合が

ある。
　※�同じ時間帯に中高生も相談日が開設されており，面談希望者が多

い場合は予約が取りにくい場合もある。一人当たりの面談時間は
約40分。

（c）	 面談場所⇨セミナーハウス２階の203教室。場所はP.229で確認する
こと。

（4）	八ヶ岳高原寮について
	 　「いまだこの地には　語られざる詩がある　見えざる絵がある　聞こえざ

る歌がある（後略）」
	 　今から約50年前，故生江義男元本学学長が，八ヶ岳高原寮の開設にあたっ

て詠まれた詩の一節である。当時に比べて，建物は木造から鉄筋コンクリー
トに変わり，周囲の環境も道路が整備され，観光に避暑に訪れる人も多くなっ
てきたが，それでも高原寮を取巻く自然環境は未だ豊かであり，人々の心を
惹きつけている。

	 　八ヶ岳高原寮では，年間を通じ，短大の演劇専攻の合宿授業を始め，高等
学校・中学校・小学校の合宿活動，クラブ合宿や補講等が実施されている。

	 　また，短大を含めた在学生・卒業生，その家族の方も利用ができる。ただ
し，前述の通り，桐朋学園女子部門の学生・生徒・児童の教育活動のための
施設なので，教育活動の期間以外の利用となる。その他詳細については，毎
年４月に配布する「八ヶ岳高原寮の利用案内」をご覧になり，その趣旨を理
解の上，利用いただきたい。なお，問い合わせ等は本館事務室で取り扱って
いる。

（1）桐朋学園女子部門仙川キャンパス内の各学校には，安全対策委員会とそれ
ぞれの代表委員で構成される保安委員会が設置されている。

	 　これらの委員会では次のような諸業務を行うことにより，園児・児童・生
徒・学生・教職員の安全で快適な学校生活の確保に努めている。
①校舎及び諸施設の使用の許可・規制などの管理
②火気使用（暖房器具も含む）の許可・規制などの管理
③学内駐輪場使用の許可・規制などの管理
④火災，地震，風水害に対する防災対策全般
⑤学内生活環境の施設設備に関すること全般

所在地	 〒409-1501
	 山梨県北杜（ほくと）市大泉町西井出8240
電　話	 （0551）38−2106　　（管理人　牧村　剛）
ＦＡＸ	 （0551）38−2164
交　通	 JR中央線小淵沢駅にて小海線に乗換え，２駅目の『甲斐大泉駅』
	 下車，徒歩40分またはタクシー 10分
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⑥その他，安全対策上必要な対応並びに諸規則の作成と指導
（2）保安委員会より「安全で快適な学校生活のために」（抜粋）

①指定の喫煙場所（P.20参照）を除いて校舎内外を問わずキャンパス内は全
面禁煙である。

②自動車の校内乗り入れは禁止されている。
③駐輪は短大駐輪場以外は禁止されている。希望者は許可手続き（P.19参照）

が必要である。
④休業中も含めて教室等の使用は，必ず事前に定められた手続きを行って使

用すること。（P.52参照）
⑤教室等の使用にあたっては，照明・空調等使用施設の後始末を確実に行う

こと。
⑥貴重品は各自が責任を持って管理すること。ロッカーに鍵をかけなかった

場合の事故等には学校は一切の責任を負わない。
⑦不審者を見たり異常を感じたら些細なことでも速やかに近くの教職員に知

らせること。（P.233参照）
⑧キャンパスには幼稚園の園児や小学校の児童が生活している。よって弱者

の安全確保には十分留意すること。
⑨その他，お互いに安全で快適な生活ができるよう自覚を持って行動するよ

うに心がけること。

学園各校門の開閉時間

通常 土曜日 日，祝，振替休日 長期休業中
開門時間 閉門時間 開門時間 閉門時間 開門時間 閉門時間 開門時間 閉門時間

正 門 7:25 18:00 7:25 17:00 閉鎖 8:30 16:00

「自動車通用門」脇の
夜 間 等 通 用 門

6:30 7:25 6:30 7:25
6:30 22:00

6:30 8:30

18:00 22:00 17:00 22:00 16:00 22:00

音 楽 部 門 正 門 5:10 22:00 5:10 22:00 8:00 22:00 8:00 17:00

※東門，初等部通用門は終日閉門
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（1）本学では，進路相談室が就職についての学生支援を取り扱い，就職活動に
関する指導，相談，情報提供および斡旋，紹介等を行っている。

	 　よって，就職を希望する学生全員に対して，就職に対する一般的心得，就職
活動の過程と日程，自己分析，企業研究の必要性とその方法，企業の採用動向

（求人状況），応募書類作成上の注意，応募手続きの方法及び面接・マナー等
について，進路講座を随時実施するとともに，個別に学生の相談に応じている。

（2）就職斡旋要項
①本学では職業安定法第33条２項及び「就職斡旋要項」に基づき，本学の学

生の就職を斡旋する。就職を希望する者は，本要項を厳守しなければなら
ない。

②就職を希望する者は，必ず所定の手続き（就職登録等）をしなければなら
ない。したがって手続きをしない者には就職の斡旋はしない。

③学内選考による就職の斡旋（学校推薦）は，学生一人に対し原則として常
時１企業（１法人）とする。

④就職が内定した場合には，最初に内定（縁故，自由応募による直接受験を
も含む）したところを以て就職先とし，以後の斡旋を中止する。

（3）就職斡旋事務
①就職を希望する学生は進路相談室にある就職（進学）カードに，必要事項

を記載の上，提出すること。なお，進学を希望する学生も該当する欄を
チェックの上，同カードを提出のこと。

②就職斡旋についての詳細は，掲示で明らかにするので就職を希望する学生
は，しっかり把握すること。

③会社概況及び募集要項等の求人に関する書類は，進路相談室で閲覧するこ
と。また，各企業への資料請求については，各個人が当該企業に直接請求
すること。

④学校推薦依頼のあった求人先への受験希望者が，推薦人数を越えた場合は，
学内で選考を実施する。

⑤学校推薦状の必要な者は，進路相談室に申し込むこと。
⑥成績証明書，卒業見込証明書，健康診断書等の各種証明書を必要とする時

は，各自が，教学課で申込むこと。
（4）就職を希望する企業（法人）等に内定を得た場合，または進学等が決定し

た場合には，その時点で進路相談室に報告し，所定の書類を提出すること。

　卒業後の進路として進学，編入学を希望する学生が増えている。進路相談室
ではその方面に関する情報を収集しているので，興味・関心に応じてこれを活
用することが望ましい。

（1）本学専攻科への進学
	 　本学芸術科には，専攻科演劇専攻，専攻科音楽専攻が設置されている。本

科での学習を深め，より高度な専門的内容を学ぶことのできる２年間の課程
である。

（2）４年制大学への編入学
	 　多くの大学から送付された大学案内を演劇専攻研究室前に置いているの

で，閲覧することができる。編入学試験には二種類あり，一般編入学試験と
指定校推薦編入学試験がある。一般編入学試験は各自で入学要項などを取り
寄せ，受験するものである。指定校推薦編入試験では，該当大学から本学宛

2進学・編入学に
ついて

1企業への就職
について

Ⅲ．卒業後の進路について
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3音楽専攻
卒業後の進路
について

に推薦依頼が届くものである。なお，指定校推薦編入学試験に合格した場合，
入学辞退はできない。芸術関係の学部学科から編入学試験の案内が届くこと
もある。編入学に関して質問がある場合には，所属専攻の教員および進路相
談室に相談すること。

（3）専門学校への進学
	 　資格取得や技術修得を目指して，専門学校や各種学校へ進学する学生もい

る。各学校から送付された資料は演劇専攻研究室前に置いている。
	 　どのような進路を考えるにしても，本学２年間の学習を充実させることが

基本となる。進学を希望する学生は，所属専攻の教員，あるいは進路相談室
に相談し，進学先の内容についてよく知ることが大切である。

　音楽専攻の凝縮した２年間を終えた後，ここで身につけた能力や関心を強力なバ
ネにして，それぞれが，実に多彩で発展的な進路をとっている。その中で，さらな
る勉学の継続としては，本学専攻科への進学が約半数を占め，その他桐朋学園大学
音楽学部（３年次編入）等他大学への編入が挙げられ，毎年のように武蔵野音楽大
学をはじめ各地の大学に編入をしている。海外留学をする卒業生も増えており，留
学先としては，ドイツ，オーストリア，イギリス，フランス，ハンガリー，アメリ
カ等がある。就職については，教職免許を取得し教員になる者，音楽教室で指導者
になる者の他，本学で学んだことを基礎に，音楽療法師，保育士，バレエピアニス
ト等，幅広い領域で活躍している者が多くいる。

　日本における劇団の数は俳優座，文学座，青年座等の他，ミュージカルの劇
団，若い小劇団も含め，東京だけでも1,500以上といわれその実数は把握され
ていない。
　俳優として舞台に立つ為には，所属劇団の公演での抜擢，自分達で劇団を結
成しての上演活動，フリーもしくはプロダクション（芸能事務所）に所属して
各種公演のオーディションを受けて「役につく」という方法等がある。
　劇団やプロダクションによってその採用方法，研修期間・制度，待遇も異なる。
まずなによりも大事なことは「自分の目標は何か？」という目的意識を明確にす
ること。劇団を選ぶ場合，まずその劇団の舞台を観劇し，その劇団の表現が自分
の目的に合ったところであるか否かの判断が重要である。プロダクションの場合
は資料を取り寄せるなどして主な実績を知る必要がある。「研修生制度」と称し
て多額の入所金を徴収する場合もあるので注意してほしい。１年次は，比較的時
間にゆとりがあるので少しでも多くの舞台に接して勉強すること。必要な情報を
集め，実際の創造現場の状況を把握した上で進路を決めることが大切である。
　ここ数年の主な進路は次のとおりである。

〔俳優座，文学座，青年座，円，四季，さいたまネクスト･シアター，虚構の劇
団，劇団仲間，青年団，音楽座，ステップス，アミューズ，劇団座敷童子，コ
ンドルズ，センスアップ，オリエンタルランド等〕
　また，一般就職を希望する場合は進路相談室に相談すること。演劇でつちかっ
た能力は幅広い適応性を示している。
　卒業後，さらに勉強を続けたい学生にはより専門性を高める専攻科がある。
専攻科では年３回の劇上演実習やワークショップ等を通じて実践力を養って
いく。

4演劇専攻
卒業後の進路
について
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	 桐朋学園芸術短期大学学則
第１章　総　　　則

（目　的）
第１条　本学は，教育基本法および学校教育法の精神にしたがい，芸術文化の専門的な研究と教育とに取り組み，現代社会における
芸術文化の創造と発展に寄与する人材の育成を目的とする。

２．本学の設置する各学科または専攻における人材の育成に関する目的その他教育研究の目的については別に定める。

（目的達成と評価）
第２条　本学は，その目的及び社会的使命を達成するため，教育の水準，研究活動等の状況について，自ら点検および評価を行う。
２．本学は，教育研究等の総合的な状況について，学校教育法施行令第40条で定める期間ごとに，文部科学大臣の認定を受けた認証
評価機関による評価をうけるものとする。

３．前項の点検及び評価に関する事項は別に定める。

（教育内容等の改善）
第３条　本学は，授業内容及び方法の改善を図るための委員会を設け，研修及び研究を実施する。
２．前項の委員会については，別に定める。

（名　称）
第４条　本学は，桐朋学園芸術短期大学という。

（位　置）
第５条　本学の位置は，東京都調布市若葉町１丁目41番地の１とする。

第２章　組　　　織
（学科・専攻課程）
第６条　本学に，次の学科を置く。
	 	 芸　術　科
２．芸術科に，次の専攻課程を置く。
	 	 音　楽　専　攻
	 	 演　劇　専　攻

（専攻科）
第７条　本学に， 専攻科を置く。
２．専攻科に， 次の専攻課程を置く。
	 	 演　劇　専　攻
	 	 音　楽　専　攻

（図書館）
第８条　本学に図書館を置く。

（保健室）
第９条　本学に保健室を設け，学生および教職員の健康管理にあたる。

（事務室）
第10条　本学に事務室を置く。
第11条　図書館，保健室および事務室に関して必要な事項は，別に定める。

（職員組織）
第12条　本学に次の職員を置く。
	 	 学　　　長
	 	 教　　　授
	 	 准　教　授
	 	 講　　　師
	 	 助　　　手
	 	 事　務　職　員
	 	 技　術　職　員
	 	 司　　　書
	 	 その他必要な職員

Ⅳ．学則・諸規則
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（教授会）
第13条　本学に重要事項を審議するため教授会を置く。
２．教授会は学長，教授，准教授および専任講師をもって構成する。
３．本条に定めるもののほか，教授会に関する事項は，教授会規程の定めるところによる。

（一般条項の学科適用）
第14条　第３章以後の条項は，特に付言する場合を除き，学科について適用するものとする。

第３章　学生定員および修業年限
（学生定員）
第15条　本学の学生定員は，次のとおりとする。
	 	 	 専攻課程　	 入学定員	 収容定員
	 	 音　楽　専　攻	 50名	 100名
	 	 演　劇　専　攻	 70名	 140名

（修業年限および在学年限）
第16条　本学の修業年限は２年とする。
２．学生は４年を越えて在学することはできない。

第４章　学年，学期および休業日
（学　年）
第17条　学年は４月１日に始まり，翌年の３月31日に終わる。

（学　期）
第18条　学年を次の２学期に分ける。
	 　前学期	 ４月１日から	 ９月30日まで
	 　後学期	 10月１日から翌年	３月31日まで

（休業日）
第19条　休業日は次のとおりとする。
	 　日曜日
	 　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
	 　夏季休業	 ８月１日から	 ８月31日まで
	 　冬季休業	 12月23日から翌年	１月４日まで
	 　春季休業	 ３月21日から	 ３月31日まで
	 　創立記念日	 11月20日
２．必要がある場合，学長は，前項の休業日を臨時に変更することができる。
３．第１項に定めるもののほか，学長は，臨時の休業日を定めることができる。

第５章　入学，退学および休学
（入学の時期）
第20条　入学の時期は学年の始めとする。

（入学の資格）
第21条　本学に入学することのできる者は，次の各号の１に該当する者とする。
　（1）高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者
　（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者
　（3）外国において，学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者
　（4）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者
　（5）�専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす者に限る）で文部科学大臣

が別に指定するものを文部科学大臣が別に定める日以後に修了した者
　（6）文部科学大臣の指定した者
　（7）�高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者

を含む。）
　（8）個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があるとみとめた者で，18歳に達した者

（入学の出願）
第22条　本学に入学を志願する者は，本学所定の願書および必要書類に，検定料を添えて提出しなければならない。
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（入学者の選考）
第23条　前条の入学志願者に対しては，入学試験を行い，入学を許可すべき者を定める。
２．前項の入学試験に関しては，別に定める「入学試験規定」による。

（入学手続きおよび入学許可）
第24条　前条の選考の結果に基づき，合格の通知を受けた者は，所定の期日までに本学所定の書類を提出するとともに，入学料等を
納付しなければならない。

２．学長は，前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。

（転　学）
第25条　本学に転学を志願する者があるときは，欠員のある場合に限り，選考の上，相当学年次に入学を許可することがある。
２．前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目および単位数の取扱いならびに在学すべき年数については，教授
会の議を経て学長が決定する。

（退　学）
第26条　退学をしようとする者は，学長の許可を受けなければならない。

（休　学）
第27条　疾病その他やむを得ない事情により３ヵ月以上修学することのできない者は，学長の許可を得て休学することができる。
２．疾病のため修学することが適当でないと認められる者については，学長は休学を命ずることができる。

（休学の期間）
第28条　休学の期間は１年を超えることができない。ただし，特別の事由がある場合は，引き続き更に１年まで延長することができる。
２．休学の期間は通算して２年を超えることができない。
３．休学の期間は，第16条の在学年限に算入しない。

（復　学）
第29条　休学期間中にその理由が消滅した場合は，学長の許可を得て復学することができる。

（除　籍）
第30条　次の各号の１に該当する者は，教授会の議を経て学長が除籍する。
　（1）第16条第２項に定める在学年限を超えた者
　（2）第28条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者
　（3）授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者
　（4）長期間にわたり行方不明の者

第６章　教育課程，履修方法および卒業等
（教育課程及び授業科目）
第31条　本学の授業科目は基礎教養科目と専攻科目とする。
２．授業科目の種類，単位数等は別表第１のとおりとする。

（教職に関する科目）
第32条　前条に定めるもののほか，教職に関する科目を置く。
２．教職に関する科目の種類，単位数等は別表第２のとおりとする。

（単位の計算方法）
第 33条　各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，授業の方法
に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により計算するものとする。

　（1）�講義については15時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については30時間の授業をもって１単位と
する。

　（2）�演習については30時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については15時間の授業をもって１単位と
する。

　（3）�実習・実技については45時間の授業をもって１単位とする。ただし，別に定める授業科目については30時間の授業をもって１
単位とする。

　（4）個人指導による芸術科音楽専攻，専攻科音楽専攻の実技科目については，５時間の授業をもって１単位とする。
　（5）芸術科演劇専攻，専攻科演劇専攻の劇上演実習については，集中的な研修による成果と準備を評価して，４単位を与える。
　（6）卒業または修了の論文に対しては，その研究の成果と準備を評価して６単位を与える。

（単位の授与）
第34条　授業科目を履修し，その試験に合格した者には，所定の単位を与える。
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（学修の評価）
第35条　試験等の評価は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの評語で表し，Ｃ以上を合格とする。
２．成績と評価基準は，次のとおりとする。
	 	 	学科成績	 実技成績	 評価
	 	 	100－80	 100－80	 Ａ
	 	 	  79－60	  79－65	 Ｂ
	 	 	  59－50	  64－50	 Ｃ
	 	 	 50未満 	  50未満	 Ｄ

（卒業の要件）
第36条　本学を卒業するためには，２年以上在学し，別表第１に定めるところにより，62単位以上を修得しなければならない。

（入学前の既修得単位の認定）
第37条　本学は，教育上有益と認めるときは，学生が入学する前に短期大学または大学等において履修した授業科目について修得し
た単位を，入学後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。　

２．学生が入学する前に行った第39条第１項に規定する学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。
３．前２項により修得したものとみなし，または与えることのできる単位数は，転学等の場合を除き，本学において修得した単位以
外のものについては，合わせて15単位を超えないものとする。

（他の短期大学または大学等における授業科目の履修等）
第38条　本学は，教育上有益と認めるときは，学生が他の短期大学または大学等において履修した授業科目について修得した単位を，
15単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。　

２．前項の規定は，学生が外国の短期大学または大学に留学する場合に準用する。この場合修得したものとみなすことのできる単位
数は，前項および第39条第２項の単位数と合わせて30単位を超えないものとする。

（短期大学または大学以外の教育施設等における学修）
第39条　本学は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学または高等専門学校の専攻科における学修，その他文部科学大臣
が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。

２．前項により与えることができる単位は，前条第１項により修得したものとみなした単位数と合わせて15単位を超えないものとする。

（卒　業）
第40条　本学に２年以上在学し，第36条に定める単位を取得した者については，教授会の議を経て，学長が卒業を認定する。  

（学位の授与）
第41条　前条により卒業した者には，本学学位規程の定めるところにより短期大学学士の学位を授与する。

（資格の取得）
第42条　本学において取得することができる資格および免許状の種類は次のとおりとする。　
	 	 専攻課程	 資格および免許状の種類
	 	 音　楽　専　攻	 中学校教諭二種免許状（音楽）
２．前項の資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和63年法律第106号）に定める単位数を取得しなければならない。
第43条　本章に定めるもののほか，教育課程，履修方法及び卒業等に関して必要な事項は別に定める。

第７章　検定料，入学料，授業料その他の費用
（検定料等の種類および金額）
第44条　本学の検定料，入学料，授業料，その他の費用の種類と金額は次のとおりとする。

学費等種類 専攻課程名 金　　　額
検　 定　 料 全　専　攻 35,000 円

（ただし，同一年度内に異なる入試種別で再受験する場合の２回目以降および
  一般入試で複数の専攻を併願する場合の２専攻目の検定料または一般入試で桐朋
学園大学音楽学部を併願する場合は 20,000 円）

入　 学　 金 音　　　楽 入学時 420,000 円
演　　　劇 入学時 330,000 円

施設拡充費 全　専　攻 入学時 170,000 円
授　 業　 料 音　　　楽 年　額 1,090,000 円

演　　　劇 年　額 975,000 円
施設維持費 音　　　楽 年　額 80,000 円

演　　　劇 年　額 70,000 円
学 生 諸 費 全　専　攻 年　額 32,000 円
演習実習費 音　　　楽 年　額 45,000 円
舞台実習費 演　　　劇 年　額 110,000 円
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（授業料等の納入期）
第45条　授業料，清掃冷暖房費等（以下授業料等という）は，学期区分に従い，次の期間に納入しなければならない。
	 　前学期　４月16日より４月30日まで。但し，新入学生は入学手続日
	 　後学期　９月16日より９月30日まで。
	 　但し，納入期の最終日が金融機関休業日に当たる場合，その直前の金融機関営業日を最終期限とする。
２．特別の事情があると認められる者には，延納または分納を認めることがある。

（退学および除籍の場合の授業料等）
第46条　学期の中途で退学しまたは除籍された者の当該学期分の授業料等は徴収する。

（休学の場合の授業料等）
第47条　休学を許可された者については，その期間，第44条に規定した授業料等の半額を納めなければならない。ただし，学期の中
途から休学した者の当該学期分の授業料等は徴収する。

（復学の場合の授業料等）
第48条　学期の中途において復学した者は，当該学期分の授業料等を納入しなければならない。

（学年の中途で卒業する場合の授業料等）
第49条　学年の中途で卒業する者は，卒業する学期分の授業料等を納入しなければならない。

（既納入金の扱い）
第50条　一旦納入した検定料，入学料は原則として返還しない。一旦納入した施設拡充費，授業料等は，４月１日以降は原則として
返還しない。

２．在学生については，第１項の規定にかかわらず，学期末までに退学，休学が認められ，納入済の翌学期の授業料等があるときは，
退学にあっては授業料等の全額を，休学にあっては授業料等の半額を返還する。

第８章　科目等履修生，単位互換履修生，外国人留学生および委託生
（科目等履修生）
第51条　本学の授業科目の履修を希望する者があるときは，本学の教育に支障のない限りにおいて科目等履修生として履修を許可す
ることがある。

２．科目等履修生には，本学則第34条および第35条の規定を準用して単位を与えることができる。

（単位互換履修生）
第52条　桐朋学園大学音楽学部の学部生が本学の履修対象科目の履修を希望した場合，単位互換履修生として履修を許可することが
ある。

２．単位互換履修生には，本学則第34条および第35条の規定を準用して単位を与えることができる。

（外国人留学生）
第53条　外国人で，本学に入学を志願する者があるときは，選考のうえ外国人留学生として入学を許可することがある。

（委託生）
第54条　公共団体またはその他の機関が，その所属職員の教育の委託を願い出たときは，本学の教育に支障がない限りにおいて，選
考のうえ委託生として入学を許可することがある。

（その他）
第55条　科目等履修生，単位互換履修生，外国人留学生および委託生に関し必要な事項は，別に定める。

第９章　専　攻　科
（本章の適用）
第56条　この章は，専攻科に関し必要な事項を定める。

（専攻課程および学生定員）
第57条　専攻科の専攻課程および学生定員は，次のとおりとする。
	 	 	 　　専攻課程	 入学定員	 収容定員
	 	 	 演　劇　専　攻	 20名	 40名
	 	 	 音　楽　専　攻	 20名	 40名

（修業年限）
第58条　専攻科の修業年限は各専攻２年とする。
２．専攻科の学生は，修業年限の２倍を超えて在学することはできない。
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（入学資格）
第59条　専攻科に入学することのできる者は，本学を卒業した者およびこれと同等以上の学力があると認められる者とする。

（授業科目）
第60条　専攻科の授業科目の種類，単位等は，別表第３のとおりとする。

（修了の要件）
第61条　本学専攻科を修了するための要件は，次のとおりとする。
	 	 	 　　専攻課程	 在学年数	 取得単位
	 	 	 演　劇　専　攻	 ２年以上	 50単位以上
	 	 	 音　楽　専　攻	 ２年以上	 46単位以上
２．専攻科を修了した者に，修了証書を授与する。

（専攻科の検定料，入学料，授業料，その他の費用） 
第62条　専攻科の検定料（審査料）， 入学料，授業料，その他の費用は下表のとおりとする。

　学　費
	 　　　　

入学生
専攻課程 本学卒業生 一般公募生

検 定 料 全 専 攻 10,000円 10,000円

入 学 金（入学時）
演 劇 10,000円 165,000円

音 楽 10,000円 210,000円

施設設備費（入学時） 全 専 攻 0円 85,000円

授 業 料（年額） 全 専 攻 975,000円 975,000円

施設維持費（年額） 全 専 攻 70,000円 70,000円

学 生 諸 費（年額） 全 専 攻 32,000円 32,000円

舞台実習費（年額） 演 劇 120,000円 120,000円

演習実習費（年額） 音 楽 45,000円 45,000円

	 	 	 （注）一般公募生とは，本学卒業生以外の者をいう。

（授業料の納入期）
第63条　授業料等は学期区分に従い，次の期間に納入しなければならない。
	 　前学期　４月16日より４月30日まで。但し一般公募生は入学手続日
	 　後学期　９月16日より９月30日まで。
	 　但し，納入期の最終日が金融機関休業日に当たる場合，その直前の金融機関営業日を最終期限とする。

（準用規定）
第64条　この章に定めるもののほか，専攻科学生に関し必要な事項は，学科学生に適用する関係条項を準用する。

第10章　賞　罰
（表　彰）
第65条　学生として表彰に価する行為のあった者は，教授会の議を経て学長が表彰する。

（懲　戒）
第66条　本学の規則に違反し，または学生の本分に反する行為をした者は，教授会の議を経て，学長が懲戒する。　　
２．前項の懲戒の種類は，退学，停学および訓告とする。
３．前項の退学は，次の各号の１に該当する学生に対して行う。
　（1）性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　（2）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
　（3）正当な理由がなくて出席常でない者
　（4）本学の秩序を乱し，その他学生の本分に著しく反した者

附　則　　略
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	 学位規程
（目的）
第１条　この規程は，学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13条及び桐朋学園芸術短期大学学則（以下「学則」という。）第41条の
規定に基づき，桐朋学園芸術短期大学（以下「本学」という。）において授与する学位について必要な事項を定めるものである。

（付記する専攻分野）
第２条　本学において授与する学位は短期大学士とし，付記する専攻分野の名称は次のとおりとする。
	 	 音楽　Associate of Music
	 	 演劇　Associate of Drama

（学位授与の要件）
第３条　短期大学士の学位は，学則第41条の規定に基づき，本学を卒業した者に授与する。

（学位の授与）
第４条　学長は，教授会の議を経て，卒業を認定した者に対して，学位を授与し，学位記を交付するものとする。

（学位の名称）
第５条　本学の学位を授与された者が，その学位の名称を用いるときは，「桐朋学園芸術短期大学」と付記するものとする。

（学位授与の取消）
第 ６条　学長は，学位を授与された者が，不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき，又はその名誉を汚辱する行為
があったときは，教授会の議を経て当該学位を取消すことができる。

２．学長は，前項の規定に基づき当該学位を取消したときは，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表するものとする。

附　則
１．この規程は，平成18年１月１日から施行する。
２．この規程の改廃については，教授会において行う。

	 桐朋学園芸術短期大学学生懲戒規程
（目的）
第１条　この規程は，桐朋学園芸術短期大学学則第66条に基き学生の懲戒に関する規程を定めることを目的とする。

（懲戒の対象とする者）
第２条　この規程において懲戒の対象とする者とは，芸術科，専攻科に所属する学生（以下「学生」という。）のことをいう。
２．科目等履修生，および研究生の取扱いは各規程の定めによる。

（懲戒の対象とする行為）
第３条　懲戒の対象とする行為は，次の各号に掲げるものとする。
　（1）犯罪行為等，社会的諸秩序に対する侵犯行為
　（2）学生の本分に反し本学の秩序を乱す行為
　（3）ハラスメント行為
　（4）情報倫理に反する行為
　（5）学問的倫理に反する行為
　（6）学生の学習，研究および教職員の教育研究活動等の正当な活動を妨害する行為
　（7）試験等における不正行為
２．前項各号につき，別に規程が定められている場合，その規程にしたがう。

（懲戒の種類）
第４条　学則第66条第２項に定める懲戒は，次のとおりとする。
　（1）退学は，学生としての身分を剥奪するものとする。
　（2）停学は，一定期間，学生の教育課程の履修および課外活動等を停止するものとする。
　（3）訓告は，学生の行った行為の責任を確認し，その将来を，書面をもって戒めるものとする。

（停学の期間）
第５条　停学の期間は，無期もしくは原則１か月以上６か月以下の有期とする。
２．期間については，対象とする行為等で勘案するもとする。
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（事実関係の調査）
第６条　懲戒の対象となる行為またはその疑いが生じたときは，当該専攻は，遅滞なく当該学生等に対する事情聴取等の調査を行い，
事実関係を確認し，学生・安全対策委員会に報告しなければならない。

２．前項の調査にあたり，学生・安全対策委員会は，事前に学生に対して，要旨を口頭または文書で告知し，当該事実に関する弁明
の機会を与えなければならない。

３．前項の定めにかかわらず，行為が重大犯罪であり，明白と認められる等特段の事情がある場合は，この限りではない。

（懲戒決定までの手続き）
第７条　学生部長は，前条の事実関係の調査により，懲戒が相当と判断した場合，懲戒手続きを開始する。
２．学生部長は，学生・安全対策委員会において懲戒の原案を作成し，運営委員会で調整のうえ，教授会を経て学長に上申する。

（懲戒の発効）
第８条　懲戒は，教授会を経て学長が行う。
２．懲戒は，学生に対して懲戒内容を文書で発信した日から発効する。

（学生への通告および保証人への通知）
第９条　学長は，学生に対し懲戒の内容を文書により通告する。
２．学長は，学生の保証人に対し懲戒の内容を文書により通知する。

（公示）
第10条　懲戒を行った場合，学長は遅滞なく公示を行う。
２．公示する事項は，所属，学年，懲戒の種類，懲戒理由とする。
３．公示期間は，原則１か月とする。

（無期停学の解除）
第11条　無期停学は，懲戒の発効日から６か月を経過した後でなければ解除できない。
２．無期停学解除の学生への通告，保証人への通知は，文書で行う。

（懲戒に関する記録）
第12条　学生部長は，懲戒の事実を学籍簿に記録する。

（不服申立て）
第13条　懲戒を課せられた学生は，懲戒の発効日から１週間以内にその懲戒に対する不服申立てを行うことができる。
２．不服申立てをしようとする学生は，不服申立書を学長に提出しなければならない。

（不服申立審査について）
第14条　学長は，前条の不服申立てに基づき不服申立審査委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
２．委員会は，学生・安全対策委員会から学生部長が招集する委員と，不服申立てを行った学生が所属する専攻主任で構成する。
３．委員会が必要と認める場合は，弁護士等学外有識者の出席を求めることができる。
４．不服申立てをした学生は，書面で意見を述べ，資料を提供することができる。
５．委員会は，懲戒の内容が相当であると判断した場合は，不服申立ての却下を求める旨の勧告を学長に行う。
６．委員会は，懲戒の内容が相当でないと判断した場合は，懲戒の取消しまたは変更を求める旨の勧告を学長に行う。

（不服申立に対する措置）
第15条　学長は，前条第５号の勧告を受けた場合には，不服申立てを却下する旨を申立てした学生に通知する。
２．学長は，前条第６号の勧告を受けた場合には，学生部長に対し，学生・安全対策委員会の協議を経て，新たな懲戒原案を作成す
るよう指示する。

３．学生部長は学生・安全対策委員会においてあらたな懲戒原案を作成し，再度教授会を経て学長に上申する。

（懲戒対象者の退学申し出の取扱い）
第16条　学長は，第９条において事情聴取等調査の対象となった者から，懲戒の決定前に退学の申し出がある場合，懲戒が決定する
までこの申し出を受理しない。

（停学期間中の指導）
第20条　停学期間中は教育的指導を行う。
２．学長は，教育的指導に必要と判断される場合，学生の施設利用および正課授業への参加を認めることができる。

（補則）
第21条　この規程に定めるもののほか，この規程の実施にあたって必要な事項は，別にこれを定める。
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（改廃）
第22条　この規程の改廃は，教授会の議を経て学長が決定する。

附　則
１．この規程は平成27年４月１日より施行する。

	 図書館利用規程（抄）
（開館時間）図書館の開館時間は次のとおりとする。
	 	 （1）　月曜日〜金曜日　　午前９時〜午後６時
	 	 （2）　土曜日　　　　　　午前９時〜午後２時
	 ２．館長は必要に応じて開館時間を延長または短縮することがある。

（館外利用）
　本学は，次の各号により，教職員及び学生に対して資料の貸出を行なう。
	 	 （1）図書については次のとおりとする。
	 　①学生　冊数５冊まで，期間は２週間以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 　②専攻科学生　冊数５冊まで，期間は１か月以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 （2）雑誌については次のとおりとする。
	 　①学生　冊数５冊まで，期間は２週間以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 　②専攻科学生　冊数５冊まで，期間は１か月以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 （3）楽譜については次のとおりとする。
	 　①学生　冊数５冊まで，期間は２週間以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 　②専攻科学生　冊数５冊まで，期間は１か月以内とする。
	 	 （但し，２年生は２月10日（閉館日の場合はその翌日）を最終返却日とし，それ以降の貸出は行わない）
	 （4）その他の資料については別に定める。
	 （5）長期休暇前の貸出期間については別に定める。
	 ２．学生の卒業，休学及び退学の際は，館外貸出中の図書館資料を直ちに返却するものとする。
	 　   （未返却の図書館資料がある場合，卒業，休学及び退学が承認されないこともある）
	 ３．図書館から借りた資料は，他の利用者に貸してはならない。
	 ４．図書館は次の資料は原則として貸出を認めない。
	 （1）参考図書
	 （2）映像資料
	 （3）録音資料
	 （4）貴重資料
	 （5）その他特別に指定した資料

（視聴覚資料・機器の利用）
　利用者は，視聴覚資料ならびに機器を所定の手続きにより，図書館内で利用することができる。

（複写）
　利用者は，本学所蔵資料の複写を所定の手続きにより行なうことができる。
　ただし次の資料は複写することはできない。
	 （1）著作権法に抵触するもの
	 （2）館長が不適当と認めたもの

（相互利用）
　本学における他の図書館等の利用については次のとおりとする。
	 （1）館長は必要に応じて当該機関に対して利用依頼等を行なう。
	 （2）経費は利用者負担とする。

（館内規律）
　利用者は次のことを守らなければならない
	 	（1）静粛にすること
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	 	（2）他の利用者の迷惑になるような行為をしないこと
	 	（3）館員の指示にしたがうこと
	 	（4）資料の無断持ち出しをしないこと
	 ２．前各号を守らない場合は退館を求めることがある。

（弁償）
　利用者は，利用中の資料，機器を紛失，毀損または汚損した場合は弁償しなければならない。弁償は現物弁償を原則とするが，不
可能な時は時価弁償とする。

（貸出停止）
　館長はこの規程に違反した者に対しては，図書館の利用を制限または停止することがある。

	 科目等履修生規程
第１章　総　　則

（目　的）
第１条　この規程は，本学学則第51条の規定に基き，科目等履修生に関する取扱いについて定める。

（趣　旨）
第２条　本学において開講する授業科目の履修を希望する者があるときは，当該専攻等の授業及び研究の妨げのない限り，科目等履
修生として履修を許可することができる。

第２章　出願手続・履修の許可・履修料・履修期間
（出願資格）
第３条　科目等履修生として出願できる者は，芸術科においては本学入学の資格を有する者とする。専攻科においては本学を卒業し
た者，またはこれと同等以上の学力を有する者。ただし，教職に関する科目については，本学卒業または修了した者とする。

（出願期間）
第４条　願書の受付期限は，原則として前年度末日までとする。

（出願手続）
第５条　出願する者は，次に定める書類を提出しなければならない。また，単位認定を希望する者は別表に定める選考登録科を納入
しなければならない。

	 	 単位認定を希望する者
	 	 ア．科目等履修生願書
	 	 イ．最終出身学校の卒業証明書（卒業見込証明書）
	 	 単位認定を希望しない者
	 	 ア．科目等履修生願書

（履修の許可）
第６条　履修については，30単位以内とし，当該授業科目担当教員の承諾を得るとともに，当該専攻会議等で審査のうえ，教授会の
議を経て学長が許可する。

（履修の始期）
第７条　履修の開始は，学年または後学期の初めとする。

（履修料）
第 ８条　履修を許可された者は別表に定める履修料を所定の期日までに納入し，科目等履修生証の交付を受けなければならない。

（履修期間）
第９条　履修期間は原則として６か月または１カ年以内とする。

第３章　単位の認定
（単位算定基準）
第10条　履修単位の算定基準は，履修した授業科目における本学の学生の算定基準に準ずる。

（単位の認定）
第 11条　単位の認定は，履修した授業科目の担当教員の指定する試験または報告，論文，作品等により，当該担当教員の評価に基き，
教授会の承認を経て決定する。
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（教員免許状の単位）
第 12条　科目等履修生の修得した単位は，教育職員免許法施行規則第20条の規定により，認定された単位とすることができる。

第４章　　その他
（準用規定）
第13条　この規程に定めるもののほかは，本学学生に関する規程を準用する。

（規程の改廃）
第14条　この規程の改廃については，教授会において行なう。

附　則　　略

【別　表】	 選 考 登 録 料 及 び 履 修 料

選考登録料（単位認定希望者のみ必要） 35,000円

履修料（１単位あたり） 12,500円

教育実習関係手数料 35,000円

	 音楽専攻研究生規程（科目等履修生に準ずる）
第１章　総　　則

（目　的）
第 １条　この規程は，本学学則第51条の規定に基づき，音楽専攻研究生に関して必要な事項を定めることを目的とする。

（趣　旨）
第２条　本学専攻科音楽専攻を修了した者で，なお特定の専修実技等の研究を深めようとする希望者があるときは，書類審査の上，
研究生として履修を許可することができる。

第２章　出願・履修期間・履修料等
（履修開始）
第３条　履修開始は，原則として学年初めとする。

（履修期間）
第 ４条　履修期間は，原則として一年間とする。ただし，研究のため引続き履修する希望がある場合は，さらに一年に限り延長を認
めることがある。

（履修資格）
第５条　履修資格は，本学専攻科音楽専攻を修了した者とする。

（出願者）
第 ６条　履修希望者は，あらかじめ指導を希望する第一実技担当者の承認を得た上で出願しなければならない。

（履修科目）
第 ７条　第一実技の他に，本学専攻科音楽専攻の開設科目を所定の手続きを経て履修することができる。ただし，第二実技は履修料
を別途徴収する。

（履修料）
第８条　音楽専攻研究生の履修料（年額）は次のとおりとする。
　　　　（1）審　　査　　料	 5,000円
　　　　（2）授　　業　　料	 435,000円
　　　　（3）実　　習　　費	 45,000円	（合計 485,000円）
　　　なお，既納の履修料等は，事由のいかんにかかわらず返還しない。
　　　また，特別の事情があると認められる者には，延納または分納を認めることがある。

（研究生証・修了証）
第９条　研究生には履修手続終了と同時に研究生証を交付する。
第10条　修了コンサートをもって研究生修了とみなす。
第11条　研究生を修了した者に，修了証を発行し，履修の成果を認証する。
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（特別研究生）
第12条　研究生として二年以上在籍して修了した者で，なお研究を深めようとする者があるときは，特別研究生として履修を許可す
ることができる。

２．特別研究生は，第一実技の他に，決められた専攻科の科目の中から２科目まで履修することができる。

（特別研究生履修料）
第13条　音楽専攻特別研究生の履修料（年額）は次のとおりとする。
　　　　（1）審　　査　　料	 5,000円
　　　　（2）授　　業　　料	 275,000円
　　　　（3）実　　習　　費	 45,000円 	（合計 325,000円）
　　　なお，既納の履修料等は，事由のいかんにかかわらず返還しない。
　　　また，特別の事情があると認められる者には，延納または分納を認めることがある。

（規程の改廃）
第14条　この規程の改廃については，教授会において行う。

	  演劇専攻研究生規程（科目等履修生に準ずる）
第１章　総　　則

（目　的）
第１条　この規程は，本学学則第51条の規定に基づき，演劇専攻研究生に関して必要な事項を定めることを目的とする。

（趣　旨）
第２条　本学専攻科演劇専攻を修了した者で，なお特定の実技等の研究を深めようとする希望者があるときは，書類審査の上，研究
生として履修を許可することができる。

第２章　出願・履修期間・履修料等
（履修開始）
第３条　履修開始は，原則として学年初めとする。

（履修期間）
第４条　履修期間は，原則として一年間とする。ただし，研究のため引き続き履修する希望がある場合は，一年ごとに審査の上，最
長四年間まで期間の延長を認めることがある。

（履修資格）
第５条　履修資格は，本学専攻科演劇専攻を修了した者とする。

（出願者）
第６条　履修希望者は，あらかじめ専攻主任の承認を得た上で出願しなければならない。専攻主任は面接の上，承認を与えないこと
もある。

（履修科目）
第７条　本学専攻科生の受講することのできる科目のうち，20単位分に限り，所定の手続きを経て履修することができる。単位の認
定をあわせて行う。

（履修料）
第８条　演劇専攻研究生の履修料（年額）は次のとおりとする。
　　　　（1）審　　査　　料	 5,000円
　　　　（2）授　　業　　料	 100,000円
　　　　（3）実　　習　　費	 220,000円	（合計 325,000円）
　　　なお，既納の履修料等は，事由のいかんにかかわらず返還しない。
　　　また，特別の事情があると認められる者には，延納または分納を認めることがある。

（研究生証・修了証）
第９条　研究生には履修手続終了と同時に研究生証を交付する。
第10条　研究生を修了した者に，修了証を発行し，履修の成果を認証する。

（規程の改廃）
第11条　この規程の改廃については，教授会において行う。
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	 学外発表・出演，および学内演奏会関連規則
（1）学外演奏発表規則（芸術科音楽専攻・専攻科音楽専攻）
　①学生が学外で演奏または発表を行う際には，次の規定に従わなくてはならない。
　　（a�）許可を必要とするもの：入場料，出演料等の有無にかかわらず，あらゆる公開演奏会，門下生発表会，コンクール，放送テ

レビ等での発表出演に際し，自己の氏名または大学名を明示する場合。
　　（b�）届出のみ必要なもの：上記すべての演奏発表のうち自己の氏名または大学名を明示しない場合。
　　（c�）許可を必要とするものについては音楽研究室にある所定の許可願用紙に必要事項を記入し，専攻実技担当教員ならびに専攻

主任の承認を得たうえ，演奏発表の１週間前までに音楽研究室に提出して許可を得ること。
　　（d）届出のみを必要とするものについては，所定の届出用紙に必要事項を記入の上，事前に音楽研究室へ提出すること。
　②�学生としてふさわしくない演奏会，発表会，また演奏の技倆，内容が未熟であると判断された場合，もしくは出欠席その他学業
に多大の支障が生ずる場合においては，演奏，出演を許可しないことがある。

　③上記の規定に従わない学生に対しては，学則の定めるところにより懲戒処分を行うことがある。

（2）学外出演規則（芸術科演劇専攻・専攻科演劇専攻）
①学生が学外で演劇・映画・放送・商業写真およびそれに類するものへ出演する際は，履修登録期間内に出演許可願を演劇研究室
に提出して許可を得ること。出演許可は，出演内容および出演申請者の状態などを考慮してその決定を行う。ただし，その稽古・
リハーサルが履修登録期間以前に開始される場合，出演許可願は稽古・リハーサル開始の１ヵ月前までに提出すること。出演許
可は，出演内容および出演申請者の状態などを考慮してその決定を行う。

②舞踊・声楽などの発表会出演は，出演２週間前までに出演許可願を演劇研究室に提出して許可を得ること。
③単位認定を行う芸術科科目「劇上演実習Ｃ」「劇上演実習Ｄ」及び専攻科科目「劇上演実習Ｅ」「劇上演実習Ｆ」を履修する場合は他に
手続きがある。

④上記の規定に従わない学生に対しては，学則の定めるところにより懲戒処分を行うことがある。

（3）芸術科音楽専攻学内演奏会規則
①（目　　的）
	 　この演奏会は，学生が互いに音楽を探究しあい，日々の勉強の積み重ねを認識し，かつ，ステージ演奏の経験と聴衆としての
経験を深めるために，開かれるものである。

	 　出演者は，演奏曲目に対して全力を尽くし，聴く学生は，積極的に集中して聴くことを通し，音楽体験を豊かにすることを目
的とする。

②（実施要領）
　　（a）この演奏会は公開とし，授業への一環として，学生は全員出席することを原則とする。
　　（b）この演奏会は前期，後期各１回行われる。
　　（c）演奏者は２年次生とする。
　　（d）演奏者は原則として音楽専攻会議において実技の成績上位者から選ばれる。
　　（e）出演者は，出演決定後，所定の期日までに音楽研究室で必要な手続きをすませること。

（4）専攻科音楽専攻学内演奏会規則
①（目　　的）
	 　この演奏会は，本科の勉強の積み重ねをさらに発展させ，より高度なステージ演奏の経験と，集中して音楽を聴く経験を深め
るために，開かれるものである。

②（実施要領）
　　（a）この演奏会は公開とし，授業の一環として，学生は全員出席することを原則とする。
　　（b）１年次生，２年次生とも，必要単位として全員出演する。
　　（c）２年次生で卒業演奏会に出席する者は出演を免除される。
　　　　ただし，卒業演奏会と異った曲目を用意し，積極的に希望する場合に限り重複出演を認める。
　　（d）出演者は，所定の期日までに，音楽研究室で必要な手続きをすませること。

	 学費の滞納・延納の処理に関する手続について
　授業料等の納入に関して，指定納入期限を過ぎても納入していない学生（滞納者）および納入期限の延長を願い出た学生（延納者）
に対する具体的な処理は以下の手続きによって行う。
Ⅰ．事前報告と対応
　１�．経理課長は，学生の授業料等の納入状況について，定期的に短大教学課長に報告し，短大教学課長は，各専攻に報告する。
　２�．各専攻の教員は前項の報告に基づき，授業料等の納入に支障をきたしている学生に対応する。必要のある場合は運営委員会に
報告し，助言を得る。
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Ⅱ．滞　納　者
　１．第１回文書催告
　　�　指定納入期限を過ぎても，未納であることが確認され次第，納入期限を示して，経理課長名をもって保証人あて文書による催
告を行う。納入期限は，前期分については５月末日，後期分については10月末日とする。

　２．第２回文書催告
　　�　第１回文書催告に示した納入期限を過ぎても納入していない学生に対しては，新たな納入期限を示して，学長名をもって保証
人あて文書による催告を行う。

　　�　この場合，その納入期限までに納入しなかったときには，学則第30条の適用を受けることがある旨を併記する。納入期限は，
前期分については６月末日，後期分については11月末日とする。

　３．滞納者の処分
　　�　第２回文書催告によっても，その納入期限までに納入しない学生については，学長は教授会に諮って除籍処分とする。ただし，
教授会が，特別の事情があると認めたときは，除籍に代えて他の措置を講ずることができる。

Ⅲ．延　納　者
　１�．延納を申し出た学生には前期分については４月末日までに，後期分については９月末日までに所定の「延納許可願」を短大教
学課に提出させる。

　２．延納の納入期限は，前期分については６月末日，後期分については11月末日とする。
　３．新規入学生の前期分授業料等の延納は認めない。
　４�．納入期限までに納入しない学生については，学長は教授会に諮って除籍処分とする。ただし，延納期間に再び延納を申し出た
場合は，学長の判断でこれを考慮する。

　５�．専攻科学生には，学則第63条に定める授業料等の納入期間の最終日を指定納入期限として，この手続きを準用する。ただし，
一般公募による新規入学生の前期分授業料等については，この手続きを準用しない。

　６．研究生には，４月末日を指定納入期限として，この手続きを準用する。

	 桐朋演劇奨学会規程
（名　称）
第１条　本会は桐朋演劇奨学会と称する。

（目　的）
第２条　本会は成績優秀にして，本学在学中に経済的困窮に陥った者を援助することを目的とする。

（女子部門奨学会への繰り入れ）
第３条　前条の目的のために，本会は，各年度において奨学金給付相当額を桐朋学園女子部門奨学会に繰り入れる。

（財　源）
第４条　奨学金の財源は，有志の寄附金をもってこれにあてる。

（運　営）
第５条　本会の会長は桐朋学園芸術短期大学（以下，「本学」という）学長がこれにあたり，運営は本学教職員によって行う。

（奨学生の資格）
第 ６条　芸術科演劇専攻２年次生および専攻科演劇専攻生（専攻科特待生は除く）である。なお，特別な例を除き，当該年度におい
て本奨学金を一度受給している者は，申し込むことができない。

（奨学生の募集および内容）
第７条　前期，後期の２回にわたり募集し，奨学金は半期授業料相当分とする。

（奨学金の申請）
第８条　次の書類を募集期間に事務局に提出する。
　　　１　奨学金申請書（所定用紙）
　　　２　家庭調書（所定用紙）
　　　３　収入証明書（源泉徴収票等）

（奨学生の選考および発表）
第９条　奨学生の選考は本会が行い，その決定は，本人に通知するとともに本学掲示板に告示する。

（奨学生の資格喪失）
第10条　奨学生が次の各号のいずれかに該当したと認められた場合は，専攻会議および教授会の議を経て，その資格の喪失を決定し，
返金を求めることができる。
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　　　１．退学または除籍となったとき
　　　２．学則及び学生規程による懲戒処分を受けたとき
　　　３．学業成績が不良のとき
　　　４．その他奨学生として適当でないと認められたとき

（奨学金の返還）
第11条　奨学生は，第10条に定めるいずれかの項に抵触した場合，資格を喪失し，給付された金額を返還しなければならない。

附　則
１．この規程は平成26年４月１日より改正施行する。
２．この規程の改廃は教授会の議を経て行う。

附　則　　略

	 桐朋音楽奨学会規程
（名　称）
第１条　本会は桐朋音楽奨学会と称する。

（目　的）
第２条　本会は成績優秀にして，本学在学中に経済的困窮に陥った者を援助することを目的とする。

（女子部門奨学会への繰り入れ）
第３条　前条の目的のために，本会は，各年度において奨学金給付相当額を桐朋学園女子部門奨学会に繰り入れる。

（財　源）
第４条　奨学金の財源は，有志の寄附金をもってこれにあてる。

（運　営）
第５条　本会の会長は桐朋学園芸術短期大学（以下，「本学」という）学長がこれにあたり，運営は本学教職員によって行う。

（奨学生の資格）
第６条　芸術科音楽専攻２年次生および専攻科音楽専攻生（専攻科特待生は除く）である。
　　　　なお，特別な例を除き，当該年度において本奨学金を一度受給している者は，原則として申し込むことができない。

（奨学生の募集及び内容）
第７条　前期，後期の２回にわたり募集し，奨学金は半期授業料の半額相当分とする。

（奨学金の申請）
第８条　次の書類を募集期間に事務局に提出する。
　　　１．奨学金申請書（所定用紙）
　　　２．家庭調書（所定用紙）
　　　３．収入証明書（源泉徴収票等）

（奨学生の選考及び発表）
第９条　奨学生の選考は本会が行い，その決定は，本人に通知するとともに本学掲示板に告示する。

（奨学生の資格喪失）
第10条　奨学生が次の各号のいずれかに該当したと認められた場合は，専攻会議および教授会の議を経て，その資格の喪失を決定し，
返金を求めることができる。

　　　１．退学または除籍となったとき
　　　２．学則及び学生規程による懲戒処分を受けたとき
　　　３．学業成績が不良のとき
　　　４．その他奨学生として適当でないと認められたとき

（奨学金の返還）
第11条　奨学生は，第10条に定めるいずれかの項に抵触した場合，資格を喪失し，給付された金額を返還しなければならない。
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附　則
１．この規程は平成26年4月1日より施行する。
２．この規程の改廃は教授会の議を経て行う。

	 桐朋学園芸術短期大学専攻科特待生規程
（目　的）
第１条 　桐朋学園芸術短期大学（以下「本学」という。）では，本学芸術科から本学専攻科（演劇専攻・音楽専攻）への進学を積極的

に奨励するとともに，学生のさらなる勉学意欲の向上を企図して，学業奨励金を給付する。

（特待生）
第２条　この規程により，学業奨励金の給付を受ける学生を特待生という。
　　２�．特待生は，以下の期間の成績ならびに勉学への取り組み姿勢等を評価の対象とし，年間10名以内とする。
　　　（１）１年次後期特待生は，芸術科および専攻科1年次前期までの成績
　　　（２）２年次前期特待生は，芸術科および専攻科1年次の成績

（特待生の決定）
第３条 　各専攻会議は，専攻科入学者数を勘案したうえで，専攻科入学定員（音楽（20），演劇（20））を基準に候補者を選抜し，学

科会議を経た上で，前条第２項（１）については６月教授会，（２）については11月教授会で審議・決定する。
　　２．特待生として決定した学生には，本人宛てに通知する。

（他の奨学金との関係）
第４条　特待生の選抜にあたっては，同時期に桐朋演劇奨学会および桐朋音楽奨学会奨学生として奨学金の給付を受けている者は対
象としない。

（学業奨励金）
第５条　学業奨励金は１名につき100,000円とする。
　　２�．給付は，各専攻の授業料等納入金から，前項の金額を減ずる形で措置する。授業料等納入金を既に納めている場合は，返金

する形で措置する。

（特待生の資格喪失）
第６条 　特待生が次の各号のいずれかに該当したと認められた場合は，学科会議および教授会の議を経て，その資格の喪失を決定す

ることができる。
　　　（１）退学または除籍となったとき
　　　（２）学則及び学生規程による懲戒処分を受けたとき
　　　（３）学業成績が不良のとき
　　　（４）その他特待生として適当でないと認められたとき

（学業奨励金の返還）
第７条　特待生は，第６条に定めるいずれかの項に抵触した場合，資格を喪失し，給付された金額を返還しなければならない。

附　則
１．この規程は平成26年４月１日より改正施行する。
２．この規程の改廃は教授会の議を経て行う。

	 校舎施設の使用について
　本学諸施設の学生による使用については，本学の学生による自主練習などのための使用にのみ許可される。

（1）一般教室・実習室の使用規程要旨
●平日・土曜の使用
　○使用教室

一般教室
新館 2111　2112　2211　2212
旧館 2101　2102　2301　2302　2303　2304　2305

実 習 室
新館 小劇場　第１実習室　第２実習室
旧館 ライブスタジオ
別棟 第３実習室　第４実習室　スペース桐朋　N111（※）
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　○使用時間	 ８時30分〜21時50分（第４実習室・スペース桐朋　21時30分）　※音楽専攻の学生は１人１回２時間まで
	 	 〜22時30分（劇上演実習稽古に限り）
	 	 〜23時00分（�劇上演実習関係の搬入搬出に限り）
	 ※N111の使用は17時00分〜21時30分（行事関係等で使用できない場合もある）
　○使用手続
　　１．申込時間　平日８時15分～ 16時20分　　土曜８時15分～ 12時30分
　　　　　　　　　使用当日の一般教室のみ，上記申込時間以降21時まで，警備員の許可にて使用可
　　２．申込方法　①使用の前日及び当日，『教室使用状況一覧表』『教室使用届』に所定事項を記入する
　　　　　　　　　②研究室で承認印を得る（研究室が不在時のみ教学課で対応）
　　　　　　　　　③承認済の『教室使用届』を『使用予約　教室等使用届』ファイルに綴じる
　　　　　　　　　④�予約した日時に教室を使用する際，上記③で綴ったファイルから『教室使用届』をとりだし，
　　　　　　　　　　ドアの所定場所に表示する
　　　　　　　　　⑤使用後は『使用済み　教室等使用届』ファイルに綴じる
　　　　　　　　　※�『教室使用状況一覧表』及び『使用予約　教室等使用届』及び，『使用済み　教室等使用届』の
　　　　　　　　　　保管場所は以下のとおり
	 　　　【月～金】　８時15分～ 16時00分 ⇒ 教学課窓口
	 	 16時00分～ 21時50分 ⇒ 短大警備室
	 　　　【土曜日】　８時15分～ 12時00分 ⇒ 教学課窓口
	 	 12時00分～ 21時50分 ⇒ 短大警備室
	 　　　【休　日】　終日 ⇒ 本館警備室
●休日の使用
　○使用教室	 新館の一般教室・実習室および第３実習室
　○使用時間	 ９時00分〜18時00分　　※音楽専攻の学生は１人１日４時間まで／
	 	 　　　　　　　　演劇専攻の学生は2111，2112のみ１日１人４時間まで
	 	 〜21時00分（劇上演実習稽古に限り）
	 ８時30分〜21時50分（上記の開演日の２週間前から）
　○使用手続
　　１．申込時間　平日８時15分～ 16時20分　　土曜８時15分～ 12時30分
　　２．申込方法　平日と同じ
　　　　　　　　　ただし，休日は使用当日の申込ができないため，休前日に予約する
●休業期間中（春季・夏季・冬季）の使用
　○使用教室　　　旧館/新館の一般教室・実習室およびスペース桐朋・ライブスタジオ・第３・４実習室・N111
　　　　　　　　　�期間中の土曜，日曜，休日，及び８/12〜16，12/29〜１/3の学園閉鎖期間は使用できない。
　○使用時間　　　９時00分〜18時00分
	 	 〜21時50分（劇上演実習稽古に限り）
　○使用手続　　　申込期間・申込方法を休業期間前に掲示にて連絡する。
●その他
　　１．複数名で使用する場合は，『教室使用届』に同伴者の氏名を記入すること。ただし，学外の同伴者は認めない。
　　２．原則として22時までに学外へ出ること（休日及び休業期間中は18時まで）。
　　３．原則として小劇場・第１・２・４実習室は演劇専攻以外の学生は使用できない。
　　４．第４実習室及びスペース桐朋はグループ（団体）３名以上の使用とする。
　　５．2303，2304，2305教室は18時00分までピアノ使用不可とする。
　　６．レッスン室・練習室が空いている場合には，ピアノ等の練習のため，少人数での一般教室の使用を控えること。
　　７．ピアノ使用後は，必ず蓋をして，カバーを掛けること。故意に傷つけた場合は，弁償すること。
　　８．教室に置いている備品は原則として使用できない。
　　９．使用を取り消す場合は，教学課又は警備員に連絡すること。
　　10．16時以降（土曜12時以降）の使用終了後は，警備員詰所のホワイトボードに終了時間を記入すること。
　　11．旧館３階のロビーで練習の為の音出しは上の階の図書館に影響が及ぶため，禁止。
　　12．第３実習室での楽器使用不可。
　　13．音楽専攻以外の学生が2301教室を使用する場合は，１回あたりの時間制限を音楽専攻学生と同様とする。
　　14．身の安全に注意し，異変等に気づいたら，教学課又は警備室まで連絡する。
　　15．戸締り，消灯，空調（暖房機）の節電を必ず行う。
　　16．�使用申込をした学生が，しかるべき理由なしに教室を継続して30分以上空けた場合は，権利を放棄したものとみなし，他の

学生が所定の手続きを経て使用することができる。
　　17．�学外者による制作や主催を目途とした諸施設の使用に関しては，本学専任教員の関与するものは別として，たとえ本学学生

が参加するものであっても使用は認めない。
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（2）レッスン室・練習室の使用規程要旨
●平日・土曜の使用
　○使用教室

レッスン室
新館 2213　2214　2215　2216　2217

旧館 2001　2002　2003　2004

練 習 室 旧館 2005　2006　2007　2008　2009　2010

　○使用時間	 ８時30分〜21時50分　※1人1回2時間まで，使用後空いている部屋があれば，再度予約可能
　○使用手続
　　１．申込時間	 平日8時15分～ 16時20分　　土曜８時15分～ 12時30分
	 	 	 使用当日のみ，上記申込時間以降21時まで，警備員の許可にて使用可
　　２．申込方法	 ①�使用の前日及び当日，『レッスン室・練習室使用状況一覧表』『レッスン室・練習室使用届』に所定事項を記入

する
	 	 	 ②研究室で承認印を得る（研究室が不在時のみ教学課で対応）
	 	 	 ③承認済の『レッスン室・練習室使用届』を『使用予約　教室等使用届』ファイルに綴じる
	 	 	 ④�予約した日時にレッスン室・練習室を使用する際，上記③で綴ったファイルから『レッスン室・練習室使用届』

をとりだし，ドアの所定場所に表示する
	 	 	 ⑤使用後は『使用済み　教室等使用届』ファイルに綴じる
	 	 	 ※�『レッスン室・練習室使用状況一覧表』及び『使用予約　教室等使用届』及び，『使用済み　教室等使用届』の

保管場所は以下のとおり
	 	 	 　　　【月～金】　８時15分～ 16時00分 ⇒ 教学課窓口
	 	 	 　　　　　　　　16時00分～ 21時50分 ⇒ 短大警備室
	 	 	 　　　【土曜日】　８時15分～ 12時00分 ⇒ 教学課窓口
	 	 	 　　　　　　　　12時00分～ 21時50分 ⇒ 短大警備室
	 	 	 　　　【休　日】　終日 ⇒ 本館警備室
●休日の使用
　○使用教室	 新館レッスン室
　○使用時間	 ９時00分～ 18時00分　※１人１日４時間まで，使用後の再予約は不可
　○使用手続
　　１．申込時間	 平日８時15分～ 16時20分　　土曜８時15分～ 12時30分
　　２．申込方法	 平日と同じ
	 	 	 ただし，休日は使用当日の申込ができないため，休前日に予約する
●その他
　　１．複数名で使用する場合は，『レッスン室・練習室使用届』に同伴者の氏名を記入すること。ただし，学外の同伴者は認めない。
　　２．飲食は認めない。
　　３．原則として音楽専攻以外の学生は使用できない。音楽学部生・音高生は，新館レッスン室のみ使用可。
　　４．�音楽専攻以外で副科・第二実技科目を履修している学生は，旧館練習室のみ使用することができる（休日は新館レッスン室

の使用可）。
　　５．原則として22時までに学外へ出ること（休日及び休業期間中は18時まで）。
　　６．使用を取り消す場合は，教学課又は警備員に連絡すること。
　　７．16時以降（土曜12時以降）の使用終了後は，警備員詰所のホワイトボードに終了時間を記入すること。
　　８．ピアノ使用後は，必ず蓋をして，カバーを掛けること。故意に傷つけた場合は，弁償すること。
　　９．身の安全に注意し，異変等に気づいたら，教学課又は警備室まで連絡する。
　　10．戸締り，消灯，空調（暖房機）の節電を必ず行う。
　　11．�使用申込をした学生が，しかるべき理由なしにレッスン室を継続して30分以上空けた場合は，権利を放棄したものとみなし，

他の学生が所定の手続きを経て使用することができる。

（3）一号館（大学校舎）レッスン室使用規程要旨　〈音楽専攻学生のみ〉
●一般レッスン室（個人練習・二重奏練習）
　主としてレッスンを行うための部屋であるが，練習室として使用できる。

レッスン
室番号

303  304  305  306  307  308  309  310  311  312  313  314  315  316
317  318  319  320  321  322



Annual  Bulletin  2015   55

●練習時間帯（一般授業開講期間　─　オリエンテーション期間を含む）

平
　
日

早朝練習時間帯　5:10am 〜 8:00am
授業時間帯　　　8:00am 〜 5:00pm
夜間練習時間帯　5:00pm 〜 9:45pm

休
　
日
　休日練習時間帯
　　8:00am 〜 9:45pm

〔授業時間帯〕授業・レッスンに使用されていない時は自由に練習できる。（特別な届の必要はない）
〔練習時間帯〕その都度使用願を提出し，許可を受ける。
●使用手続
　１．申し込みは直接本人が行う。伴奏者などの代理人の申し込みは受け付けない。
　２．1回の申し込みは１人（１グループ）１日につき１件とし，１件についての時間を次のように制限する。
　　　　　早朝練習時間帯→特に定めない　夜間練習時間帯→２時間30分以内
　　　　　休日練習時間帯→４時間以内
　３．�申し込みにあたっては，『レッスン室一般使用許可願』に必要事項を記入し，身分証明書を添えて窓口に提出する。（用紙は大

学の教務課⑤番窓口にある）
　４．�許可証は，当日，大学の警備員室窓口で，予約申し込み受け付け時に渡された整理券との引き換えにより交付される。
　５．�許可された者は窓口に許可証を呈示し，カギを受け取る。練習終了後遅滞なく窓口に返却する。

受付窓口など カギの貸出しなど
早 朝 警備員室 当　日 5:10am 〜 7:00am 警備員室 5:10am 〜 7:00am

教務課 当　日 8:30am 〜 2:00pm
夜 間 ⑤番窓口 （予約） 警備員室 5:00pm 〜 9:00pm

警備員室 当　日 5:00pm 〜 9:00pm
教務課 前　日 8:30am 〜 2:00pm

休 日 ⑤番窓口 （予約） 警備員室 8:00am 〜 9:00pm
警備員室 当　日 8:00am 〜 9:00pm

　注意　・�休日の正午〜午後１時，午後６時〜午後７時は申し込み受け付け，カギの貸し出しなどは行わない。
　注意　・�上記教務課⑤番窓口での受付時間は午後２時までであるが，当日の教室・レッスン室の状況により早める場合もある。

	 学校法人桐朋学園　個人情報保護方針
　学校法人桐朋学園では，教育・研究，事務等の諸活動において，多くの個人情報を取り扱っております。学生，生徒，児童，園児
をはじめその保護者，そして教職員等，学園にかかわる方々の個人情報を慎重に取り扱い，適切に保護，管理することは，教育機関
としての本法人の社会的責務であると認識しております。
　この責務を果たすため，本法人は，個人情報保護法及びその他の規範を遵守するとともに，以下に掲げる方針のもと，個人情報の
適切な保護，管理を実行いたします。

１．個人情報の取得
　　�　個人情報の取得に際しては，利用目的を特定のうえ，これを明示し，適法かつ公正な方法により，原則として本人から取得し
ます。

２．個人情報の利用
　　�　個人情報は，取得の際に明示した利用目的の範囲内で利用いたします。本人の同意を得ないで，目的外での利用はいたしません。

３．個人情報の保護，管理
　　�　個人情報の正確性及び安全性を確保するために，安全管理対策を講じ，個人情報の漏えい，改ざん，紛失等を防止します。
　　�　本法人は，各部門各機関に「個人情報保護管理責任者」を置き，個人情報の保護，管理について，責任の所在を明確にしてお
ります。

　　�　個人情報の取扱いは，その権限を付与された教職員のみが，業務の遂行上必要な限りにおいて取り扱うものとします。なお，
個人情報を取り扱う教職員であるか否かにかかわらず，学園に勤務する全ての者に必要かつ適切な監督を行い，加えて，教育・
研修等の機会を通して意識の啓発に努めます。

　　�　個人情報に関する業務を外部に委託する場合は，委託先において個人情報の安全管理が図られるよう，契約書を取り交わすなど，
必要かつ適切な措置を講じます。

４．個人情報の第三者への提供
　　�　原則として，法令に定める場合等を除き，事前に本人の同意を得ることなく，第三者に個人情報を提供することはいたしません。
　　�　なお，第三者に個人情報を提供する場合には，提供先においてその安全管理が図られるよう，契約書を取り交わすなど，必要
かつ適切な措置を講じます。
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５．個人情報の開示，訂正，利用停止，削除等の請求並びに不服の申立
　　�　各機関の「個人情報保護管理責任者」は，開示，訂正，利用停止，削除の請求等に関しては，本人であることの確認をしたのち，
速やかに対応いたします。

６．個人情報に対する保護，管理体制の継続的改善
　　�　個人情報保護の重要性を，本法人の役員をはじめ学園に勤務する全ての者に周知徹底するとともに，今後も本方針に則り，保護・
管理の体制を見直し，改善，向上に努めます。

	 桐朋学園芸術短期大学　学生個人情報保護規程
第１章　総　則

（目　的）
第 １条　桐朋学園芸術短期大学（以下「本学」という。）は個人情報（個人情報データベースを含む。以下「個人情報」という。）の
保護が，人格の尊厳に由来する基本的人権の保障に係る問題であることを深く認識し，本学が保有する個人情報の取扱いに関する
基本事項を定める。

（用語の定義）
第 ２条　この規程において，「学生」とは次の各号によるものとし，「教職員」とは専任の教職員ならびに本学の業務に直接かかわり
があり，またはかかわりがあった者をいう。

　（1）「本学において教育を受けている者」で在学生，科目等履修生や聴講生など。
　（2）「本学において教育を受けようとする者」で受験生，入学前の合格者，入学ガイダンスへの参加者など。
　（3）「過去において，本学において教育を受けた者」で卒業生，修了生，中退など。
　（4）「過去において，本学において教育を受けようとした者」で不合格者や入学辞退者など。
２　この規程において，「個人情報」とは次の各号によるものとする。
　（1）学生について特定の個人が識別されるもの（氏名，住所，生年月日，電話番号）。
　（2）識別され得るもの（映像，デジタル記録等）。
　（3）個人を特定できないものであっても学内で対応付けられた個人情報がある場合のもの（学籍番号，IPアドレス等）。
　（4）�教職員が業務上取得または作成した情報（文書，写真，フィルム，磁気テープその他これらに類するものに記録されたものを

含む。）。
３�　この規程において「個人情報データベース」とは，個人情報が含まれる情報の集まりで，検索できる状態のものであって，ユーザー
ＩＤとユーザーが記録されているログ情報ファイル，紙ベースの住所録や名刺など整理されて検索できる利用可能な状態のデータ
ベースをいう。

（責　務）
第 ３条　学長はこの規程の目的を達成するため個人情報の保護に関し次の各号に対する必要な措置を講じなければならない。
　（1）利用目的の特定・公表
　（2）適正管理，利用，第三者への提供
　（3）本人の権利と関与
　（4）本人の権利への対応
　（5）苦情の処理
２�　教職員または教職員であった者は，業務上知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ，または不当な目的に使用してはならない。
３�　学生，教職員は個人情報保護の重要性を認識し，本規程によって学生個人の権利利益を侵害しないように努めなければならない。

第２章　個人情報の収集および利用目的の特定・公表等
（個人情報収集の制限）
第 ４条　教職員が業務上学生の個人情報を収集するときは，利用目的を明確に特定・公表し，その目的達成に必要な最小限度の範囲
で収集しなければならない。ただし，思想および信教に関する個人情報は，いかなる理由があろうともこれを収集してはならない。

２�　あらかじめ個人情報を「第三者に提供」することを想定している場合には，利用目的で，その旨特定しなければならない。
３�　インターネットのCGI等での個人情報の入力には，入力ホームページ内には必ず利用目的をユーザーの目に付く位置に記載しなけ
ればならない。

４�　教職員が業務上，個人情報を収集するときは，適正かつ公正な手段により，次の各号のいずれかに該当するときを除き，直接本
人から収集しなければならない。

　（1）本人の同意があるとき。
　（2）個人の生命，身体，健康，財産に対する急迫の危険を避けるためにやむを得ないと認められるとき。
　（3）教員の教育指導上特段の必要性があるとき。
　（4）法の定めるところにより，行政機関から依頼があったとき。
　（5）�指導または相談援助に関わって，本人から収集したのでは目的を達成することができないか，業務に支障があると認められる

とき。
　（6）学長が正当な理由があると認めたとき。
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（個人情報の適正管理）
第 ５条　学長は，個人情報の保護のため，次に各号に掲げる事項について，適正で安全な措置を講じなければならない。
　（1）紛失，滅失，毀損，破壊その他の事故の防止
　（2）改ざんおよび漏洩の防止
　（3）個人情報の正確性および最新性の保持
　（4）不要となった個人情報のすみやかな廃棄または消去
２�　学長は前項の事務をはじめ，本規程に基づく業務を適切に執行するため，業務ごとに個人情報保護管理責任者を選任するととも
に次の組織的・人的・物理的。技術的その他の広範囲な安全対策措置を講ずる。

　組織的安全管理措置
　・個人情報保護管理者の設置，組織体制の整備
　・学内諸規程の整備と運用
　・個人情報取扱い台帳の整備
　・安全管理措置の評価，見直し，改善
　・事故または違反への対処
　人的安全管理措置
　・雇用時や契約時において非開示契約を締結
　・教職員に対する教育・訓練の実施
　物理的安全管理措置
　・入退室管理
　・盗難対策
　・機器，装置等の物理的な保護
　技術的安全管理措置
　・個人情報のアクセス認証・制御・記録・権限管理
　・不正ソフトウェア対策
　・移送，通信時の対策
　・動作確認時の対策
　・情報システムの監視
　その他重要事項
　・個人情報を閲覧できる教職員の限定
　・個人情報の持ち出し制限
　・外部からの個人情報への不正アクセス防止策の導入
　・教職員に対する個人情報保護研修の実施
　・個人情報漏洩時は当該本人に速やかに通知
　・事件内容の公表（類似事件の発生回避）
３�　個人情報保護管理責任者は，業務に関係する教職員に対する情報セキュリティ対策として，個人情報に対するアクセス制限，ア
クセス管理及び監視を行う。

４�　個人情報保護管理責任者は，業務マニュアルを定め，持ち出し制限や移動時の取り決め，暗号化等のプロセスを決め，全て申請・
承認によって処理することを決めて，守らせる。

５�　個人情報保護管理責任者は，業務に関係する教職員に個人情報を取り扱わせるに当っては，当該個人情報の安全管理が図られる
よう，当該教職員に対する必要かつ適切な監督を行わなければならない。

６�　個人情報保護管理責任者は，業務に関係する個人情報の取扱いの全部または一部を委託する場合は，その取扱いを委託された個
人情報の安全管理が図られるよう，委託を受けた者に対する必要かつ適切な監督を行わなければならない。

７�　個人情報保護管理責任者は，第６条に掲げる場合を除くほか，あらかじめ本人の同意を得ないで，個人情報を第三者に提供して
はならない。

（個人情報の利用制限）
第 ６条　教職員は，業務上収集した個人情報をその目的以外のために利用または提供してはならない。ただし，次の各号のいずれか
に該当するときはこの限りでない。

　（1）本人の同意があるとき。
　（2）個人の生命，身体，健康に対する急迫の危険を避けるためにやむを得ないと認められるとき。
　（3）教員および保護者の教育上，特段の必要性があるとき。
　（4）法の定めがあるとき。
　（5）学長または個人情報保護管理責任者が必要と認めたとき。
２�　前号一から五の各号に該当して個人情報を利用または提供する場合，または緊急に対応した場合は，業務責任者はすみやかに個
人情報保護管理責任者に届け出なければならない。

（個人情報に関する業務の学外委託）
第 ７条　個人情報に関する業務を学外に委託するときは，業務責任者は個人情報保護管理責任者の指導のもと委託業者との間で個人
情報の保護に関する必要な措置をとらなければならない。
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（収集の届出）
第 ８条　教職員は，新たに個人情報を収集するときは，あらかじめ次に事項について個人情報保護管理責任者に届け出なければなら
ない。

　（1）個人情報の名称
　（2）個人情報の利用目的
　（3）個人情報の収集の対象者
　（4）個人情報の収集方法
　（5）個人情報の記録項目
　（6）個人情報の記録の形態
２�　前項により届け出た事項を変更または廃止するときは，業務責任者は，あらかじめこれを個人情報保護管理責任者に報告しなけ
ればならない。

第３章　個人情報の開示，訂正等
（個人情報の開示）
第９条　学生は本学が保有する自己に関する個人情報の開示を請求することができる。
２�　開示の請求があったときは，個人情報保護管理責任者は遅滞なくこれを開示しなければならない。ただし，その個人情報が，個
人の選考，評価，判定，学生健康記録その他に関するものであって，本人に知らせないことが明らかに適当であると認められると
きは，その個人情報の全部または一部を開示しないことができる。

３　個人情報の全部または一部を開示しないときは，その理由を本人に通知しなければならない。
４�　第１項に規定する請求は，学長に対し，本人であることを明らかにして，次に掲げる事項を記載した文書を提出することにより
行う。

　（1）所属および氏名
　（2）個人情報の名称および記録項目
　（3）請求の理由
　（4）その他学長が必要と認めた事項

（個人情報の訂正または削除）
第10条　学生は，自己に関する個人情報の記録に誤りがあると認めたときは，前条第４項に定める手続に準じて，学長に対し，その
訂正または削除を請求することができる。

２�　学長は前項の規定による請求を受けたときは，すみやかに調査のうえ，必要な措置を講じ，結果を本人に通知しなければならない。
ただし，訂正または削除に応じないときは，その理由を文書により本人に通知しなければならない。

第４章　不服の申立て
（不服の申立て）
第11条　自己の個人情報に関し，第10条第２項に規定する請求に基づいてなされた措置に不服がある学生は，本人であることを明ら
かにして，学長に対し，申立てを行うことができる。

２�　学長は，前項の不服申立てを受けたときは，すみやかに審査し，その結果を文書により本人に通知しなければならない。
３　不服の申立ては，次に掲げる事項を記載した文書を学長に対し提出することにより行う。
　（1）不服の申立てを行う者の所属および氏名
　（2）不服申立て事項
　（3）不服申立て理由
　（4）その他学長が必要と認めた事項

第５章　規程管理
（所　管）
第12条　本規程の管理責任者は学長とし，所管は短期大学教学課とする。

（規程の改廃）
第13条　本規程の改廃は教授会の議を経て学長が行う。

付　則
第１条　この規程は平成17年７月11日から施行する。

	 桐朋学園芸術短期大学　セクシュアル・ハラスメント等の防止等に関する規程
（目　的）
第 １条　この規程は，桐朋学園芸術短期大学（以下「本学」という。）におけるセクシュアル・ハラスメント，アカデミック・ハラス
メント，パワー・ハラスメントおよびその他のハラスメント（以下「セクシュアル・ハラスメント等」という。）の防止および排除
のための措置並びにセクシュアル・ハラスメント等に起因する問題が生じた場合に適切に対応するための措置（以下「セクシュア
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ル・ハラスメント等の防止等」という。）に関し，必要な事項を定めることにより，本学における良好な学習・教育・研究・労働環
境の維持・確立を図ることを目的とする。

（定　義）
第２条　この規程における用語の意義は，次の各号に掲げるものをいう。
　（1）セクシュアル・ハラスメント
　　　ア．学生，教職員または関係者が，意図すると否にかかわらず，性差別的または性的な言動によって，相手を不快にさせる行為
　　　　（例�）性的な噂を流したり，人を傷つける性的な内容の冗談を言ったりすること。
　　　　　　　性的な文書や画像等の掲示や提示をすること。
　　　　　　　相手が望まない飲食等にしつこく誘うこと。
　　　　　　　不必要に身体に触れること
　　　イ�．学生，教職員または関係者が，利益もしくは不利益を与えることを利用して，または利益を与えることを代償として，相

手に性的な誘いまたは要求をする行為
　　　　（例）成績評価等と引き換えに，性的要求を迫ること
　（2）アカデミック・ハラスメント
　　　�教育・研究の場において，教職員またはこれに準ずる者が，その地位または職務権限を利用し，これに抗し難い地位にある者

に対して，相手によって差別したり，人格を否定したり，必要以上に厳しく指導したりまた指導を放棄することにより，相手
方の勉学・研究意欲や研究環境を害する言動または行為

　（3）パワー・ハラスメント
　　　�職場において，教職員またはこれに準ずる者が，その地位または職務権限を利用し，これに抗し難い地位にある者に対して，

相手によって差別したり，人格を否定したり，必要以上に厳しく指導したりまた指導を放棄することにより，相手方の就労意
欲や就労環境を害する言動または行為

　（4）その他のハラスメント
　　　�学生，教職員または関係者が，他の学生，教職員または関係者に飲酒の強要，喫煙にまつわる不法行為，誹謗，中傷，風評の

流布などにより人権を侵害したり不快にさせたりする行為 
　（5）セクシュアル・ハラスメント等に起因する問題
　　　�セクシュアル・ハラスメント等のため学生等の修学上または職員の就労上の環境が害されることおよびセクシュアル・ハラス

メント等ヘの対応に起因して学生等が修学上または職員が就労上の不利益を受けること
　（6）学生
　　　�本学で修学する一般学生（本科生・専攻科生），科目等履修生（研究生含む），単位互換履修生，外国人留学生および委託生を

いう。
　（7）教職員
　　　教員，事務職員，非常勤講師，嘱託職員，定時職員，委託職員など本学に勤務するすべての教職員をいう。
　（8）関係者
　　　�学生の保護者および関係業者等職務上の関係を有する者をいう。（ただし，教職員および学生を除く。）また，かつて本学に在

籍し，現在大学を離れた者であっても，セクシュアル・ハラスメント等と判断される行為のどちらか一方の当事者が，学生ま
たは教職員である場合はこれに含める。　

　（9）教育・研究の場
　　　�本学では，常勤・非常勤を問わず，本学に在職する教職員と学生との間，および本学の学生同士の間には，つねに教育環境上

の関係があるものとみなす。よって大学におけるセクシュアル・ハラスメント等は，正課の授業時間中の大学構内における場
合にとどまらず，課外活動や学外を含むあらゆる場合のそれを意味する。

（学生および教職員の責務）　
第３条　学生および教職員は，相互に個人の人格を尊重するよう努め，セクシュアル・ハラスメント等を行ってはならない。
２�．学生および教職員は，前条で規定した用語の意義を深く認識し，セクシュアル・ハラスメント等の防止および排除に努めなくて
はならない。

３�．学生のセクシュアル・ハラスメント等に関する苦情や相談については，全ての教職員がこれにあたり，相談を受けた教職員は，
必要な指導，助言を行うとともに，事実関係の調査に協力するなど，適切な対応をとらなければならない。

（学長の責務）
第４条　学長は，セクシュアル・ハラスメント等を差別，人権侵害として禁止するとともに，その防止および排除するため，本学の
教職員に対し，この規程の周知徹底を図るものとする。

２�．学長は，万一セクシュアル・ハラスメント等による問題が本学内に生じた場合は，必要な措置を迅速かつ適切に講じなければな
らない。

（防止委員会）
第５条　セクシュアル・ハラスメント等に関する具体的事例について，事実関係の調査および対応策の検討を行うため，また，セクシュ
アル・ハラスメント等の防止に関する広報および啓蒙等に関する業務を行うためにセクシュアル・ハラスメント等防止委員会（以
下「防止委員会」という）を設置する。

２．防止委員会の運営については，別に定める。
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（相談窓口）
第６条　防止委員会は，セクシュアル・ハラスメント等に関する苦情相談が学生，教職員または関係者からなされた場合に対応する
ため，セクシュアル・ハラスメント等相談窓口（以下｢相談窓口｣という。）を設置し相談員を配置する。

２．相談窓口の運営については，別に定める。

（調査委員会）
第７条　防止委員会は，特定の事例について調査が必要と判断した場合，セクシュアル・ハラスメント等調査委員会（以下「調査委
員会」という。）を置くことができる。

２．調査委員会の運営については，別に定める。

（不利益取扱いの禁止）
第８条　学長および教職員は，セクシュアル・ハラスメント等に関する苦情相談，当該苦情相談に関する調査への協力その他セクシュ
アル・ハラスメント等に関して正当な対応をした学生または教職員に対し，そのことをもって不利益な取扱いをしてはならない。

（懲　戒）
第９条　セクシュアル・ハラスメント等を行った教職員は，その態様等によっては，桐朋学園女子部門就業規則第54条（3）「教職員
としての信用を著しく失う非行があった場合」に該当するものとして，懲戒処分を行うことがある。

２．セクシュアル・ハラスメント等を行った学生は，桐朋学園芸術短期大学学則第66条に基づき，教授会の議を経て，学長が懲戒する。

附　則
１．この規程は平成20年４月１日より施行する。
２．この規程の改廃は教授会の議を経て行う。

	 演劇専攻自治会　自治会規約
第１章　総　　則

（名称・本部）
第１条　本会は，桐朋学園芸術短期大学・演劇専攻自治会とし，その本部を桐朋学園芸術短期大学内に置く。

（会　員）
第２条　本会は桐朋学園芸術短期大学芸術科・演劇専攻生並びに専攻科生をもって組織する。

（目　的）
第３条　本会は，会員一人一人の主体性にのっとり，演劇芸術の創造と，その新なる運動体を形成することを目的とするものである。
各会員はその能力を十二分に発揮し，思想性を高めると共に，既存の諸観念を乗り越え自らの主体を確立し遂に現在の広漠たる芸
術分野に，ひとつの指標を打ち立てる責務を担う。

第２章　構　成
（構　成）
第４条　本会は次の機関を設ける。
　　　　１．総会
　　　　２．代議員会（会計監査，選挙管理委員会）
　　　　３．執行部
　　　　４．チーフ会
　　　　５．各種行事実行委員会

（議決機関）
第５条

総会

代議員会 執行部

チーフ会 実行委員会

学　　　　　生

大道具部・小道具部・照明部・記録部・幕部・音響部
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（総　会）
第６条　総会は本会における最高の機関であり，第２条に定められた全会員をもって組織する。

（総会の開催）
第７条　総会は原則として年２回開催し，本会会長がこれを招集する。ただし，会長が必要と認めた場合及び全会員の５分の１以上
の要請があった場合には会長は臨時に総会を開催しなければならない。

　　　　会長は総会開催の３日前迄に，日程，議案，その他必要事項を全会員に明示しなくてはならない。

（総会成立）
第８条　総会は全会員の過半数（休学者をのぞく在籍数）をもって成立し，その議決は３分の２以上の支持によって成立する。

（総会決議）
第９条　総会において次のことを決議する。
　　　　１．規約改正に関すること。
　　　　２．予算及び決算に関すること。
　　　　３．運営方法に関すること。

（代議員会）
第10条　本委員会は総会に次ぐ議決機関であり，学年代議員（各学年２名，ただし専攻科は２学年をもって２名とする）をもって組
織する。

（代議員会の開催）
第11条　本委員会は原則として本会会長が必要と認めた場合会長が招集する。ただし学年代議員の３分の１以上の要請があった場合，
会長は臨時に代議員会を開催しなければならない。

　　　�　会長は代議員会開催の７日前迄に，日程，議案，その他必要事項を全会員に明示しなくてはならない。

（代議員会の成立）
第12条　本委員会は，学年代議員の過半数をもって成立し，その議決は３分の２以上の支持によって成立する。

（代議員会の決議）
第13条　代議委員会において次のことを決議する。
　　　　１．学年代議員の提出事項。
　　　　２．各委員会からの提出事項
　　　　３．その他本委員会において必要と認められる事項。

（執行部）
第14条　執行部は本会を円滑に運営する機関であり，会長１名，副会長２名，会計２名，書記２名をもって組織する。
第15条　執行部は次の事項を執行する。
　　　　１．総会及び代議員会への議案提出
　　　　２．予算原案及び決算書の作成
　　　　３．その他必要事項

（執行部役員の職務）
第16条　会長は本会を代表し，本会の一切の会務を総括する。副会長は会長を補佐し，会長不在のときの職務を代行する。会計は会
の会計を，書記は会の記録を担当する。

（各部）
第17条　１�．演劇専攻の全学生は，４月中に各部に所属しなければならない。原則として，部署の移動は認められない。
　　　　２�．各部は，１名のチーフと１名のチーフ補佐を執行学年から選出しなければならない。相談役として専攻科から各部に１

名付けるものとする。

（チーフ会）
第18条　チーフ会は各部チーフをもって組織する。

（チーフ会の開催）
第19条　チーフ会は原則として会長が必要と認めた場合，チーフ会議長がこれを招集する。ただし，チーフの３分の１以上の要請があっ
た場合には，臨時にチーフ会を開催しなければならない。

（チーフ会の成立）
第20条　チーフ会はチーフの過半数をもって成立し，その議決は３分の２以上の支持によって成立する。
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（チーフ会決議）
第21条　チーフ会において次のことを決議する。
　　　　１．道具，備品に関すること。
　　　　２．仕込み，ばらしに関すること。
　　　　３．その他チーフ会において必要と認められた事項。

（各種実行委員会）
第22条　本委員会の役員は，行事ごとに執行部が必要数を公募し，各行事の企画運営及び総括を行う。

第３章　選　挙
（学年代議員の選出）
第23条　学年代議員は年度始め学年ごとに２名選出し，総会で了承を得る。

（学年代議員の任期）
第24条　学年代議員の任期は毎年４月１日より翌年３月31日までの１年間とする。

（議　長）
第25条　１．総会の議長は，総会で選出されたものとする。
　　　　２．学年代議員の議長は，代議員会で選出されたものとし，総会で承認を得る。
　　　　３．チーフ会の議長は，執行部副会長のうちいずれか１名を議長とする。

（執行部の選出）
第26条　執行部は演劇専攻１学年の中から選出し，総会で承認を得る。

（執行部の任期）
第27条　執行部の任期は毎年10月から翌年９月末日までとし，10月中は連絡期間とし，その期間の続任を認める。

（選挙管理委員会）
第28条　本委員会は各学年代議員のうち１名，計３名をもって組織される。

（リコール）
第29条　リコール請求は会員の３分の２以上の要求によって成立し，選挙管理委員会がこれにあたる。

第４章　会　計
（会　費）
第30条　本会の財務は，自治会費にその基をおく。

（金　額）
第31条　本会の会員は本会によって定められた会費（入会金2,500円，年額3,500円）を定期に納入しなければならない。ただし，入会
金は入学年度のみとし，芸術科演劇専攻から専攻科演劇専攻への進学者はこれを免除される。

（会計年度）
第32条　本会の会計年度は毎年４月１日より翌年３月末日までとする。会計年度に剰余金のある場合は翌年に繰り越す。

（会計報告）
第33条　本会に収支決算書は執行部会計が作成し代議員会で審議し，総会において承認されることにより成立する。

（会計監査）
第34条　本会に会計監査６名（学年代議委員）を置き，本会の会計を監査する。

第５章　クラブ
（クラブ）
第35条　本会員は第２条の主旨に基づきクラブならびに同好会を結成することができる。

（構　成）
第36条　各クラブは年度始めに構成員名簿および活動計画を執行部に提出しなければならない。

（クラブ会計）
第37条　各クラブの会計担当者は年度初めに前年度決算報告ならびに新年度予算申請書を執行部に提出しなければならない。
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（成立基準）
第38条　下記の成立基準に満たないものは同好会とする。
　　　　１．活動開始から１年未満のもの
　　　　２．人数が５名に満たないもの

第６章　附　則
第39条　本規約の改正は本会会員の３分の１以上をもって成立する。
第40条　本会規約は2002年４月１日より施行する。

	 音楽専攻学生会　学生会会則
第１章　総　則

（名　称）
第１条　桐朋学園芸術短期大学音楽専攻に学生会を置き，桐朋学園芸術短期大学音楽専攻学生会（以下，本会という）と称する。

（会　員）
第２条　本会は桐朋学園芸術短期大学芸術科音楽専攻・専攻科音楽専攻の学生全員をもって組織する。

（本　部）
第３条　本会の本部は，東京都調布市若葉町１−41−１桐朋学園芸術短期大学内に置く。

（目　的）
第４条　本会会員は個人の人格を尊重し，学生相互の親睦をはかり，学生会活動を有効かつ円滑に運営し，学生の福祉増進をはかる
ことを目的とする。

第２章　機　関
（機　関）
第５条　本会に次の機関を置く。
　　　　１．総　会
　　　　２．執行部

（総　会）
第６条　総会は本会の最高決議機関であって，芸術科音楽専攻・専攻科音楽専攻の学生全員をもって組織する。

（総会の開催）
第７条　総会は毎年４月，年１回の開催を原則とし，本会会長がこれを招集する。ただし，会長が必要と認めた場合及び全会員の３
分の１以上の要求が合った場合に会長は臨時に総会を招集しなければならない。

（総会成立）
第８条　総会は全会員の３分の２以上の出席をもって成立し，その決議は出席者の過半数の賛成を必要とする。（委任状出席を認める。）
ただし，会則改正の場合は出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。

（議長・総会決議）
第９条　総会の議長はそのつど選出され，総会において次のことを決議する。
　　　　１．会則の改正に関すること。
　　　　２．運営方法に関すること。
　　　　３．予算および決算に関すること。

（執行部）
第10条　執行部は本会の運営を円滑に執行する機関であり，次のことについて共同の責任を負うものとする。
　　　　１．各行事の企画および運営
　　　　２．予算の作成および決算報告
　　　　３．その他の必要事項

（執行部）
第11条　執行部は次の役員をもって構成する。
　　　　１．会　長　１名
　　　　２．副会長　２名
　　　　３．会　計　２名
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　　　　４．書　記　２名
　　　　５．桐朋祭実行委員　必要数

（職　務）
第12条　会長は本会の一切の会務を統括し，本会を代表する。副会長は会長を補佐し，会長不在のときの任務を代行する。書記は会
の記録を，会計は会の会計を，桐朋祭実行委員は桐朋祭の企画運営などを担当する。

（会計監査）
第13条　本会に会計監査２名を置き，本会の会計を監査する。

（顧　問）
第14条　本会に顧問を置く。顧問は桐朋学園芸術短期大学音楽専攻の教員に委嘱し，本会活動全般に関して指導助言を仰ぐものとする。

第３章　選　挙
（執行部役員選出）
第15条　執行部役員は学年初め，学年ごとに３名から４名選出する。

（任　期）
第16条　執行部の役員の任期は４月１日より翌年の３月31日までの１年間とし，再任を妨げない。ただし，任期途中で欠員が生じた
場合は補充を行う。この場合は，後任者の任期は，前任者の残任期間とする。

（会長，副会長選出）
第17条　会長，副会長は就任の前年度の12月までに選出し，総会で承認を得る。

（会計，書記）
第18条　会計，書記は執行委員の互選による。

（桐朋祭委員）
第19条　桐朋祭委員は執行委員に加え，必要数を公募する。

（会計監査）
第20条　会計監査は総会によって選出される。

第４章　会　計
（会　費）
第21条　本会の財務は，会費にその基をおく。

（金　額）
第22条　本会の会員は本会によってさだめられた会費（入会金 2,000円，年額 2,000円）を定期に納入しなければならない。ただし，
入会金は入学年度のみとし，芸術科音楽専攻から専攻科音楽専攻への進学者は，これを免除される。

（会計年度）
第23条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わるものとする。

（会計報告）
第24条　本会の収支決算書は執行部会計が作成し，執行部に提出された後に会計監査と総会の承認をえるものとする。

第５章　クラブ
（クラブ）
第25条　会員相互の親睦を深め，責任ある自主活動を行うため，本会に教養，趣味，特技などを同じくするクラブならびに同好会を
結成することができる。

（構　成）
第26条　各クラブは年度初めに構成員名簿，および活動計画を執行部に提出しなければならない。

（クラブ会計）
第27条　各クラブの会計担当者は年度初めに前年度決算報告ならびに新年度予算申請書を執行部に提出しなければならない。

（成立基準）
第28条　下記の成立基準に満たないものは同好会とする。
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　　　　１．活動開始から１年未満のもの
　　　　２．人数が10名に満たないもの（同好会は５名から活動できる）

（クラブ顧問）
第29条　各クラブならびに同好会には顧問を置く。顧問は桐朋学園芸術短期大学の常勤の教職員に委嘱する。

第６章　会則の改正
（会則の改定）
第30条　会則の改正は本会が必要と認め，かつ総会で全会員の３分の２以上の承認を得た場合に行われる。

（会則改定委員会）
第31条　本会は必要に応じ，会則改正委員会を置き，会則の改正を検討させることができる。

附　則
　本会会則は平成８年４月１日より施行する。

	 音楽専攻同窓会「桐の音」　同窓会会則
第１条　名　　称
　桐朋学園芸術短期大学芸術科音楽専攻同窓会「桐の音」（以下本会とする）と称する。

第２条　目　　的
　本会は会員相互の親睦と向上をはかることを目的とする。

第３条　事　　業
　本会は下記の事業を行う。
　　（1）会員名簿及び会報の発行。
　　（2）会員の音楽活動の後援及び奨励。
　　（3）母校の発展に寄与し，後援する。
　　（4）その他必要に応じて事業の開催・後援を行う。

第４条　組　　織
　　（1）本会は正会員と特別会員により組織される。
　　（2）本会の運営は正会員より選任された役員及び委員により遂行される。
　　（3）正会員のうち若干名を理事とする。

第５条　本部及び事務局
　　（1）本会の本部は桐朋学園芸術短期大学内に置く。
　　（2）本会の事務局は桐朋学園芸術短期大学音楽研究室に置く。

第６条　正会員及び特別会員
　　（1）正会員は母校の卒業者及び母校の一時在籍者のうち入会希望者とする。
　　（2）特別会員は母校の現教職員のうちの専門科目の教職員及び理事会から推薦された者とする。

第７条　名誉会長及び名誉顧問，顧問
　　（1）本会は桐朋学園芸術短期大学学長を名誉会長に推挙する。
　　（2）桐朋学園芸術短期大学音楽専攻主任を顧問に推挙する。
　　（3）理事会は必要に応じ顧問を推挙できる。

第８条　理　　事
　　（1）理事は本会会長経験者及び理事会役員会で認められた者とし，任期は定めないものとする。
　　（2）理事は，理事及び会長，役員会が必要と認めた場合，会の運営活動に参加することができる。

第９条　役員及び委員
　　（1）�本会の役員は会長，副会長，書記・会計・庶務からなり，委員は代表委員，音楽活動委員，編集委員とし，役員及び委員は

全員が評議する権利を持つ。
　　（2）役員及び委員は定められた方法により，正会員の中より選任される。
　　（3）役員及び委員の任期は原則として５年間とし，再選を阻まない。
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第10条　役員の職務・権限
　　（1）会長は会務を統括し，会の代表者としての活動をする。
　　（2）�副会長は４名とし，会長を補佐し，必要ある時は会長の任務を代行することができる。
　　（3）�副会長は運営委員長，代表委員長，音楽活動委員長，会報委員長があたり，各々担当の委員会活動を統括する。
　　（4）�役員及び委員選任の決定及び任命は，会長及び副会長の合議により行う。
　　（5）�運営委員長は書記・会計・庶務を統括し，運営実務を担当する。
　　（6）�役員は必要に応じて理事会に参加することができる。

第11条　委員の任務
　　（1）�代表委員は各期２名以上とし，各期会員の動勢，及び活動を把握し，また名簿作成にあたり，名簿，会報その他印刷物を配

布する。
　　（2）�音楽活動委員は，会員の演奏会活動の支援，研究会その他音楽活動の中心となる活動をする。
　　（3）�編集委員は，同窓会の機関紙としての会報の企画・編集にあたる。

第12条　総　　会
　　（1）�総会は，会長またはその代行が必要と認めた場合これを招集する。
　　（2）�本会則の改正は総会において承認される。

第13条　理　事　会
　　（1）�理事会は，年１回以上開くものとする。
　　（2）�理事及び会長，役員会が必要と認めた場合これを招集することができる。
　　（3）�必要に応じて役員会に議事を提出することができる。

第14条　役員会及び委員会
　　（1）�役員会は会長，副会長，書記，会計，庶務からなる。
　　（2）�役員会は年１回以上開くものとするが，会長及び役員が必要と認めた場合これを招集することができる。
　　（3）�役員会の議事は出席役員の過半数でこれを決し，可否同数の場合は理事，役員合議の上審議し決定するものとする。
　　（4）�代表委員会，音楽活動委員会，会報委員会は会則にのっとり個別に活動することができる。
　　（5）�会報委員会は会報委員長及び編集委員からなる。

第15条　本会の経費
　　（1）�本会の経費は，年会費，入会金，臨時会費，寄付金をもって充てる。
　　（2）入会金は，本会の入会と同時に納入する。

第16条　会計年度及び決算
　　（1）�本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
　　（2）�決算は会報により会員へ報告されなければならない。
　　（3）�会計監査を置く。

第17条　会則の改定
　　（1）本会則の改定は役員会により審議され総会により承認される。
　　（2）�同窓会の運営実務については，別にこれを定める。

第18条　報　　告
　　（1）総会及び役員会，委員会で承認された事項は会員に報告されなければならない。

	 演劇専攻同窓会　同窓会会則
第１章　　総　　則
　第１条�　本会は桐朋学園芸術短期大学・芸術科演劇専攻（以下，演劇科と略す）同窓会と称する。
　第２条�　本会は会員の相互の連結・親睦・団結及び演劇文化の向上をめざし，母校の発展に寄与することを目的とする。
　第３条 　本会は以下の活動を行なう。
　　　１．総会その他会員間の親睦を計るための集会
　　　２．会員名簿・会報等の発行
　　　３．その他，前条の目的に則した活動への支援
　第４条�　本会の本部及び事務局は桐朋学園芸術短期大学演劇研究室内に置く。

第２章　　会　　員
　第５条  　本会は以下の会員により構成される。
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　　　１�．正会員・演劇科に在籍した者，及び専攻科演劇専攻のみに在籍した者。
　　　２�．賛助会員・演劇科教職員，演劇科担当事務職員及びその職にあった方々。

第３章　　組　　織
　第６条　本会は以下の役員を置く。
　　　１．会長１名・会長は本会を代表し会務全般を統括する。
　　　２�．副会長３名・副会長は会長を補佐し，必要ある場合これを代行する。
　　　３�．事務局長１名・事務局長は会務全般に関する事務を統括する。
　　　４．会計２名・会計は金銭出納に関する事務を行う。
　第７条　役員は必要に応じ随時役員会を開く。
　第８条 　役員は正会員中から幹事会（第11条及び第４章第15条参照）により選出し，総会（第４章第14条参照）において正会員の

承諾を受ける。
　第９条　役員の任期は次回定例総会までとする。但し再任は妨げない。
　第10条�　役員は正会員の1/3の不信任があった場合，ただちに役員改選をしなければならない。
　第11条�　本会は各期３名の幹事を期ごとの互選によって置く。その任務・任期は以下の通りである。
　　　１．各期会員の意見を掌握し本会会務に反映させる。
　　　２．各期会員の転居地変更を掌握し名簿作製の任に当たる。
　　　３．本会会費（第５章第17条参照）の徴収の任にあたる。
　　　４．任期は原則として４年とする。但し再任は妨げない。
　　　５．改選されたときは，事務局に速やかに届け出ること。
　第12条�　本会は名誉会長を置き，その職は本学の学長職にある者に委嘱する。
　第13条�　本会は監査役２名を置く。任務，選出及び任期は以下の通り。
　　　１�．会計等の会務を監査し総会・幹事会において必要に応じて監査報告をする。
　　　２．正会員中から幹事会により選出する。
　　　３．任期は次回定例総会までとする。但し再任は妨げない。

第４章　　総会及び幹事会
　第14条
　　　１．総会は原則として４年に１度開かれる。
　　　２�．総会は正会員の1/3（委任状を含む）の出席者をもって成立する。
　　　３�．正会員の1/10の要求があったときは速やかに臨時総会を開かねばならない。
　　　４．総会においては次の事項を承認決定する。
　　　　①　会則の改正
　　　　②　役員の人選
　　　　③　会務の一般報告及び活動予定
　　　　④　予算及び決算
　　　　⑤　その他の事項
　　　５�．やむを得ず総会の開催が困難と認められた時は，幹事会をもって総会とする事ができる。
　　　　�但しその場合の幹事会は，幹事の2/3の出席（委任状も含む）を必要とする。尚，正会員はこれに出席し意見を述べる事がで

きる。
　第15条
　　　１．幹事会は役員と各期幹事によって構成される。
　　　２．幹事会は原則として年１回，その他必要な場合随時開かれる。
　　　３．正会員は幹事会に出席し意見を述べることができる。
　第16条　本会の全ての議決は出席者の過半数を必要とする。

第５章　　会　　計
　第17条�　本会の会費は終身会費１万円とする。尚，1989年３月までに本会に入会した会員は個人の納入した年会費の額に応じて終

身会費の１万円との差額を納入することとする。
　第18条�　本会の経費は会費及び臨時会費，寄附金及びその他の収入をもってあてる。
　第19条　本会の資産は演劇科同窓会の名義により保管する。
　第20条　本会の会計年度は1989年４月より２年毎を区切りとする。

第６章　　会則の改正
　第21条　本会則の改正は幹事会により審議され総会により承認される。

第７章　　補　　則
　第22条　本会則は1997年５月18日より施行するものとする。



学生便覧
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【教育課程・卒業の要件】
教育課程：1．基礎教養科目

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間 単位 概要

ページ１年前期１年後期 2年前期 2年後期
キ
ャ
リ
ア･

デ
ザ
イ
ン

 キャリア・デザインＡ（基礎教養） 竹内　　聖 前期 2 99
 キャリア・デザインＢ（メディアと表現） 高橋　宏幸 後期 2 99
 キャリア・デザインＣ（情報処理） 岡本　直久 前期 2 100
 芸術とキャリアＡ 久保田 慶一 前集 2 100
 芸術とキャリアＢ 米屋　尚子 前期 2 101

芸
術
文
化

 芸術文化講座Ａ（日本国憲法） 西山　智之 後期 2 101
 芸術文化講座Ｂ（異文化理解） 坂田　　博 後期 2 102
 芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） 藤森　雄介 前期 2 102
 芸術文化講座Ｄ（日本語論） 王　　伸子 前期 2 103
 芸術文化講座Ｅ（芸術と社会） 高橋　宏幸 前期 2 103

外
国
語

 英語ＡⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1 104
 英語ＡⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 104
 英語ＢⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1 105
 英語ＢⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 105
 英語Ｃ ①② 田村　奈穂子 後期 1 106
 演劇英語 ①② Ｃ. パーハム 前期 1 106

2015 年度入学生用　別表…1
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【教育課程・卒業の要件】
教育課程：2．芸術科　音楽専攻

2015 年度入学生用　別表…2

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

基
礎
教
養
科
目

キャリア・デザインＣ（情報処理） 岡本　直久 前期 2 ※教職受講者必修 修
得
単
位
は
自
由
選
択
単
位
と
し
て
卒
業
要
件
に
含
む
こ
と
が
で
き
る

（
必
修
科
目
の
修
得
単
位
は
専
攻
科
目
単
位
と
し
て
卒
業
要
件
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
）

100
芸術文化講座Ａ（日本国憲法） 西山　智之 後期 2 ※教職受講者必修 101
芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） 藤森　雄介 前期 2 ※教職受講者必修 102
英語ＡⅠ・Ⅱ Ｓ. ウッドハッチ 前・後 1 1 ●外国語（英･仏･独･伊）

　1科目選択必修
　※�声楽専修はｲﾀﾘｱ語を含む

2外国語必修
　※�同じ語学の「Ⅰ・Ⅱ」「Ⅲ・

Ⅳ」をもって、1科目と
みなす

104
英語ＢⅠ・Ⅱ Ｓ. ウッドハッチ 前・後 1 1 105

専
攻
教
養
科
目

ドイツ語Ⅰ・Ⅱ Ｄ. グロス 前・後 1 1 108
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ Ｄ. グロス 前・後 1 1 109
イタリア語Ⅰ・Ⅱ Ｍ. ズバラグリ 前・後 1 1 110
イタリア語Ⅲ・Ⅳ Ｍ. ズバラグリ 前・後 1 1 111
フランス語Ⅰ・Ⅱ 野坂.Ｓ.マガリ 前・後 1 1 112

音楽基礎演習−バロックダンス ａ 浜中　康子 前期 1 ●全専修必修　 107ｂ
音楽理論基礎 福田　恵子 前期 1 ●全専修必修 107

演
劇
専
攻
科
目

演劇専攻『実技科目（共通）』より、他専攻履修可能な科目
　※ただし、「アフレコ実技Ⅰ」「アフレコ実技Ⅱ」を除く

●全専修必修（いずれか1単位）
　※�日本音楽専修は狂言以外

を選択すること
●日本音楽専修は「狂言Ⅰ」
「狂言Ⅱ」必修

専
攻
科
目
・
１
年
次

音楽理論［和声］Ⅰ ａ 平井　正志
前期 2 PVWSG必修

専
攻
科
目
は
各
専
修
の
必
修
単
位
を
含
め
、
１
・
２
年
次
を
通
じ
て
48
単
位
以
上
修
得

114ｂ 福田　恵子

音楽理論［和声］Ⅱ ａ 平井　正志
後期 2 PVWSG必修 ◯ 114ｂ 福田　恵子

音楽理論［楽式］Ⅰ ① 宍戸　里佳
通年 4 PVWSG必修 ◯ 116② 森下　俊一

音楽史概説 森下　俊一 通年 4 PVWSG必修 ◯ 117
日本音楽理論Ａ 森重　行敏 通年 4 J必修 ◯ 120
日本音楽史概説 野川美穂子 通年 4 J必修 ◯ 120
日本音楽特講 杵屋　巳織 後期 2 ※教職受講者（J除く）必修（教職受講者のみ履修可） △ 121
演奏会制作法 佐藤　修悦 後期 1 127
アウトリーチ概説 永井　由比 前期 2 128
アウトリーチ演習 永井　由比 後期 1 128
音響学 岩崎　　真 前期 2 ◯ 123
ディクション（イタリア語） 井上　由紀 前期 1 V必修 122

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅰ

① 福田　恵子

通年 2 ●全専修必修 113② 池田　哲美
③ 坂田　晴美
④ 三瀬　俊吾

合唱 樋本　英一 通年 2  PVWSG（女子のみ）必修 129
オーケストラ・スタディＡ 奥田　雅代 前期 1 S必修 130
合奏Ａ 奥田　雅代 後集 2 S必修 □ 130
管楽器基礎（呼吸法） 三塚　　至 前期 1 W必修 123
声楽アンサンブルＡ 松井　康司 通年 2 男子のみ（J除く）必修 129

管楽アンサンブルＡ ａ 永井　由比
通年 2

W（Flのみ）必修 131
ｂ 石橋　雅一 W（Fl、Sx除く）必修 131

金管アンサンブルＡ 田宮　堅二 通年 2 W（Tr、Tb、Tuのみ）必修
サクソフォン・アンサンブルＡ 彦坂眞一郎 通年 2 W（Sxのみ）必修
ギター・アンサンブルＡ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 134
うたＡ 今藤美知央 前期 1 J必修 △ 121
邦楽アンサンブルＡ 野坂　惠子 通年 2 J必修 135
初見演奏（基礎） 吉田　真穂 前期 1 P必修 □ 122
第一実技Ⅰ 通年 4 ●全専修必修 □ 139
第二実技Ⅰ

（ピアノ・声楽・管・弦・ギター・日本音楽・作曲） 通年 4 ◯ □ 139

副科実技Ⅰ（ピアノ）
通年 2 ●全専修必修

VWSGJ ◯ □ 139
副科実技Ⅰ（声楽） PGJ ◯ □ 139
副科実技Ⅰ（管・弦・ギター・日本音楽） GJ ◯ □ 139

伴奏Ａ （1） 荻野　千里
前期 1

□ 136（2） 後期 1

海外特別演習Ａ 松井　康司
永井　由比 前集 2 □ 138

特別演習Ａ 通年 1 ●全専修必修 □ 137
特別講座 植松　伸夫 後集 1 ●全専修必修 ◯ □ 137

コラボレイト実習Ａ （1） 松井　康司
前集 1

□ 138（2） 後集 1
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
２
年
次

音楽理論［和声］Ⅲ ａ 平井　正志
前期 2 PVWSG必修

専
攻
科
目
は
各
専
修
の
必
修
単
位
を
含
め
、
１
・
２
年
次
を
通
じ
て
48
単
位
以
上
修
得

115ｂ 福田　恵子

音楽理論［和声］Ⅳ ａ 平井　正志
後期 2 PVWSG必修 115ｂ 福田　恵子

対位法 新実　徳英 通年 4 117
コード論 小林　真人 前期 2 ◎
楽器法 大澤　健一 前集 2 ◎ □ 124
音楽マネジメント 佐藤　修悦 前期 2 127
日本音楽理論Ｂ 森重　行敏 通年 4 J必修 ◎ 120
音楽史特講Ａ 関野さとみ 前期 2 ◎ 118
音楽史特講Ｂ 大津　　聡 前期 2 ◎ 118
音楽史演習Ａ 関野さとみ 後期 1 ◎ 119
音楽史演習Ｂ 大津　　聡 後期 1 ◎ 119
音楽療法概論 鈴木千恵子 前期 2 ◎ 126
演奏解釈（１）ピアノ楽曲 荻野　千里 後期 2 P必修 125
演奏解釈（２）声楽曲 太田　直樹 前期 2 V必修 ◎ 125
演奏解釈（３）室内楽曲 寺岡有希子 前期 2 S必修 126

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅱ

① 塩﨑　美幸

通年 2 ●全専修必修 113
② 池田　哲美
③ 坂田　晴美
④ 三瀬　俊吾

オーケストラ・スタディＢ 奥田　雅代 前期 1 S必修 130
合奏Ｂ 奥田　雅代 後集 2 S必修 □ 130
声楽アンサンブルＢ 松井　康司 通年 2 男子（J除く）・女子（Vのみ）必修 129
管楽アンサンブルＢ 石橋　雅一 通年 2 W（Sx除く）必修 131
金管アンサンブルＢ 田宮　堅二 通年 2 W（Tr、Tb、Tuのみ）必修
指揮法 樋本　英一 通年 2 ※教職受講者必修 135

室内楽Ａ ａ 荻野　千里
野口千代光 前期 1

132

ｂ 北本　秀樹 132

室内楽Ｂ
ａ 市坪　俊彦

後期 1
133

ｂ 蓼沼恵美子 133
ｃ 白尾　　隆 134

サクソフォン・アンサンブルＢ 彦坂眞一郎 通年 2 W（Sxのみ）必修
ギター・アンサンブルＢ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 134
うたＢ 今藤美知央 前期 1 J必修 △ 121
邦楽アンサンブルＢ 野坂　惠子 通年 2 J必修 135
伴奏法 羽生百合子 通年 2 ※教職受講者（J除く）必修 136
第一実技Ⅱ 通年 4 ●全専修必修 □ 139
第二実技Ⅱ

（ピアノ・チェンバロ・声楽・管・弦・ギター・
日本音楽・作曲）

通年 4 ◎ □ 139

副科実技Ⅱ
（ピアノ・声楽・管・弦・ギター・日本音楽） 通年 2 ◎ □ 139

第一実技卒業試験 4 ●全専修必修 □

伴奏Ｂ （1） 荻野　千里
前集 1 □ 136

（2） 後集 1 □ 136

海外特別演習Ｂ 松井　康司 前集 2 □ 138永井　由比
特別演習Ｂ 通年 1 ●全専修必修 □ 137

コラボレイト実習Ｂ （1） 松井　康司
前集 1

□ 138（2） 後集 1

●下記の科目については隔年開講とする。

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 開講

年度
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目

日本音楽概論 森重　行敏 後期 2 Ｊ必修　※教職受講者必修 2016 ○
合奏基礎（和楽器） 滝田美智子 前期 1 Ｊ必修 2016
楽器法（和楽器） 滝田美智子 前期 2 Ｊ必修 2015 124
演奏解釈（４）日本音楽 たかの舞俐 後集 2 Ｊ必修 2016 □

【備考】
　　　①Ｐ：ピアノ専修　　Ｖ：声楽専修　　Ｗ：管楽器専修　　Ｓ：弦楽器専修　　Ｇ：ギター専修　　Ｊ：日本音楽専修
　　　②「他専攻の履修」欄は、○は他専攻の学生（１・２年次とも。専攻科生含む）が履修可能な科目。
　　　　ただし、◎は芸術科２年生以上、△は専攻科演劇専攻でないと履修できない。
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＜2015年度入学生の卒業要件＞
　　最低修得単位数　　　　　62単位

【内訳】
　①専攻科目単位数48単位
　　　　　（基礎教養科目・専攻教養科目・他専攻科目より各専修の必修単位数を含む）
　②自由選択単位数14単位

　　　※専修別による必修単位数は、「注⑩専攻科目必修単位数」を参照のこと

注
①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②第一実技は、専修別による必修（１年次・２年次各50分）
③第二実技は、選択（40分）。第一実技に準じた専門レベル。履修料別途徴収。
④副科実技は、Ⅰ必修、Ⅱ選択（20分）
　Ⅰは、ピアノ専修者は声楽、声楽・管楽器・弦楽器専修者はピアノを必修とする。
　副科実技を第二実技として履修する場合は100,000円、第二実技と副科実技の両方を履修する場合は200,000円を別途徴収。
⑤「日本音楽特講」は教職に関する科目の受講手続きを経た学生のみ履修可。
　ただし、教職課程受講生の人数が少ない等の事情によっては、その他の学生の受講を認める場合がある。
⑥選択科目「伴奏」について
　�前期、後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・卒業演奏会）をもって各々単位認定を行う。
　「伴奏受講票」を使用のこと。
⑦選択科目「コラボレイト実習」について
　�専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表をもって単位認定を行う。
　「コラボレイト実習受講票」を使用のこと。
⑧学内外の演奏会及び試験について、提出曲目及び曲数と異なる場合は失格とすることがある。
⑨専攻科目必修単位（※基礎教養科目・専攻教養科目・他専攻科目内の必修単位含む）

１年次 ２年次 合計
男 女 男 女 男 女

ピアノ専修 30 30 19 17 49 47
声楽専修 32 32 19 19 51 51
管楽器専修 32 32 19 17 51 49
弦楽器専修 32 32 22 20 54 52
ギター専修 31 31 19 17 50 48
日本音楽専修 29 29 24 24 53 53

ただし、日本音楽専修者の専攻科目必修単位数は、下記科目群の単位数を含む。

科目区分 授業科目 担当氏名 期間 単位数

演劇専攻科目
狂言Ⅰ 善竹富太郎 後期 1
狂言Ⅱ 善竹富太郎 前期 1
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【教育課程・卒業の要件】
教育課程：3．芸術科　演劇専攻

2015 年度入学生用　別表…3

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

基
礎
実
技
科
目

基礎演劇演習A

ａ 三浦　　剛 前期 2 ａ組必修

6

141
ｂ 越光 　照文 前期 2 ｂ組必修 141
ｃ P.ゲスナー 前期 2 ｃ組必修 142
ｄ 宮崎　真子 前期 2 ｄ組必修 142

基礎演劇演習B

ａ P.ゲスナー 前期 2 ａ組必修 143
ｂ 宮崎　真子 前期 2 ｂ組必修 143
ｃ 三浦　　剛 前期 2 ｃ組必修 144
ｄ 越光 　照文 前期 2 ｄ組必修 144

身体トレーニング

ａ 山本光二郎 前期 1 ａ組必修 145
ｂ 山本光二郎 前期 1 ｂ組必修 145
ｃ 山本光二郎 前期 1 ｃ組必修 145
ｄ 山本光二郎 前期 1 ｄ組必修 145

ボイス・トレーニング（歌唱）

ａ 信太　美奈 前期 1 ａ組必修 145
ｂ 信太　美奈 前期 1 ｂ組必修 145
ｃ 信太　美奈 前期 1 ｃ組必修 145
ｄ 信太　美奈 前期 1 ｄ組必修 145

演
技
系
科
目

演劇演習Ａ

ａ 越光　照文 後期 2 ａ組必修

8

146
ｂ 三浦　　剛 後期 2 ｂ組必修 146
ｃ 宮崎　真子 後期 2 ｃ組必修 147
ｄ P.ゲスナー 後期 2 ｄ組必修 147

演劇演習B

ａ 宮崎　真子 後期 2 ａ組必修 148
ｂ P.ゲスナー 後期 2 ｂ組必修 148
ｃ 越光 　照文 後期 2 ｃ組必修 149
ｄ 三浦　　剛 後期 2 ｄ組必修 149

演劇演習C

ａ P.ゲスナー 前期 2 ａ組必修 150
ｂ 宮崎　真子 前期 2 ｂ組必修 150
ｃ 三浦　　剛 前期 2 ｃ組必修 151
ｄ 未定 前期 2 ｄ組必修 151

演劇演習D

ａ 三浦　　剛 後期 2 ａ組必修 152
ｂ 未定 後期 2 ｂ組必修 152
ｃ P.ゲスナー 後期 2 ｃ組必修 153
ｄ 宮崎　真子 後期 2 ｄ組必修 153

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
系

実
技
科
目

演技演習Ａ（ダイアローグ）
ａ 未定 後期 2

ストレートプレイコース
必修 4

154
ｂ 未定 前期 2 154

演技演習Ｂ（アンサンブル）
ａ 未定 前期 2 154
ｂ 未定 後期 2 154

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
系

実
技
科
目

ショーダンス　Ⅰ ①② 三村みどり 前期 1
ミュージカルコース必修 3ショーダンス　Ⅱ ①② 三村みどり 後期 1 157

ミュージカル唱法 ①② 信太　美奈 前期 1 165
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

実
技
科
目（
共
通
）

演劇特別演習Ⅰ ①②③ 鴻上　尚史 後期 1

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
コ
ー
ス
12
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
13

158
演劇特別演習Ⅱ ①②③ 鴻上　尚史 前期 1 158
マイム ①② 江ノ上陽一 前期 1 ○ 159
アクション ①② 藤田　けん 後期 1 ○ 159
日本舞踊Ⅰ ①② 藤間　希穂 後期 1 ○ 160
日本舞踊Ⅱ ①② 藤間　希穂 前期 1 ○ 160
狂言Ⅰ ①② 善竹富太郎 後期 1 ○ 161
狂言Ⅱ ①② 善竹富太郎 前期 1 ○ 161
アフレコ実技Ⅰ 未定 前期 1 ○ 162
アフレコ実技Ⅱ 未定 後期 1 ○ 162
クラシック唱法Ⅰ ①② 松井　康司 後期 1 163
クラシック唱法Ⅱ ①② 松井　康司 前期 1 163
ミュージカルトレーニング ①② 信太　美奈 後期 1 164

ジャズダンスＡ

① 三村みどり

前期 1

レッスンアシスタント
による補習にも毎週参
加すること

○ 165
② 畔柳小枝子 ○ 166
③ 三村みどり ○ 165
④ 畔柳小枝子 ○ 166

ジャズダンスＢ

① 三村みどり

後期 1

○ 166
② 畔柳小枝子 ○ 167
③ 三村みどり ○ 166
④ 畔柳小枝子 ○ 167

ジャズダンスＣ

① 未定

前期 1

○ 167
② 未定 ○ 168
③ 未定 ○ 167
④ 未定 ○ 168

バレエ・ムーヴメント ①② 安達　悦子 前期 1 ○ 168
クラシックバレエⅠ ①② 安達　悦子 後期 1 ○ 169
クラシックバレエⅡ ①② 安達　悦子 前期 1 ○ 169

タップダンスⅠ
① 中谷　諭紀 後期 1 ○ 170
② 近藤　淳子 後期 1 ○ 170

タップダンスⅡ
① 中谷　諭紀 前期 1 ○ 171
② 近藤　淳子 前期 1 ○ 171

実
技
科
目（
共
通
）

歌唱（個人レッスン）Ａ 前期 2

自
由
選
択
単
位

□
歌唱（個人レッスン）Ｂ 後期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｃ 前期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｄ 後期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｅ 前期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｆ 後期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｇ 前期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｈ 後期 1 □
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

理
論
系
科
目

舞台芸術概論 高橋　宏幸 前期 2

必修

16

○ 172
日本演劇史Ａ（古典） 安富　　順 前期 2 ○ 172
日本演劇史Ｂ（近現代） 高橋　宏幸 後期 2 ○ 173
西洋演劇史Ａ（古典） 安宅りさ子 前期 2 ○ 173
西洋演劇史Ｂ（近現代） 安宅りさ子 後期 2 ○ 174
ミュージカル概論 橋爪　貴明 前期 2 ○ 174
ミュージカル論 藤原麻優子 後期 2 ○ 175
ソルフェージュ基礎 ①② 岩崎　　廉 後期 2 164
ソルフェージュ ①② 岩崎　　廉 前期 2 ミュージカルコース必修

演劇史特講 安宅りさ子 後期 2 175
ミュージカル特講 橋爪　貴明 後期 2 176
演劇批評Ａ 高橋　宏幸 前期 2 176
演劇批評Ｂ 高橋　宏幸 後期 2 177
映画論 行定　　勲 集中 2 ○ □ 177
演出論 鵜山　　仁 集中 2 ○ □ 178
舞踊論 村山久美子 後期 2 ○ 178
戯曲論 福田　善之 前期 2 ○ 179
演劇論 高橋　宏幸 後期 2 ○ 179
音声生理学 川崎　順久 前集 1 ○ □ 180
戯曲講読演習Ａ（古典） 安宅りさ子 前期 1 ○ 180
戯曲講読演習Ｂ（近現代） 安宅りさ子 後期 1 ○ 181
戯曲講読演習Ｃ（日本） 井上　理恵 前期 1 ○ 181
劇作法 岡安　伸治 後期 1 ○ 182
演劇学演習Ａ（演劇史） 安宅りさ子 前期 1 182
演劇学演習Ｂ（演劇論） 飛田　勘文 後期 1 183

実
習
科
目

集中講義（舞台照明実習）
① 森脇　清治

前集 1
※照明部以外対象

10

○ □ 183
② 兼子　慎平 ※照明部対象 □ 184

集中講義（舞台音響実習）
① 佐藤こうじ

前集 1
※音響部以外対象 ○ □ 184

② 宮崎　淳子 ※音響部対象 □ 185
集中講義（舞台監督実習） 鈴木　健介 前集 1 □ 185
集中講義（ヘアメイク実習） 鈴木　理絵 前集 1 □ 186
ワークショップ（ストレートプレイ） １年次 鈴江　俊郎 後集 1 □ 186
ワークショップ（ミュージカル） １年次 宮河愛一郎 後集 1 □ 186
ワークショップ（ストレートプレイ） ２年次 未定 前集 1 □ 187
ワークショップ（ミュージカル） ２年次 未定 前集 1 □ 187
演劇研修（八ヶ岳合宿） 三浦 　　剛 前集 1 □ 187

海外研修
１年次 P.ゲスナー 後集 1 □ 188
２年次 高橋 　宏幸 後集 1 □ 188

劇上演実習Ａ（試演会）
� ストレートプレイ 未定 後集 4 188

� ミュージカル 未定 後集 4 189

劇上演実習Ｂ（卒業公演）
� ストレートプレイ 未定 後集 4 189

� ミュージカル 未定 後集 4 190
劇上演実習Ｃ（学外出演） 4 □ 190
劇上演実習Ｄ（学外出演） 4 □ 190
劇上演実習Ｅ（学内出演） 1 □ 191
劇上演実習Ｆ（学内出演） 1 □ 191

<2015年度入学生の卒業要件>
　最低修得単位数　	 62単位

【内訳】　
①専攻科目単位数	 56単位
　　　　1.実技系科目	 　30単位
　　　　2.理論系科目	 　16単位
　　　　3.実習科目	 　10単位
②基礎教養科目単位数	 １単位
　　　　外国語（英語）	 　１単位必修
③自由選択単位数	 ５単位

注
①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②基礎演劇演習ＡＢ、身体トレーニング、ボイス・トレーニング（歌唱）、演劇演習ＡＢＣＤ、
　舞台芸術概論、日本演劇史ＡＢ、西洋演劇史ＡＢ、ミュージカル概論、ミュージカル論は必修
③演技演習ＡＢはストレートプレイコース必修
④ショーダンスⅠⅡ、ミュージカル唱法、ソルフェージュはミュージカルコース必修
⑤同じ科目の複数のクラスを同時に受講することはできない。
⑥歌唱（個人レッスン）の修得単位は自由選択単位数に含む。
　レッスン時間はＡＢＣＤ40分、EFGH20分。履修料別途徴収。
⑦音楽専攻の科目および桐朋学園大学音楽学部の単位互換履修科目は自由選択単位に含む。

○講義科目は半期2単位、実習・実技・演習科目は半期1単位、劇上演実習は4単位
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2015 年度入学生用　別表…４

【教育課程・卒業の要件】
卒業の要件

　本学を卒業するには、教育課程をよく理解し、以下の条件を満たす最低修得単位数以上の単位を修得しなけれ
ばならない。卒業要件の詳細については、各専攻の別表及び注意事項を参照すること。

1．芸術科　音楽専攻
	 最低修得単位数	 62単位
	 内訳　　専攻科目単位数	 48単位
	 　　　　自由選択単位数	 14単位
	 　　　　（専攻科目・専攻教養科目・他専攻科目・基礎教養科目・単位互換履修科目可）

　　注①Ⅰの修得なしにⅡを履修することはできない。
　　　②専攻科目単位数には、各専修の必修単位数を含む。
　　　③�専攻教養科目より、「外国語」（基礎教養科目の「英語ＡⅠ・Ⅱ」「英語ＢⅠ・Ⅱ」を含む）
　　　　�「音楽基礎演習-バロックダンス」「音楽理論基礎」合計４単位必修とする。
　　　　（ただし、声楽専修はイタリア語を含む２外国語を必修とし、合計６単位）
　　　④外国語は、同じ語学の「Ⅰ・Ⅱ」または「Ⅲ・Ⅳ」をもって１科目とみなす。
　　　⑤�演劇専攻科目の『実技科目（共通）』の他専攻履修可能な科目のうち、いずれか１単位必修とする。

（ただし、「アフレコ実技Ⅰ」「アフレコ実技Ⅱ」を除く）

2．芸術科　演劇専攻
	 最低修得単位数	 62単位
	 内訳　　専攻科目単位数	 56単位
	 　　　　基礎教養科目単位数	 1単位
	 　　　　自由選択単位数	 5単位
	 　　　　（専攻科目・他専攻科目・基礎教養科目・単位互換履修科目可）

　　注①Ⅰの修得なしにⅡを履修することはできない。
　　　②専攻科目単位数の内訳は
　　　　実技系科目　30単位　　　理論系科目　16単位　　　実習科目　10単位
　　　③基礎教養科目単位数の内訳は
　　　　�外国語（英語）１単位必修
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【カリキュラムマップ】
　カリキュラムマップは、ディプロマ･ポリシー（学位授与方針）で掲げている「知識・理解」「思考・判断」「関心・
意欲」「態度」「技能・表現」の５つの観点の到達目標が、どの授業科目の履修によって達成されるかの相関関係を
示したものである。
　各科目がカリキュラムの中でどのような位置づけにあるのかを確認し、学修の一助とすること。

 基礎教養科目カリキュラムマップ 

　基礎教養科目は、各専攻の枠を越え、共通して必要となる基礎的知識や技術の修得を目的とする。
①（知識・理解）	 創造的表現の実現に不可欠な幅広い教養を有している。
②（思考・判断）	 自ら課題を設定し、芸術文化を考察することができる。
③（関心・意欲）	 社会における芸術活動の意義を理解し、実践する意欲に高めることができる。
④（態度）	 �多様な価値観を理解し、地域社会および国際社会のニーズに応え、活力ある社会の構築に努め

ることができる。
⑤（技能・表現）	 他者の発言や文章を理解し、自らの考えを的確に表明することができる。

科目区分 期 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

キャリアデザイン

前期 キャリア・デザインＡ（基礎教養） ○ 　 　 ○

後期 キャリア・デザインＢ（メディアと表現） 　 ○ ○ 　

前期 キャリア・デザインＣ（情報処理） 　 　 　 ○ ○

前期 芸術とキャリアＡ 　 ○ ○ 　 　

前集 芸術とキャリアＢ 　 ○ ○ 　 　

芸術文化

後期 芸術文化講座Ａ（日本国憲法） ○ 　 ○ 　

後期 芸術文化講座Ｂ（異文化理解） ○ 　 　 ○

前期 芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） ○ 　 　 ○

前期 芸術文化講座Ｄ（日本語論） 　 ○ 　 　 ○

前期 芸術文化講座Ｅ（芸術と社会） 　 ○ ○ 　

外国語

前期 英語ＡⅠ ○ 　 　 　 ○

後期 英語ＡⅡ ○ 　 　 　 ○

前期 英語ＢⅠ 　 　 　 ○ ○

後期 英語ＢⅡ 　 　 　 ○ ○

後期 英語Ｃ 　 　 　 ○ ○

前期 演劇英語 　 　 　 ○ ○

 音楽専攻カリキュラムマップ 

①（知識・理解）	 �音楽をはじめ芸術の表現、創造活動の意義、および文化の諸相について理解し、創造的表現の
実現に不可欠な幅広い教養と豊かな音楽的経験を有している。

	 　⑴音楽の歴史、演奏に関する基礎的知識を身につけている。
	 　⑵音楽全般の教養、理論的知識を身につけている。
②（思考・判断）	 �音楽表現に同時代から求められているものを多面的に考察し、常に最善の選択を導く判断力を

身につけている。
	 　⑴音楽に対する先見の明を養い、未来における芸術を牽引しうる能力につけている。
	 　⑵常に真理を探究する心をもち、時代を導いて行ける思考、判断力を身につけている。
③（関心・意欲）	 �同時代の芸術表現、創造行為の動向に関心をはらい、その世界的規模の動きに自らも参入する

強い意欲を持っている。
	 　⑴様々な分野の音楽に関心を持ち、幅広い視点から音楽表現を取り入れる意欲を持つ。
	 　⑵��創造力、知識力を深め、専門領域にとどまらない広い視野を身につけ、広い学識を深く身

につけている。
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④（態度）	 �多様な価値観の中で音楽するときに、他者との協働に積極的に関わり、相互理解と信頼を持って、
豊かな文化の創出と活力ある社会の構築に努める態度を有している。

	 　⑴�音楽の専門分野において通用する高い演奏技術と、応用の能力をもち、教育、演奏の分野
で研究を深めゆく態度を身につけている。

	 　⑵�演奏、教育する現場の最前線に立ち、それらの音楽活動を通して社会と積極的に関わり、
豊かな文化の構築に励む態度を有している。

⑤（技能・表現）	 �音楽による表現行為と創造活動の意義及び可能性を十分に伝えることのできる高い演奏能力を
有している。

	 　⑴�音楽の生まれた時代背景について深く考察し、楽曲を理解し常に最善の音楽表現をするこ
とができる。

	 　⑵自身の表現・技能について客観的な視点を持ち、その向上のために継続的な努力ができる。

■１年次	 ■２年次

授業科目 期 ① ② ③ ④ ⑤

イタリア語、ドイツ語、フランス語 前・後 ○ ○

音楽理論基礎 前期 ○ ○

音楽基礎演習 前期 ○ ○

音楽理論［和声］Ⅰ・Ⅱ 前・後 ○ ○

音楽理論［楽式］Ⅰ 通年 ○ ○

音楽史概説 通年 ○ ○

日本音楽理論Ａ 通年 ○ ○

日本音楽史概説 通年 ○ ○

日本音楽特講 後期 ○ ○

演奏会制作法 後期 ○ ○

アウトリーチ概説 前期 ○ ○

アウトリーチ演習 後期 ○ ○

音響学 前期 ○ ○

ディクション（イタリア語） 前期 ○ ○

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅰ 通年 ○ ○

合唱 通年 ○ ○

オーケストラスタディＡ 前期 ○ ○ ○

合奏Ａ 後集 ○ ○ ○

管楽器基礎 前期 ○ ○ ○

声楽アンサンブルＡ 通年 ○ ○ ○

管楽アンサンブルＡ 通年 ○ ○ ○

サクソフォンアンサンブルＡ 通年 ○ ○ ○

ギターアンサンブルＡ 通年 ○ ○ ○

邦楽アンサンブルＡ 通年 ○ ○ ○

うたＡ 前期 ○ ○ ○

初見演奏（基礎） 前期 ○ ○

第一実技Ⅰ 通年 ○ ○ ○

第二実技Ⅰ 通年 ○ ○ ○

副科実技Ⅰ 通年 ○ ○ ○

伴奏Ａ 前後 ○ ○

海外特別演習Ａ 前集 ○ ○

特別演習Ａ 通年 ○ ○

特別講座 後集 ○ ○

コラボレイト実習Ａ 集中 ○ ○

授業科目 期 ① ② ③ ④ ⑤

音楽理論［和声］Ⅲ・Ⅳ 前・後 ○ ○

対位法 通年 ○ ○

楽器法 前集 ○ ○

音楽マネジメント 前期 ○ ○

日本音楽理論Ｂ 通年 ○ ○

音楽史特講Ａ 前期 ○ ○

音楽史特講Ｂ 前期 ○ ○

音楽史演習Ａ 後期 ○ ○

音楽史演習Ｂ 後期 ○ ○

音楽療法概論 前期 ○ ○

演奏解釈（１）ピアノ楽曲 後期 ○ ○

演奏解釈（２）声楽曲 前期 ○ ○

演奏解釈（３）室内楽曲 前期 ○ ○

演奏解釈（４）日本音楽 − ○ ○

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅱ 通年 ○ ○

オーケストラスタディ B 前期 ○ ○ ○

合奏Ｂ 後集 ○ ○ ○

声楽アンサンブルＢ 通年 ○ ○ ○

管楽アンサンブルＢ 通年 ○ ○ ○

サクソフォンアンサンブルＢ 通年 ○ ○ ○

ギターアンサンブルＢ 通年 ○ ○ ○

邦楽アンサンブルＢ 通年 ○ ○ ○

うたＢ 前期 ○ ○ ○

室内楽Ａ 前期 ○ ○

室内楽Ｂ 後期 ○ ○

指揮法 通年 ○ ○

伴奏法 通年 ○ ○

第一実技Ⅱ 通年 ○ ○ ○

第二実技Ⅱ 通年 ○ ○ ○

副科実技Ⅱ 通年 ○ ○ ○

第一実技卒業試験 ○ ○ ○

伴奏Ｂ 前後 ○ ○

海外特別演習Ｂ 前集 ○ ○

特別演習Ｂ 通年 ○ ○

コラボレイト実習Ｂ 集中 ○ ○
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 演劇専攻カリキュラムマップ 

①（知識･理解）	 �演劇･舞台表現における様々な表現方法とそのねらいの違いを習得しており、さらにそれらを関
連づけて考えることができ、豊かな人間性と社会性とを支えるための演劇的経験・教養を身につ
けている。

	 　⑴演劇の表現、歴史など基礎的な知識を身につけている。
	 　⑵�演劇の表現、歴史などを自分を理解するための道具として知的に駆使し自分を広げていく

ことができる。
②（思考･判断）	 �自ら設定した課題について、演劇領域、ダンス･歌唱領域の表現手段を用いて他者と考察を深め

ていくことができる。
	 　⑴与えられた題材について自分で自分にとっての課題を設定し、練習を実行することができる。
	 　⑵�与えられた題材について集団にとっての課題を自分から設定し、演技、ダンスなどのアイ

デアを提起するなどしてチーム内で考察することができる。
③（関心･意欲）	 �社会における自分の存在意義、自己表現の意味を自覚することができ、演劇的な知、経験を自

ら実践する力へと高めることができる。
	 　⑴�演劇表現へ向かう自分の役割を意識し、自分の表現の特徴、意味を考え、自己と向き合う

ことができる。
	 　⑵��作品の背景となる社会、歴史的な事象に興味を広げ、さらに深く表現を創造しようとする。
④（態度）	 �集団の中で協働を高める役割をはたすことができ、演劇的な技術、知をもって地域社会および

国際社会のニーズに応えることができると同時に、生き生きした文化や生き生きした社会を作
ることに貢献できる。	

	 　⑴�役者、スタッフとして他の役割分担のものと協力し、報告・連絡・相談を確実にしてチーム
ワークに貢献できる。

	 　⑵�学内発表、学外発表などの機会を積極的に持ち、演劇が人に与える影響を理解し、演技や
演劇活動によって人と関わることができる。

⑤（技能･表現）	 �他者の表現意図、発言に耳を傾け、自分の考えを口頭表現や演劇的表現によって的確に伝える
ことができる。

	 　⑴個々の演劇性が表現された演技、ダンスができる。
	 　⑵�他者からの演技、スタッフワークについての問題提起や批評を検討し、意見として反応し、

あるいは表現として応えることができる。
	 　⑶�他者の演技、スタッフワークについて問題提起をし、評価を与える客観的な視点を持ち、

意見交換ができる。
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■１年次	 ■２年次

科目区分 期 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

基礎実技
科目

前期

基礎演劇演習Ａ 〇 ○

基礎演劇演習Ｂ 〇 ○

身体トレーニング ○ ○

ボイス・トレーニング（歌唱） ○ ○

実技科目

マイム 〇 〇

ジャズダンスＡ ○ 〇

バレエ・ムーヴメント ○ 〇

歌唱（個人レッスン）Ａ,Ｅ ○ ○

理論科目

舞台芸術概論 〇 〇

日本演劇史Ａ　（古典） ○ ○

西洋演劇史Ａ　（古典） ○ ○

ミュージカル概論 ○ 〇

演出論 〇 ○

音声生理学 〇 ○

実習科目

集中講義（舞台照明実習） 〇 〇

集中講義（舞台音響実習） 〇 〇

集中講義（ヘアメイク実習） 〇 ○

集中講義（舞台監督実習） 〇 〇

演劇研修（八ヶ岳合宿） 〇 ○

劇上演実習Ｃ・Ｄ（学外出演） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｅ・Ｆ（学内出演） 〇 〇 〇

演技系
科目

後期

演劇演習Ａ 〇 〇

演劇演習B 〇 〇

実技科目
(共通）

演劇特別演習　Ⅰ 〇 〇

アクション ○ 〇

日本舞踊　Ⅰ 〇 〇

狂言　Ⅰ ○ 〇

ミュージカルトレーニング ○ ○

クラシック唱法　Ⅰ 〇 〇

ジャズダンスＢ ○ 〇

クラシックバレエ　Ⅰ ○ 〇

タップダンス　Ⅰ ○ 〇

歌唱（個人レッスン）Ｂ,Ｆ ○ ○

理論科目

日本演劇史Ｂ（近現代） ○ ○

西洋演劇史Ｂ（近現代） ○ ○

ミュージカル論 ○ 〇

ソルフェージュ基礎 ○ ○

映画論 ○ 〇

戯曲講読演習Ａ（古典） 〇 〇

実習科目

ワークショップ（ストレートプレイ） 〇 〇

ワークショップ（ミュージカル） 〇 〇

海外研修 〇 〇

劇上演実習Ｃ・Ｄ（学外出演） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｅ・Ｆ（学内出演） 〇 〇 〇

科目区分 期 授業科目 ① ② ③ ④ ⑤

演技系科目

前期

演劇演習Ｃ 〇 〇
ストレート
プレイ系実技科目 演技演習Ａ（ダイアローグ） 〇 〇

ミュージ
カル系
実技科目

ショーダンス　Ⅰ ○ 〇

ミュージカル唱法 〇 ○

実技科目
(共通）

演劇特別演習　Ⅱ 〇 〇

日本舞踊　Ⅱ 〇 〇

狂言　Ⅱ ○ 〇

アフレコ実技　Ⅰ 〇 〇

クラシック唱法　Ⅱ 〇 ○

ジャズダンスＣ ○ 〇

クラシックバレエ　Ⅱ ○ 〇

タップダンス　Ⅱ ○ 〇

歌唱（個人レッスン）Ｃ,Ｇ 〇 ○

理論科目

ソルフェージュ ○ ○

演劇批評A ○ ○

舞踊論 ○ 〇

戯曲講読演習Ｃ（日本） 〇 〇

演劇学演習Ａ（演劇史） 〇 ○

実習科目

ワークショップ（ストレートプレイ） 〇 〇

ワークショップ（ミュージカル） 〇 〇

劇上演実習Ｃ・Ｄ（学外出演） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｅ・Ｆ（学内出演） 〇 〇 〇

演技系科目

後期

演劇演習D 〇 〇
ストレート
プレイ系実技科目 演技演習Ｂ（アンサンブル） 〇 〇
ミュージカル系
実技科目 ショーダンス　Ⅱ ○ 〇

実技科目
アフレコ実技　Ⅱ 〇 〇

歌唱（個人レッスン）Ｄ,Ｈ ○ ○

理論科目

演劇史特講 〇 ○

演劇批評Ｂ ○ ○

ミュージカル特講 〇 ○

戯曲論 〇 ○

演劇論 〇 〇

戯曲講読演習Ｂ（近現代） 〇 〇

劇作法 〇 ○

演劇学演習Ｂ（演劇論） 〇 ○

実習科目

海外研修 〇 〇

劇上演実習Ａ（試演会） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｂ（卒業公演） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｃ・Ｄ（学外出演） 〇 〇 〇

劇上演実習Ｅ・Ｆ（学内出演） 〇 〇 〇
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科目区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間 単位 学年 概要
ページ

教育の意義等に関する科目 教師論 岡本　直久 後期 2 １年次 221

教育の基礎理論に関する科目
教育原理 植田　啓嗣 後期 2 １年次 221
教育心理学 鈴木　敦子 前期 2 ２年次 222
教育史概説 吉本　篤子 前期 2 ２年次 222

教育課程及び指導法に関する科目
音楽科教育法 宇佐美博子 後期 2 １年次 223
道徳教育の研究 岡本　直久 後集 2 １年次 223
特別活動の研究 真野　　彰 後集 1 １年次 224

生徒指導、教育相談及び
進路指導等に関する科目

生徒指導Ⅰ 安富由美子 後期 2 １年次 224
生徒指導Ⅱ 安富由美子 前期 2 ２年次 225

教育実習 教育実習Ⅰ・Ⅱ
松井　康司

通年 5 １・２年次 225
226永井　由比

教職実践演習 教職実践演習（中学校） 永井　由比 後期 2 ２年次 226

【本学における中学校教諭２種免許状取得の要件】
１．教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目

　　・下記の（1）〜（5）に定める授業科目を履修し、計10単位以上修得すること

２．教職に関する科目

　　・下記に定める授業科目を指定された年次に履修し、すべての単位を修得すること（計24単位）

2015 年度入学生用　別表…５

科目区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間 単位 要件 概要
ページ

（１）日本国憲法 芸術文化講座Ａ（日本国憲法） 西山　智之 後期 2 必修 101

（２）体育

音楽基礎演習−バロック・ダンス 浜中　康子 前期 1 必修 107
狂言Ⅰ 善竹富太郎 後期 1

１単位選択必修

161
狂言Ⅱ 善竹富太郎 前期 1 161
日本舞踊Ⅰ 藤間　希穂 後期 1 160
日本舞踊Ⅱ 藤間　希穂 前期 1 160
マイム 江ノ上陽一 前期 1 159
アクション 藤田　けん 後期 1 159

ジャズダンスＡ
畔柳小枝子 前期 1 166
三村みどり 前期 1 165

ジャズダンスＢ
畔柳小枝子 後期 1 167
三村みどり 後期 1 166

ジャズダンスＣ
畔柳小枝子 前期 1 168
渡辺美津子 前期 1 167

バレエ・ムーヴメント 安達　悦子 前期 1 168
クラシックバレエ　Ⅰ 安達　悦子 後期 1 169
クラシックバレエ　Ⅱ 安達　悦子 前期 1 169

タップダンス　Ⅰ
近藤　淳子 後期 1 170
中谷　諭紀 後期 1 170

タップダンス　Ⅱ
近藤　淳子 前期 1 171
中谷　諭紀 前期 1 171

（３）外国語コミュニケーション

英語ＡⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1

２単位選択必修

104
英語ＡⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 104
英語ＢⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1 105
英語ＢⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 105
ドイツ語Ⅰ Ｄ. グロス 前期 1 108
ドイツ語Ⅱ Ｄ. グロス 後期 1 108
ドイツ語Ⅲ Ｄ. グロス 前期 1 109
ドイツ語Ⅳ Ｄ. グロス 後期 1 109
フランス語Ⅰ 野坂.Ｓ.マガリ 前期 1 112
フランス語Ⅱ 野坂.Ｓ.マガリ 後期 1 112
イタリア語Ⅰ Ｍ. ズバラグリ 前期 1 110
イタリア語Ⅱ Ｍ. ズバラグリ 後期 1 110
イタリア語Ⅲ Ｍ. ズバラグリ 前期 1 111
イタリア語Ⅳ Ｍ. ズバラグリ 後期 1 111

（４）情報機器の操作 キャリア・デザインＣ（情報処理） 岡本　直久 前期 2 必修 100
（５）介護等体験関連 芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） 藤森　雄介 前期 2 必修 102
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3．教科に関する科目
　　・必修の授業科目含めて24単位以上を修得すること
科目区分 授業科目 学年 単位 要件

ソルフェージュ
Ｓ. H. M. Ⅰ 音1 2

必修
Ｓ. H. M. Ⅱ 音2 2

声楽
（合唱及び日本
の伝統的な歌唱
を含む）

合唱 音1 2
Ｊ２単位

必修声楽アンサンブルＡ 音1 2

声楽アンサンブルＢ 音2 2

うたＡ 音1 1

うたＢ 音2 1

狂言Ⅰ 音1 1

狂言Ⅱ 音2 1

第一実技Ⅰ（声楽） 音1 4

第二実技Ⅰ（声楽） 音1 4

副科実技Ⅰ（声楽） 音1 2

第一実技Ⅱ（声楽） 音2 4

第二実技Ⅱ（声楽） 音2 4

副科実技Ⅱ（声楽） 音2 2

オペラ実習Ａ［演奏］［演技］ 専音1 4

オペラ実習Ａ［上演］ 専音1 2

オペラ実習Ｂ［演奏］［演技］ 専音2 4

オペラ実習Ｂ［上演］ 専音2 2

器楽
（合奏及び伴奏
並びに和楽器を
含む）

第一実技Ⅰ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音1 4

第二実技Ⅰ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音1 4

副科実技Ⅰ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音1 2 ＧＪ

ピアノ必修

第一実技Ⅱ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音2 4

第二実技Ⅱ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音2 4

副科実技Ⅱ
（ピアノ・管楽器・弦楽器・

ギター・日本音楽）
音2 2

サクソフォン・アンサンブルＡ 音1 2

サクソフォン・アンサンブルＢ 音2 2

サクソフォン・アンサンブルＣ 専音1 2

サクソフォン・アンサンブルＤ 専音2 2

ギター・アンサンブルＡ 音1 2

ギター・アンサンブルＢ 音2 2

ギター・アンサンブルＣ 専音1 2

ギター・アンサンブルＤ 専音2 2

室内楽Ａ 音2 1

室内楽Ｂ 音2 1

邦楽アンサンブルＡ 音1 2

邦楽アンサンブルＢ 音2 2

邦楽アンサンブル研究Ａ 専音1 4

邦楽アンサンブル研究Ｂ 専音2 4

科目区分 授業科目 学年 単位 要件

器楽
（合奏及び伴奏
並びに和楽器を
含む）

オーケストラ・スタディＡ 音1 1

オーケストラ・スタディＢ 音2 1

オーケストラ・スタディＣ 専音1 1

オーケストラ・スタディＤ 専音2 1

合奏Ａ 音1 2

合奏Ｂ 音２ 2

合奏Ｃ 専音1 2

合奏Ｄ 専音2 2

ピアノデュオ研究Ａ 専音1 4

ピアノデュオ研究Ｂ 専音2 4

歌曲研究Ａ 専音1 4

歌曲研究Ｂ 専音2 4

管楽アンサンブルＡ 音1 2

管楽アンサンブルＢ 音2 2

管楽アンサンブル研究Ａ 専音1 4

管楽アンサンブル研究Ｂ 専音2 4

室内楽研究Ａ 専音1 2

室内楽研究Ｂ 専音1 2

室内楽研究Ｃ 専音2 2

室内楽研究Ｄ 専音2 2

伴奏法 音２ 2 １科目
必修合奏基礎（和楽器） 音２ 1

日本音楽特講 音1 2 必修（Ｊ除く）

指揮法 指揮法 音２ 2 必修

音楽理論・作曲法
（編曲法を含む）
及び音楽史（日本
の伝統音楽及び
諸民族の音楽を
含む）

音楽理論[和声]Ⅰ 音1 2 Ｊ４単位
必修音楽理論[和声]Ⅱ 音1 2

音楽史概説 音1 4 Ｊ４単位必修

音楽理論[和声]Ⅲ 音２ 2

音楽理論[和声]Ⅳ 音２ 2

音楽理論[楽式]Ⅰ 音1 4

対位法 音２ 4

楽器法 音２ 2

日本音楽理論Ａ 音1 4

日本音楽理論Ｂ 音２ 4

日本音楽理論Ｃ 専音1 2

日本音楽史概説 音1 4

音楽史特講Ａ 音２ 2

音楽史特講Ｂ 音２ 2

音楽史演習Ａ 音２ 1

音楽史演習Ｂ 音２ 1

音響学 音1 2

演奏解釈（１）ピアノ楽曲 音２ 2

演奏解釈（２）声楽 音２ 2

演奏解釈（３）室内楽曲 音２ 2

演奏解釈（４）日本音楽 音２ 2

日本音楽概論 音２ 2 必修
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【教育課程・修了の要件】
１．専攻科　音楽専攻

2015 年度教育課程　別表…６

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 修了

要件
他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
１
年
次

音楽理論[和声]Ⅴ 平井　正志 前期 2

１
・
２
年
次
を
通
じ
て
必
修
科
目
を
含
め
て
46
単
位
以
上

193
音楽理論[和声]Ⅵ 平井　正志 後期 2 193
日本音楽理論Ｃ 森重　行敏 後期 2 Ｊ必修 193
楽曲分析Ａ 新実　徳英 前期 2 194
楽曲分析Ｂ 新実　徳英 後期 2 194
音楽史研究 関野さとみ 通年 4 196
日本音楽史研究Ａ 野川美穂子 通年 4 Ｊ必修 196
音楽療法概説Ａ 鈴木千恵子 通年 4 197
音楽療法演習Ａ 鈴木千恵子 通年 2 197
演奏現場論Ａ 合田　　香 前期 2 198

第一実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 6 ●全専修必修 209

（声楽）
（管楽器）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第二実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 4 209

（チェンバロ）
（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック・フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）
（作曲）

副科実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 2 209

（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック･フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

学内演奏Ⅰ 松井　康司 通年 2 ●全専修必修荻野　千里
ピアノデュオ研究A 東井　美佳 通年 4 Ｐ必修 199
管楽アンサンブル研究Ａ 石橋　雅一 通年 4 Ｗ（Ｓｘ除く）必修 199

室内楽研究Ａ ａ 荻野　千里
前期 2 200野口千代光

ｂ 北本　秀樹 200

室内楽研究Ｂ
ａ 市坪　俊彦

後期 2
201

ｂ 蓼沼恵美子 201
ｃ 白尾　　隆 202

室内楽特設クラスＡ 荻野　千里 前集 1 202
室内楽特設クラスＢ 荻野　千里 後集 1 202

歌曲研究Ａ 松井　康司 通年 4 203東井　美佳
オペラ実習Ａ［演奏］［演技］ 松井　康司 前期 4

Ｖ選択
◯ 203

オペラ実習Ａ［上演］ Ｐ. ゲスナー 後期 2 ◯ 204
邦楽アンサンブル研究Ａ 野坂　惠子 通年 4 Ｊ必修 204
オーケストラ・スタディＣ 奥田　雅代 前期 1 Ｓ必修 205
合奏Ｃ 奥田　雅代 後集 2 Ｓ必修 205
ギター・アンサンブルＣ 佐藤　紀雄 通年 2 Ｇ必修 206
サクソフォン・アンサンブルＣ 彦坂眞一郎 通年 2 Sx必修
初見演奏（応用） 吉田　真穂 後期 1 Ｐ必修 198

伴奏Ｃ （1） 荻野　千里 前期 1 206（2） 後期 1
伴奏研究Ａ 荻野　千里 前集 1 207
伴奏研究Ｂ 荻野　千里 後集 1 207

海外特別演習Ｃ 松井　康司 前集 2 207永井　由比
特別演習Ｃ 荻野　千里 通年 1 ●全専修必修 208

コラボレイト実習Ｃ （1） 松井　康司 前集 1 208（2） 後集 1
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 修了

要件
他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
２
年
次

楽曲分析［編曲］ たかの舞俐 前期 2

１
・
２
年
次
を
通
し
て
必
修
科
目
を
含
め
て
46
単
位
以
上

195
楽曲分析［創作］ たかの舞俐 後期 2 195
日本音楽史研究Ｂ 野川美穂子 通年 4 Ｊ必修 196
音楽療法概説Ｂ 鈴木千恵子 通年 4 197
音楽療法演習Ｂ 鈴木千恵子 通年 2 197
演奏現場論Ｂ 合田　　香 前期 2 198

第一実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 6 ●全専修必修 209

（声楽）
（管楽器）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第二実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 4 209

（チェンバロ）
（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック・フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（日本音楽）
（作曲）

副科実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 2 209

（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック･フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第一実技修了試験 4 ●全専修必修

学内演奏Ⅱ 松井　康司 通年 2 ●全専修必修荻野　千里
ピアノデュオ研究B 東井　美佳 通年 4 199
管楽アンサンブル研究Ｂ 石橋　雅一 通年 4 Ｗ（Ｓｘ除く）必修 199

室内楽研究Ｃ ａ
荻野　千里

前期 2
200野口千代光

ｂ 北本　秀樹 200

室内楽研究Ｄ
ａ 市坪　俊彦

後期 2
201

ｂ 蓼沼恵美子 201
ｃ 白尾　　隆 202

室内楽特設クラスＣ 荻野　千里 前集 1 202
室内楽特設クラスＤ 荻野　千里 後集 1 202

歌曲研究Ｂ 松井　康司 通年 4 203東井　美佳
オペラ実習Ｂ［演奏］［演技］ 松井　康司 前期 4

Ｖ選択
◯ 203

オペラ実習Ｂ［上演］ Ｐ.ゲスナー 後期 2 ◯ 204
邦楽アンサンブル研究Ｂ 野坂　惠子 通年 4 Ｊ必修 204
オーケストラ・スタディＤ 奥田　雅代 前期 1 Ｓ必修 205
合奏Ｄ 奥田　雅代 後集 2 Ｓ必修 205
ギター・アンサンブルＤ 佐藤　紀雄 通年 2 Ｇ必修 206
サクソフォン・アンサンブルＤ 彦坂眞一郎 通年 2 Sx必修

伴奏Ｄ （1） 荻野　千里 前期 1
206（2） 後期 1

伴奏研究Ｃ 荻野　千里 前集 1 207
伴奏研究Ｄ 荻野　千里 後集 1 207

海外特別演習Ｄ 松井　康司 前集 2 207永井　由比
特別演習Ｄ 荻野　千里 通年 1 208

コラボレイト実習Ｄ （1） 松井　康司 前集 1
208（2） 後集 1

【備考】
　①Ｐ：ピアノ専修　　Ｖ：声楽専修　　Ｗ：管楽器専修　　Ｓ：弦楽器専修　　Ｇ：ギター専修　　Ｊ：日本音楽専修
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＜2015年度入学生の修了要件＞
　　最低修得単位数　　46単位（２学年合計）

注
①①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②Ⅲの修得なしにⅣの履修はできない。
③第一実技は、専修別による必修（１年次・２年次各60分）
④第二実技は、選択（40分）。履修料（150,000円）を別途徴収する。
⑤副科実技は、選択（20分）。履修料（75,000円）を別途徴収する。
⑥選択科目「伴奏」について
　前期、後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・卒業演奏会）をもって各々単位認定を行う。「伴

奏受講票」を使用のこと。
⑦選択科目「コラボレイト実習」について
　　専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表をもって単位認定を
　　行う。「コラボレイト実習受講票」を使用のこと。
⑧「室内楽研究」等アンサンブル科目の履修において、研究生を含むグループは、科目担当者及び専攻の教員との相談の上、
　外部より臨時のアンサンブル指導員を招聘することができる。
⑨学内外の演奏会及び試験について、提出曲目及び曲数と異なる場合は失格とすることがある。

○修了要件とは別に、芸術科音楽専攻科目及び他専攻の履修可能な科目のうち、年間５科目まで所定の手続きを経て履修することができる。
○他専攻専攻科科目については、２年間で６単位まで、修了要件内で履修することができる。
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２．専攻科　演劇専攻

2015 年度教育課程　別表…７

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
修了
要件

他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

実
技
・
演
技
系
科
目

演劇特別研究
１年次

志賀廣太郎 通年
2

12

211

２年次 2 211

演劇研究A（現代劇）
１年次

三浦　　剛 通年
2 211

２年次 2 211

演劇研究B（日本演劇）
１年次

福田　善之 通年
2 212

２年次 2 212

演劇研究C（外国演劇）
１年次

P. ゲスナー 通年
2 212

２年次 2 212

演劇研究D（演劇論）
１年次

高橋　宏幸 通年
2 213

２年次 2 213

演劇研究Ｅ（実験劇） 
１年次

宮崎　真子 通年
2 213

２年次 2 213

実技A（コンテンポラリー）
１年次

勝倉　寧子 通年
2

6

214

２年次 2 214

実技B（ヒップホップ）
１年次

赤地　寿美 通年
2 214

２年次 2 214

ミュージカル唱法
１年次

川出　　肇 通年
2 215

２年次 2 215

ワークショップＡ
１年次

N. バーター 前集
1 215

２年次 1 215

ワークショップＢ
１年次

岩井　秀人 後集
1 215

２年次 1 215

海外研修
１年次 P. ゲスナー

高橋 　宏幸
後集 1 216

２年次 後集 1 216

特別講義A
１年次

P. ゲスナー 前期
2

8

216

２年次 2 216

特別講義B
１年次

高橋　宏幸 後期
2 217

２年次 2 217

劇
上
演
実
習

劇上演実習A
１年次

P. ゲスナー
集中 4

16

217

２年次 集中 4 217

劇上演実習B
１年次

三浦　　剛
集中 4 217

２年次 集中 4 217

劇上演実習C（専１最終公演）
福田　善之

集中 4 218

劇上演実習D（修了公演） 集中 4 218

劇上演実習E（学外出演） 集中 4 219

劇上演実習F（学外出演） 集中 4 219

劇上演実習Ｇ（学内出演） 集中 1 219

<2015年度入学生の修了要件>
　　最低修得単位数　50単位（２学年合計）

　　　【内訳】
　　　①演劇研究から12単位以上
　　　②実技、ミュージカル唱法、ワークショップ、海外研修から６単位以上
　　　③特別講義　８単位必修
　　　④劇上演実習から16単位以上
　　　⑤自由選択科目として８単位（自他専攻科科目より）

○修了要件とは別に、芸術科演劇専攻および他専攻の履修可能な科目のうち、年間5科目まで履修可
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【教育課程・卒業の要件】
教育課程：1．基礎教養科目

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間 単位 概要

ページ１年前期１年後期 2年前期 2年後期
キ
ャ
リ
ア･

デ
ザ
イ
ン

 キャリア・デザインＡ（基礎教養） 竹内　　聖 前期 2 99
 キャリア・デザインＢ（文章表現） 2015年度開講せず 後期 2
 キャリア・デザインＢ（メディアと表現） 高橋　宏幸 後期 2 99
 キャリア・デザインＣ（情報処理） 岡本　直久 前期 2 100
 芸術とキャリアＡ 久保田慶一 前集 2 100
 芸術とキャリアＢ 米屋　尚子 前期 2 101

芸
術
文
化

 芸術文化講座Ａ（日本国憲法） 西山　智之 後期 2 101
 芸術文化講座Ｂ（異文化理解） 坂田　　博 後期 2 102
 芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） 藤森　雄介 前期 2 102
 芸術文化講座Ｄ（日本語論） 王　　伸子 前期 2 103
 芸術文化講座Ｅ（芸術と社会） 高橋　宏幸 前期 2 103

外
国
語

 英語ＡⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1 104
 英語ＡⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 104
 英語ＢⅠ Ｓ. ウッドハッチ 前期 1 105
 英語ＢⅡ Ｓ. ウッドハッチ 後期 1 105
 英語Ｃ ①② 田村奈穂子 後期 1 106
 演劇英語 ①② Ｃ. パーハム 前期 1 106

2014 年度入学生用　別表…1
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【教育課程・卒業の要件】
教育課程：2．芸術科　音楽専攻

2014 年度入学生用　別表…2

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

基
礎
教
養
科
目

キャリア・デザインＣ（情報処理） 岡本　直久 前期 2 ※教職受講者必修
修
得
単
位
は
自
由
選
択
単
位
と
し
て
卒
業
要
件
に
含
む
こ
と
が
で
き
る

（
必
修
科
目
の
修
得
単
位
は
専
攻
科
目
単
位
と
し
て
卒
業
要
件
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
）

100
芸術文化講座Ａ（日本国憲法） 西山　智之 後期 2 ※教職受講者必修 101
芸術文化講座Ｃ（現代の福祉） 藤森　雄介 前期 2 ※教職受講者必修 102
英語ＡⅠ・Ⅱ  Ｓ. ウッドハッチ 前・後 1 1 ●�外国語（英･仏･独･伊）

１科目選択必修
　※�声楽専修はイタリア語を

含む２外国語必修
　※�同じ語学の「Ⅰ・Ⅱ」「Ⅲ・

Ⅳ」をもって、１科目と
みなす

104
英語ＢⅠ・Ⅱ  Ｓ. ウッドハッチ 前・後 1 1 105

専
攻
教
養
科
目

ドイツ語Ⅰ・Ⅱ Ｄ. グロス 前・後 1 1 108
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ Ｄ. グロス 前・後 1 1 109
イタリア語Ⅰ・Ⅱ Ｍ. ズバラグリ 前・後 1 1 110
イタリア語Ⅲ・Ⅳ Ｍ. ズバラグリ 前・後 1 1 111
フランス語Ⅰ・Ⅱ 野坂. Ｓ. マガリ 前・後 1 1 112

音楽基礎演習−バロックダンス ａ 浜中　康子 前期 1 ●全専修必修 107ｂ
音楽理論基礎 福田　恵子 前期 1 ●全専修必修 107

演
劇
専
攻
科
目

　演劇専攻『実技科目（共通）』より、他専攻履修可能な科目
　　※ただし、「アフレコ実技Ⅰ」「アフレコ実技Ⅱ」を除く

●�全専修必修
　（いずれか１単位）
　※�日本音楽専修は狂言以

外を選択すること
●�日本音楽専修は「狂言

Ⅰ」「狂言Ⅱ」必修

専
攻
科
目
・
１
年
次

音楽理論［和声］Ⅰ ａ 平井　正志
前期 2 PVWSG必修

専
攻
科
目
は
各
専
修
の
必
修
単
位
を
含
め
、
１
・
２
年
次
を
通
じ
て
48
単
位
以
上
修
得

114ｂ 福田　恵子

音楽理論［和声］Ⅱ ａ 平井　正志
後期 2 PVWSG必修 114ｂ 福田　恵子

音楽理論［楽式］Ⅰ ① 宍戸　里佳
通年 4 PVWSG必修 ○ 116② 森下　俊一

音楽史概説 森下　俊一 通年 4 ＰＶＷＳＧ必修 ○ 117
日本音楽理論Ａ 森重　行敏 通年 4 Ｊ必修 ○ 120
日本音楽史概説 野川美穂子 通年 4 Ｊ必修 ○ 120
日本音楽特講 杵屋　巳織 後期 2 ※教職受講者（Ｊ除く）必修（教職受講者のみ履修可） △ 121
演奏会制作法 佐藤　修悦 後期 1 127
アウトリーチ概説 永井　由比 前期 2 128
アウトリーチ演習 永井　由比 後期 1 128
音響学 岩崎　　真 前期 2 ○ 123
ディクション（イタリア語） 井上　由紀 前期 1 Ｖ必修 122

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅰ

① 福田　恵子

通年 2 ●全専修必修 113② 池田　哲美
③ 坂田　晴美
④ 三瀬　俊吾

合唱 樋本　英一 通年 2 PVWSG（女子のみ）必修 129
オーケストラ・スタディＡ 奥田　雅代 前期 1 S必修 130
合奏Ａ 奥田　雅代 後集 2 S必修 □ 130
管楽器基礎（呼吸法） 三塚　　至 前期 1 W必修 123
声楽アンサンブルＡ 松井　康司 通年 2 男子のみ（J除く）必修、女子は履修不可 129

管楽アンサンブルＡ ａ 永井　由比
通年 2

W（Flのみ）必修 131
ｂ 石橋　雅一 W（Fl、Sx除く）必修 131

サクソフォン・アンサンブルＡ 彦坂眞一郎 通年 2 W（Sxのみ）必修
ギター・アンサンブルＡ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 134
うたＡ 今藤美知央 前期 1 J必修 △ 121
邦楽アンサンブルＡ 野坂　惠子 通年 2 J必修 135
初見演奏（基礎） 吉田　真穂 前期 1 P必修 122
第一実技Ⅰ 通年 4 ●全専修必修 □ 139
第二実技Ⅰ

（ピアノ・声楽・管・弦・ギター・日本音楽・作曲） 通年 4 ○ □ 139

副科実技Ⅰ（ピアノ）
通年 2 ●全専修必修

VWSGJ ○ □ 139
副科実技Ⅰ（声楽） PGJ ○ □ 139
副科実技Ⅰ（管・弦・ギター・日本音楽） GJ ○ □ 139

伴奏Ａ （1） 荻野　千里
前期 1 □ 136

（2） 後期 1 □ 136

海外特別演習Ａ 松井　康司 前集 2 □ 138永井　由比
特別演習Ａ 通年 1 ●全専修必修 □ 137
特別講座 植松　伸夫 後集 1 ●全専修必修 ◯ □ 137

コラボレイト実習Ａ （1） 松井　康司
前集 1 □ 138（2） 後集 1
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
２
年
次

音楽理論［和声］Ⅲ ａ 平井　正志 前期 2 PVWSG必修 115ｂ 福田　恵子

音楽理論［和声］Ⅳ ａ 平井　正志 後期 2 PVWSG必修 115ｂ 福田　恵子
対位法 新実　徳英 通年 4 117
楽器法 大澤　健一 前集 2 ◎ □ 124
音楽マネジメント 佐藤　修悦 前期 2 127
日本音楽理論Ｂ 森重　行敏 通年 4 Ｊ必修 ◎ 120
音楽史特講Ａ 関野さとみ 前期 2 ◎ 118
音楽史特講Ｂ 大津　　聡 前期 2 ◎ 118
音楽史演習Ａ 関野さとみ 後期 1 ◎ 119
音楽史演習Ｂ 大津　　聡 後期 1 ◎ 119
音楽療法概論 鈴木千恵子 前期 2 ◎ 126
演奏解釈（１）ピアノ楽曲 荻野　千里 後期 2 125
演奏解釈（２）声楽曲 太田　直樹 前期 2 ◎ 125
演奏解釈（３）室内楽曲 寺岡有希子 前期 2 126

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅱ

① 塩﨑　美幸

通年 2 ●全専修必修 113② 池田　哲美
③ 坂田　晴美
④ 三瀬　俊吾

オーケストラ・スタディＢ 奥田　雅代 前期 1 S必修 130
合奏Ｂ 奥田　雅代 後集 2 S必修 □ 130
声楽アンサンブルＢ 松井　康司 通年 2 男子（J除く）・女子（Vのみ）必修 129
管楽アンサンブルＢ 石橋　雅一 通年 2 W（Sx除く）必修 131
指揮法 樋本　英一 通年 2 ※教職受講者必修 135

室内楽Ａ ａ 荻野　千里
前期 1 132野口千代光

ｂ 北本　秀樹 132

室内楽Ｂ
ａ 市坪　俊彦

後期 1
133

ｂ 蓼沼恵美子 133
ｃ 白尾　　隆 134

サクソフォン・アンサンブルＢ 彦坂眞一郎 通年 2 W（Sxのみ）必修
ギター・アンサンブルＢ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 134
うたＢ 今藤美知央 前期 1 J必修 △ 121
邦楽アンサンブルＢ 野坂　惠子 通年 2 J必修 135
伴奏法 羽生百合子 通年 2 ※教職受講者（J除く）必修 136
第一実技Ⅱ 通年 4 ●全専修必修 □ 139
第二実技Ⅱ

（ピアノ・チェンバロ・声楽・管・弦・ギター・日本音楽・作曲） 通年 4 ◎ □ 139

副科実技Ⅱ
（ピアノ・声楽・管・弦・ギター・日本音楽） 通年 2 ◎ □ 139

第一実技卒業試験 4 ●全専修必修 □

伴奏Ｂ （1） 荻野　千里 前集 1 □ 136
（2） 後集 1 □ 136

海外特別演習Ｂ 松井　康司 前集 2 □ 138永井　由比
特別演習Ｂ 通年 1 ●全専修必修 □ 137

コラボレイト実習Ｂ （1） 松井　康司 前集 1 □ 138（2） 後集 1

●下記の科目については隔年開講とする。

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 開講

年度
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目

日本音楽概論 森重　行敏 後期 2 Ｊ必修　※教職受講者必修 2014 ○
合奏基礎（和楽器） 滝田美智子 前期 1 Ｊ必修 2014
楽器法（和楽器） 滝田美智子 前期 2 Ｊ必修 2015 124
演奏解釈（４）日本音楽 たかの舞俐 後集 2 Ｊ必修 2014 □

【備考】
　　①Ｐ：ピアノ専修　　Ｖ：声楽専修　　Ｗ：管楽器専修　　Ｓ：弦楽器専修　　Ｇ：ギター専修　　Ｊ：日本音楽専修
　　②「他専攻の履修」欄は、○は他専攻の学生（１・２年次とも。専攻科生含む）が履修可能な科目。
　　　ただし、◎は芸術科２年生以上、△は専攻科演劇専攻でないと履修できない。



90

＜2014年度入学生の卒業要件＞
　　最低修得単位数　　　　　62単位

【内訳】
　　①専攻科目単位数48単位
　　　　　　（基礎教養科目・専攻教養科目・他専攻科目より各専修の必修単位数を含む）
　　②自由選択単位数14単位

　　　　※専修別による必修単位数は、「注⑩専攻科目必修単位数」を参照のこと

注
①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②第一実技は、専修別による必修（１年次・２年次各50分）
③第二実技は、選択（40分）。第一実技に準じた専門レベル。履修料別途徴収。
④副科実技は、Ⅰ必修、Ⅱ選択（20分）
　Ⅰは、ピアノ専修者は声楽、声楽・管楽器・弦楽器専修者はピアノを必修とする。
　副科実技を第二実技として履修する場合は100,000円、第二実技と副科実技の両方を履修する場合は200,000円を別途徴収。
⑤「日本音楽特講」は教職に関する科目の受講手続きを経た学生のみ履修可。
　ただし、教職課程受講生の人数が少ない等の事情によっては、その他の学生の受講を認める場合がある。
⑥選択科目「伴奏」について
　前期、後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・卒業演奏会）をもって各々単位認定を行う。
　「伴奏受講票」を使用のこと。
⑦選択科目「コラボレイト実習」について
　専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表をもって単位認定を行う。
　「コラボレイト実習受講票」を使用のこと。
⑧学内外の演奏会及び試験について、提出曲目及び曲数と異なる場合は失格とすることがある。
⑨専攻科目必修単位（※基礎教養科目・専攻教養科目・他専攻科目内の必修単位含む）

１年次 ２年次 合計
男 女 男 女 男 女

ピアノ専修 30 30 17 15 47 45
声楽専修 32 32 17 17 49 49
管楽器専修 32 32 19 17 51 49
弦楽器専修 32 32 20 18 52 50
ギター専修 31 31 19 17 50 48
日本音楽専修 32 32 21 21 53 53

ただし、日本音楽専修者の専攻科目必修単位数は、下記科目群の単位数を含む。

科目区分 授業科目 担当氏名 期間 単位数

演劇専攻科目
狂言Ⅰ 善竹富太郎 後期 1
狂言Ⅱ 善竹富太郎 前期 1



91

【教育課程・卒業の要件】
教育課程：3．芸術科　演劇専攻

2014 年度入学生用　別表…3

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

基
礎
実
技
科
目

基礎演劇演習A

ａ 三浦　　剛 前期 2 ａ組必修

6

141
ｂ 鈴江　俊郎 前期 2 ｂ組必修 141
ｃ P. ゲスナー 前期 2 ｃ組必修 142
ｄ 宮崎　真子 前期 2 ｄ組必修 142

基礎演劇演習B

ａ P. ゲスナー 前期 2 ａ組必修 143
ｂ 宮崎　真子 前期 2 ｂ組必修 143
ｃ 三浦　　剛 前期 2 ｃ組必修 144
ｄ 鈴江　俊郎 前期 2 ｄ組必修 144

身体トレーニング

ａ 山本光二郎 前期 1 ａ組必修 145
ｂ 山本光二郎 前期 1 ｂ組必修 145
ｃ 山本光二郎 前期 1 ｃ組必修 145
ｄ 山本光二郎 前期 1 ｄ組必修 145

ボイス・トレーニング（歌唱）

ａ 信太　美奈 前期 1 ａ組必修 145
ｂ 信太　美奈 前期 1 ｂ組必修 145
ｃ 信太　美奈 前期 1 ｃ組必修 145
ｄ 信太　美奈 前期 1 ｄ組必修 145

演
技
系
科
目

演劇演習Ａ

ａ 鈴江　俊郎 後期 2 ａ組必修

8

146
ｂ 三浦　　剛 後期 2 ｂ組必修 146
ｃ 宮崎　真子 後期 2 ｃ組必修 147
ｄ P. ゲスナー 後期 2 ｄ組必修 147

演劇演習B

ａ 宮崎　真子 後期 2 ａ組必修 148
ｂ P. ゲスナー 後期 2 ｂ組必修 148
ｃ 鈴江　俊郎 後期 2 ｃ組必修 149
ｄ 三浦　　剛 後期 2 ｄ組必修 149

演劇演習C

ａ P. ゲスナー 前期 2 ａ組必修 150
ｂ 宮崎　真子 前期 2 ｂ組必修 150
ｃ 三浦　　剛 前期 2 ｃ組必修 151
ｄ 越光 　照文 前期 2 ｄ組必修 151

演劇演習D

ａ 三浦　　剛 後期 2 ａ組必修 152
ｂ 越光 　照文 後期 2 ｂ組必修 152
ｃ P. ゲスナー 後期 2 ｃ組必修 153
ｄ 宮崎　真子 後期 2 ｄ組必修 153

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
系

実
技
科
目

演技演習Ａ（ダイアローグ）
ａ 大谷賢治郎 前期 2

ストレートプレイコース必修 4

154
b 大谷賢治郎 後期 2 154
ｃ 大谷賢治郎 後期 2 154

演技演習Ｂ（アンサンブル）
ａ 岡安 　伸治 後期 2 154
ｂ 岡安 　伸治 前期 2 154
ｃ 岡安 　伸治 前期 2 154

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
系
実
技
科
目

歌唱　Ⅰ　①～⑤ 佐山（陽）、
大場、林、中村 後期 1

ミュージカルコース必修 6
歌唱　Ⅱ　①～⑤ 佐山（陽）、

大場、林、中村 前期 1

ショーダンス　Ⅰ ①② 三村みどり 後期 1
ショーダンス　Ⅱ ①② 三村みどり 前期 1 157
ソルフェージュ　Ⅰ ①② 岩崎　　廉 後期 1
ソルフェージュ　Ⅱ ①② 岩崎　　廉 前期 1 157
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

実
技
科
目（
共
通
）

演劇特別演習　Ⅰ ①②③ 鴻上　尚史 後期 1

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
コ
ー
ス
12
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
10

158
演劇特別演習　Ⅱ ①②③ 鴻上　尚史 前期 1 158
マイム ①② 江ノ上陽一 前期 1 ○ 159
アクション ①② 藤田　けん 後期 1 ○ 159
日本舞踊　Ⅰ ①② 藤間　希穂 後期 1 ○ 160
日本舞踊　Ⅱ ①② 藤間　希穂 前期 1 ○ 160
狂言　Ⅰ ①② 善竹富太郎 後期 1 ○ 161
狂言　Ⅱ ①② 善竹富太郎 前期 1 ○ 161
アフレコ実技　Ⅰ 小金丸大和 前期 1 ○ 162
アフレコ実技　Ⅱ 小金丸大和 後期 1 ○ 162
クラシック唱法　Ⅰ ①② 松井　康司 後期 1 163
クラシック唱法　Ⅱ ①② 松井　康司 前期 1 163
ミュージカル唱法　Ⅰ ①② 信太　美奈 後期 1
ミュージカル唱法　Ⅱ ①② 信太　美奈 前期 1 165

ジャズダンスＡ

① 三村みどり

前期 1

○ 165
② 畔柳小枝子 ○ 166
③ 三村みどり ○ 165
④ 畔柳小枝子 ○ 166

ジャズダンスＢ

① 三村みどり

後期 1

○ 166
② 畔柳小枝子 ○ 167
③ 三村みどり ○ 166
④ 畔柳小枝子 ○ 167

ジャズダンスＣ

① 渡辺美津子

前期 1
レッスンアシスタントによ
る補習にも毎週参加する
こと

○ 167
② 畔柳小枝子 ○ 168
③ 渡辺美津子 ○ 167
④ 畔柳小枝子 ○ 168

バレエ・ムーヴメント ①② 安達　悦子 前期 1 ○ 168
クラシックバレエ　Ⅰ ①② 安達　悦子 後期 1 ○ 169
クラシックバレエ　Ⅱ ①② 安達　悦子 前期 1 ○ 169

タップダンス　Ⅰ
① 中谷　諭紀 後期 1 ○ 170
② 近藤　淳子 後期 1 ○ 170

タップダンス　Ⅱ
① 中谷　諭紀 前期 1 ○ 171
② 近藤　淳子 前期 1 ○ 171

歌唱（個人レッスン）Ａ 前期 2

自
由
選
択
単
位

□
歌唱（個人レッスン）Ｂ 後期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｃ 前期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｄ 後期 2 □
歌唱（個人レッスン）Ｅ 前期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｆ 後期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｇ 前期 1 □
歌唱（個人レッスン）Ｈ 後期 1 □

理
論
系
科
目

舞台芸術概論 全専任 前期 2 必修

16

○ 172
日本演劇史Ａ　（古典） 安富　　順 後期 2

ストレートプレイコース
必修

○ 172
日本演劇史Ｂ　（近現代） 高橋　宏幸 前期 2 ○ 173
西洋演劇史Ａ　（古典） 安宅りさ子 後期 2 ○ 173
西洋演劇史Ｂ　（近現代） 安宅りさ子 前期 2 ○ 174
ミュージカル概論 橋爪　貴明 後期 2

ミュージカルコース必修
○ 174

ミュージカル論 藤原麻優子 前期 2 ○ 175
演劇史特講 安宅りさ子 後期 2 175
ミュージカル特講 橋爪　貴明 前期 2 176
演劇批評Ａ 高橋　宏幸 前期 2 176
演劇批評Ｂ 高橋　宏幸 後期 2 177
映画論 行定　　勲 集中 2 ○ □ 177
演出論 鵜山　　仁 集中 2 ○ □ 178
舞踊論 村山久美子 後期 2 ○ 178
戯曲論 福田　善之 前期 2 ○ 179
演劇論 高橋　宏幸 後期 2 ○ 179
音声生理学 川崎　順久 前集 1 ○ □ 180
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 卒業

要件
他
専攻

キャップ制
対象外

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

理
論
系
科
目

戯曲講読演習Ａ（古典） 安宅りさ子 前期 1

16

○ 180
戯曲講読演習Ｂ（近現代） 安宅りさ子 後期 1 ○ 181
戯曲講読演習Ｃ（日本） 井上　理恵 前期 1 ○ 181
劇作法 岡安　伸治 後期 1 ○ 182
演劇学演習Ａ（演劇史） 安宅りさ子 前期 1 182
演劇学演習Ｂ（演劇論） 飛田　勘文 後期 1 183

実
習
科
目

集中講義（舞台照明実習）
① 森脇　清治

前集 1
※照明部以外対象

10

○ □ 183
② 兼子　慎平 ※照明部対象 □ 184

集中講義（舞台音響実習）
① 佐藤こうじ

前集 1
※音響部以外対象 ○ □ 184

② 宮崎　淳子 ※音響部対象 □ 185
集中講義（舞台監督実習） 鈴木　健介 前集 1 □ 185
集中講義（ヘアメイク実習） 鈴木　理絵 前集 1 □ 186
ワークショップ（ストレートプレイ） １年次 絹川　友梨 後集 1 □ 186
ワークショップ（ミュージカル） １年次 林　　絵理 後集 1 □ 186
ワークショップ（ストレートプレイ） ２年次 井田　邦明 前集 1 □ 187
ワークショップ（ミュージカル） ２年次 宮本　裕子 前集 1 □ 187
演劇研修（八ヶ岳合宿） 鈴江　俊郎 前集 1 □ 187

海外研修
１年次 P. ゲスナー

高橋　宏幸
後集 1 □ 188

２年次 後集 1 □ 188
ストレートプレイ① 岡安　伸治 後集 4 188

劇上演実習Ａ（試演会）� ストレートプレイ② 宮崎　真子 後集 4 188
ミュージカル 大谷賢治郎 後集 4 189

劇上演実習Ｂ（卒業公演）� ストレートプレイ
ミュージカル

越光　照文 後集 4 189
篠﨑　光正 後集 4 190

劇上演実習Ｃ（学外出演） 4 □ 190
劇上演実習Ｄ（学外出演） 4 □ 190
劇上演実習Ｅ（学内出演） 1 □ 191
劇上演実習Ｆ（学内出演） 1 □ 191

<2014年度入学生の卒業要件>
　最低修得単位数	 62単位

【内訳】　
①専攻科目単位数	 56単位
　　　　　1.実技系科目	 　30単位
　　　　　2.理論系科目	 　16単位
　　　　　3.実習科目	 　10単位
②基礎教養科目単位数	 １単位
　　　　　外国語（英語）	 　1単位必修
③自由選択単位数	 ５単位

注
①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②基礎演劇演習ＡＢ、身体トレーニング、ボイス・トレーニング（歌唱）、演劇演習ＡＢＣＤ、舞台芸術概論は全コース必修
③演技演習ＡＢ、日本演劇史AB、西洋演劇史ABはストレートプレイコース必修
④歌唱ⅠⅡ、ショーダンスⅠⅡ、ソルフェージュⅠⅡ、ミュージカル概論、ミュージカル論はミュージカルコース必修
⑤同じ科目の複数のクラスを同時に受講することはできない。
⑥歌唱（個人レッスン）の修得単位は自由選択単位数に含む。レッスン時間はＡＢＣＤ40分、EFGH20分。履修料別途徴収。
⑦音楽専攻の科目および、桐朋学園大学音楽学部の単位互換履修科目は自由選択単位に含む。

○講義科目は半期2単位、実習・実技・演習科目は半期1単位、劇上演実習は4単位
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2014 年度入学生用　別表…４

【教育課程・卒業の要件】
卒業の要件

　本学を卒業するには、教育課程をよく理解し、以下の条件を満たす最低修得単位数以上の単位を修得しなけれ
ばならない。卒業要件の詳細については、各専攻の別表及び注意事項を参照すること。

1．芸術科　音楽専攻
	 最低修得単位数	 62単位
	 内訳　　専攻科目単位数	 48単位
	 　　　　自由選択単位数	 14単位
	 　　　　（専攻科目・専攻教養科目・他専攻科目・基礎教養科目・単位互換履修科目可）

　　注①Ⅰの修得なしにⅡを履修することはできない。
　　　②専攻科目単位数には、各専修の必修単位数を含む。
　　　③�専攻教養科目より、「外国語」（基礎教養科目の「英語ＡⅠ・Ⅱ」「英語ＢⅠ・Ⅱ」を含む）
　　　　�「音楽基礎演習-バロックダンス」「音楽理論基礎」合計４単位必修とする。
　　　　（ただし、声楽専修はイタリア語を含む２外国語を必修とし、合計６単位）
　　　④外国語は、同じ語学の「Ⅰ・Ⅱ」または「Ⅲ・Ⅳ」をもって１科目とみなす。
　　　⑤�演劇専攻科目の『実技科目（共通）』の他専攻履修可能な科目のうち、いずれか１単位必修とする。

（ただし、「アフレコ実技Ⅰ」「アフレコ実技Ⅱ」を除く）

2．芸術科　演劇専攻
	 最低修得単位数	 62単位
	 内訳　　専攻科目単位数	 56単位
	 　　　　基礎教養科目単位数	 1単位
	 　　　　自由選択単位数	 5単位
	 　　　　（専攻科目・他専攻科目・基礎教養科目・単位互換履修科目可）

　　注①Ⅰの修得なしにⅡを履修することはできない。
　　　②専攻科目単位数の内訳は
　　　　実技系科目　30単位　　　理論系科目　16単位　　　実習科目　10単位
　　　③基礎教養科目単位数の内訳は
　　　　�外国語（英語）１単位必修
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【教育課程・修了の要件】
１．専攻科　音楽専攻

2014 年度教育課程　別表…５

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 修了

要件
他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
１
年
次

音楽理論［和声］Ⅴ 平井　正志 前期 2

１・
２
年
次
を
通
じ
て
必
修
科
目
を
含
め
て
46
単
位
以
上

193
音楽理論［和声］Ⅵ 平井　正志 後期 2 193
日本音楽理論Ｃ 2015年度開講せず 通年 4 193
楽曲分析Ａ 新実　徳英 前期 2 194
楽曲分析Ｂ 新実　徳英 後期 2 194
音楽史研究 関野さとみ 通年 4 196
日本音楽史研究Ａ 野川美穂子 通年 4 J必修 196
音楽療法概説Ａ 鈴木千恵子 通年 4 197
音楽療法演習Ａ 鈴木千恵子 通年 2 197
演奏現場論Ａ 合田　　香 前期 2 198

第一実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 6 ●全専修必修 209

（声楽）
（管楽器）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第二実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 4 209

（チェンバロ）
（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック・フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）
（作曲）

副科実技Ⅲ

（ピアノ）

通年 2 209

（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック･フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

学内演奏Ⅰ 松井　康司 通年 2 ●全専修必修荻野　千里
ピアノデュオ研究A 東井　美佳 通年 4 P必修 199
管楽アンサンブル研究Ａ 石橋　雅一 通年 4 W（Sx除く）必修 199

室内楽研究Ａ ａ 荻野　千里
前期 2 200野口千代光

ｂ 北本　秀樹 200

室内楽研究Ｂ
ａ 市坪　俊彦

後期 2
201

ｂ 蓼沼恵美子 201
ｃ 白尾　　隆 202

室内楽特設クラスＡ 荻野　千里 前集 1 202
室内楽特設クラスＢ 荻野　千里 後集 1 202

歌曲研究Ａ 松井　康司 通年 4 203東井　美佳
オペラ実習Ａ［演奏］［演技］ 松井　康司 前期 4 V選択 ○ 203
オペラ実習Ａ［上演］ Ｐ. ゲスナー 後期 2 ○ 204
邦楽アンサンブル研究Ａ 野坂　惠子 通年 4 J必修 204
オーケストラ・スタディＣ 奥田　雅代 前期 1 S必修 205
合奏Ｃ 奥田　雅代 後集 2 S必修 205
ギター・アンサンブルＣ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 206
サクソフォン・アンサンブルＣ 彦坂眞一郎 通年 2 Sx必修
初見演奏（応用） 吉田　真穂 後期 1 P必修 198

伴奏Ｃ （1） 荻野　千里 前期 1 206（2） 後期 1
伴奏研究Ａ 荻野　千里 前集 1 207
伴奏研究Ｂ 荻野　千里 後集 1 207

海外特別演習Ｃ 松井　康司 前集 2 207永井　由比
特別演習Ｃ 荻野　千里 通年 1 ●全専修必修 208

コラボレイト実習Ｃ （1） 松井　康司 前集 1 208（2） 後集 1
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科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
必須条件 修了

要件
他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

専
攻
科
目
・
２
年
次

楽曲分析［編曲］ たかの舞俐 前期 2

１・
２
年
次
を
通
し
て
必
修
科
目
を
含
め
て
46
単
位
以
上

195
楽曲分析［創作］ たかの舞俐 後期 2 195
日本音楽史研究Ｂ 野川美穂子 通年 4 J必修 196
音楽療法概説Ｂ 鈴木千恵子 通年 4 197
音楽療法演習Ｂ 鈴木千恵子 通年 2 197
演奏現場論Ｂ 合田　　香 前期 2 198

第一実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 6 ●全専修必修 209

（声楽）
（管楽器）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第二実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 4 209

（チェンバロ）
（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック・フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（日本音楽）
（作曲）

副科実技Ⅳ

（ピアノ）

通年 2 209

（声楽）
（ミュージカル）
（管楽器）
（バロック･フルート）
（バロック・オーボエ）
（弦楽器）
（ギター）
（日本音楽）

第一実技修了試験 4 ●全専修必修

学内演奏Ⅱ 松井　康司 通年 2 ●全専修必修荻野　千里
ピアノデュオ研究B 東井　美佳 通年 4 199
管楽アンサンブル研究Ｂ 石橋　雅一 通年 4 W（Sx除く）必修 199

室内楽研究Ｃ a 荻野　千里
前期 2 200野口千代光

b 北本　秀樹 200

室内楽研究Ｄ
a 市坪　俊彦

後期 2
201

b 蓼沼恵美子 201
c 白尾　　隆 202

室内楽特設クラスＣ 荻野　千里 前集 1 202
室内楽特設クラスＤ 荻野　千里 後集 1 202

歌曲研究Ｂ 松井　康司 通年 4 203東井　美佳
オペラ実習Ｂ［演奏］［演技］ 松井　康司 前期 4 V選択 ◯ 203
オペラ実習Ｂ［上演］ Ｐ. ゲスナー 後期 2 ◯ 204
邦楽アンサンブル研究Ｂ 野坂　惠子 通年 4 J必修 204
オーケストラ・スタディＤ 奥田　雅代 前期 1 S必修 205
合奏Ｄ 奥田　雅代 後集 2 S必修 205
ギター・アンサンブルＤ 佐藤　紀雄 通年 2 G必修 206
サクソフォン・アンサンブルＤ 彦坂眞一郎 通年 2 Sx必修

伴奏Ｄ （1） 荻野　千里 前期 1 206
（2） 後期 1 206

伴奏研究Ｃ 荻野　千里 前集 1 207
伴奏研究Ｄ 荻野　千里 後集 1 207

海外特別演習Ｄ 松井　康司 前集 2 207永井　由比
特別演習Ｄ 荻野　千里 通年 1 208

コラボレイト実習Ｄ （1） 松井　康司 前集 1 208（2） 後集 1
【備考】
　①Ｐ：ピアノ専修　　Ｖ：声楽専修　　Ｗ：管楽器専修　　Ｓ：弦楽器専修　　Ｇ：ギター専修　　Ｊ：日本音楽専修
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＜2014年度入学生の修了要件＞
　　最低修得単位数		  46単位（２学年合計）

注
①Ⅰの修得なしにⅡの履修はできない。
②Ⅲの修得なしにⅣの履修はできない。
③第一実技は、専修別による必修（１年次・２年次各60分）
④第二実技は、選択（40分）。履修料（150,000円）を別途徴収する。
⑤副科実技は、選択（20分）。履修料（75,000円）を別途徴収する。
⑥選択科目「伴奏」について
　前期、後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・卒業演奏会）をもって各々単位認定を行う。
　「伴奏受講票」を使用のこと。
⑦選択科目「コラボレイト実習」について
　専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表をもって単位認定を行う。
　「コラボレイト実習受講票」を使用のこと。
⑧「室内楽研究」等アンサンブル科目の履修において、研究生を含むグループは、科目担当者及び専攻の教員との相談の上、外部より臨時のアンサンブル

指導員を招聘することができる。
⑨学内外の演奏会及び試験について、提出曲目及び曲数と異なる場合は失格とすることがある。

○修了要件とは別に、芸術科音楽専攻科目及び他専攻の履修可能な科目のうち、年間５科目まで所定の手続きを経て履修することができる。
○他専攻専攻科科目については、２年間で６単位まで、修了要件内で履修することができる。
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２．専攻科　演劇専攻

2014 年度教育課程　別表…６

科目
区分 授業科目・クラス 担当氏名 期間

単位
修了
要件

他
専攻

概要
ページ１年

前期
１年
後期

2年
前期

2年
後期

実
技
・
演
技
系
科
目

演劇特別研究　　
１年次

志賀廣太郎 通年
2

12

211
２年次 2 211

演劇研究A（現代劇）　　　　　　
１年次

三浦　　剛 通年
2 211

２年次 2 211

演劇研究B（日本演劇）　　　　
１年次

福田　善之 通年
2 212

２年次 2 212

演劇研究C（外国演劇）　　   
１年次

P. ゲスナー 通年
2 212

２年次 2 212

演劇研究D（演劇論）　　　    
１年次

高橋　宏幸 通年
2 213

２年次 2 213

演劇研究Ｅ（実験劇）　　　    
１年次

宮崎　真子 通年
2 213

２年次 2 213

実技A（コンテンポラリー）
１年次

勝倉　寧子 通年
2

6

214
２年次 2 214

実技B（ヒップホップ）
１年次

赤地　寿美 通年
2 214

２年次 2 214

ミュージカル唱法
１年次

川出　　肇 通年
2 215

２年次 2 215

ワークショップＡ
１年次

N. バーター 前集
1 215

２年次 1 215

ワークショップＢ
１年次

岩井　秀人 後集
1 215

２年次 1 215

海外研修
１年次 P. ゲスナー 後集 1 216
２年次 高橋 　宏幸 後集 1 216

特別講義A
１年次

P. ゲスナー 前期
2

8

216
２年次 2 216

特別講義B
１年次

高橋　宏幸 後期
2 217

２年次 2 217

劇
上
演
実
習

劇上演実習A
１年次

P. ゲスナー
集中 4

16

217
２年次 集中 4 217

劇上演実習B
１年次

三浦　　剛
集中 4 217

２年次 集中 4 217
劇上演実習C（専１最終公演）

福田　善之
集中 4 218

劇上演実習D（修了公演） 集中 4 218
劇上演実習E（学外出演） 集中 4 219
劇上演実習F（学外出演） 集中 4 219
劇上演実習G（学内出演） 集中 1 219

<2014年度入学生の修了要件>
　　最低修得単位数　50単位（２学年合計）

　　　【内訳】
　　　①演劇研究から12単位以上
　　　②実技、ミュージカル唱法、ワークショップ、海外研修から6単位以上
　　　③特別講義　8単位必修
　　　④劇上演実習から16単位以上
　　　⑤自由選択科目として8単位（自他専攻科科目より）

○修了要件とは別に、芸術科演劇専攻および他専攻の履修可能な科目のうち、年間5科目まで履修可
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

−／2

2

全専攻１・２年

後期

キャリア・デザインＢ（メディアと表現）

高橋　宏幸

全専攻１・２年

前期

キャリア・デザイン A（基礎教養）

竹内　　聖

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　表現というものは、メディアという媒介物をとおしてなされるこ
とによって、どのような表象となるのか。詩、小説、戯曲、美術、
映画、演劇などを比較検討しながら、メディウムの特殊性につい
て考える。とくに今回は、映画や映像を中心に分析的に物事を
探求する。

●授業の到達目標
　さまざまなメディアと表現とは、どのように成り立っているのか。
普段何気なく見慣れているものであっても、それは何なのか、考
える思考性を身につけることを目標とする。

●授業計画
１ イントロダクション
２ 映画表現という媒体　１
３ 映画表現という媒体　２
４ ドキュメントというコンセプトからみる映画　１
５ ドキュメントというコンセプトからみる映画　２
６ ドキュメントというコンセプトからみる映画　３
７ ドキュメントというコンセプトからみる演劇　１
８ ドキュメントというコンセプトからみる演劇　２ 
９ ドキュメントというコンセプトからみる演劇　３
10 「もの」としいう物体性としての美術１

11 「もの」という物体性としての美術２
12 「もの」という物体性としての美術３
13 レポート講評
14 レポート講評
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある

ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：　授業時にその都度指示する。
　参考書：　授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　インターネットと情報機器は私たちの生活と密接に結びつき、
パソコンを使っていなくてもスマートフォンや携帯で意識せずに誰
もがSNSやLINEなどインターネットのサービスを利用する時代に
なっている。実社会の仕事においても情報機器とインターネット
無くして社会は動かないまで言える。インターネットはとても便利
な反面多くの危険性も同時に持っている。隠れた脅威から自分自
身を守るために正しいインターネットと情報機器の利用を身につ
けておかなければならない。インターネットと情報機器を上手に
利用する正しい知識を学ぶ。

●授業の到達目標
　社会人として大学生として身につけておくべき「情報リテラシー」
＝（インターネットと情報機器の正しい知識と使い方やネット社
会のコミュニケーションの基本）を身につける。

●授業計画
第１回 ガイダンス　インターネットの基本知識
第２回 インターネットの利用１  検索サイト、SNS、メールなど
第３回  インターネットの利用2 ブログ、LINE、ネットショッピ

ングなど
第４回  情報化社会と私たち1　情報システムとメディアリテラ

シー
第５回 メディアと表現の技術　Microsoft Office

第６回 メディアと表現の技術　各種ファイル形式とデジタル放送
第７回 ネットの脅威とセキュリティ　ウイルスや個人認証
第８回  ネットの脅威とセキュリティ　フィッシングなどネットに

潜む罠
第９回 情報倫理とルール　個人情報とコンプライアンス
第10回 情報倫理とルール　知的財産と著作権
第11回 情報倫理とルール　ネットコミュニケーションや出会い系
第12回  情報倫理とルール　迷惑メールとメールコミュニケー

ション
第13回 インターネットの技術　インターネットの仕組み
第14回 コンピュータの基本　ハードウエアとソフトウエア
第15回 まとめ　キャリアデザインと情報リテラシー

●授業時間外の学習
　社会に関心を向ける訓練の為に毎時間1週間のニュースの中で
自分が気になった記事を取り上げ無作為に発表してもらう。新聞、
テレビ、ネットなど毎日ニュースを読んで授業時に発表できる準
備をしてくること。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
1.出席日数（50点）　2.授業態度積極性（20点）　3.レポート（30点）
A　総合点90点以上
B　総合点70点以上
C　総合点50点以上
D　総合点49点
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯／2

2

全専攻１・２年

前期集中

芸術とキャリアＡ

久保田　慶一

全専攻１・２年

前期

キャリア・デザインＣ（情報処理）

岡本　直久

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　芸術、社会、キャリアの３つを総合的に考察して、自分のこ
れからの人生や仕事について考えるための知識やスキルを修得
する。

●授業の到達目標
　自分の人生を自分で設計できるようになる。

●授業計画
1． キャリアとは何か？
2． 人生の転機とは何か？
3． 働くとはどういうことか？
4． 職業とは何か？
5． 社会人とは何か？
6． 芸術の仕事とは何か？
7． 芸術と社会はどう関わるのか？
8． 起業的精神とは何か？
9． 芸術経営学とは何か？
10. 芸術と世界市民とは何か？
11. 「芸術に生きる」とはどういうことか？
12. 芸術による社会貢献とは何か？
13. ５年後の自分を考えてみよう
14. 発表
15. まとめ

●授業時間外の学習
　授業で課題を出すので、次の授業で提出・発表できるようにし
ておくこと。

●教科書・参考書等
　適宜、指示する。

●成績評価
　授業時の発表状況、提出レポートによって、総合的に判断する。

●履修条件
　教職課程受講者は必修。
　コンピュータ教室の定員の都合上、受講希望者多数の場合に
は、履修制限をおこなうこともある。

●授業の概要
情報の横溢状態
　自己表現に当たって、これら世間に氾濫状態を呈している情報
が威力を発揮するであろうことは疑いないものの、その方法を一
歩誤ることで、意図する方向とは全く異なる受け取り方を招きか
ねない。これは報道が取り上げる事件や事故に、情報に絡むも
のが殆どであることでも明らかである以上に、身近かな処にも起
こっていることで首肯くことが出来る。自己の主張に見合った情
報との付き合い方、表現の仕方を身に着けることで、このような
弊害を避けることが出来る。情報との付き合いに書かせないツー
ルとなったPCの操作を通して、各自の主張を明確に表現出来る
技能及び姿勢を養う。

●授業の到達目標
　各自の課題の解決や主張の徹底を確実なものにするための情
報の取得、加工、表現が出来ることを目標とする。

●授業計画
１ 情報取得の基本
２ 情報取得の実際（ネット）
３ 情報の加工の基本１（ワープロ）
４ 情報の加工の基本２（表計算）

５ 情報の表現の基本１（ワープロ）
６ 情報の表現の基本２（表計算）
７ 情報の加工の応用（表計算）
８ 情報の表現の応用１（指導案等の作成）
９ 情報の表現の基本３（プレゼン）
10 情報の表現の基本４（プレゼン）
11 情報の表現の応用２（プレゼン）
12 各自課題、主張と情報の在り方（内容表明）
13 課題作業１
14 課題作業２
15 課題作業３

●授業時間外の学習
　各種報道を通しての情報収集を基本姿勢とする。特に情報関
係の話題に注目し、記録することを習慣とされたい。

●教科書・参考書等
　学生諸君は個人として用意する必要は無い。担当者作成のプ
リント等の教材をその都度配布する。関連書物、関係文献等は
授業の中で矢張りその都度紹介する。

●成績評価
　授業で取り組んだ課題解決の作品の出来映えを中心に、授業
への取り組み及び出席状況を総合して評価する。作品に関しては、
各自の設定した課題が妥当か、課題に相応しい表現方法か、表
現の技能の程度、取り組みの密度、説得力の有り様、等を観点
として評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

−／

／

2

−2

全専攻１・２年

後期

芸術文化講座Ａ（日本国憲法）

西山　智之

全専攻１・２年

前期

芸術とキャリアＢ

米屋　尚子

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　芸術と社会との関係について考えることを通じて、自分の立ち
位置を探ることが主眼。私たちが生きている世の中は常に変わり
続けており、芸術と社会の関係も、変化し続けている。芸術に
携わる専門家として、どのようなスタンスをとるべきか、それは、
どのような芸術活動を目指すのかによっても変わり、一定不変と
いうことはないだろう。芸術に対する人々のイメージや、経済、
社会のしくみなどとの関係を考えながら、文化政策の基本的事項
について学ぶ。

●授業の到達目標
　自分の言葉で、芸術の重要性について、芸術を重要と思ってい
ない人に向かっても説得力ある言葉で語れるようになること。

●授業計画
１ 芸術に対する一般的イメージ
２ 芸術とそれをささえるしくみの変遷
３ 今日の文化行政　
４ 文化政策の理念
５ 芸術に助成は必要か
６ 文化と経済
７ 劇場や音楽堂の役割
８ 芸術と教育
９ 芸術状況をいかに伝えるか（１）
10 芸術状況をいかに伝えるか（２）

11 芸術を生業としていくには
12 インターネットと芸術
13 再び、文化政策の理念
14 今日における芸術家の役割とは
15 まとめ
　＊講義内容に関しては順番を入れ替えることがある

●授業時間外の学習
　芸術をとりまく経済、社会、諸制度、文化政策等について、
自分なりにリサーチをすること。

●教科書・参考書等
　参考書：米屋尚子著『演劇は仕事になるのか？　演劇の経済
的側面とその未来』（彩流社）
　そのほか、インターネットで文化庁や芸術文化振興基金、劇場・
ホールなどについて情報検索すること。

●成績評価
　課題に取り組む積極性と出席状況。授業中の作業をもとにし
たレポートを提出。
A　 講義内容を踏まえ、多角的に課題について考察し、自分の言

葉で論述できている
B　講義内容を踏まえ、自分なりに課題について考察できている
C　 講義内容を十分に理解しているとはいえないが、自ら課題に

ついて考察しようと努力した
D　 講義内容を十分に理解できなかった、または、レポート未提

出、出席不良の者

●履修条件
　特になし。
　教職課程受講者は必修。

●授業の概要
　憲法は私たちの普段の生活では、刑法や民法に比べ馴染みの
薄い存在なのかもしれない。しかし近年、集団的自衛権の行使
容認に関する議論や過激な表現活動の規制に関する問題等、憲
法上の諸問題が活発に議論されており、これらの問題は高等教
育を受けた者として当然に知っておくべきものである。また憲法
は、刑事法や民事法の基礎となる法であり、今後私たちが生活を
するために法律を学んでいく中で、理解しておくことが望ましいと
考えられる。
　本講座は、憲法の歴史をはじめ、国民に保障される自由や権利、
国会・内閣・裁判所に関する基本的な知識を習得することを目的
としている。講義では、上記にあげた集団的自衛権や表現の自
由の他、特定秘密保護法等、タイムリーな話題についても解説
を行いたいと考えている。

●授業の到達目標
　日本国憲法の基礎的知識を習得し、人権の意義や国会・内閣・
裁判所の役割を理解し、説明することができることを目標とする。

●授業計画
1. ガイダンス　憲法とは何か、法とは何か
2. 平和主義
3. 基本的人権の原理、基本的人権の保障と限界
4. 包括的人権、平等
5. 精神的自由①（思想・良心の自由、信教の自由）
6. 精神的自由②（表現の自由、学問の自由）
7. 人身の自由

8. 経済的自由
9. 社会権
10. 国務請求権・参政権
11. 統治機構①（国会）
12. 統治機構②（内閣）
13. 統治機構③（裁判所）
14. 違憲審査制、地方自治
15. まとめ

●授業時間外の学習
　ニュース・新聞を通じ、現代の社会問題に関心をもつこと。

●教科書・参考書等
　教科書： 齋藤康輝・高畑英一郎 編『Next教科書シリーズ　憲

法』弘文堂、2013
　参考書： 高橋雅夫 編『Next教科書シリーズ　法学』弘文堂、

2015
　この他、適時プリントを配布する。

●成績評価
　筆記試験（60％）・レポート（10％）・平常点（30％）によって評
価する。この他、授業中の積極的な発言を評価する。
Ａ：80点以上の者　 授業に積極的に参加し、憲法について十分

に理解している。
Ｂ：65点以上の者　 授業に参加し、憲法についてある程度理解

している。
Ｃ：50点以上の者　 授業に参加し、憲法について最低限度理解

している。
Ｄ：50点未満の者　 授業への欠席が多く、憲法についての理解

度も低い。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

−／

2

2

全専攻１・２年

前期

芸術文化講座Ｃ（現代の福祉）

藤森　雄介

全専攻１・２年

後期

芸術文化講座 B（異文化理解）

坂田　　博

●履修条件
　特になし。教職課程受講者は必修。

●授業の概要
　21世紀の日本における社会福祉は、「社会福祉基礎構造改革」
以降、その制度施策も含めて大きな変革の渦中にある。
　本講義においては、上記のような現状を踏まえつつ、現代に至
る戦後日本社会における社会福祉の歴史的背景や思想等を学ん
でいきたい。
　また、教職課程における施設実習に取り組む際に必要な社会
福祉援助技術についても合わせて学んでいくとともに、いわゆる

「対人援助」に対する心構え等についても理解を深めていく機会
としたい。

●授業の到達目標
1．社会福祉全般に対する基本的理解
2．「対人援助」の現場における、援助者の基本的な心構えの理解
3.社会福祉の学びを通じた、新たな視点の獲得

●授業計画
第1講 オリエンテーション
第2講 現代日本における社会福祉の定義
第3講 「介護」の概念
第4講 ノーマライゼイションの思想
第5講 「共生」の思想
第6講 社会保障制度の基本的理解①
 ～社会保障制度における社会福祉の位置づけについて～

第7講 社会保障制度の基本的理解②
 ～近代イギリス社会と救貧法について～
第8講 社会保障制度の基本的理解③
 ～ 20世紀のイギリスと福祉国家について～
第9講 社会福祉制度の成立過程①～昭和20年代～
第10講 社会福祉制度の成立過程②～昭和30年代～
第11講 社会福祉制度の成立過程③～昭和40年代～
第12講 社会福祉制度の成立過程④～昭和50年代～
第13講 社会福祉制度の成立過程⑤～平成年代～
第14講 社会福祉制度の成立過程⑥～ 21世紀の方向性～
第15講 社会福祉援助技術の体系と「対人援助」の基本

●授業時間外の学習
　本科目は、予習よりは復習を重視している。第２講以降の受講
日前日には前回の講義内容の振り返りを行った上で、翌日の講義
に臨んでほしい。また、いわゆる「社会福祉」は実学であり現代
社会の動向とは不可分な学問である。日頃から、政治や経済の
動向にも関心を持っておくことが必要である。

●教科書・参考書等
　教科書は特に定めない。必要に応じて、プリントを配布する。
また、講義中に参考文献を適時紹介していく。

●成績評価
　原則として、期末に行う筆記試験の得点をもとに評価を行う。
A　→　100点～ 90点
B　→　89点～ 70点
C　→　69点～ 60点
D　→　60点以下

●履修条件
　意欲的積極的であることが望ましい。

●授業の概要
　ファンタジーの世界を旅する。大人の世界は功利的で、世界
に共通する部分が多いが、子どもの世界は土地によりさまざまで
ある。地球上のいろいろな民族を知る良い手がかりになる。
　各国の児童文学、民話・昔話・童話、伝説・神話・説話など
を素材にする。それらを通して、それぞれの民族の自然との関わ
りかた、ものの見方感じ方、民族性、心性、心情などを学ぶ。
そこから普遍的な人間性を探り、異なる文化をもつ人びととどの
ようにして付き合っていくかについて考える。
　授業では、学生も意見や感想などを述べあって、話し合いを中
心に進めていく。

●授業の到達目標
１． 世界のさまざまな民話や童話などを学ぶ。
２． さまざまな自然や人間について理解を深める。
３． ものの見方考え方の多様性を知る。
４． 異文化との接し方を身につける。

●授業計画
１． オリエンテーション
２． 日本
３． アンデルセン
４． グリム
５． ドイツ
６． フランス
７． イタリア

８． イギリス
９． アメリカ
10． ケルト・北欧
11． 古典ファンタジー
12． モダンファンタジー
13． ネオファンタジー
14． 研究発表
15． まとめ

●授業時間外の学習
　文庫本の翻訳などでできるだけ多くの作品に当たる。映画化さ
れているものを観賞する。

●教科書・参考書等
　教科書は使用しない。授業時にプリントを配付する。参考書
はその都度授業内で紹介する。

●成績評価
　観点を次の５つとする。①授業への出席、②授業中の意見や
感想の発表、③民話や童話などの理解、④レポートの研究内容、
⑤異なる文化に対する理解。
A　 ５つの観点のうち、いずれも目標に到達している。
B　 ５つの観点のうち、①を含む４つの観点において目標に到達

している。
C　 ５つの観点のうち、①を含む３つの観点において目標に到達

している。
D　 ５つの観点のうち、①を含む２つの観点において目標に到達

している。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

−／2

2

全専攻１・２年

前期

芸術文化講座Ｅ（芸術と社会）

高橋　宏幸

全専攻１・２年

前期

芸術文化講座Ｄ（日本語論）

王　　伸子

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　演劇というアートは、社会の中でどのように成り立っているか。
そこにはさまざまな関係がある。たとえば劇場について考えると、
経済的なことはもちろん、都市における劇場、地域の劇場、街
の中の劇場など、そこからは様々な関係を見ることができる。そ
れは経済的な土台を反映したものというだけではない。演劇が公
共圏を形作ることをはじめとして、そこについてまわる観客の位
置、批評の役割など、演劇の制度について包括的に考える。も
ちろん、実際の舞台作品も具体例として関係するので、毎回、
劇場で上演される作品なども検証して、授業を行う。

●授業の到達目標
　社会がどのように成り立っているのか。それを、演劇をはじめ
とした舞台芸術を通して考えることを目標とする。

●授業計画
１ イントロダクション
２ 公共圏とはなにか―アーレントを参照として
３ 公共圏とはなにか―ハーバーマスを参照として
４ 日本の都市と演劇―公共劇場について
５ 日本の都市と演劇―民間劇場について
６ 街と演劇―都市計画と演劇の位置
７ 地域の演劇――関西圏を参照として

８ 地域の演劇―関西圏を参照として
９ 助成金と演劇
10 文化団体の役割
11 批評の役割
12 観客の位置
13 各国の劇場
14 各国の劇場システム
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があ

ることを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
①授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
②授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　出席50％、レポート50％で100点に換算
Ａ　 総合点が80点以上の者（基本的な諸事項を十分に把握し、

説明ができる）
Ｂ　 総合点が70点以上の者（基本的な諸事項をほぼ把握し、説

明ができる）
Ｃ　 総合点が60点以上の者（基本的な諸事項の理解に欠け、説

明があいまいになる）
Ｄ　 総合点が59点以下の者（基本的な諸事項を理解せず、説明

ができない）

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　この科目は、言語学のうち、発音等をあつかう「音声学」と、
それを支える「音韻論」を学びながら、音声を実際に発して確認
していく。まず、日本語の発音を、音韻という観点から歴史的に
見ていく。普段、意識せずに使っている日本語の話しことばと発
音を、意識的に観察することから始める。
　さらに、発音を構成している母音や子音などの音声の仕組みと、
それらをどのように発声し、発音を作っているのかという体の仕
組みを学ぶ。基礎的な音声の専門書を、今後、自分で読むこと
ができるよう、専門用語も学んでいく。そして、日本語のアクセ
ント、無声化などを客観的に観察し、その後、自分で適切に発
音できているかどうか、自分自身の発音を内省することを試みる。

●授業の到達目標
・言語学的観点から、音声の仕組みを知る。
・発音の仕組みとコントロールの方法を知る。
・音声の専門書を読むことができるようにする。

●授業計画
１． 授業ガイダンス
２．  音韻： 日本語の音韻における時代区分と上代特殊仮名遣い、

ハ行転呼音など
３． 音韻：連濁、連声、万葉集と日本語の発音
４． 音韻：四つ仮名、キリシタン文献、活写語と発音

５． 音韻／音声　拍と音節
６． 口腔の仕組みと発音
７． 子音の仕組み、調音点・調音法
８． 国際音声記号
９． 母音の特徴
10． 音素
11． アクセント
12． イントネーション
13． プロミネンス
14． 母音の無声化
15． まとめ

●授業時間外の学習
　毎回、授業の最初に前回のまとめと小テストをおこなう。必ず
復習をしてくること。

●教科書・参考書等
　プリントを使用する。参考書は、参考文献リストにより、提示
する。

●成績評価
　小テストおよび平常点の成績30％、期末試験成績70％により、
算出する。
　また、欠席が全体の三分の一を超えた者には、単位は認定し
ない。欠席すると内容が分からなくなるため、きちんと出席する
ことを心がけること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

−／

−／

1

1

全専攻１年

後期

英語 A Ⅱ

Simon Woodhatch

全専攻１年

前期

英語 A Ⅰ

Simon Woodhatch

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

−／

−／

1

1

全専攻２年

後期

英語 B Ⅱ

Simon Woodhatch

全専攻２年

前期

英語 B Ⅰ

Simon Woodhatch

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

全専攻１年

後期

全専攻１年

前期

演劇英語①②

Chris Parham

英語Ｃ①②

田村　奈穂子

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　基礎的英文法を確認しながらBernard Sladeの戯曲Same 
Time Next Yearを読む。この戯曲は1975年にニューヨークで初
演され、それから1978年までに1453回のロングランを達成し、
映画にもなった作品である。内容はそれぞれ家庭のある男女が、
年に一度、同じ場所で密会をするという二人芝居である。設定は
単純ではあるが、その背景は1951年から1975年までの25年間に
及び、各場面の時代とともに登場人物の心理的変化を読み解く
必要が生じる。このため、履修者は予習に時間を要することもあ
るだろう。
　授業では担当を決め、輪番でテキスト訳を発表し理解度を確
認する。さらに戯曲を使った発話練習を考えている。
　担当者以外も自発的に意見を発表する等、積極的な授業への
参加が求められる。

●授業の到達目標
　英語で書かれた戯曲を正確に読み取ることができる。

●授業計画
1回目：ガイダンス。作品の概要、背景等の説明。
2回目：テキストpp.6-9
3回目：pp.10-14
4回目：pp.15-18
5回目：pp.19-22

6回目：pp.23-26
7回目：pp.27-30
8回目：pp.31-34
9回目：pp.35-38
10回目：pp.39-42
11回目：pp.43-46
12回目：pp.47-50
13回目：pp.51-54
14回目：pp.55-60
15回目：授業の総括。

●授業時間外の学習
　担当者は和訳と登場人物の心理・時代背景を説明できるよう
十分に準備すること。担当外の履修者も積極的な授業参加のた
めには十分な予習が必要。

●教科書・参考書等
　教材は授業時にプリントを配布する。
　英和、または英英辞典必携のこと。

●成績評価
　期末試験60％、授業への参加態度40％を総合的に評価する。
A　総合点が80点以上の者（戯曲を十分に理解できている）
B　総合点が60点以上の者（戯曲を概略で理解できている）
C　総合点が50点以上の者（戯曲を半分ほど理解できていない）
D　総合点が49点以上の者（戯曲を理解できていない部分が多い）

●履修条件
　なし。

●授業の概要
 The English through Drama course is designed to introduce 
the students to a number of drama practices to assist them in 
performing in two performance ─ a devised and a scripted 
piece.

●授業の到達目標
 To give students the freedom and confidence to perform in 
English.

●授業計画
１ Introduction
２ Games
３ Games +Casting  Devised piece
４ Rehearsal
５ Rehearsal
６ Rehearsal
７ Performing Devised piece and feedback
８ Improvisation
９ Games + Casting Scripted piece

10 Rehearsal
11 Rehearsal
12 Rehearsal
13 Rehearsal
14 Bress Rehearsal
15 Performance and feedback

●授業時間外の学習
 Students are required to prepare and review each lesson.

●教科書・参考書等
 The work is based on the practices of Konstantin Stanislavski.

●成績評価
 Grades are determined by attendance, participation & 
enthusiasm in class & skill in final performance.
Ａ–Excellent Student, Pass
Ｂ–Good Student, Pass
Ｃ–Satisfactory Student, Pass
Ｄ–Poor Student, Fail
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻１年

前期

音楽理論基礎

福田　恵子

音楽専攻１年

前期

音楽基礎演習−バロック・ダンス

浜中　康子

●履修条件
　音１必修。
　出された宿題、テスト準備を真面目に行うこと。
　欠席、遅刻は厳しくとる。

●授業の概要
　音楽を学ぶにあたって必ず理解しておかねばならない大前提と
しての「楽典」を初歩から講義する。専門実技はもちろん、「和声」

「楽式」「対位法」「SHM」その他音楽理論に関する科目の習得
に必要欠くべからざる基礎となる科目である。
※ １回目の授業時にテストを行ない、すでに楽典を充分に習得し

ていると認められる学生は、授業への出席を免除する。

●授業の到達目標
　楽典の真の習得により、音程、音階、和音、調等が即座に把
握できるようになること。

●授業計画
1． 本講座授業の概要説明及び習得度確認テスト
2． 音の不思議、楽譜の常識
3． 音程の説明
4． 音程の聴き分け、名曲における効果的音程の使いかた
5． 小テスト、音階の説明
6． 音階の続き、調号
7． 調号の確認
8． 小テスト、和音の種類、和音の位置
9． 調における和音の役割
10． Dominantの和音①、属七の和音について
11． Dominantの和音②、減七の和音について
12． 終止形、借用和音について
13． 調の判定
14． 和声外音とは
15． 授業の総括

●授業時間外の学習
　習得した上での宿題の実践。

●教科書・参考書等
　授業ではプリントを配布する。
　参考書としては「楽典　理論と実習」（音楽之友社）を所持す
ることをお勧めする。初回授業時に説明する。

●成績評価
　小テスト成績30％、期末試験成績60％、出席・遅刻・授業態
度10％、総合100点満点に換算する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が65点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　音１必修。

●授業の概要
　17世紀初めの頃から18世紀半ばにかけてフランス宮廷を中心
に栄え、ヨーロッパ中に広まっていったダンスをバロック・ダンス
と称する。
　メヌエットやガヴォット等がその代表的なものであり、日頃演
奏や鑑賞を通して関わっているこれらのバロック舞曲を、実際の
ダンス・ステップを通して体験する。バロック・ダンスのステップ
や踊り方は、現存する舞踏譜やダンス教本によって300年以上経
た今、復元することができる。これらの読み方についても触れ、
音楽とダンスの歴史的及び運動的関連性を明らかにする。
　ダンスの実習と共に、器楽で舞曲を演奏し、実際にダンスの
伴奏を試みたい。

●授業の到達目標
　様々な舞曲の中でブレ、メヌエット、カヴォットを発表できるよ
うに仕上げる。

●授業計画
　各授業とも、歴史的資料（舞踏譜等）に基づいてダンス実技
実習を中心とする。
１　テクニックの基本、歴史的背景
２　同上（2）
３　ブレ、メヌエットを中心に
４　同上（2）
５　同上（3）
６　同上（4）
７　同上（5）
８　同上（6）
９　ガヴォット、サラバンド他
10　同上（2）
11　同上（3）
12　同上（4）
13　まとめ　総合的な練習
14　同上（2）
15　同上（3）

●授業時間外の学習
・ 授業中は知的な理解に留まることも身体表現としてスムーズに

行えるようにステップ名と動きを結びつけながらリピート練習す
ること。

・ 様々な作曲家・時代の舞曲を数多く演奏・鑑賞すること。

●教科書・参考書等
　書籍： 「栄華のバロック・ダンス─舞踏譜に舞曲のルーツを求

めて」浜中康子著（音楽之友社）
　DVD： フランス宮廷の華「バロック・ダンスへの招待」Ⅰ・Ⅱ
　　　　浜中康子監修（音楽之友社）
　服装： 膝の曲げ伸ばしが行いやすいパンツまたはスカート（タ

イトスカート不可）、ダンスシューズ使用

●成績評価
・出席状況を重視する　　・実技発表　　・レポート
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻１年

後期

ドイツ語Ⅱ

Daniel Gross

音楽専攻１年

前期

ドイツ語Ⅰ

Daniel Gross

●履修条件
　「ドイツ語Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　ボキャブラリーが少なく、基本的な文法の習得でも充分にさま
ざまなことを表現し伝えることが出来ることを理解し、能動的に
ドイツ語を学んでいってもらいたい。
　授業では「ドイツ語Ⅰ」で使用したテキストを使用し、更にボキャ
ブラリーや文法の幅を広げていく。

●授業の到達目標
１　ドイツ語の文法的な概念を理解する
２　基本的なドイツ語のボキャブラリーの構築
３　発音の修得
４　基本的なコミュニケーションスキルとリスニングスキルの修得

●授業計画
第１回 復習
第２回 単語（洋服）
第３回 色
第４回 ２～３のプラクティス（4格の使い方）　
第５回 ロールプレイ
第６回 現在完了形
第７回 現在完了形のプラクティス
第８回 コミュニケーションプラクティス
第９回 ロールプレイ
第10回 ３格と結びつく前置詞
第11回 単語（３格の使い方）
第12回 ３格のプラクティス
第13回 ３格と４格
第14回 復習
第15回 テスト、まとめ

●授業時間外の学習
　授業冒頭で前授業の復習を兼ねたロールプレイや質疑応答を
行うので、前授業内容をしっかりと理解し授業に臨むこと。

●教科書・参考書等
　「クロイツング・ネオ」朝日出版社

●成績評価
Ａ  授業中に非常に活発であり、強い熱意が見られ、授業内容

を十分理解している。
 筆記試験の結果が100％～ 80％の者。
Ｂ 授業中に活発であり、授業内容をほぼ理解している。
 筆記試験の結果が79％～ 60％の者。
Ｃ  授業中、積極的に参加しているが、授業内容をある程度理解

している。
 筆記試験の結果が59％～ 40％の者。
Ｄ 授業に参加せず、筆記試験の結果が40％以下の者。

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　このコースは、ドイツ語の基礎や知識のない学生を対象にドイ
ツ語圏の人 と々基礎的な日常会話ができるようになり、ドイツ文
化や習慣、地域の見解を深めてもらうことを目標としている。
　授業で使用するテキストは、修了時（２年間）には、ドイツ語
の公式テスト（Zertifikat Deutsch）を受ける能力を修得すること
ができるものを使用する。また、授業では、テキストだけを使用
するのではなく、他のアイテムを使用し、受け身の授業ではなく、
学生に自主的に参加して話をするスタイルで進め、学んだことを
実用的に使えるよう、授業を進めていく。

●授業の到達目標
１　ドイツ語の文法的な概念を理解する
２　基本的なドイツ語のボキャブラリーの構築
３　発音の修得

●授業計画
第１回 あいさつ、自己紹介（アルファベット）
第２回 カウンティング（１～ 100まで）
第３回 Weekdays、Months（月）、day（日）
第４回 動詞の現在人称変化
第５回 定冠詞と名詞の格変化
第６回 不定冠詞と名詞の格変化
第７回 名詞と形容詞の使い方（一格）
第８回 名詞（男性名詞、女性名詞、中性名詞）ex．食べ物、飲み物
第９回 ４格
第10回 名詞と形容詞の使い方（４格）
第11回 ein ／ kein（１格）
第12回 einen ／ keinen（４格）
第13回 時計
第14回 復習
第15回 ファイナルテスト、まとめ

●授業時間外の学習　授業冒頭で前授業の復習を兼ねたロールプレイや質疑応答を
行うので、前授業内容をしっかりと理解し授業に臨むこと。

●教科書・参考書等
　「クロイツング・ネオ」朝日出版社

●成績評価
Ａ  授業中に非常に活発であり、強い熱意が見られ、授業内容

を十分理解している。
 筆記試験の結果が100％～ 80％の者。
Ｂ 授業中に活発であり、授業内容をほぼ理解している。
 筆記試験の結果が79％～ 60％の者。
Ｃ  授業中、積極的に参加しているが、授業内容をある程度理解

している。
 筆記試験の結果が59％～ 40％の者。
Ｄ 授業に参加せず、筆記試験の結果が40％以下の者。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻２年

後期

ドイツ語Ⅳ

Daniel Gross

音楽専攻２年

前期

ドイツ語Ⅲ

Daniel Gross

●履修条件
　「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　前期同様のスタイルで進めて行く。またこれらの身に付けた能
力をベースにドイツ語の文化やドイツ社会の習慣等を学生と共に
話し合い、ディスカッションしながら授業を進め更に実用的なド
イツ語に近づけて行く。
　この授業を通してドイツ語に関心を深め、その後も一過性で終
るのではなく、ドイツ語を身近な物としてとらえ、学び続けて行っ
て欲しい。

●授業の到達目標
　①基本的な日常会話が出来るようになること
　②自信を持って自己表現をし、実用的に使えるようになること

●授業計画
第１回 復習
第２回～第３回　話法の助動詞
第４回 分離助詞
第５回 zu不定詞
第６回 現在完了形
第７回 現在完了形のプラクティス
第８回 再帰代名詞と再帰動詞
第９回 楽器、音楽関係
第10回 比較級、最上級
第11回 関係文の作り方
第12回～第13回　過去形
第14回 復習
第15回 ファイナルテスト、まとめ

●授業時間外の学習
　授業冒頭で前授業の復習を兼ねたロールプレイや質疑応答を
行うので、前授業内容をしっかりと理解し授業に臨むこと。

●教科書・参考書等
　１年目と同じ「クロイツング・ネオ」朝日出版社

●成績評価
Ａ  授業中に非常に活発であり、強い熱意が見られ、授業内容

を十分理解している。
 筆記試験の結果が100％～ 80％の者。
Ｂ 授業中に活発であり、授業内容をほぼ理解している。
 筆記試験の結果が79％～ 60％の者。
Ｃ  授業中、積極的に参加しているが、授業内容をある程度理解

している。
 筆記試験の結果が59％～ 40％の者。
Ｄ 授業に参加せず、筆記試験の結果が40％以下の者。

●履修条件
　「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　コース修了時にはドイツ語ボキャブラリーと文法の知識の幅を
広げ、ドイツ語を自信を持って話せることを目標としている。
　授業では、発音や読解力の訓練をロールプレイ形式で進め、
またテキストやCDを使用しながらリスニングトレーニングを行っ
ていく。その他ピクチャーワークシートなども使用していく。

●授業の到達目標
　一年目で身につけた基礎から、さらに流暢な発音が出来るよう
になること。リスニング能力、コミュニケーション能力の向上。

●授業計画
第１回 復習
第２回 ３格、４格（だれに／何を～）
第３回～５回　どこで（３格）どこへ（４格）地図を使用
第５回 主文と副文（何故～ warum ／～なので weil）
第６回 ロールプレイ（内容５回目のレッスン）
第７回  接続詞と副文（～にもかかわらず obwohl ／～なの

で weil）
第８回 接続詞と副文（～するとき wenn）
第９回 esの使い方
第10回 dassの使い方
第11回 ロールプレイ
第12回 コミュニケーションプラクティス
第13回 従属の接続詞と副文
第14回 復習
第15回 ファイナルテスト、まとめ

●授業時間外の学習
　授業冒頭で前授業の復習を兼ねたロールプレイや質疑応答
を行うので、前授業内容をしっかりと理解し授業に臨むこと。

●教科書・参考書等
　１年目と同じ「クロイツング・ネオ」朝日出版社

●成績評価
Ａ  授業中に非常に活発であり、強い熱意が見られ、授業内容

を十分理解している。
 筆記試験の結果が100％～ 80％の者。
Ｂ 授業中に活発であり、授業内容をほぼ理解している。
 筆記試験の結果が79％～ 60％の者。
Ｃ  授業中、積極的に参加しているが、授業内容をある程度理

解している。
 筆記試験の結果が59％～ 40％の者。
Ｄ 授業に参加せず、筆記試験の結果が40％以下の者。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻１年

後期

イタリア語Ⅱ

Sbaragli Marco

音楽専攻１年

前期

イタリア語Ⅰ

Sbaragli Marco

●履修条件
　声楽専修は必修。
　「イタリア語Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
・ 文法： できるだけダイレクトメソドを用いて授業を進めながら、

簡単なメッセージや依頼等の文章を作ったり、それに相
当するレベルの会話が聞き取れるようにする。

・ コミュニケーション内容： 簡単な自己紹介・短い会話・身の回
りの物の描写等。

●授業の到達目標
　イタリア語の構成・文法・発音と書き方に触れ、イタリア語を
話したり理解したりするための基礎を身に付ける。

●授業計画
1. 時間、曜日の表現
2. 動詞andareとvenire
3. 動詞andareとvenireの前置詞の使い方
4. 助動詞dovereを使った文章
5. 助動詞potereを使った文章
6. 助動詞volereを使った文章
7. その他の不規則動詞
8. 動詞piacereの使い方
9. 所有形容詞
10. 現在形のまとめ⑴
11. 現在形のまとめ⑵
12. 近過去の仕組み⑴
13. 現在形のまとめ⑵
14. 近過去を使った文章の作り方
15. 1年間の総復習

●授業時間外の学習
　予習・復習をしっかり行うこと。

●教科書・参考書等
　「デイリー日伊英・伊日英辞典」（三省堂）
　「イタリア語のひとさら」（un piatto d’italiano）遠藤礼子著（白
水社）

●成績評価
　授業態度30％　出席状況30％　イタリア語の理解度（試験の
成績や、授業中の受け答えなどで総合的に判断）40％　で100
点換算
Ａ およそ80点以上
Ｂ およそ60点以上
Ｃ およそ50点以上
Ｄ 49点以下

●履修条件
　声楽専修は必修。

●授業の概要
・ 文法： できるだけダイレクトメソドを用いて授業を進めながら、

簡単なメッセージや依頼等の文章を作ったり、それに相
当するレベルの会話が聞き取れるようにする。

・ コミュニケーション内容： 簡単な自己紹介・短い会話・身の回
りの物の描写等。

●授業の到達目標
　イタリア語の構成・文法・発音と書き方に触れ、イタリア語を
話したり理解したりするための基礎を身に付ける。

●授業計画
1. ガイダンス、イタリア語へのアプローチ
2. イタリア語の発音、挨拶や簡単な自己紹介、数え方
3. 性と数、定冠詞等を中心としたイタリア語の特徴
4. 指示代名詞、形容詞の性と数の一致
5. 動詞essereを用いた文章の構造
6. 疑問詞che及びchiを用いた疑問文の作り方、その答え方
7. c'èとci sonoを用いた文章
8. 主語人称代名詞と動詞essereの直説法現在の活用
9. 動詞avereの活用変化とその使い方
10. avere、essereを用いた文章
11. 定冠詞と不定冠詞、前置詞等を中心とした文章の構造
12. 規則動詞の現在形とその使い方⑴
13. 規則動詞の現在形とその使い方⑵
14. 規則動詞を使った文章、疑問文＆答えを中心に
15. まとめ

●授業時間外の学習
　予習・復習をしっかり行うこと。

●教科書・参考書等
　「デイリー日伊英・伊日英辞典」（三省堂）
　「イタリア語のひとさら」（un piatto d’italiano）遠藤礼子著（白
水社）

●成績評価
　授業態度30％　出席状況30％　イタリア語の理解度（試験の
成績や、授業中の受け答えなどで総合的に判断）40％　で100
点換算
Ａ およそ80点以上
Ｂ およそ60点以上
Ｃ およそ50点以上
Ｄ 49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻２年

後期

イタリア語Ⅳ

Sbaragli Marco

音楽専攻２年

前期

イタリア語Ⅲ

Sbaragli Marco

●履修条件
　「イタリア語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
・ 文法： できるだけダイレクトメソドを用いて授業を進めながら、

簡単なメッセージや依頼等の文章を作ったり、それに相
当するレベルの会話が聞き取れるようにする。

・ コミュニケーション内容： 簡単な自己紹介・短い会話・身の回
りの物の描写等。

●授業の到達目標
　イタリア語の構成・文法・発音と書き方に触れ、イタリア語を
話したり理解したりするための基礎を身に付ける。

●授業計画
1. 近過去形と半過去形を用いた基本的な作文＆会話練習⑴
2. 近過去形と半過去形を用いた基本的な作文＆会話練習⑵
3. 近過去形と半過去形を用いた基本的な作文＆会話練習⑶
4. 現在→近過去→半過去　総復習
5. 未来形の用法⑴
6. 未来形の用法⑵
7. 未来形と現在形を用いた基本的な作文＆会話練習
8. 動詞piacere　他
9. 直接目的語代名詞
10. 間接目的語代名詞
11. 間接目的語代名詞の用法⑴
12. 間接目的語代名詞の用法⑵
13. 間接目的語代名詞と直接目的語代名詞の複合形
14. 総まとめ⑴
15. 総まとめ⑵

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。
　予習・復習をしっかり行うこと。

●教科書・参考書等
　「デイリー日伊英・伊日英辞典」（三省堂）
　「イタリア語のひとさら」（un piatto d’italiano）遠藤礼子著（白
水社）

●成績評価
　授業態度30％　出席状況30％　イタリア語の理解度（試験の
成績や、授業中の受け答えなどで総合的に判断）40％　で100
点換算
Ａ およそ80点以上
Ｂ およそ60点以上
Ｃ およそ50点以上
Ｄ 49点以下

●履修条件
　「イタリア語Ⅰ・Ⅱ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
・ 文法： できるだけダイレクトメソドを用いて授業を進めながら、

簡単なメッセージや依頼等の文章を作ったり、それに相
当するレベルの会話が聞き取れるようにする。

・ コミュニケーション内容： 簡単な自己紹介・短い会話・身の回
りの物の描写等。

●授業の到達目標
　イタリア語の構成・文法・発音と書き方に触れ、イタリア語を
話したり理解したりするための基礎を身に付ける。

●授業計画
1. ガイダンス、既習事項の確認
2. 現在形を用いての基本的な作文＆会話練習⑴
3. 現在形を用いての基本的な作文＆会話練習⑵
4. 近過去形を用いての基本的な作文＆会話練習⑴
5. 近過去形を用いての基本的な作文＆会話練習⑵
6. 再帰動詞の用法（現在形）
7. 再帰動詞の相互的用法（現在形）
8. 再帰動詞（近過去形）
9. avereを用いた文章
10. essereを用いた文章
11. 直接目的語代名詞の使い方
12. 近過去の文章における直接目的語代名詞の使い方
13. 半過去形の用法⑴
14. 半過去形の用法⑵
15. まとめ

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。
　予習・復習をしっかり行うこと。

●教科書・参考書等
　「デイリー日伊英・伊日英辞典」（三省堂）
　「イタリア語のひとさら」（un piatto d’italiano）遠藤礼子著（白
水社）

●成績評価
　授業態度30％　出席状況30％　イタリア語の理解度（試験の
成績や、授業中の受け答えなどで総合的に判断）40％　で100
点換算
Ａ およそ80点以上
Ｂ およそ60点以上
Ｃ およそ50点以上
Ｄ 49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

音楽専攻１年

後期

フランス語Ⅱ

野坂・スタンフリ・マガリ

音楽専攻１年

前期

フランス語Ⅰ

野坂・スタンフリ・マガリ

●履修条件
　「フランス語Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　楽しみながらフランス語の基本会話と日常会話での便利な表現
を覚えていく。正しい発音の勉強もする。

●授業の到達目標
　聞き取り、書き取り、そして、自己表現ができるようになること
を目的とする。各レッスンでは、必ず発音の練習も行う。前に勉
強した内容を復習しながらもっと深く勉強することで、楽に知識
を身につけることができる。フランスの文化の様々な知識を身に
つける。

●授業計画
１. leçon ６：どうしたのかをたずねる・何をしたのかをたずねる
２. leçon ６：経験したことを言う
３. leçon ６：好き嫌いを言う・理由を説明する、フランス文化（６）
４. leçon７：売り場をたずねる・服のサイズを言う
５. leçon７： 好みを言う・意見を求める・値段をたずねる、フラ

ンス文化（７）
６. leçon ８：お願いする
７. leçon ８：注文する「～にします」・助言を求める
８. leçon ８： 味について感想を言う・習慣を言う・「いつも～食

べ（飲み）ます」、フランス文化（８）
９. leçon ９：おすすめをたずねる・助言・推薦する
10. leçon ９： 仮定的に言う・「～したばかり」・「～している最中

です」
11. leçon ９：義務・禁止について言う、フランス文化（９）
12. leçon10：トラブルを説明する
13. leçon10：過去の出来事・状況・状態を述べる
14. leçon10：別れの挨拶を言う、フランス文化（10）
15. 試験、まとめ

●授業時間外の学習
　毎回、出された宿題を授業前にその準備を必ずすること。
　また、授業中に毎回、参加すること。

●教科書・参考書等
　「Passe-Partout（パス・パルトゥ）」駿河台出版社

●成績評価
　出席、実習への取組みと態度50％、実技試験50％で100点に換算
A：総合点が80点以上の者
B：総合点が60点以上の者
C：総合点が50点以上の者
D：総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　ゼロから、ゆっくりと楽しみながらフランス語の基本会話と日
常会話での便利な表現を覚えていく。正しい発音も勉強する。

●授業の到達目標
　聞き取り、書き取り、そして、自己表現ができるようになること
を目的とする。各レッスンでは、必ず発音の練習も行う。前に勉
強した内容を復習しながらもっと深く勉強することで、楽に知識
を身につけることができる。フランスの文化の様々な知識を身に
つける。

●授業計画
１. leçon１： 教室でよく使う表現、挨拶・自己紹介の仕方、発

音と綴り字
２. leçon１：国籍を言う・出身地を言う
３. leçon１： 身分を言う、意味・言い方・綴り字をたずねる、

フランス文化（１）
４. leçon ２： 依頼の仕方・どこに住んでいるかを言う・所帯品

を言う
５. leçon ２：旅行の目的を言う・職業を言う、フランス文化（２）
６. leçon ３：どこの特産品を言う・フランスの名産品
７. leçon ３：住んでいる場所について話す・家族について話す
８. leçon ３：予定をたずねる、フランス文化（３）
９. leçon ４： 控えめに欲求を表す「～が欲しいのですが」・所

要時間について話す
10. leçon ４：依頼する「～してください」・会う約束をする
11. leçon ４：年齡・誕生日について話す、フランス文化（４）
12. leçon ５：道をたずねる・道を教える
13. leçon ５：地下鉄に乗る・天気について話す
14. leçon ５：おすすめをたずねる、フランス文化（５）
15. 試験、まとめ

●授業時間外の学習
　毎回、出された宿題を授業前にその準備を必ずすること。
　また、授業中に毎回、参加すること。。

●教科書・参考書等
　「Passe-Partout（パス・パルトゥ）」駿河台出版社

●成績評価
　出席、実習への取組みと態度50％、実技試験50％で100点に換算
A：総合点が80点以上の者
B：総合点が60点以上の者
C：総合点が50点以上の者
D：総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻２年

通年

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅱ

塩﨑、池田、坂田晴、三瀬

2

音楽専攻１年

通年

Ｓ．Ｈ．Ｍ．Ⅰ

福田、池田、坂田晴、三瀬

●履修条件
　音２必修。「S.H.M.Ⅰ」の単位を修得していること。
　各自、能力を向上させる努力を、常に実践すること。遅刻をせ
ずに、きちんと出席すること。

●授業の概要
　授業内容は「Ｓ.Ｈ.Ｍ.Ⅰ」の延長上にある。
　能力に応じて、基礎力の充実から、より音楽的な応用まで、
各自、力をつけていく。

●授業の到達目標
　音楽実践に必要な基礎的能力を高め、幅広く優れた音楽性を
身につける。

●授業計画
　前期は一年次の成績により能力別クラス編成で授業を行う。
前期終わりに後期のためのクラス分けテストを行う。
　主な授業項目。クラスにより内容、進度は異なる。
・多様なリズムの習得
・多様な拍子の理解
・ト音記号、ヘ音記号、ハ音記号の理解
・正しい読譜による初見視唱の練習

・正確な音程を身につける
・より高度なメロディの書き取り
・2声、3声等同時に鳴る音への理解
・種類の違う和音がもたらす響きの色彩を感じ取る
・和音の機能の理解と聴き分け
・四声体の書き取り、その重唱
・多様な調への挑戦
・転調を伴なう課題における調の判定
・移調奏
・多様な音階による課題

●授業時間外の学習
　各クラスの教官の指示に従い自習すること。

●教科書・参考書等
　クラスの担当教員から指示される場合もある。

●成績評価
　学年末に実施する一斉テストで、単位評価する。（出席は２/ ３
以上満たすことが必須）
　S・H・M各100点の合計300点満点を100点に換算する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が65点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　音１必修。
　各自、能力を向上させる努力を、常に実践すること。
　遅刻をせずに、きちんと出席すること。出欠は各クラス同一条
件で厳しくとる。

●授業の概要
　SHMはSolfége、Harmony、Melody の頭文字をとったもの。
音楽に携わる者にとって重要な基礎力となる。学ぶ内容は多彩。
弛まぬ訓練を必要とするが、大切なのは遊びの要素も内包するの
で楽しんで練習すること。身につけたソルフェージュ力は必ずや音
楽活動に大きく役立つこと必定。
　レベル別４クラスに分けて授業を行う。

●授業の到達目標
　音楽実践に必要な基礎的能力を高め、幅広く優れた音楽性を
身につける。

●授業計画
　入学後最初の授業日に、クラス分けテストを一斉に実施する。
　授業は、各クラスごとに、学生それぞれの能力・状況に対応し
た内容及び進度をとる。より適切なクラスへの移動が可能となる
ように、各学期の終わりに、再びクラス分けテストを実施する。
　通年の授業計画については、漠然とした内容を記すが、前述
のとおり各クラスで異なる。
・ 正しい楽譜の書きかた
・ リズム（音価）の正しい理解

・ 多様な拍子の理解
・ 正しい音程を身につける
・ 初見視唱の練習
・ 音楽的なフレーズを身につける
・ 長調と短調の理解
・ メロディーの書き取り
・ 二声、三声等同時に鳴る音の認識
・ 和音の種類の聴き分け
・ 四声体の書き取り、その重唱
・ 多様な調への挑戦
・ 旋法や様々な音階による音楽にふれる
・ 移調奏

●授業時間外の学習
　各々苦手とする分野を積極的に自習する。

●教科書・参考書等
　クラスの担当教員から指示される場合もある。

●成績評価
　学年末に実施する一斉テストで単位評価する。（出席は２/ ３以
上満たすことが必須）
　S・H・M各100点の合計300点満点を100点に換算する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が65点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2・2

音楽専攻１年

前期・後期

音楽理論［和声］Ⅰ・Ⅱｂ

福田　恵子

2・2

音楽専攻１年

前期・後期

音楽理論［和声］Ⅰ・Ⅱａ

平井　正志

●履修条件
　音１（日本音楽専修以外）必修。
　和声学は途中が抜けると理解できなくなるので、欠席、遅刻を
しないこと。
　知識を確実に積み上げつつ、与えられた課題を必ず実践すること。

●授業の概要
　和声学は物理的必然、力学的合理性に基づき、加えて人間の
素晴らしい感性により築きあげられた珠玉の学問といえる。
　２年間を通して、和声の機能（Ｄ・Ｔ・Ｓ）を理解、感じ取り、
ロマン派までの名曲を形作った和声構造を勉強していく。
　１年目は和声学を学ぶにあたっての予備知識から入り、四声
体構造の意味、固有三和音の基本位置から転回形、調性の要
となる属七、属九の和音等、実感を伴った理解を目指したい。
机の上の学問にならぬよう、常に耳を澄まし感性をみがいてもら
いたい。

●授業の到達目標
・いくつかある禁則の意味をよく理解する（何故いけないのか？）。
・ 同じ課題の解答は複数ある。制約のあるなかで、「いかに美し

く作れるか」に心をくだき違いを理解する。

●授業計画
1 ～ 3回 和声学習の予備知識　及び概念
4 ～ 5回 和声構造の原理　和声進行の原則　基本的禁則
6 ～ 8回 固有三和音の基本位置での連結
9 ～ 10回 基本位置までの小テスト　三和音第一転回
11 ～ 12回 三和音第ニ転回
13 ～ 14回 三和音の総合
15回 前期授業の総括
16 ～ 18回 属七の和音　倍音列の復習　純正律の話
19 ～ 21回 属九の和音　減七の和音の不思議
22 ～ 24回 属和音の総合
25 ～ 26回 副七の和音　Ⅱ度の七　Ⅳ度の七
27 ～ 29回 準固有和音
30回 総合確認

●授業時間外の学習
　課題の実践なくして和声法の習得はありえない。
　テキストをよく読み必ず宿題を提出すること。

●教科書・参考書等
　プリントを配布するので、和声専用のファイルを作ること。

●成績評価
　宿題等の平常点および筆記試験を行い評価する。
A　80点以上
B　60点以上
C　50点以上
D　49点以下

●履修条件
　音１（日本音楽専修以外）必修。

●授業の概要
　本科の２年間に、ロマン派までの西洋音楽における和声学の
基礎理論を理解し、課題の実習を通して、和声機能の本質を把
握し得る能力を育成する。
　１年次には、三和音の基本形および転回形とドミナント諸和音

（属七・属九の和音）の配置、連結に関する原則を中心に、終
止形の形成、様々な終止（全終止、半終止、偽終止、変終止）
に対する考察、基本的な声部進行法について学習する。

●授業の到達目標
　１． 三和音（各種転回形を含む）による和声体を扱うための基

礎力を確実に習得すること。
　２． 七の和音を扱うことを通じ、より厳密な声部進行の書法を

身に付けること。

●授業計画
第１～２回  和声学概論。（初歩の音響学に対する知識を踏ま

えて。）
  ・ 四声体和声法課題実施に先立つ楽典的理解の

確認。
  ・ 三和音の四声体配置を行う上での規則、良好な

音響状態についての理解。
第３～７回 基本形三和音の配置と連結
  ・ 基本形三和音における声部進行法上の規則、

その背景となる和声法の原則の理解、旋律的
配慮に関する考察。

  ・ 終止形と、和音進行法についての理解、および、
音感としての把握。

第８～ 10回 三和音の第1転回形
第11 ～ 14回 三和音の第2転回形
第15回 前期筆記試験、まとめ
第16 ～ 19回 属七の和音
第20 ～ 23回 属七の和音の根音省略形
第24 ～ 29回 属九の和音
第30回 後期筆記試験、まとめ

●授業時間外の学習
　講義の回と実施した課題内容を添削する回を交互に行う。出
題された課題は必ず授業に先立って実施し、かつ鍵盤楽器によっ
て実際に音を出し、内容を確認、点検しておくこと。
　止むを得ない事情で欠席した場合は、講義内容と課題を他の
受講者から入手するなどして自習しておくこと。

●教科書・参考書等
　課題を配布。
　和声「理論と実習」第一巻　音楽之友社（執筆責任　島岡　譲）

●成績評価
　前・後期々末に筆記試験を行う。筆記試験の成績を元に下記の
評定を行うが、単位認定の条件としては、出席状況と課題の実施
実績についても勘案し、総合的な判断によって合否を決定する。
A 80点以上： 重要な公理を確実に理解し、課題の実施に際して

習熟度が高い。
B 60点～： 概ね重要な公理が理解できているが、課題の実施に

際しては練達不足が見られる。
C 50点～： 重要な公理の理解不足が散見され、課題実施に向け

た努力が足りない。
D 49点以下： 重要な公理が理解出来ておらず、和声法を修めた

と認めがたい。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2・2

音楽専攻２年

前期・後期

音楽理論［和声］Ⅲ・Ⅳｂ

福田　恵子

2・2

音楽専攻２年

前期・後期

音楽理論［和声］Ⅲ・Ⅳａ

平井　正志

●履修条件
　音２（日本音楽専修以外）必修。「音楽理論［和声］Ⅰ・Ⅱ」を
履修し、単位を修得していること。
　和声学は途中が抜けると理解できなくなるので、欠席、遅刻を
しないこと。
　知識を確実に積み上げつつ、与えられた課題を必ず実践すること。

●授業の概要
　２年次のⅢ（前期）・Ⅳ（後期）は１年次で学んだことを土台に
して、さらにドッペルドミナントやナポリ等の美しいサブドミナント系の
和音、同一調内から他の調への転調、非和声音による不響和な
響きの加わる美しさ、などを学ぶ。後期の終わりには、２年間で学
んだ和声が過去の名曲の中でいかに効果的に使われているかを各
自で分析する。

●授業の到達目標
　奥の深い和声学を、２年間の授業ですべて習得することは不
可能に近い。しかし、これからの長い音楽活動を通じて名曲の
中でいかに効果的に和声進行が図られているかを感じとる基礎力
を養う。

●授業計画
1 ～３回 1年次に学んだことの確認
4 ～ 6回 ドッペルドミナント、増六の和音
7 ～ 9回 副Ⅴの和音
9 ～ 13回 ナポリ、ドリア等　サブドミナントの諸和音
  教会施法について
14回 和音設定の原理
15回 前期の授業の総括
16 ～ 18回 転調の仕組　調名の判定
19回 名曲からの調名の判定
20 ～ 22回 転調課題の演習
23 ～ 24回 非和声音の種類と使い方
25 ～ 26回 簡単なメロディーへの和音づけ
27 ～ 29回 名曲の和声分析
30回 授業の総括

●授業時間外の学習
　授業時に与えられた課題テキストを読んで理解した上で必ず実
践すること。
　出来た課題をピアノで弾いて耳を鍛えること。

●教科書・参考書等
　プリントを配布するので、和声専用のファイルを作ること。

●成績評価
　宿題等の平常点および筆記試験を行い評価する。
A　80点以上
B　60点以上
C　50点以上
D　49点以下

●履修条件
　音２（日本音楽専修以外）必修。「音楽理論［和声］Ⅰ・Ⅱ」を
履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　２年次においては、借用和音（準固有、副属和音）、サブ・ド
ミナント諸和音（副七の和音、四度の付加６）と各種の変化和音

（増六、ドリアの四度、ナポリの６の和音）を扱ったバス課題の
実施を通じて、より多様で高度な声部進行法の練達を目指す。さ
らに、それ等の和音を含み、かつ近親転調を伴うソプラノ課題
の実施によって、２年間に学んだ和声法の総合的な習熟をはかる。

●授業の到達目標
１．  借用和音や変化和音などの多彩な和音を扱ったバス課題を確

実に実施できる力を養うこと。
２． 転調を含むソプラノ課題の実施を通して、和声進行の本質が

把握できる素養を身に付けること。

●授業計画
　「和声Ⅰ・Ⅱ」の内容を継続的に確認、把握しつつ、以下の項
目において課題を出題し、さらに高度な和声法の習熟、練達を
計る。 
第１～４回　 準固有和音（長調における、同主短調の和音の借

用。）
第５～９回　  借用のドミナント和音（五度五度の和音を中心に。）
第９回～ 14回　五度五度の下方変位の和音
第15回　前期筆記試験、まとめ
第16 ～ 19回　二度の七、四度の七の和音
第19 ～ 23回　 ドリアの四度の七、ナポリの六の和音、付加六、

付加四六の和音

第24 ～ 29回　近親転調を伴うソプラノ課題
第30回　後期レポートの提出（授業時間内に内容の検討を行う。）

●授業時間外の学習
　講義の回と実施した課題内容を添削する回を交互に行う。出
題された課題は必ず授業に先立って実施し、かつ鍵盤楽器によっ
て実際に音を出し、内容を確認、点検しておくこと。
　止むを得ない事情で欠席した場合は、講義内容と課題を他の
受講者から入手するなどして自習しておくこと。

●教科書・参考書等
　課題を配布。
　和声「理論と実習」第一巻、第二巻　音楽之友社（執筆責任
　島岡　譲）

●成績評価
　前期々末に筆記試験を行い、後期々末に最終実施課題をレポー
トとして提出する。
　筆記試験およびレポートの成績を元に下記の評定を行うが、単
位認定の条件としては、出席状況と課題の実施実績についても
勘案し、総合的な判断によって合否を決定する。
A 80点以上： 重要な公理を確実に理解し、課題の実施に際して

習熟度が高い。
B 60点～： 概ね重要な公理が理解できているが、課題の実施に

際しては練達不足が見られる。
C 50点～： 重要な公理の理解不足が散見され、課題実施に向け

た努力が足りない。
D 49点以下： 重要な公理が理解出来ておらず、和声法を修めた

と認めがたい。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯4

音楽専攻１年

通年

音楽理論［楽式］Ⅰ②

森下　俊一

◯4

音楽専攻１年

通年

音楽理論［楽式］Ⅰ①

宍戸　里佳

●履修条件
　日本音楽専修以外は必修。

●授業の概要
　ヨーロッパ音楽の基本的な形式を具体的な作品を通して学ぶ。
　基本的な音群の考察に始まり、徐々に既存の楽曲を通してア
ナリーゼの方法を身につける。

●授業の到達目標
　楽曲分析を通して、作曲技法・形式構造・様式・語法等を理
解する。

●授業計画
１ 基本的な音群の考察
２ 二部形式・三部形式
３ 複合三部形式
４ 変奏形式
５ ロンド形式
６ フーガ形式
７ ソナタ形式
８ 楽曲としてのソナタ
以上の内容を各３～４回の時間配当で取り扱う予定。

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　筆記試験・レポート・出席状況・授業への取組み姿勢等を総
合的に勘案して評価する。

●履修条件
　なし。
　日本音楽専修以外は必修。

●授業の概要
　音楽形式の基礎。バロック・古典派の主な形式についての説
明を行い、楽曲の分析を試みる。
　授業は講義形式で行うが、自分の頭で考え、授業に積極的に
参加することが求められる。

●授業の到達目標
　音楽形式の基本を理解し、簡単な楽曲を自分で分析できるよう
になること。

●授業計画
［前期］
１  音楽形式とは
２  二部形式（バッハ）
３  三部形式（シューマン）
４  複合三部形式（モーツァルト、ベートーヴェン）
５～７ ロンド形式（モーツァルト、ベートーヴェン）
８～ 14 ソナタ形式（モーツァルト、ベートーヴェン）
15  前期試験、まとめ

［後期］
１～２ 歌曲の分析（ベートーヴェンなど）
３～６ 変奏曲形式（モーツァルト、ベートーヴェン）
７～ 10 フーガ形式（バッハ）
11 ～ 14 自由形式（バッハ、モーツァルト、ベートーヴェン）
15  後期試験、まとめ

●授業時間外の学習
・知らない曲は事前にCDなどで聞いておくこと（＝予習）
・ 次の授業までに、一度は授業内容に目を通しておくこと（＝復習）

●教科書・参考書等
　プリント配布。

●成績評価
　筆記試験（計2回）の平均点をもとに、ボーダーライン上の場
合は出席状況、受講態度、レポート提出（任意）、小テスト（適宜）
等を加味して評価する。
Ａ　およそ80点以上
Ｂ　およそ60点以上
Ｃ　およそ50点以上
Ｄ　49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

4

音楽専攻２年

通年

対位法

新実　徳英

◯4

音楽専攻１年

通年

音楽史概説

森下　俊一

●履修条件
　日本音楽専修以外は必修。

●授業の概要
　古代から中世、ルネサンス、バロック、古典派、ロマン派の時
代を経て、現代に至るまでのヨーロッパ音楽史を概観する。
　ヨーロッパ音楽の理解を深めるため、ヨーロッパ以外の地域（と
りわけ日本を含むアジアの音楽）にも目を向ける。
　教科書は使用しないが、楽譜や音資料、映像資料を適宜用い
ながら講義を進める。

●授業の到達目標
　ヨーロッパ音楽の歴史的・様式的変遷を正しく理解する。

●授業計画
１ 基本的様式をめぐって
２ 古代の社会と音楽
３ 中世の社会と音楽（聖楽）
４ 中世の社会と音楽（俗楽）
５ 初期ポリフォニー
６ ルネサンスの社会と音楽
７ バロックの社会と音楽
８ 古典派の音楽
９ ロマン派の音楽
10 19世紀末の音楽
11 20世紀の音楽
12 まとめ
以上の内容を各２～４回の時間配当で取り扱う予定。

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　参考書は多数あるので、開講時に一覧表を配布する。

●成績評価
　出席状況、授業への取組み姿勢、提出物等を総合的に勘案し
て評価する。評価基準・評価区分は学則に準拠する。

●履修条件
　和声学初級程度の力があること。
　自分で譜面を書く意欲があること。
　対位法的楽曲に興味があること。

●授業の概要
1． 主としてJ.S.バッハの対位法的楽曲により、そのスタイルを学

ぶ。
2． テーマと対旋律を10 ～ 20作る。
3． そのうちの一つを選んで、2声部の対位法的楽曲を作る。（ピ

アノ曲として）

●授業の到達目標
　上記の曲を少なくとも一曲、できれば二曲を作る。

●授業計画
１．ガイダンス 16． 
２． 17．
３． 18．
４． 19．
５． 20．
６． 21．
７．  22．
８． 23．
９． 24．
10． 25．
11． 26．
12． 27．
13． 28．
14． 29．
15． 30．

●授業時間外の学習
　J.S.バッハの〈平均律ピアノ曲集第１巻、第２巻〉。
　〈パルティータ〉他に親しむこと。

●教科書・参考書等
　J.S.バッハのあらゆる対位法的楽曲。

●成績評価
　２声の対位法的楽曲を少なくとも１曲は完成し、提出すること。
欠席が７回を超えた学生には単位を認定しない。

主としてバッハの対位法的楽
曲のスタイルを学ぶ。
ピアノ、各自の楽器による実
習も行う。

テーマと対旋律を作る。
佳いテーマ・対旋律に至るの
は易しくはないので、一人一人
に徹底した指導を行う。最終
的には佳いものが一つ二つ出
来れば良い。

楽曲はたとえば次のように構成する。
一つのテーマ・対旋律をＴとする

 主調でのＴ → 嬉遊部 → Ⅵ調でのＴ

→ 嬉遊部 → Ⅳ調でのＴ → 嬉遊部

→ Ⅱ調でのＴ → 嬉遊部

 属音上での嬉遊部 → 再現部＝

主調でのＴ → 主音上での嬉遊部＝

コーダ

上記の段階で得られたテーマ・
対旋律により楽曲の作成を始
める。

1、2、3、4の嬉遊部は次の調
への転調部分である。
5、6は各々属音、主音の上にテー
マが展開される部分である。

各自の作品を弾き合う、聴き合う。

総括

1

2 3

4
5

6
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◎2

音楽専攻 2 年

前期

音楽史特講Ｂ

大津　　聡

◎2

音楽専攻 2 年

前期

音楽史特講 A

関野　さとみ

●履修条件
　条件は特にないが、授業内容への関心と意欲を期待する。

●授業の概要
　テーマは「オペラ解釈の地平」。しばしば忘れられがちだが、今
日私たちが「クラシック音楽」として聴き、演奏している音楽が
生まれた時代は、すぐれてオペラの時代であった。しかし、その
長い歴史と膨大な作品を見渡すことは容易ではない。前期の講
義では、モーツァルトの《後宮からの逃走》、《ドン・ジョヴァンニ》、

《皇帝ティートの慈悲》という、異なるジャンルの３つのオペラを
取り上げ、オペラの世界へと足を踏み入れる。着眼すべき点、い
わゆる「観どころ」を予め提示し、映像資料を用いて理解を深め
る。同時に、これらのオペラを文化や歴史、政治や社会の事情
など、様々な視座から読み解いていく。オペラとは総合芸術である。
様々な専攻からの受講を歓迎する。

●授業の到達目標
　オペラとは何か、オペラを観るとはどういうことか、あるいは、
オペラを観る愉しみとは何なのかを知ることが出来る。

●授業計画
　以下に各回で扱う予定の主な箇所、トピック等を示すが、授業
の進捗状況により前後することがある。
第１回 ガイダンス／18世紀の主なオペラのジャンル
第２回 《後宮からの逃走１》ドイツ国民オペラと《後宮》の成立
第３回  《後宮からの逃走２》
  異国趣味、あるいは「トルコ風」を巡って
第４回 《後宮からの逃走３》ヒットソング「バッカス万歳！」
第５回 《後宮からの逃走４》フィナーレ
第６回 《ドン・ジョヴァンニ１》

  「ドン・ファン伝説」と《ドン・ジョヴァンニ》
第７回 《ドン・ジョヴァンニ２》序曲から「カタログの歌」まで
第８回 《ドン・ジョヴァンニ３》
  「舞踏のシーン」の構造とフィナーレI
第９回 《ドン・ジョヴァンニ４》
  劇を通じて成長するドンナ・エルヴィラ像
第10回 《ドン・ジョヴァンニ５》フィナーレII
第11回 《皇帝ティートの慈悲１》導入
第12回 《皇帝ティートの慈悲２》
  「カストラート問題」、序曲から冒頭のシーン
第13回 《皇帝ティートの慈悲３》
  フィナーレⅠ（セストの独白と合唱を伴う４重唱）
第14回 《皇帝ティートの慈悲４》
  「花で愛のかすがいを」とフィナーレⅡ
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　授業時間中にオペラを全編を鑑賞することは、時間的に不可
能である。DVDメディアなどで作品に親しんでもらいたい。特に
あらすじについては、必ず把握しておくこと。また機会があれば、
積極的に実際の舞台に接してもらいたい。

●教科書・参考書等
　教科書は特に指定しない。
　必要に応じてプリントを配布。
　参考書については、授業中に適宜指示する。

●成績評価
　出席状況と受講姿勢（50％）、授業時間内での提出物、期末
レポート（50％）。

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　テーマは「19世紀の西洋音楽」。いわゆる「ロマン主義」と呼
ばれる19世紀の西洋音楽を、芸術史、文化史、思想史の観点を
交えながら多角的に検討する。
　19世紀イギリスの文学者・批評家ウォルター・ペイターの「全
ての芸術は音楽にあこがれる」という言葉は、この世紀の芸術
観をそのまま示している。文学や絵画といった他の諸芸術までも
が音楽の影響下に置かれたこの時代は、西洋芸術音楽の１つの
最盛期であり、今日の演奏レパートリーの大半を占める作品が生
み出された。19世紀という時代とその思想、そこから生まれた音
楽の特徴や魅力を様々な角度から考えることで、受講生が実際に
音楽を「演奏」したり「鑑賞」したりする際に、独自の解釈によっ
て一歩深く踏み込んでいくためのヒントを得るようにしたい。

●授業の到達目標
　19世紀の西洋音楽に関する一定の知識を身に付け、音楽史の
理解をより立体的なものにする。１つの時代の音楽文化・芸術の
在りようを他の時代と比較できるようになることで、受講生が音
楽について考えるための基礎知識を豊かなものにする。

●授業計画
1 ガイダンス／西洋音楽史における「19世紀」の位置付け
2 フランス革命と音楽① ― 古典主義からロマン主義へ
3 フランス革命と音楽② ― 芸術家の「誕生」

4 「ロマン主義」の精神と音楽
6 ロマン主義音楽と文学①
7 ロマン主義音楽と文学②
8 まとめ（第1 ～ 7回まで）
9 オリエンタリズムと音楽　
10  ヴィルトゥオーゾたちの時代 ― パガニーニ、リスト、ショパン
11 「絶対音楽」と「標題音楽」の概念
12 「未完成」という概念
13 ヴァーグナー①　
14 ヴァーグナー②　
15 前期のまとめと試験

●授業時間外の学習
　予習は必要ないが、復習に力を入れてほしい。授業後に内容を
見直し、紹介された音源や参考文献を図書館などでチェックする
こと。また、与えられた知識だけに満足せず、自分が関心のある
作曲家やその作品、さらに同時代の文化的・社会的事象につい
て積極的に調べ、主体的に学ぶ習慣を身に付けること。

●教科書・参考書等
　毎回プリントを配布する。参考文献は講義で紹介する。

●成績評価
　平常点（年間2/3以上の出席／授業態度）50％、期末試験
50％で総合的に判定
A　100 ～ 90点　
B　89 ～ 70点
C　69 ～ 50点
D　50点未満
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◎1

音楽専攻 2 年

後期

音楽史演習Ｂ

大津　　聡

◎1

音楽専攻 2 年

後期

音楽史演習 A

関野　さとみ

●履修条件
　条件は特にないが、授業内容への関心と意欲を期待する。

●授業の概要
　後期の演習では、主に「オペラにおける表現」に光を当てる。
考察対象例として、モーツァルトの《魔笛》とベートーヴェンの《フィ
デーリオ》を取り上げる。これら２つのオペラの鑑賞と理解を通
して、オペラに現象している意味内容について考える。オペラと
いうと、歌唱と演出ばかりに注目が集まりがちであるが、それは
歪んだ見方である。この授業においても引き続き、オペラとは何
かという根本的な問題を多角的な視座から考察するが、同時に「音
楽表現」という観点から、オペラをより身近なこととして考えても
らう。そのため、全ての受講生に主体的な授業への参加を期待し
たい。なお、本授業ではCDやDVDメディアを多く用いるが、い
わゆる音楽鑑賞ではない。

●授業の到達目標
　オペラというものが、単にストーリーだけではなく、音楽によっ
て、どのように表現されるかということを知ることが出来る。音
楽に関わる人間として、オペラをリアルに感じることが出来る。

●授業計画
　以下に各回で扱う予定の主な箇所、トピックを示すが、授業の
進捗状況により前後することがある。
第１回 ガイダンス、及びプロローグ
第２回 《魔笛１》魔法のオペラの系譜と《魔笛》
第３回 《魔笛２》「タミーノの狩衣」

第４回 《魔笛３》《魔笛》とフリーメーソン思想
第５回 《魔笛４》音楽様式の多様性とその統一
第６回 《魔笛５》 「鎧を付けた二人の男の場面」とコラール引用
第７回 《魔笛６》《魔笛》を巡る３つの謎
第８回 《迷宮、あるいは元素との闘い》と「魔笛第２部」の試み
第９回 小まとめ
第10回 《フィデーリオ１》
  ベートーヴェンの「英雄時代」と《フィデーリオ》の成立史
第11回 《フィデーリオ２》「革命オペラ」と「解放オペラ」
第12回 《フィデーリオ３》「解放」の試みと挫折
第13回 《フィデーリオ４》オペラにおけるメロドラマ
第14回 《フィデーリオ５》《フィデーリオ》の上演史
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　前期の授業同様、作品のあらすじを把握して授業に臨むことは
必須である。参照すべきものについては初回に指示する。また機
会があれば、積極的に実際の舞台に接してもらいたい。　

●教科書・参考書等
　教科書は特に指定しない。
　必要に応じてプリントを配布。
　参考書は授業中に適宜指示する。

●成績評価
　出席状況と受講姿勢（50％）、授業中の発表状況、提出物、
レポート（50％）。

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　テーマは「20世紀の西洋音楽」。21世紀を10年以上経過した
今日、20世紀の音楽もすでに1つの過去となった。20世紀フラン
スの作家ヴァレリーは、近代を「相反する様々な思考や感覚が共
存する時代」と定義したが、これは単に時代に限って語られるも
のではなく、近代以降の個々の人間、そして音楽の在りようにも
深く共通する。二度の世界大戦、テクノロジーの急速な発展、メ
ディアの変化……大きな文化的革新を幾度となく経験したこの激
動の時代の音楽を、社会的・文化史的文脈をふまえながら検討
することにより、現代の音楽文化の在り方や、私たちが音楽に託
すものとは何かについて考えていきたい。
　毎回レヴュー・シートを提出してもらうので、受講生は内容につ
いて自分なりの感想や意見をもち、言葉としてそれをアウトプット
することが常に求められる。20世紀の音楽というと馴染みがない
かもしれないが、映像や音源を多く活用するので、あまり「難しい」
という先入観を持たずに臨んでもらいたい。

●授業の到達目標
　音楽が幅広い文化的事象の1つとして成立していること、常に
過去から連綿と続く歴史の線上に存在していることを認識し、
20世紀の音楽に関する一定の知識とイメージを持つ。現代の音
楽について自分なりの考えをもち、それを言葉で表現できるよう
になる。

●授業計画
1 ガイダンス／西洋音楽史における「20世紀」の位置付け
2 20世紀の「前奏」― ヴァーグナーとドビュッシー

3 印象主義と象徴主義
4 「脱・19世紀」の様々な試み①
5 「脱・19世紀」の様々な試み② ― 1913年
6 シェーンベルクと新ウィーン楽派
7 調性から無調性へ
8 第一次世界大戦後の「前衛」
9 十二音音楽／十二音技法
10 第二次世界大戦後① ― メシアンから全面的セリー主義へ
11 第二次世界大戦後② ― ブーレーズとシュトックハウゼン
12 偶然性の音楽
13 ミニマリズムと民族音楽の新たな影響
14 新しい地平：作曲とは、音楽とは？
15 まとめ（後期全体）と試験

●授業時間外の学習
　予習は必要ないが、復習に力を入れること。また、普段から現
代の文化的・社会的事象についてアンテナを広く張っていること。
コンサートはもちろん、各種の美術展や講演会などにも積極的に
足を運び、様々なジャンルの本を読むこと。これらを習慣づける
ことが、20世紀以降の音楽の複雑な様相を考える上で、重要な
下地となる。

●教科書・参考書等
　毎回プリントを配布する。参考文献等は講義で紹介する。

●成績評価
　常点（年間2/3以上の出席／授業態度）40%、レヴュー・シー
トの記入内容30%、期末試験30%で判定。
A　100 ～ 90点　
B　89 ～ 70点
C　69 ～ 50点
D　50点未満
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

○4

音楽専攻１年

通年

日本音楽史概説

野川　美穂子 

○4

音楽専攻１・２年

通年

日本音楽理論 A ／ B

森重　行敏

●履修条件
　日本音楽専修は必修。
　音楽のみでなく、日本文化全体に関心を持つこと。

●授業の概要
　縄文・弥生時代から現在にいたるまで、日本人は様々な音楽に
親しんできた。しかし、現在の生活では、日本の伝統的な音楽
を聴く機会が少なくなっている。この授業では、日本音楽の変遷
をたどりながら、楽器や音楽様式の特徴、文学・演劇・舞踊と
の関連などについて概説する。知識としてではなく音としての理
解を深めるために、毎回、視聴覚教材を活用する。

●授業の到達目標
　時代や種目による違いをたどりながら、日本音楽の魅力を知る。

●授業計画
以下の順に進める。

（１）日本音楽の枠組みと特徴
（２）（３）日本古来の音楽
（４）（５）（６）雅楽の歴史と音楽
（７）（８）声明の歴史と音楽

（９）（10）琵琶楽の歴史と音楽
（11）（12）（13）（14）能楽の歴史と音楽
（15）古代、中世の日本音楽のまとめ
（16）三味線の伝来
（17）（18）地歌箏曲の歴史と音楽
（19）尺八楽、胡弓楽の歴史と音楽
（20）（21）文楽の歴史と音楽
（22）（23）（24）歌舞伎の歴史と音楽
（25）豊後系浄瑠璃の歴史と音楽
（26）（27）長唄の歴史と音楽
（28）（29）現代の日本音楽。日本音楽のこれから
（30）近世、近代、現代の日本音楽のまとめ

●授業時間外の学習
　授業でとりあげた種目や作品の特徴を整理し、より深く調べる
こと。

●教科書・参考書等
　授業時にプリントを配布する。参考書については、その都度
指示する。

●成績評価
　出席状況と前期・後期末の筆記試験により評価する。
　出席状況50％、筆記試験の成績50％の配分で評価する。

●履修条件
　特になし。日本音楽専修は必修とする。
　他専攻の学生も歓迎する。ただし、日本音楽について関心を
持つ者とする。
　出席状況を重視する。

●授業の概要
　日本音楽においては伝統的に演奏者は理論よりも実践を重視
してきたため、理論的な用語や概念が統一されておらず、流派や
研究者によってもまちまちであることが多い。
　この授業では、音楽にとって理論とは何かという基本的な観点
に立ち戻って、日本音楽をアジア各地の音楽や洋楽を含めた広い
視野で観察するとともに、その理論的基礎を見つけ出して行くこ
ととしたい。

●授業の到達目標
　日本の楽器や伝統音楽についての基礎知識を身につけるとと
もに、その音楽的特性、理論などを指摘できるようにする。

●授業計画
［前期］
１回目　オリエンテーション。日本音楽の概観
２回目～５回目 日本の楽器と楽譜
６回目～ 10回目 日本の音階とリズム
11回目～ 15回目 日本音楽の演奏形態

［後期］
１回目～５回目 日本音楽と音律
６回目～ 10回目 日本の洋楽を考える
11回目～ 14回目 日本音楽の伝統と改革
15回目　まとめのテスト

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　「日本音楽との出会い」月溪恒子著（東京堂出版）
　随時プリントも配布

●成績評価
　出席態度50％、課題または試験成績50％で100点に換算
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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―
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△1

音楽専攻１・２年

前期

うたＡ／Ｂ

今藤　美知央

△2

音楽専攻１年

後期

日本音楽特講

杵屋　巳織

●履修条件
　日本音楽専修は必修。
　邦楽（長唄・三味線）・歌舞伎に興味がある者。

●授業の概要
　「邦楽」ってなあに?
　吸引力のおちない掃除機の優れた部分はすぐに説明できても
桐箱に入った茶碗の良さはなかなか理解しにくい。
　しかし、じっくり研究していくと、見えなかった部分が見えてき
て、見れば見るほど奥深い、心うたれる美が伝わってくる。「邦楽」
はそれに似ている。
　日本人ならではの感受豊かな「邦楽」を理解し、今後自分の
芸術表現にも活かせるよう技術を学ぶ。
　小曲の弾き唄いを学ぶ。

●授業の到達目標
　自分なりに邦楽（長唄）を紹介できるようになること。
　技術をマスターすること。
　情景を大切にしながら音楽的表現ができること。
　きれいな発音で唄うこと。話すこと。

●授業計画
１ ガイダンス
２  課題曲の稽古  発声について　間のとり方について　楽器

の説明

３ 課題曲の稽古 西洋音楽との違い　長唄の特徴について
４ 課題曲の稽古 日本人の豊かな感性について
５ 課題曲の稽古 楽器について
６ 課題曲の稽古 唄、語り、セリフについて
７ 課題曲の稽古 三味線で表現できるいろいろな音について
８ 課題曲の稽古 歌舞伎について
９ 課題曲の稽古 唄の技術、「ごろ」について
10 課題曲の稽古  「当てて唄う」「はずして唄う」「間をあそぶ」

について
11 課題曲の稽古 新しい邦楽について
12 ～ 15　まとめ （上記の講義内容は前後することがある）
※「小曲の弾き唄い」では、三味線の実習を含む。

●授業時間外の学習
　授業中課題があれば、予習復習に努めること。

●教科書・参考書等
　参考資料、譜面等は授業時に配布する。
　配布されたものは、必ず毎回持参すること。

●成績評価
　出席日数、授業中の様子、課題に対する成果等を総合的に評
価する。
A　総合点が80点以上の者
B　総合点が60点以上の者
C　総合点が50点以上の者
D　総合点が49点以下の者

●履修条件
　基本的には教職受講者対象。専攻科演劇専攻の履修も認める。
　教職受講者、専攻科演劇専攻の受講が少ない場合はそれ以外
の学生の履修を認める。

●授業の概要
　日本音楽が学校教育に取り入れられるようになり、学校教育の
現場に立つ教員にとっても、日本音楽に対する知識や経験が必
要となってきた。
　具体的に教育者としての立場になった時に使える知識と三味線
を弾く技術を学び、三味線を弾く事により日本音楽の音としての
個性を知り、日本人として音の美しさも感じていく。日本音楽の
年月を重ねた深さについても考えていく。

●授業の到達目標
○三味線を中心に日本の楽器についての正しい知識を持つこと。
○西洋音楽とは違った音階を用いている日本の音を知ること。
○三味線について正しい扱い方・正しい姿勢を習得すること。

●授業計画
1  日本音楽の簡単な説明と話。三味線の部位の名称を学ぶ。

楽器にさわる。
2 三味線の扱い方。構え方。音の出し方。
3 長唄の説明。譜面の説明。

4 譜面を読みつつ三味線を弾く。
5  楽器の特性を理解しつつ弾く。その折に合わせた日本音楽

の説明。
6 　〃
7 　〃
8 　〃
9 唄の簡単な説明と発声。楽器の演奏。
10 　〃
11 合奏の準備。
12 　〃
13 　〃
14 合奏。
15 試験曲を演奏。

●授業時間外の学習
　歌舞伎の鑑賞。邦楽器を使用した演奏会の鑑賞。

●教科書・参考書等
　教科書は使用せず授業時にプリント配布。

●成績評価
　・出席日数　・授業態度　・レポート
Ａ　演奏も諸事項も十分理解している。
Ｂ　演奏も諸事項もほぼ理解している。
Ｃ　演奏も諸事項もある程度理解している。
Ｄ　 演奏も諸事項も理解が欠けている。あるいは出席回数の足

りない者。
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1

音楽専攻１年

前期

ディクション（イタリア語）

井上　由紀

1

音楽専攻１年

前期

初見演奏（基礎）

吉田　真穂

●履修条件
　特になし。
　声楽専修は必修。

●授業の概要
　−言葉と音楽の密接な関係−歌を学ぶ者にとって、この研究
は大変重要なことである。ただ、難しく考えるのはよそう。まずは、
明るく美しいイタリア語に親しみ、詩を読み表現する。そして楽
譜を眺めてみる。そうすると、色々なことが発見できる。その発見
をもとに皆さんと歌唱表現がさらに豊かになることを願いつつ、
イタリア歌曲を中心としたディクションの学習を行う。声楽専修
の方々だけでなく、伴奏の勉強をしている方も一緒に学ばれるこ
とを期待する。

●授業の到達目標
　作品にふさわしいイタリア語の歌詞の朗読ができ、実際に音楽
の中でそれを理解し表現できることを目指す。

●授業計画
１. イタリア語の音に慣れ、親しむ
２. 正しく明確な発音をする
３. 単語の意味を考え表現する
４. 繰り返しの表現を学ぶ
５. 音節の数、押韻を考える

６. 強調すべき音節、単語を考え表現する
７. 表現の速さや間を考える
８. レチタティーヴォの学習
９. 　　　　　〃
10. レチタティーヴォの発表
11. 歌詞と音のつながりを考える
12. 伴奏者とのコミュニケーションをはかる
13. 　　　　　　　　〃
14. 鑑賞
15. まとめ
☆ 講義内容に関しては、受講生の理解度をみて、前後することが

ある。
☆ 取り上げる曲については、受講生の声種を考慮し、その都度選

ぶ（イタリア古典歌曲が中心）。

●授業時間外の学習
　事前に配布される楽譜・詩によく目を通し、どのような内容の曲
なのかを考えること。また授業で学習したことの復習に努めること。

●教科書・参考書等
　授業時にその都度指示、プリントを配布する。

●成績評価
Ａ　基本的な諸事項を十分に把握し、発表ができる
Ｂ　基本的な諸事項をほぼ把握し、発表ができる
Ｃ　基本的な諸事項の理解に欠け、適切な表現ができない
Ｄ　基本的な諸事項を理解せず、適切な表現ができない
　なお、出席日数、授業に取り組む姿勢、中間発表・学期末朗
読試験の成績を総合的に評価する。

●履修条件
　音１ピアノ専修は必修。
　他専修生でも、ピアノに興味と意欲があれば受講可。

●授業の概要
　バロックから現代にいたる作品をテキストとして、初見奏で求め
られる読譜力、想像力、集中力を養い、それらが日頃のピアノ演
奏の基礎能力の向上につながることをめざし、実習する。楽譜を
丁寧に読み、その曲にふさわしいイメージを感じ取ることのでき
るセンスを磨いていきたい。毎回の授業でなるべく多くの演奏が
できるよう、積極的に参加してほしい。連弾や二台ピアノの作品
も随時取り入れて、アンサンブルの経験も積んでいく。

●授業の到達目標
　短い時間で曲の構成や特徴を把握し、ただ音を弾くばかりでは
なくテンポ、フレージング、ペダリングなどにも考慮して、表現豊
かな演奏ができるようになること。

●授業計画
⑴　ガイダンス
⑵ー⑸　小品
⑹−⑼　バロック、古典派の作品
⑽−⒁　ロマン派、近代・現代の作品
⒂　まとめ
※上記以外にも随時多様な作品を取りあげる。

●授業時間外の学習
　授業で配布したテキストでの復習、また、指示する曲集、曲目
などを参考に予習するよう努めてほしい。

●教科書・参考書等
　その都度配布

●成績評価
A　総合点が80点以上の者
B　総合点が60点以上の者
C　総合点が50点以上の者
D　総合点が49点以下の者
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◯2

音楽専攻１年

前期

音響学

岩崎　　真

1

音楽専攻１年

前期

管楽器基礎（呼吸法）

三塚　　至

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　音響学の対象は非常に広い範囲にわたる。本講義は前期のみ
であり回数も限られているため、「音」に関する基礎的なことと、
音響学的な側面が実際の音楽とどう関連しているかという、その
二つの視点で講義をすすめていく。

●授業の到達目標
　「音とはなにか」ということに、常識とよりいっそうの興味を持
ち、自分自身の音楽やその表現に生かせる取っ掛かりをつかんで
もらえればと願っている。

●授業計画
　以下のような15回の講義を予定しているが、テーマが変わる場
合もありうる。
　１． ガイダンス。音響学概観1
　２． 音響学概観 2：オーディオの歴史を主として
　３． 音の諸要素 1：高さ
　４． 　　〃　　 2：大きさ
　５． 　　〃　　 3：音色
　６． 波形とスペクトル
　７． サウンドスペクトログラム。フォルマント
　８． 映画「カストラート」にみる音声合成の例
　９． 録音技術
　10． ショルティ「リング」における録音技術の例

　11．  バーンスタイン「ウエスト・サイド・ストーリ」における録
音技術の例

　12． コンサートホール 1
　13． 　　　　〃　　  2
　14． 初期の電子楽器
　15． 音の発生と伝搬：再び「音」とは

●授業時間外の学習
　特に指示しないが、しっかり復習をすること。疑問点をそのま
ま残さない方がよいと思う。

●教科書・参考書等
　『サウンドシンセシス』（講談社サイエンティフィク）を教科書と
して使用する。また必要に応じてプリントを配布する。参考書は
随時指示する。

●成績評価
　以下の順で評価対象とする。
　１． 出席
   3/4以上の出席が必要。遅刻は10分程度までで、それ以

降は欠席扱いとする（授業の聴講は認める）。
　２． 平常の受講態度
   出席カードに関する不正行為、携帯電話や私語により講

義を妨げるものは退席させ、以後の出席は認めない。
  過去に何人か該当者がいる。あなどらないこと。
　３． 期末に行う試験、またはレポートの成績。
  くわしくは1回目の講義時間内で説明する。

●履修条件
　管楽器専修必修。
　他専修学生の履修も可。

●授業の概要
　私達人間が生まれたばかりの時は、小鳥達のようにその小さな
体からは想像もできないほど、よく響く、大きな声で泣いていた
はずである。それは、私達が成長するに従いいつしか忘れてしまっ
た「自然な呼吸」を生まれて間もない頃は「無意識」に営んでい
たからではないだろうか。
　この授業では、こうした「自然な呼吸」、つまり、のどを開けて
（オープンスロート）、腹筋、背筋、胸筋及び腰筋を、バランス良く
使った呼吸（主に腹式呼吸）をストレッチ体操等を取り入れ、体を
動かすことによって正しく理解していきたい。
　またこれと併行して、実際に声を出して歌うことで、より響きの
ある、美しい音を目指したい。楽器を用いて演奏する人は特に、歌
声が変わると、音色も変わることを実感してほしいところである。

●授業の到達目標
　演奏家として必要な体作りができたか。
　体の使い方を体得できたか。

●授業計画
１） 授業ガイダンス。
 ※ 毎回、ストレッチ、呼吸筋トレーニング、発声、歌唱をお

こなう。
２）  正しい姿勢と呼吸と呼吸筋の働きについて。喉を「あける」

練習。
３）  呼吸筋強化１（上半身）。２段階呼吸、息を「吐ききる」事の

徹底。
４） 呼吸筋強化２（下半身）。ベルカントモードをつかって。
５） 呼吸筋強化３（深層筋）。15段階呼吸１（10段階まで）。
６） 15段階呼吸２（15段階まで）。
７） 共鳴について。
８） 横隔膜、呼吸筋を意識した発声トレーニング。

９） 頭声、胸声、地声、ファルセットについての考察。
10） 浅呼吸、深呼吸と歌唱への応用。
11） 表情筋、舌と呼吸筋の関係。
12） 呼吸を意識した子音、母音の発音。
13） これまでの復習、まとめ。
14）  歌唱テスト準備（全員が一人ずつ歌い、改善すべき点をチェッ

クする）。
15） 歌唱テスト。

●授業時間外の学習
　正しい呼吸は音楽家としての体づくりの基本である。
　毎日必ずトレーニングする癖をつけること。

●教科書・参考書等
　必要な時は、こちらで用意する。
　マットを使うので、動きやすい服装と内履きを用意すること。

●成績評価
　平常点：出席を含め、授業に能動的参加をしているか。努力は
みられるか。成果はあったか。
　実技テスト（個人歌唱）：姿勢、呼吸が正しくおこなわれている
か。呼吸筋が正しく動いているか。正しい発声を目指しているか。
その他、音楽家としての表現力、集中力をみる。
　以上を総合的にみて評価する。
Ａ　 上記の条件を全てにおいて充分に満たしていると認められる

者。
Ｂ　 上記の条件を一定のレベルにおいて満たしていると認められ

る者。
Ｃ　 上記の条件にばらつきがあり、全体にやや不足していると認

められる者。
Ｄ　 上記の条件で満たしている項目が半分以下と判断される者。
※ 欠席は減点の対象となるので注意すること。出席日数が足りな

い場合は不可とする。
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／2

音楽専攻１・２年

前期

楽器法（和楽器）

滝田　美智子

◎2

音楽専攻２年

前期集中

楽器法

大澤　健一

●履修条件
　特になし。
　日本音楽専修は必修。

●授業の概要
　邦楽器（箏、尺八、三味線、笛、琵琶）について、各楽器の
特徴、仕組み、音律、音域等を知る事は邦楽アンサンブルをす
る上で重要と考える。各楽器を知った上で、各楽器の音を聴き、
自分の音を重ね合わせる事により、レベルの高いアンサンブルに
つながると考える。歴史的な事も含め、楽器を演奏したり演奏を
聴きながら邦楽器を知り、知識を深めていく。

●授業の到達目標
　各楽器の特質、音域、音律を理解し、アンサンブル演奏に活
かす。又、作曲、編曲する知識とする。教育現場にも役立てたい。
邦楽器と洋楽器の共通点、相違点を実感してほしい。

●授業計画
１ 授業ガイダンス（授業の進行等、概要）
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12 〈尺八〉  ・歴史と楽器説明
13 〈笛〉  ・歴史と楽器説明
14 各種邦楽器で合奏する
15 まとめ
注意（各楽器の順序が変更になる可能性はあり）

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　各楽器ごとにプリント配布する。

●成績評価
　出席状況、授業での積極性を重視する。試験なし。
Ａ　総合点が90点以上
Ｂ　総合点が80点以上
Ｃ　総合点が70点以上
Ｄ　総合点が69点以下

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　人が音を奏でる手段としての楽器は太古から今日にいたるまで
実に多くの楽器が作られてきた。伝達、信号として登場した楽器
は次第に歌や踊りの伴奏として使われ、やがて音楽を伝える主役
楽器となった。授業では、現在の管弦楽などで使われる楽器に
ついて講義するが、その楽器の原点である民族楽器についてもふ
れる。木管、金管、打楽器、弦楽器に分類して、その誕生と現
在の役割、使用楽曲、メンテナンスなどについて講義する。
　これら楽器の正確な知識は、あらゆる音楽に携わるすべての
行動に必要不可欠であろう。

●授業の到達目標
・ 楽器というものが、どのように分類され、どのような歴史をた

どって、現在使われているかを理解する。また作編曲、器楽
指導に必要な楽器の基礎知識を学習する。

・ 気鳴楽器、弦鳴楽器、膜鳴楽器、体鳴楽器、機械電気楽器
の5つの楽器体系を理解し、全ての楽器がこれらに分類される
ことを理解する。

●授業計画
［進行予定］
　木管楽器…フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、サクソフォン
　金管楽器… トランペット、ホルン、トロンボーン、ユーフォニアム、

テューバ

　弦楽器……ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス
　打楽器
　　体鳴楽器…シンバル、トライアングル、ドラ、鍵盤楽器他
　　膜鳴楽器…太鼓、ティンパニー、タンバリン、ボンゴ他
　 気鳴楽器、弦鳴楽器、膜鳴楽器、体鳴楽器、機械電気楽器

について
［ポイント］
１ 構造…………発音原理、楽器の材質
２ 音域…………調性、最低音、最高音、適切音域
３ 特色…………得意な奏法、不得意な奏法
４ 同属楽器……調性の異なる同属楽器
５ 歴史………… 楽器の誕生について
６ 楽曲…………この楽器を説明するのに適した楽曲
７ メンテナンス…楽器の取り扱い上での注意点

●授業時間外の学習
　室内楽、管弦楽のコンサートを鑑賞し、使用される各楽器の特
徴を調べておくこと。

●教科書・参考書等
　参考プリントを授業で配布する。

●成績評価
　出席状況50点、受講態度20点、質疑応答30点で評価する。
Ａ　およそ80点以上
Ｂ　およそ60点以上
Ｃ　およそ50点以上
Ｄ　49点以下

〈箏〉 ・歴史
  ・“ さくら”を題材にした実際に演奏。
  　箏の奏法を習得

〈三味線〉 ・ 三味線の種類（非常に種類が多いジャンルであ
る）等を知り、演奏する。

〈琵琶〉 ・歴史・種類・演奏を聴く・琵琶唄をうたう 
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◎2

音楽専攻２年

前期

演奏解釈（２）声楽曲

太田　直樹

2

音楽専攻２年

後期

演奏解釈（１）ピアノ楽曲

荻野　千里

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　歌劇「フィガロの結婚」「セヴィリアの理髪師」、歌曲集「美し
き水車小屋の娘」「冬の旅」など、オペラや歌曲の代表的な声
楽作品を鑑賞する。
　通常私達がオペラなどを鑑賞する場合、楽譜に沿って曲順通り
に鑑賞するが、ここでは作品をバラし、登場人物ごとにその人物
像や音楽をたどることによって、レパートリーとして個々の役柄の
演奏解釈を試みる。通常と違った角度から作品を知ることで新た
な発見に接し、自身の演奏の解釈や表現のヒントとなるような授
業を目指す。

●授業の到達目標
　オペラ、歌曲などの声楽作品に登場する様々な人物の中から自
分のお気に入りや気になる存在を見つけて論じてみよう。

●授業計画
①授業ガイダンス。「フィガロの結婚」「セヴィリアの理髪師」概要。
②フィガロの人物像と音楽について。
③アルマヴィーヴァの人物像と音楽について。
④ロジーナの人物像と音楽について。
⑤バルトロ、バジリオの人物像と音楽について。

⑥スザンナ、ケルビーノの人物像と音楽について。
⑦歌劇「セヴィリアの理髪師」第一幕。
⑧歌劇「セヴィリアの理髪師」第二幕。
⑨歌劇「フィガロの結婚」第一、二幕。
⑩歌劇「フィガロの結婚」第三、四幕。
⑪シューベルトの歌曲について。「魔王」を中心に。
⑫歌曲集「美しき水車小屋の娘」第１～ 10曲と登場人物について。
⑬ 歌曲集「美しき水車小屋の娘」第11曲～ 20曲と登場人物につ

いて。
⑭歌曲集「冬の旅」第１曲～ 12曲と登場人物について。
⑮歌曲集「冬の旅」第13曲～ 24曲。まとめ。

●授業時間外の学習
　日頃からCDやDVD、演奏会などを楽しんで鑑賞すること。
　授業でとりあげる作品について、あらすじや登場人物などをあら
かじめ調べておくこと。
　また、授業で学んだ内容について復習し、次回授業でディスカッ
ションしてみよう。

●教科書・参考書等
　特に指定はしないが授業でとりあげる作品の解説書や事典、
CD、DVDなど。もし楽譜を持っていれば授業に持参すること。

●成績評価
　出席状況、授業態度、レポートによって評価する。

●履修条件
　特になし。
　ピアノ専修はもちろん、他専修も積極的に履修してほしい。

●授業の概要
　音楽表現における大切なことの一つに「わかりやすさ」がある
と思う。わかりやすい演奏をするために、ぜひ知っておいてほし
い基本的ないくつかの事柄、楽譜の読み方や曲の構成、フレー
ジングやアーティキュレーション、その他約束事等、身近な作品
を使って、いっしょに学んでいく。授業で学んだことがその場限
りで終わらず、先々勉強していく上で幅広く応用でき、自身の演
奏のヒントになるような内容にしていきたい。ピアノ曲を主に取り
扱うが、声楽や管楽器、弦楽器等の作品にも自然になじめるよ
う工夫したい。「演奏解釈」を難しく考えず、気軽に演奏し合い、
意見を交換できる場にしていきたい。

●授業の到達目標
　楽曲に向かう際、無意識に音にするのではなく、音楽史の流
れを理解し、作曲家の意図や思いを大切にしながら演奏する習慣
を身につける。

●授業計画
１. ガイダンス
２. バロック時代の音楽～一般的知識の確認
３. 純正律と平均律、バロック時代の楽器
４. バッハ平均律の成り立ち、フーガについて

５. モーツァルト～ピアノを含む作品について
６.  モーツァルト～ピアノソナタ、楽譜の読み方、強弱やアーティ

キュレーション
７. ベートーヴェン～知っておくべき名曲の数々
８. ベートーヴェンのピアノソナタ～年代を追いながら
９. ロマン派について～同時代に生きた作曲家たち
10. シューベルト～歌曲、後期ピアノ作品を取り上げながら
11. シューマン～ピアノ作品、歌曲
12. リスト～音楽界における大きな役割
13. ショパン～時代背景と作品
14. ショパン～各作品ジャンルの特徴
15. まとめ

●授業時間外の学習
　音楽史上重要な役割を果たした作曲家について、ある程度各自
調べておくこと。
　各回の内容は次につながるため、しっかり復習をするように。

●教科書・参考書等
　その都度、配布。必要に応じて各自準備する。
　それぞれの作曲家にふさわしい出版社等も、授業内で指導して
いく。

●成績評価
　⑴授業態度　⑵レポート等の総合評価。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◎2

音楽専攻２年

前期

音楽療法概論

鈴木　千恵子

2

音楽専攻２年

前期

演奏解釈（３）室内楽曲

寺岡　有希子

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　音楽療法とは、心身に障害のある方、発達の遅れや問題を持っ
た方々へ治療・援助の手段として音楽を役立てることであるが、
最近では病気や障害に限らず人間の健康な生活に役立てる音楽
療法としてのアプローチまで幅広い考え方も広まっている。
　本講義では、療法（セラピー）を考える前に、人間の生活と音
楽との関わりや人間の健康とは何かを学ぶ。次に音楽療法の様々
な背景を考えながら、基本的な知識を学んでいく。

●授業の到達目標
　人間の生活と音楽の関わりを理解し、さらに療法として音楽を
用いる意義とその方法を理解する。

●授業計画
１ ガイダンス（授業内容と目的等）
２ 人間の生活と健康・音楽
３ 音楽療法とは何か①
４ 音楽療法とは何か②
５ 療法としての音楽
６ 緩和ケアの音楽療法（カナダ）
７ 緩和ケアの音楽療法（日本）

８ 高齢者の音楽療法①
９ 高齢者の音楽療法②
10 児童の音楽療法①
11 児童の音楽療法②
12 音楽療法の技術
13 音楽の治療的機能
14 ～ 15　まとめ

●授業時間外の学習
　授業の中で課題に対する感想を書いたり、音楽療法のプログラ
ムを作成したりするので、履修者は予習と復習に努めること。

●教科書・参考書等
　「音楽療法の手引き」松井紀和著（牧野出版）
　「音楽療法の実際」松井紀和、鈴木千恵子他著（牧野出版）
以上　参考書
　教科書は使用せず、授業時にプリントを配布。

●成績評価
　出席、授業時の課題、受講態度等40％、期末試験（筆記）
60％で100点に換算。
Ａ　総合点が80点以上の者（基本的な諸事項を十分理解している）
Ｂ　総合点が60点以上の者（基本的な諸事項をほぼ理解している）
Ｃ　 総合点が50点以上の者（基本的な諸事項をある程度理解し

ている）
Ｄ　総合点が49点以下の者（基本的な諸事項の理解が欠けている）

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　この授業は他の専修学生にも広く開放している。古典派の弦
楽による室内楽作品を中心とするが、履修者の状況により、ピア
ノ、管楽器等も含まれる作品も取り上げ授業を進めていく。授業
形態としては学生の演奏を基本とし、作曲家とその作品に対して
より知識を深め、「演奏」という実践にどのようにしたら結び付い
ていくか考えていく。学生全員参加の活発な意見交換の場になる
よう、望んでいる。

●授業の到達目標
　スコアから作曲家の意図するものをはじめ、様々なことを読み
取れるようになること。またそれらを表現につなげていけることを
目標とする。

●授業計画
　ハイドン・モーツァルト・ベートーヴェンの弦楽による室内楽作
品を基礎課題とするが、履修者の状況を考慮しつつ様々な形態（例
えば、フルート四重奏曲やピアノ五重奏曲等）の室内楽作品を
取り上げていく。

●授業時間外の学習
　授業で演奏するメンバーは事前にリハーサルをしておくこと。
　またその曲の作曲者についてや作曲された背景などを調べておく
こと。

●教科書・参考書等
　課題となる曲のスコアをプリントして配布するので、必ず授業
に持参すること。

●成績評価
　授業出席、授業態度、レポート。
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科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻２年

前期

音楽マネジメント

佐藤　修悦

1

音楽専攻１年

後期

演奏会制作法

佐藤　修悦

●履修条件　引き続き、学校で義務付けられる以外にもコンサート会場、劇
場に目を向け、通う習慣を身に付けること。

●授業の概要　演奏会制作法の続編となるが、一歩でも二歩でも前進させた
い。主要コンサートホールや劇場は音楽の世界で生きようとする
者にとって究極の目標の場である。アスリートであれば国際大会
のフィールドという訳だ。この授業ならではの利点を徹底的に生
かしホール・劇場になじみ、様々なことを体得。さらに音楽ビジ
ネスという視点を持つこととその可能性を探りたい。

●授業の到達目標◎一般の人によい音楽を薦められる「音楽ソムリエ」に成ること。
◎音楽ビジネスの感触を獲得すること。

●授業計画１ 授業ガイダンス
２ 音楽市場の観察・調査・報告①
３ 音楽市場の観察・調査・報告②
４ 音楽市場の観察・調査・報告③
５ 新人アーティストの発掘と育成
６ 演奏会の運営
７ コンサートホール、オペラ・バレエ劇場の運営
８ オーケストラの運営
９ 成功のためのセルフマネジメント
10 アーティストマネジメント

11 指定管理者制度の理解
12 外交・交渉・営業・ミーティングの仕方
13 著作権、著作隣接権
14 資金調達法、メセナ、スポンサー、公的補助について
15 まとめ

●授業時間外の学習
◎できるだけ多くのコンサート、およびオペラ等を鑑賞・研究

●教科書・参考書等　授業時にプリントを配布。参考資料として、コンサートチラシ
の収集、毎月の「ぶらあぼ」を確保。必ず「音楽の友」、主要新
聞（特に朝日新聞）等に目を通す。

●成績評価
　授業全体の理解について、100点満点で評価する。
　レポート（50点）、出席日数・受講態度（50点）
A 総合点が80点以上の者
 （基本的な諸事項を十分理解している）
B 総合点が60点以上の者
 （基本的な諸事項をほぼ理解している）
C 総合点が50点以上の者
 （基本的な諸事項をある程度理解している）
D 総合点が49点以下の者
 （基本的な諸事項の理解が欠けている）

●履修条件　なるべく2015年以降、学校で義務付けられる以外にもコンサー
ト会場、劇場に通う習慣を身につけること。

●授業の概要　演奏会制作法はさほど難しいものではない。むしろ易しく、誰
にでもできるものだ。
　ただ何を制作し、お客様に何を伝えるかが難しく、最も大切な
ことである。しかもほとんどの演奏会はリスクを伴い、継続して
こそ信頼を得られ、事業となるものだ。と説明すると学生達は途
端に引き始める。しかし現実は現実なのである。
　都内の年間演奏会数が約５千回と聞いて諸君はどう思うだろ
う。分析しなければならない情報だ。昔からこんなにたくさんあっ
たのだろうか。日本の演奏会史にも触れてみたい。さらに古代ロー
マの一地方都市ポンペイを例に人間生活にとって何故、音楽等
の芸術や娯楽が必要だったのか考察したい。
　最後に、演奏会制作法は単なる技術の他に、背景である現実
の音楽市場（マーケット）事情に明るくなること、また個 人々の
やる気等の精神力の部分がどうしても必要なのである。究極はや
はり個 人々の人間力に関わってくるのだ。

●授業の到達目標　まずはクラシックコンサートにできるだけ多く連れて行きたい。
　音楽知識を身を持って獲得し、また世界でも有力な東京の音
楽市場（マーケット）事情に少しでも明るくなっていくこと。とに
かくクラシック音楽の現場になじませ、クラシック音楽に対する
自信を持たせたい。

●授業計画１ ガイダンス
２ 都内主要コンサートホール、劇場について
３ 主要演奏団体、演奏家について
４ 主要音楽主催者（音楽事業者）について
５ 聴衆の動向について
６ 音楽市場（マーケット）について

７ 音楽楽曲（使用楽曲）基礎知識（１）
 （プログラミングのための）
８ 音楽楽曲（使用楽曲）基礎知識（２）
 （プログラミングのための）
９ 演奏会制作工程表について
10 約束事と契約の重要性について
11 企画とチケット発売について
12 宣伝と販売促進について
13 収支予算と精算について
14 ヒットコンサートの作り方
15 まとめ

●授業時間外の学習
◎演奏会場見学および音楽会鑑賞
◎演奏会スタッフ体験

●教科書・参考書等　教科書：特になし。随時プリントを渡す。
　参考書等： 「私のオーケストラ史　回想と証言」　草刈津三（音

楽之友社）
　　　　　　 「史上最強のオペラ」　ジョセフ・ヴォルピー著　佐

藤真理子訳・監修　（インプレザリオ）

●成績評価
　授業全体の理解について、100点満点で評価する。
　レポート（50点）、出席日数・受講態度（50点）
A 総合点が80点以上の者
 （基本的な諸事項を十分理解している）
B 総合点が60点以上の者
 （基本的な諸事項をほぼ理解している）
C 総合点が50点以上の者
 （基本的な諸事項をある程度理解している）
D 総合点が49点以下の者
 （基本的な諸事項の理解が欠けている）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

音楽専攻１・２年

後期

アウトリーチ演習

永井　由比

2

音楽専攻１・２年

前期

アウトリーチ概説

永井　由比

●履修条件
　前期の「アウトリーチ概説」を履修した者。

●授業の概要
　現在、自治体や各文化会館での自主事業に置いて、学校や施
設に演奏家を派遣するアウトリーチ事業が盛んに行われている。
普段の生活（勉強）の場で、少人数で行われるこのコンサートは
演奏者と聴衆の垣根のないバリアフリーなコンサートとして大変
喜ばれる。この講座では、前期に学んだアウトリーチの手法を生
かして実際にプログラミングをし、演奏発表する。

●授業の到達目標
　聴衆と感動が共有できるコンサート作りをする。
　一時間のコンサートで何を伝えたいか、また何を伝えるべきか
考えていく。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 企画作り
３ 企画作り
４ プログラム構成
５ プログラム構成
６ 聴衆が参加できるコンサート作り

７ 聴衆が参加できるコンサート作り
８ 楽器演奏体験について
９ 演奏発表
10 演奏発表
11 演奏発表
12 演奏発表
13 演奏発表
14 演奏発表
15 まとめ

●授業時間外の学習
　演奏発表に向けて個々、またはグループで練習をしっかりとし
てくること。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業への取り組み姿勢、演奏発表などで判断する。

（出席態度50%　演奏発表50%）

A 総合点が80点以上のもの
B 総合点が60点以上のもの
C 総合点が50点以上のもの
D 総合点が49点以下のもの

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　アウトリーチとは、英語で手を伸ばすことを意味する言葉であ
る。福祉などの分野における地域社会への奉仕活動、公共機関
の現場出張サービスなどの意味で多用される。音楽でのアウトリー
チというものは、演奏家が学校や施設などに出向いて、普段の
生活空間（教室や音楽室）で演奏会やワークショップを行うこと
である。ここでは、その音楽におけるアウトリーチ活動について、
音楽というソフトをどう社会に還元していくか、また、聴衆と演
奏を通して感動を共有できる舞台（プログラム）や手法を模索し
ていく。

●授業の到達目標
　学年や対象に適したプログラム作り。
　一時間のコンサートで何を伝えたいか、また何を伝えるべきか
を考え、それを生かした企画を作る。

●授業計画
１ ガイダンス　アウトリーチとは
２ 公共ホールや自治体によるアウトリーチの評価と課題
３ 施設や場所によつそれぞれのアウトリーチの手法
４ 楽器紹介について①
５ 楽器紹介について②

６ 楽器紹介について③
７ 学校訪問アウトリーチについて①
８ 学校訪問アウトリーチについて②
９ 学校訪問アウトリーチについて③
10 福祉施設、養護学校におけるアウトリーチについて①
11 福祉施設、養護学校におけるアウトリーチについて②
12 福祉施設、養護学校におけるアウトリーチについて③
13 アウトリーチにおけるワークショップの手法①
14 アウトリーチにおけるワークショップの手法②
15 まとめ

●授業時間外の学習
・プログラミングするにあたり色 と々曲を調べておくこと
・専修楽器について構造など勉強しておくこと

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業への取り組み姿勢、レポートなどの提出物で
判断する。（出席態度50%　レポート50%）

A　総合点が80点以上のもの
B　総合点が60点以上のもの
C　総合点が50点以上のもの
D　総合点が49点以下のもの
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻１・２年

通年

声楽アンサンブルＡ／Ｂ

松井　康司

2

音楽専攻１年

通年

合唱

樋本　英一

●履修条件
　Ａは男子のみ必修（日本音楽以外）。
　Ｂは男子（日本音楽以外）及び声楽専修の女子は必修である。
　他専修、他専攻の学生（特に男性）の積極的な履修を希望する。
　定期演奏会、オペラ実習試演会に参加する意欲を求める。

●授業の概要
　この授業では、日本人作曲家による混声合唱曲を取り上げる。
曲は未定だが、日本語の美しさとハーモニーの関係を深く探って
いく。
　曲目は、履修人数を考慮し決める。
　この授業は、定期演奏会向けてオーケストラ向き合唱曲を取り
上げる。定期演奏会後は、オペラ実習試演会に向け合唱練習を
行っていく。

●授業の到達目標
　声によるハーモニー感覚を身につける。
　日本語による歌唱表現を身につける。

●授業計画
　11月の定期演奏会に向けて授業を進めていく。本番前には臨
時練習を組むことがある。
第１回 今年度の履修人数の確認とレベルチェック
第２回 簡単な混声合唱曲に取り組む（定期演奏会演奏曲を決定）
第３回～第15回 定期演奏会演奏曲の音取り練習　
第16回～第24回 定期演奏会演奏曲を音楽的に深めていく
第25回～第30回 オペラ実習試演会に向けての合唱練習

●授業時間外の学習
　授業で言われたことを確認する復習をすると共に、次回授業で
取り上げる曲の音取りをしておくこと。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
Ａ　 授業に積極的に参加し、強い意識を持って本番に取り組ん

だ者。
Ｂ　 授業への欠席はあったが、強い意識を持って本番に取り組ん

だ者。
Ｃ　授業への欠席があり、本番への意識が低かった者。
Ｄ　 授業への欠席が目立ち、本番の舞台に立つことができなかっ

た者。

●履修条件
　本授業は必修科目である。音楽大学で、なぜ「合唱」が必修
であるかを考え、熱意、意欲をもって受講すること。

●授業の概要
　合唱作品とその演奏を通して、合唱及び声楽において息の線、
そのゆれ、そして言語の発音、意味がいかにその作品を演奏す
る上で重要かを知り、その上でアンサンブルすることの意味、楽
しさを味わう。その過程に合唱作品を練習、指導していく方法、
要領が含まれる。

●授業の到達目標
　詞（テキスト）、音楽に即した息づかいをし、それを人と合わせ
ていくこと、その楽しさを知る。

●授業計画
１ パート分け及び平易な作品による導入
２−４ ルネッサンスあるいは古典期ごろの宗教作品
５−７ イタリア語による作品
８−10 英語による作品
11−15 日本の合唱作品①
16−18 日本の合唱作品②
19−21 日本の合唱作品③
22−24 日本の合唱作品④
25−27 日本の合唱作品⑤
28−30 ポップス系の合唱作品

●授業時間外の学習
　授業で不十分であった譜読みは各自で補うこと。
　配布されたコピー譜を各自製本すること。

●教科書・参考書等
　授業用コピー譜をその都度配布。

●成績評価
　出席状況・授業への取り組みを重視する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻１・２年

後期集中

合奏Ａ／Ｂ

奥田　雅代

1

音楽専攻１・２年

前期

オーケストラ・スタディＡ／Ｂ

奥田　雅代

●履修条件
　前期授業「オーケストラ・スタディ」で単位認定を受けた者。
弦楽器専修者は必修である。
　弦楽器奏者以外についてはオーディション等で選出された者。

●授業の概要
　黒岩英臣氏を指揮者にお迎えして、11月の定期演奏会本番に
向けて、約6日間の集中リハーサルが行われる。
　個々の力が合わさると、素晴らしい響き、音楽が生まれること
を体感してほしい。演奏会当日まで、各自、練習・準備をすること。

●授業の到達目標
　オーケストラのリハーサルを通して、全員で演奏会に向けて、
それぞれの曲の完成度を高めていく。

●授業計画
第１回　 オーケストラガイダンス（オーケストラ授業に対する心が

まえ、様々な準備などについての確認）
第２回～第７回　黒岩氏とのリハーサル
定期演奏会当日　ゲネプロ　本番
第８回　 演奏会録画を鑑賞しながら、演奏について検証、反省

を行い、意見交換の場とする
　毎回のリハーサルスケジュールは、進行状況により、指揮者の
判断で適宜調整するものとする。

●授業時間外の学習
　課題曲の作曲者について調べ、そして他の作品も聴いてみる。
可能であればコンサート会場に足を運び、生のオーケストラの演
奏を聴いてみる。

●教科書・参考書等
　楽譜を配布する。演奏曲目のスコア、CDを準備すること。

●成績評価
　無断欠席、遅刻等をした者はその時点で履修を取消とし、失
格の対象とするので注意のこと。演奏だけではなく、譜面台や
椅子の準備も含めて成績評価の対象とする。

●履修条件
　弦楽器専修者は必修である。

●授業の概要
　後期「合奏」授業への準備段階とする。
① オーケストラプレイヤーとしての心がまえ、事前準備の重要性

の認識。各自の練習、スコアの用意、CD等なども聴き、作品
を理解して臨む。

② 演奏するためのテクニックやアンサンブル態力を習得する。パー
トごと、時に一人づつの演奏を課しながら、個人、セクション
の責任を高める。それぞれのパートを把握し、ひとりひとりが
オーケストラ全体を捉えられるようにする。

●授業の到達目標
　オーケストラを通して、個人の、そしてアンサンブルの技術の
向上。全員で１つの作品を作り上げる喜びを知る。

●授業計画
　曲目は4月に発表する。
　11月定期演奏会（オーケストラ）の演奏曲目を課題とする。
　毎回の練習スケジュールを作り、進める。しかし、進行状況に
より、適宜スケジュールを調整するものとする。

●授業時間外の学習
　課題曲の作曲者について調べ、そして他の作品も聴いてみる。
可能であれば、コンサート会場に足を運び、生のオーケストラの
演奏を聴いてみる。

●教科書・参考書等
　楽譜を配布する。演奏曲目のスコア、CDを準備すること。

●成績評価
　無断欠席、遅刻等をした者はその時点で履修を取消とし、失
格の対象とするので注意すること。
　学期末に実技試験を行う。（９月を予定）
A　 授業内容をよく理解して自らのパートのみならず、他のパートを

しっかり把握してアンサンブル奏者としての力を発揮できる者
B　 試験時、ところどころ技術向上、改善努力が必要に思われる

が、後期合奏においてアンサンブル能力向上が見込まれる者
C　 後期合奏授業においてなんとかついていけるレベル、もしく

は相当の個人的努力を求められる者
D　 後期合奏授業についていける能力が見込まれない者、遅刻、

無断欠席をした者

　試験の結果により後期合奏授業へのレベルが達していないと
思われる者には追試験を行い、場合によっては個人的指導も行
い、合奏授業に向けて能力を引き上げる機会を持つ。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻１・２年

通年

管楽アンサンブルＡｂ／Ｂ

石橋　雅一

2

音楽専攻１年

通年

管楽アンサンブルＡａ

永井　由比

●履修条件
　特になし。
　管楽器専修（サクソフォン専修以外）必修。
　１年生はフルート専修以外の学生を対象とする。

●授業の概要
　木管五重奏を中心としたアンサンブルと、管楽アンサンブルを
主体にピアノや弦楽器にもお手伝いいただいて色々な編成の合奏
を体験してもらう。
　夏休み中の宿題として木管五重奏編曲を課す（元曲は自由に選
ぶこと）。後期最初の授業で発表してもらう。

●授業の到達目標
　他の楽器の特性を理解する。アンサンブルの基本を身につ
ける。

●授業計画
［前期］
第１回  授業内容の説明と曲の選択
第２回～第６回 ハイドン、モーツァルトを中心に演奏実習
第７回～第14回 Ａ.ライヒャＦ.ダンツィを中心に演奏実習
第15回  前期のまとめ演奏と宿題の概要説明

［後期］
第16回～第18回  提出された課題（木管５重奏編曲）の演奏実

習と評価
第19回～第29回  フランス、ドイツの近現代木管五重奏曲を中

心に演奏実習
第30回  実技試験（コンサート形式で）

●授業時間外の学習
　授業をスムーズに進行するためにも、自分のパートをしっかり予
習して身に付ける様にしてくる事。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業中の演奏を重視。
　出席、実習への取組みと態度50％、実技試験、課題提出50％
で100点に換算
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　フルート専修必修。

●授業の概要
　この授業はフルートアンサンブルを主体に授業を展開していく
が、他の専修の学生や、演奏員の協力を得て、フルートと様々な
楽器とのアンサンブルも展開していく。
　学年末に受講生全員でフルートアンサンブルを中心とした演奏
会を行う。

●授業の到達目標
　二重奏から四重奏までのアンサンブル、また弦楽器やピアノと
のアンサンブルも体験し、自分たちの力でアンサンブルを作り上
げていく力を向上させる。

●授業計画
第１回　ガイダンス、学習曲目の検討と選択
第２回～第６回
　 ハイドン、モーツァルト、ベートーベンなどのフルートデュオを

中心とする演奏実習
第７回～第14回
　 J.S.バッハ 、W.F.バッハ、テレマンなどのフルートデュオを中

心とする演奏実習
第15回　前期の学習した曲の発表演奏と後期までの課題説明

後期
第16回～第19回
　課題の演奏発表
第20回～第25回
　 グーラウ、ドゥヴィエンヌなどのフルートトリオとカルテットの

演奏実習
第25回～第29回
　管楽アンサンブル演奏発表会に向けての制作 
第30回
　コンサート形式にて演奏発表会

●授業時間外の学習
　自分の担当パートはもちろんのこと、他のパートのスコアリー
ディングを予習すること。

●教科書・参考書等
　特になし

●成績評価
　出席状況、授業中の演奏、参加意欲、実技発表演奏会など
の取り組みを重視する。
Ａ総合点が80点以上のもの
Ｂ総合点が60点以上のもの
Ｃ総合点が50点以下のもの
Ｄ総合点が49点以下のもの
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

音楽専攻２年

前期

室内楽Ａｂ

北本　秀樹

1

音楽専攻２年

前期

室内楽Ａａ

荻野　千里・野口　千代光

●履修条件
　室内楽に興味と意欲のある方。

●授業の概要
　開講時に希望を募った上で楽曲を選定。

●授業の到達目標
　アンサンブルの向上。

●授業計画
　開講時に指示。

●授業時間外の学習
　各自、十分な練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　出席・授業への取り組み重視。学期末にレポートを提出。

●履修条件
　積極的にアンサンブルに参加する意欲のある学生、また他のグ
ループの演奏に興味を持って聴ける学生。

●授業の概要
　ピアノ三重奏曲・ピアノ四重奏曲、ピアノ五重奏曲を中心に取
り上げ、弦楽器とピアノ、各々の楽器の特徴や奏法等も学びな
がらアンサンブル能力の向上を目指す。
　授業はマスタークラス形式で進める。事前に曲目を発表するの
で、演奏する学生は勿論、聴講する学生も各自楽譜を準備し、
アンサンブルを作り上げるプロセスに立ち会って、楽曲への理解
を深め、その作品の意図を実現するために必要な技術やアンサ
ンブルの心構えを学んでいく。

●授業の到達目標
　様々な時代及び編成の室内楽作品を知り、それぞれの楽曲の
様式観とアンサンブル技術を習得する。アンサンブルの体験を通
して、音楽を共有する喜びを味わうこと。

●授業計画
１.　ガイダンス、学習曲目の検討
２. ～５.  古典派の室内楽
 （ピアノ・弦楽器を中心に）
 モーツァルト・ハイドン・ベートーヴェン等
６. ～８.  ロマン派の室内楽
 （ピアノ・弦楽器・管楽器を中心に）
 メンデルスゾーン・ブラームス・シューマン等

９. ～ 11. 近現代の室内楽（様々な楽器を含む）
12. ～ 13. 声楽を含む室内楽
14. ～ 15. ７月に行われる定期演奏会オーディションに向けて

●授業時間外の学習
　授業に向けて各自充分に練習し、必ず複数回の合わせをしてお
くこと。
　また、お互いの楽器の特徴なども調べておくこと。
　日頃から多くの室内楽作品のCD等を聴いて、知識を増やしてお
くように。

●教科書・参考書等
　シューマン、ドヴォルザーク、ショスタコーヴィチ、ブラームス
のピアノ五重奏曲、ベートーヴェン、メンデルスゾーンのピアノ三
重奏曲。モーツァルトのピアノ四重奏曲等。

●成績評価
Ａ　 事前準備が充分で、積極的な授業参加意欲が認められ、か

つ出席良好の者
Ｂ　事前準備、授業への参加意欲が中程度の者
Ｃ　 事前準備が不十分で、授業への参加意欲があまり認められ

ない者
Ｄ　出席が３分の２に満たない者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

音楽専攻２年

後期

室内楽Ｂｂ

蓼沼　恵美子

1

音楽専攻２年

後期

室内楽Ｂａ

市坪　俊彦

●履修条件
　ピアノ専修の学生を対象とするが、他の器楽専修の履修も可。

●授業の概要
　ピアノを含む室内楽作品を取り上げ、アンサンブルにおける奏
法や音楽作りを学んでいく。
　アンサンブルにおいては、ソロ以上に音に対する意識や柔軟性
が求められる。共演する楽器の特性をふまえた上での音色作りや
響きのバランス等、ピアノパートの役割を果たすために必要な具
体的な奏法を実践で学ぶ。
　ソロでは味わえない響きを体験したり、楽曲に対するそれぞれ
の楽器のアプローチの仕方を知ることによって、音楽的視野を広
げ、曲の理解を深めると共に、より幅広い表現を目指していきたい。
　演奏員の協力も得て、マスタークラスの形式で授業を進める。

●授業の到達目標
　アンサンブルの技術を修得し、相手の音をよく聴き、理解し
ながら一緒に演奏する楽しさを実感できることを目標に曲を仕上
げる。

●授業計画
1 ガイダンス及び曲目の検討。
2 曲目とメンバーを決定。
3 パート練習。（レッスン）
4 ～ 7 アンサンブル実習。
8 楽曲のまとめ。発表演奏の曲を決定。
9 パート練習。（レッスン）
10 ～ 14 アンサンブル実習。
15 発表演奏。
　※授業の進行は履修者の人数によって変更することがある。

●授業時間外の学習
　自分のパートをよく練習して授業に臨むこと。準備不足では、
アンサンブルを楽しむことは出来ない。
　事前にCDを聴いたり、スコアを見るなど、曲を理解しておく
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて、楽譜を各自準備する。

●成績評価
　出席状況、授業への取り組み方、意欲、成果など総合的に評
価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が65点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　履修者と若干の室内楽要員によって演奏可能な室内楽曲を選
出し、他奏者および異種楽器と合奏することの喜びと意義を実
際に体験していく。それとともに各作曲家のスタイル、室内楽特
有の奏法、技法等も学んでいく。

●授業の到達目標
　合図の出し方、音程の合わせ方等、基本的な合奏能力の向上。
独奏曲や協奏曲の演奏等とは違った室内楽特有の奏法やバラン
ス感覚の習得。スコアを含めた読譜力の向上。

●授業計画
１．ガイダンス
２．「室内楽」の歴史、概要についての考察、講義
３～７．  履修者の専門楽器によって編成を決定し、レッスン形式

の授業
 古典派… モーツァルト、ハイドン、ベートーヴェン、ボッ

ケリーニ他
８～ 11．ロマン派… シューベルト、シューマン、メンデルスゾーン、

ブラームス他
12 ～ 14．近現代… ラヴェル、ドビュッシー、バルトーク、ショ

スタコーヴィチ他
15．文化芸術としての室内楽の存在意義についての考察、講義

●授業時間外の学習
　各回、演奏を担当することになったグループは、事前に準備、
練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業態度、実技等平常点。出席状況50パーセント、
演奏実技30パーセント、授業態度20パーセントで100点に換算。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻１・２年

通年

ギター・アンサンブルＡ／Ｂ

佐藤　紀雄

1

音楽専攻２年

後期

室内楽Ｂｃ

白尾　　隆

●履修条件
　ギター専修者必修。

●授業の概要
　古典から現代までのギターアンサンブル作品をオリジナル曲、
編曲作品に加え学生自身の作品、学生自身による編曲作品等を
取り上げる。独奏楽器であるギターの習得過程でアンサンブルの
経験や技術を磨く機会を得ることは特に貴重である。将来、様々
な楽器とのアンサンブルや、新しい作品の演奏の際にスムースに
演奏を達成できるよう、様々な様式のアンサンブルに慣れ親しん
でおく。さらにアンサンブルを通してギターという楽器の独自の表
現力を各自が知ることともなる。
　また将来、多様な場面に応じて、自在なアンサンブルと形態で
応えられるよう簡単なアレンジも学生自身が行う。

●授業の到達目標
　年２回の発表会に向けて、アンサンブルの課題曲の演奏を完
成させる。

●授業計画
１ ～ ５回 カルメン組曲
６ ～ 10回 ロッシーニ『どろぼうかささぎ』序曲
11 ～ 15回 バントゥークイッカン
16 ～ 20回 ヴィバルディ四季より『春』
21 ～ 25回 ラベル・ワルツ
26 ～ 30回 佐藤敏直『風と光と空』

●授業時間外の学習
　授業で学ぶ作品の原曲を事前にCDで聴いたり、スコアを見て予
習する。またパート毎に練習しておく。

●教科書・参考書等
　開講時に楽曲を与える。
　音楽史、楽典書をその都度参考。

●成績評価
　出席状況、授業態度を重視する。
　Ａ　100 ～ 75点以上
　Ｂ　75 ～ 55点
　Ｃ　55 ～ 41点　出席75％以下
　Ｄ　40点以下　出席50％以下

●履修条件
　フルート専修の学生を対象とする。

●授業の概要
　フルートによる二重奏～五重奏（他の楽器を含まない）の重要
なレパートリーの習得。

●授業の到達目標
　仲間と協調しながら自己をよく主張し音楽を表現するという、
アンサンブル力の基本的な強化を目指す。

●授業計画
　課題曲の編成により、数グループに分け、状況を見ながら、期
間内に、出来るだけ多くのレパートリーを勉強する。
　クーラウ、クンマー等の古典から、ロレンツォ、デュボワ、ボ
ザ等の近代作品を習得する。

●授業時間外の学習
　個人レッスン同様、可能な限り仲間と練習し、授業までによく
準備し、また復習すること。

●教科書・参考書等
　楽譜をその都度貸し出すので、各自コピーすること。

●成績評価
　授業中の熱意、注意力、反応を考慮して評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

音楽専攻２年

通年

指揮法

樋本　英一

2

音楽専攻１・２年

通年

邦楽アンサンブルＡ／Ｂ

野坂　惠子

●履修条件
　指揮、指揮することに興味を持つ者。
　教職受講者必修。

●授業の概要
　指揮とは何か、指揮者とは何かについて「指揮法」というもの
を通して学ぶ。また総譜（スコア）の読み方にも触れる。

●授業の到達目標
　指揮することにおいていかに息づかいが重要であるか、そして
指揮者自らが息で演奏していることが良い指揮につながるという
ことを知る。

●授業計画
第１講 指揮、指揮者の成り立ち
　２ 指揮の二大要素、運動と図形について
　３ 音を出すこと、とること及び の扱い
　４ アクセント（表情の変化）、及び・予備について
　５  Tempo、ディナミークの変化、左手（指揮棒を持たない

方の手）の扱い
６～７  第８講以降の課題（Beethoven Sym No.5他）の概説

と指揮
８以降  上記の課題について個人レッスン形式で授業を進める。
    30 まとめ

●授業時間外の学習
　第6講以降の課題曲についてはCDを聴くこと。

●教科書・参考書等
　Beethoven Sym No.5（ミニチュアスコアでよい。版は問わ
ない）
　他の課題についてはコピー譜を配布。
　指揮棒を用意すること（第１講でそれについて解説する）。

●成績評価
　上記課題による実技試験及び出席状況。
　出席評価の明確な基準は示さない方が良しと考える。
　実技試験の明確な基準を言葉にはできない。
　授業での課題をいかに理解、体現しているかにかかる。

●履修条件
　日本音楽専修は必修。

●授業の概要
◦ 古典曲の合奏を時代を追って取り上げる。江戸・明治・大正・

昭和の代表的な作品を通して、先人が残した邦楽器の世界を
知り、その可能性を探る。

◦ 現代の作曲家たちの作品を学び、新しい視点の拡がりや可能
性を体感する。作曲家をお招きし、自作品に対する思いや指導
もお願いする。

●授業の到達目標
　邦楽器の特性・可能性について各人が意見をもつこと。その上
でアンサンブルの楽しさを充分に味わってもらうこと。

●授業計画
◦「六段の調」とグレゴリオ聖歌「クレド」の合奏
◦「八段の調」「楓の花」「五段砧」「協奏曲みだれ」等々
◦「水面の舞」金光威和雄作曲
◦「二十弦と十七弦の為のプレリュード」「奏鳴の譜」新実徳英
◦「偲琴」「赤光」西村朗作曲
◦「 コンチェルティーノ」「糸竹一章」「碧潭尺八・三味線・箏に

よる」浦田健次郎作曲
◦「百鬼夜行絵巻」高橋悠治作曲
◦「観想の佇い」山本純ノ介作曲
◦「交響潭詩」伊福部昭作曲
◦「詩曲Ⅰ」松村禎三作曲
◦「雪はふる」「芭蕉五句」湯浅譲二作曲等々
他、若手作曲家の新作も取り上げたい。年二回行なうコンサート
の曲目も取り上げる。

●授業時間外の学習
　決定した曲目を必ず予習すること。
　他の奏者の音を聴き、すばやく反応できる感性を育てる為。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況と平常点で評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

音楽専攻１・２年

前期集中･後期集中

伴奏 A ／ B

荻野　千里

2

音楽専攻２年

通年

伴奏法

羽生　百合子

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　前期・後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時
の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・修了演奏会）をもっ
て各々単位認定を行う。“伴奏受講票”を使用のこと。

●授業の到達目標
　伴奏の役割を学びつつ、また、アンサンブルの楽しみも感じて
ほしい。
　それらを試験、演奏会という場につなげるようにする。

●授業計画
　各々の実技担当教員のレッスン計画による。

●授業時間外の学習
　「伴奏」はパートナーとしての重要な役割を持つので、初回のレッ
スンまでに充分な練習を積んでおくこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　決められたレッスン回数をクリアし、演奏発表を行なった場合
は「Ａ」と認定する。
　上記条件を満たしていない場合は「Ｄ」と認定する。

●履修条件
　教職課程受講生は必修とするが、そうでない学生も、アンサン
ブルに関心を持つ者は歓迎する。ただし、ピアノの演奏技量はツェ
ルニー 30番程度以上が望ましい。

●授業の概要
　伴奏の変遷をオーディオ資料と実習で音楽史に沿って見つめて
いく。
　声楽曲、弦楽器曲、管楽器曲等、色々な曲をこなす事によっ
て様式感に合った伴奏技能を身につけていく。
　また、旋律パートを内的に歌うと同時に伴奏パートを見て弾い
たり、コードネームを読んでピアノ伴奏をつけるなど、基礎的な
事も習得する。
　実習では、委託演奏員の協力も得て公開レッスン風に授業を
進め、お互いの演奏を聴き合う事により、良い伴奏とはどのよう
なものかを研究していく。
　また、ピアノ専修以外の学生も、自身の専修楽器・声楽だけ
でなく、ピアノ伴奏を経験して、音楽作品を立体的にとらえる事
を学ぶ。

●授業の到達目標
　各時代、様式に合った演奏が出来る。
　楽器の特性やその作品を幅広く知る事によって、より良いアン
サンブルが出来る。

●授業計画
1　授業ガイダンス
2 ～ 3　合唱曲（学校の教材等）
4 ～ 6　バロック時代の声楽曲（通奏低音）
7 ～ 9　Mozart、Beethoven、Schubertの歌曲
10 ～ 14　器楽曲〔Ⅰ〕
15　後期ガイダンス
16 ～ 18　器楽曲〔Ⅱ〕
19 ～ 20　イタリア歌曲とオペラ
21 ～ 22　ドイツリート
23 ～ 24　フランスメロディ
25 ～ 26　20世紀の歌曲
27 ～ 30　試験曲研究等まとめ

●授業時間外の学習
　毎週課題が出されるので、予習、復習に努めること。
　また、各期2、3回は公開レッスン時のピアノ伴奏実習に当た
るので、十分事前準備をすること。

●教科書・参考書等
　授業時にその都度指示、プリントを配布する。

●成績評価
　実技試験、レポート提出、出席状況、平常の授業態度、これ
らを総合的に評価する。
Ａ　80点以上（アンサンブルを十分理解し良く表現できた）
Ｂ　60点以上（アンサンブルをほぼ理解し表現できた）
Ｃ　50点以上（アンサンブルをある程度理解し何とか表現できた）
Ｄ　 49点以下（アンサンブルを理解できず、うまく表現できなかっ

た。または出席日数の足りない者）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯◯1

音楽専攻１年

後期集中

特別講座

植松　伸夫

◯1

音楽専攻１・２年

通年

特別演習Ａ／Ｂ

松井　康司・奥田　雅代

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。

●履修条件
　A・Bともに全専修必修。

●授業の概要
　公開講座、学内演奏会、定期演奏会、卒業演奏会の４つが特
別演習の内容である。公開講座はプロの演奏家による演奏会を中
心とする。定期演奏会は２夜で構成され、オーディションにより
出演者を決める。学内演奏会は本科生は成績優秀者の出演、専
攻科生は必須で全員出演する。卒業演奏会も成績優秀者による
演奏会である。
　音楽の勉強は自分自身の毎日の練習、訓練の積み重ねが大切
なのはもちろんのことだが、現役で活動している音楽家や、一緒
に学んでいる学生の演奏を聴くことからの得るものの大きさも是
非認識して欲しい。

●授業の到達目標
　様々な演奏、楽曲を聴くことにより、音楽の理解力をさらに深
める。

●授業計画
　公開講座、学外演奏会、学内演奏会は、それぞれのジャンル
に出席義務回数が定められている。
　日程、演目、出席義務回数の詳細はオリエンテーション時に
発表する。
　また日程は変更となる場合もあり、常に掲示を確認のこと。

●授業時間外の学習
　ゲストの音楽家や、演奏される楽曲について調べ、理解を深め
ること。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　各公演の開演前、終演後に行う出席チェックによる出席状況
にて評価。
Ａ　 ３つのジャンルの出席義務回数を満たし、さらにそれ以上の

出席回数が認められた者
Ｂ　３つのジャンルの出席義務回数を満たした者
Ｃ　 ３つのジャンルの出席義務回数を満たさず、担当者と相談の

上、他のジャンルへの複数出席を条件とされた者
Ｄ　出席回数不足の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

音楽専攻１・２年

前期集中

海外特別演習Ａ／Ｂ

松井　康司・永井　由比

◯1

音楽専攻１・２年

前期集中･後期集中

コラボレイト実習Ａ／Ｂ

松井　康司

●履修条件
　研修旅行に参加する意志のある者。

●授業の概要
　今回の研修旅行は、ドイツを訪れる。前半は、フライブルクに
てレッスンを受け、その後、ザルツブルク、ミュンヘン等、音楽家
ゆかりの地を訪れる。詳細は未定。また、各都市にて、オペラ・
コンサートの鑑賞も予定している。

●授業の到達目標
　充実した研修旅行にするため、実技面において、レッスンに向
け、充分な事前準備を心がける。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 旅行会社による説明会Ⅰ
３ 訪問都市についての勉強会Ⅰ
４ 　　　　　 〃　　　　　Ⅱ
５ 旅行会社による説明会Ⅱ
６ 訪問都市についての勉強会Ⅲ
７ 受講曲による試聴会
８ 研修旅行

●授業時間外の学習
　訪れる町の歴史や、関係する作曲家について深く学んでおく
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示する。

●成績評価
Ａ　 事前の授業に休むことなく出席し、研修旅行に積極的に参

加した者。
Ｂ　事前の授業に休むことなく出席し、研修旅行に参加した者。
Ｃ　事前の授業に出席し、研修旅行に参加した者。
Ｄ　事前の授業に出席不良、研修旅行に参加できなかった者

●履修条件
　専攻主任からの指名により履修できる。

●授業の概要
　専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に
演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表を
もって単位認定を行う。コラボレイト実習受講票を使用のこと。
　なお、単位認定は、前期・後期、１回ずつを限度とする。

●授業の到達目標
　演劇公演等に演奏者として参加することにより、演劇等におけ
る音楽の在り方を考え、学ぶ。

●授業計画
　各々の公演担当教員の稽古計画による。
第１回　打ち合わせ
第２回　稽古への参加　Ⅰ
第３回　稽古への参加　Ⅱ
第４回　稽古への参加　Ⅲ
第５回　本番

　稽古への参加は１回につき、授業３回分に相当。本番は授業
５回分に相当。

●授業時間外の学習
　演劇専攻の公演に参加する重要な役割であるため、自ずと演
出家や音楽監督の要望に応えるよう練習をしていかなくてはなら
ない。

●教科書・参考書等
　公演台本等、各公演により異なる。

●成績評価
Ａ　 稽古に積極的に参加し、本番での演奏が、公演の質を高め

た者
Ｂ　予定された稽古に参加し、本番で力を発揮した者
Ｃ　本番で演奏はしたが、稽古への参加が積極的ではなかった者
Ｄ　専攻主任の指名による授業のため不適格者はいない
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯◯2／ 4

音楽専攻１・２年

通年

副科実技Ⅰ・Ⅱ／第二実技Ⅰ・Ⅱ

各担当教員

◯4

音楽専攻１・２年

通年

第一実技Ⅰ・Ⅱ

各担当教員

●履修条件
　全学生の必修科目である。
　なお、他専攻の学生も履修することができる。

●授業の概要
　全学生が各自の実技担当講師のもとで、週1回、20分のレッス
ンを受ける。内容については、個人レッスンとなるため、個々の
レベルに合わせた課題を与え指導を行っていく。
　試験は後期に１回行い、20回以上のレッスンを受けることによ
り試験を受ける権利を得ることができる。なお、副科実技はレッ
スン時間が短い。別途徴収にはなるが、レッスン時間を40分に
する「第二実技」という制度がある。

●授業の到達目標
　担当講師との一対一の授業となるため、到達目標は各自異な
る。副科実技としてのテクニックのレベルアップと表現力の向上
という点が全学生に対して言える目標である。

●授業計画
第1回 オリエンテーション及び課題の検討
第2回～第21回  与えられた課題のレッスンを数回受け、まとめ

あげ、次の課題へと進んで行くという形を繰
り返して行く。

第22回 試験曲の検討
第23回 試験曲の決定
第24回～第28回 試験曲のレッスン
第29回～第30回 試験曲のまとめ。伴奏合わせ等

個人レッスンのため、これは授業計画の例である。

●授業時間外の学習
　レッスンごとに与えられる課題に対し、しっかりと予習をして次の
レッスンに臨むこと。

●教科書・参考書等
　個々のレベルに応じて、エチュード、楽曲を指定する。

●成績評価
　20回以上のレッスンを受けた者が演奏試験を受けることができる。
A 演奏試験において、審査員の評価の平均点が80点以上の者
B 演奏試験において、審査員の評価の平均点が65点以上の者
C 演奏試験において、審査員の評価の平均点が50点以上の者
D 演奏試験において、審査員の評価の平均点が49点以下の者
  あるいは、レッスンの出席回数が足りなくて受験資格がなかっ

た者

●履修条件
　全学生の専門実技として必修科目である。

●授業の概要
　全学生が、各自の専修実技を担当講師のもとで、本科は週１回、
50分のレッスンを受ける。内容については、個人レッスンになる
ため、個々のレベルに合わせた課題を与え指導を行っていく。試
験は前期、後期と２回行い、特に後期試験はレッスンを20回以
上受講しないと試験を受ける権利を得ることができない（ただし、
声楽については１年次のみ前期には試験をおこなわない）。１年次
後期試験と２年次前期試験の成績優秀者は学内演奏会に出演す
ることができ、２年次後期試験の成績優秀者は卒業演奏会に出
演することができる。

●授業の到達目標
　担当講師との一対一での授業となるため、到達目標は各自異な
る。専門実技のテクニックのレベルアップと表現力の向上という
点が全学生に対して言える目標になるが、担当講師が各学生のレ
ベルを把握し、レベルに応じてエチュード、楽曲等を与え、与え
た課題をレッスンを通して演奏できるようにしていくことを到達目
標とする。

●授業計画
第1回 オリエンテーション及び課題の検討
第2回 ～ 第5回 与えられたエチュード、楽曲のレッスン
第6回 楽曲のまとめ。伴奏合わせ等。
第7回 試験曲の検討。または、新しい課題の検討

第8回 試験曲の決定。
第9回 ～ 第13回  エチュード及び試験曲研究。あるいは、与え

られた課題のレッスン。
第14回 ～ 第15回  試験曲研究まとめ、伴奏合わせ等。
第16回  新たな課題の検討
第17回 ～ 第20回 エチュード、楽曲のレッスン
第21回  楽曲のまとめ。伴奏合わせ等
第22回  試験曲の検討
第23回  試験曲の決定
第24回 ～ 第28回 エチュード及び試験曲研究
第29回 ～ 第30回 試験曲研究まとめ。伴奏合わせ等

　個人レッスンのため、これは授業計画の例である。

●授業時間外の学習
　レッスンごとに与えられる課題に対し、しっかりと予習をして次の
レッスンに臨むこと。

●教科書・参考書等
　個々のレベルに応じて、エチュード、楽曲を指定する。

●成績評価
　20回以上のレッスンを受けた者が演奏試験を受けることができる。
A 演奏試験において、審査員の評価の平均点が80点以上の者
B 演奏試験において、審査員の評価の平均点が65点以上の者
C 演奏試験において、審査員の評価の平均点が50点以上の者
D 演奏試験において、審査員の評価の平均点が49点以下の者
  あるいは、レッスンの出席回数が足りなくて、受験資格がなかっ

た者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／2

2

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ａｂ

越光　照文

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ａａ

三浦　　剛

●履修条件
　ｂ組必修。授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。
「個」の訓練とグループワークの二つを両立させること。補習を随時
実施する予定であるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、各自が有する資質の伸ばすべき長所と克服すべき
短所とを見極め、俳優を目指すための確かな動機づけと学習習慣を
確立させることを目的とする。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」
を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、作品発
表へと段階を追って進みながら、演技表現の基本を学ぶこととする。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、随時補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表
５ 「シーンワーク」の課題提示
６ 「シーンワーク」の本読み、その①

７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表内容の質を総合的に判断して評
価する。なお、当然ながら、補習も含めた授業への出席が良好で
あることを前提とする。
Ａ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価で
きる。

Ｂ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。

●履修条件
①a組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を
着用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
•  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に基
礎的な演技メソッドを学習していく。

•  相手役との「関係性」を重視し、配布された戯曲を「課題」と
して、研究、稽古、完成させ発表する。

•  「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優にとっ
て必要なこれらの基礎的な扱い方を課題の中で学習していく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな問題点、課題を発見する
こと。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１

７ 訓練・課題立ち稽古２
８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダメ
だし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
　A：①～⑤のうち全てを獲得した者
　B：①～⑤のうち４つを獲得した者
　C：①～⑤のうち３つを獲得した者
　D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ａｄ

宮崎　真子

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ａｃ

ペーター・ゲスナー

●履修条件
　ｄ組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　基本的な呼吸法、発声、動きを身につける。シェイクスピアの
戯曲を通して、きちんと話す、きちんと聞く、きちんと動く、止ま
る、座る、といった、基本的な所作を身につけることに重点を置
き、次に、共演者との関係性を構築していくプロセスを体得する。
自分らしさ、個性を引き出すと共に、演出的な視点＝舞台空間に
おけるポジションの取り方、緩急のつけ方、自分の見せ方、観客
をどう意識するか等、具体的に客観性を持って、観る人を感動さ
せる表現術を探求する。
　後半は、前半の授業の成果をひとつにまとめるために、発表
会の準備を行う。一本の公演を行うために必要な役割分担、集
団創作における協調性を身につける。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　演技の基礎となる発声を身につける。
②　演技の基礎となる所作を身につける。
③　集団創作を理解し、上演の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、即興劇
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現１
４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現２

５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解
６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、立ち稽古
７  呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１とキャスティン

グ発表
８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２とダメだし
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３とダメだし
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４とダメだし
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
13 課題発表７とダメだし
14 課題発表８とダメだし
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るので
入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改善
すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「オセロー」小田島雄志訳（白水社版）学校でまとめて注文する。
すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は
半日にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。

●履修条件
　ｃ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
に、この授業でゲームとインプロゼーションとエチュードを行う。
次にワンシーンを使って演技の基礎をさらに深める。①サブテク
ストをどのように創出するのか②なりゆきの重要性を理解する③
ターニングポイントのきっかけを掴む④困難な状況において自分
の演技を維持する。さらに、実に些細な個人的状況がより大き
な世界の諸問題とどのように結びつくのかを考える。このような
状況に対する自分自身の結論を独自の方法によって表現すること
を身につけてほしい。以上を通じて役になるのではなく役を演じ
ることを学んでいく。授業はルドルフ・ベンカ（ベルリン「エルン
スト・ブッシュ」俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズムー
スシアターカルガリー）によるメソッドを用い、演劇訓練の基本を
復習することから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１ 導入
２－８ ゲーム、エチュード、インプロゼーション
９－26 シーンワーク
27－28 発表会と反省
29－30 まとめ

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「シアタースポーツ」キース・ジョンストン著（英語版）

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者
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／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ｂｂ

宮崎　真子

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ｂａ

ペーター・ゲスナー

●履修条件
　ｂ組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　基本的な呼吸法、発声、動きを身につける。シェイクスピアの
戯曲を通して、きちんと話す、きちんと聞く、きちんと動く、止ま
る、座る、といった、基本的な所作を身につけることに重点を置
き、次に、共演者との関係性を構築していくプロセスを体得する。
自分らしさ、個性を引き出すと共に、演出的な視点＝舞台空間に
おけるポジションの取り方、緩急のつけ方、自分の見せ方、観客
をどう意識するか等、具体的に客観性を持って、観る人を感動さ
せる表現術を探求する。
　後半は、前半の授業の成果をひとつにまとめるために、発表
会の準備を行う。一本の公演を行うために必要な役割分担、集
団創作における協調性を身につける。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　演技の基礎となる発声を身につける。
②　演技の基礎となる所作を身につける。
③　集団創作を理解し、上演の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、即興劇
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現１
４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現２
５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解

６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、立ち稽古
７  呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１とキャスティン

グ発表
８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２とダメだし
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３とダメだし
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４とダメだし
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
13 課題発表７とダメだし
14 課題発表８とダメだし
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るの
で入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改
善すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「オセロー」小田島雄志訳（白水社版）　学校でまとめて注文
する。すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は
半日にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。

●履修条件
　ａ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意がありプロ
フェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求があ
ること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
にこの授業でゲームとインプロゼーションとエチュードを行う。次
にワンシーンを使って演技の基礎をさらに深める。①サブテクス
トをどのように創出するのか②なりゆきの重要性を理解する③
ターニングポイントのきっかけを掴む④困難な状況において自分
の演技を維持する。さらに、実に些細な個人的状況がより大き
な世界の諸問題とどのように結びつくのかを考える。このような
状況に対する自分自身の結論を独自の方法によって表現すること
を身につけてほしい。以上を通じて役になるのではなく役を演じ
ることを学んでいく。授業はルドルフ・ベンカ（ベルリン「エルン
スト・ブッシュ」俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズ
ムースシアターカルガリー）によるメソッドを用い、演劇訓練の
基本を復習することから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１ 導入
２－８ ゲーム、エチュード、インプロゼーション
９－26 シーンワーク
27－28 発表会と反省
29－30 まとめ

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「シアタースポーツ」キース・ジョンストン著（英語版）

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者
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―

キャップ制
対象外

／2

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Ｂｄ

越光　照文

演劇専攻１年

前期

基礎演劇演習Bｃ

三浦　　剛

●履修条件
　ｄ組必修。授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。
「個」の訓練とグループワークの二つを両立させること。補習を随時
実施する予定であるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、各自が有する資質の伸ばすべき長所と克服すべき
短所とを見極め、俳優を目指すための確かな動機づけと学習習慣を
確立させることを目的とする。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」
を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、作品発
表へと段階を追って進みながら、演技表現の基本を学ぶこととする。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、随時補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表
５ 「シーンワーク」の課題提示
６ 「シーンワーク」の本読み、その①

７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表内容の質を総合的に判断して
評価する。なお、当然ながら、補習も含めた授業への出席が良好で
あることを前提とする。
Ａ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価で
きる。

Ｂ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ　 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。

●履修条件
①ｃ組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を
着用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
•  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に基
礎的な演技メソッドを学習していく。

•  相手役との「関係性」を重視し、配布された戯曲を「課題」と
して、研究、稽古、完成させ発表する。

•  「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優
にとって必要なこれらの基礎的な扱い方を課題の中で学習して
いく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな問題点、課題を発見する
こと。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１

７ 訓練・課題立ち稽古２
８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダメ
だし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
　A：①～⑤のうち全てを獲得した者
　B：①～⑤のうち４つを獲得した者
　C：①～⑤のうち３つを獲得した者
　D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者
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1

1

演劇専攻１年

前期

ボイス・トレーニング（歌唱）

信太　美奈

演劇専攻１年

前期

身体トレーニング

山本　光二郎

●履修条件
　必修。
　素直に何でもトライしたい意欲のある者。

●授業の概要
　芝居の為、歌の為の呼吸・筋肉・声の出し方・歌い方などを
学ぶ。
　「ヴォイス」声とはどんな物なのかを知る。
　声と心と筋肉の関係を知る。
　声について色々な角度から試す。

●授業の到達目標
　身体を使った声で、芝居も歌も舞台にたてるようになりたい。
完全にはできなくとも、意識は持てるように。

●授業計画
１ 自己紹介（ひとりひとり歌ってもらう）
２ 　　　　　〃
３ 呼吸と声
４ 声と筋肉と心
５ 　　　　　〃

６ 発声と感情
７ 身体の意識
８ 発声をしながら気持ちを出す
９ 　　　　　〃
10 台詞を言いながらの気持ちと筋肉について意識する
11 　　　　　〃
12 台詞、歌を通しての気持ちと筋肉について意識する
13 　　　　　〃
14 　　　　　〃
15 課題出して試験、まとめ

●授業時間外の学習
　授業でやったことを必ず復習。次の授業の時にはそれが無意識
でもできるようにしてくる。
　たくさんの音楽を聞く。たくさんの舞台人の声を聞く。

●教科書・参考書等
　授業中にプリントあるいは楽譜を配布。

●成績評価
Ａ 出席 100％ 意欲があり、課題に対してもしっかりやってくる人。
Ｂ 出席 90％ 課題をやってくる。まあまあ覚えてくる。
Ｃ 出席 70％ 課題はやっても覚えていない。
Ｄ 出席率が悪く、態度も悪い。

●履修条件
　必修。
　カラダを動かすことをいとわない者。

●授業の概要
・ カラダで表現することに気づき、可能性を確かめる授業である。
  テクニックの習得もさることながら、受講者個人のカラダに対
する許容範囲を広げることを目的とする。

・ カラダの柔軟性、カラダの持っているリズムを確認する。
・  ダンスカンパニーコンドルズの持つ不思議な世界を紹介する、
そこから舞台人として自身の見せ方、見られ方を学ぶ。
・  楽器を使える人、声を使える人はコンテンポラリーダンスを自身
のパフォーマンスと融合することを学ぶ。

●授業の到達目標
　カラダを動かすことによって気付く自身の可能性を発見、認識、
利用、表現する。

●授業計画
第１週 ガイダンスを受ける
第２週～第６週 ストレッチする
 カラダで遊んでみる
 踊るを遊ぶ
第７週～第10週  振付けを覚えるトレーニング、音楽と共に動き

のフレーズを学習する
  雑誌、絵本などメディアを使って踊ることを学ぶ
第11週～第15週 コンドルズのダンスを踊ってみる
 演出を含めた小作品をつくる

●授業時間外の学習
　授業に参加するには健康であることが大前提であるので、日常
的に怪我や病気に注意し、健やかな状態を維持すること。

●教科書・参考書等
　動きやすい、床に転がってもよい服装
　裸足もしくは靴下

●成績評価
　出席状況・授業への取り組み重視（90％）、レポート提出（10％）
を100点に換算
A：80点以上
B：60点以上
C：50点以上
D：49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

／2

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ａｂ

三浦　　剛

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ａａ

越光　照文

●履修条件
①b組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を着
用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
•  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に基
礎的な演技メソッドを学習していく。

•  相手役との「関係性」を重視し、配布された戯曲を「課題」と
して、研究、稽古、完成させ発表する。

•  「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優にとっ
て必要なこれらの基礎的な扱い方を課題の中で学習していく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな問題点、課題を発見する
こと。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１
７ 訓練・課題立ち稽古２

８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダメ
だし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
　A：①～⑤のうち全てを獲得した者
　B：①～⑤のうち４つを獲得した者
　C：①～⑤のうち３つを獲得した者
　D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者

●履修条件
　ａ組必修。
　授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。「個」の訓
練とグループワークの二つを両立させること。補習を随時実施する予
定であるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、前期に開講された『基礎演劇演習』で培った力量
を礎に、俳優を目指すための更なる動機づけと学習習慣の確立、さ
らには良きアンサブルの取り方を学ぶ。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲（台詞劇）の一部を題材にとった「シー
ンワーク」を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、
作品発表へと段階を追って進みながら、演技表現の基本を学ぶこと
とする。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、随時補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表
５ 「シーンワーク」の課題提示

６ 「シーンワーク」の本読み、その①
７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表内容の質を総合的に判断して評価
する。なお、当然ながら、補習も含めた授業への出席が良好である
ことを前提とする。
Ａ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価で
きる。

Ｂ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。

146   Annual  Bulletin  2015



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ａｄ

ペーター・ゲスナー

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ａｃ

宮崎　真子

●履修条件
　ｄ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
にこの授業でゲームとインプロゼーションとエチュードを行う。次
にワンシーンを使って演技の基礎をさらに深める。①サブテクス
トをどのように創出するのか②なりゆきの重要性を理解する③
ターニングポイントのきっかけを掴む④困難な状況において自分
の演技を維持する。さらに、実に些細な個人的状況がより大き
な世界の諸問題とどのように結びつくのかを考える。このような
状況に対する自分自身の結論を独自の方法によって表現すること
を身につけてほしい。以上を通じて役になるのではなく役を演じ
ることを学んでいく。授業はルドルフ・ベンカ（ベルリン「エルン
スト・ブッシュ」俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズ
ムースシアターカルガリー）によるメソッドを用い、演劇訓練の基
本を復習することから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１ 導入
２－８ ゲーム、エチュード、インプロゼーション
９－22 シーンワーク
23－24 発表会
25－30 反省と復習シーンワーク

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「シアタースポーツ」キース・ジョンストン著（英語版）

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者

●履修条件
　ｃ組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　前期で学んだ基本的な呼吸法、発声、動きを、より深く体得
する。シェイクスピアの戯曲を通して、きちんと話す、きちんと聞
く、きちんと動く、止まる、座る、といった、前期で学んだ基礎
を応用し、様々な表現を可能にする。共演者との関係性を構築し
ていくプロセスを体得する。前期に発見した自分の癖を直し、自
分らしさ、個性を引き出すと共に、演出的な視点＝舞台空間にお
けるポジションの取り方、緩急のつけ方、自分の見せ方、観客を
どう意識するか等、具体的に客観性を持って、観る人を感動させ
る表現術を探求する。後半は、前半の授業の成果をひとつにま
とめるために、発表会の準備を行う。一本の公演を行うために
必要な役割分担、集団創作における協調性を身につける。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　 前期に学んだ演技の基礎となる発声を定着させ、幅広い科
白の表現を身につける。

②　 演技の基礎となる所作を組み合わせ、応用し、自由に自分
の身体を使いこなせるようにする。

③　集団創作を理解し、上演の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、即興劇
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現１
４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現２

５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解
６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、立ち稽古
７  呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１とキャスティン

グ発表
８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２とダメだし
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３とダメだし
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４とダメだし
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
13 課題発表７とダメだし
14 課題発表８とダメだし
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るの
で入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改
善すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「マクベス」小田島雄志訳（白水社版）　学校でまとめて注文す
る。すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は
半日にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。

Annual  Bulletin  2015  147



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻
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キャップ制
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ｂｂ

ペーター・ゲスナー

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ｂ a

宮崎　真子

●履修条件
　ｂ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
にこの授業でゲームとインプロゼーションとエチュードを行う。次
にワンシーンを使って演技の基礎をさらに深める。①サブテクス
トをどのように創出するのか②なりゆきの重要性を理解する③
ターニングポイントのきっかけを掴む④困難な状況において自分
の演技を維持する。さらに、実に些細な個人的状況がより大き
な世界の諸問題とどのように結びつくのかを考える。このような
状況に対する自分自身の結論を独自の方法によって表現すること
を身につけてほしい。以上を通じて役になるのではなく役を演じ
ることを学んでいく。授業はルドルフ・ベンカ（ベルリン「エルン
スト・ブッシュ」俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズ
ムースシアターカルガリー）によるメソッドを用い、演劇訓練の基
本を復習することから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１ 導入
２－８ ゲーム、エチュード、インプロゼーション
９－22 シーンワーク
23－24 発表会
25－30 反省と復習シーンワーク

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「シアタースポーツ」キース・ジョンストン著（英語版）

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者

●履修条件
　a組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　前期で学んだ基本的な呼吸法、発声、動きを、より深く体得する。
シェイクスピアの戯曲を通して、きちんと話す、きちんと聞く、きちん
と動く、止まる、座る、といった、前期で学んだ基礎を応用し、様々
な表現を可能にする。共演者との関係性を構築していくプロセスを体
得する。前期に発見した自分の癖を直し、自分らしさ、個性を引き出
すと共に、演出的な視点＝舞台空間におけるポジションの取り方、
緩急のつけ方、自分の見せ方、観客をどう意識するか等、具体的に
客観性を持って、観る人を感動させる表現術を探求する。後半は、前
半の授業の成果をひとつにまとめるために、発表会の準備を行う。
一本の公演を行うために必要な役割分担、集団創作における協調性
を身につける。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　 前期に学んだ演技の基礎となる発声を定着させ、幅広い科白の

表現を身につける。
②　 演技の基礎となる所作を組み合わせ、応用し、自由に自分の身
体を使いこなせるようにする。

③　 集団創作を理解し、上演の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、即興劇
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現１
４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、喜怒哀楽の表現２

５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解
６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、立ち稽古
７  呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１とキャスティング
発表

８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２とダメだし
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３とダメだし
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４とダメだし
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、通し稽古
13 課題発表７とダメだし
14 課題発表８とダメだし
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るので
入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改善
すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「マクベス」小田島雄志訳（白水社版）　学校でまとめて注文する。
すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は半日
にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

／2

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ｂｄ

三浦　　剛

演劇専攻１年

後期

演劇演習Ｂｃ

越光　照文

●履修条件
①ｄ組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を着
用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤ 遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
・ 毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に基礎
的な演技メソッドを学習していく。
・ 相手役との「関係性」を重視し、配布された戯曲を「課題」と
して、研究、稽古、完成させ発表する。
・ 「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優に
とって必要なこれらの基礎的な扱い方を課題の中で学習していく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな問題点、課題を発見すること。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１
７ 訓練・課題立ち稽古２

８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダ
メだし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
A：①～⑤のうち全てを獲得した者
B：①～⑤のうち４つを獲得した者
C：①～⑤のうち３つを獲得した者
D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者

●履修条件
　ｃ組必修。
　授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。「個」の訓
練とグループワークの二つを両立させること。補習を随時実施する予
定であるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、前期に開講された『基礎演劇演習』で培った力量
を礎に、俳優を目指すための更なる動機づけと学習習慣の確立、さ
らには良きアンサブルの取り方を学ぶ。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲（台詞劇）の一部を題材にとった「シー
ンワーク」を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、
作品発表へと段階を追って進みながら、演技表現の基本を学ぶこと
とする。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、随時補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表
５ 「シーンワーク」の課題提示

６ 「シーンワーク」の本読み、その①
７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表内容の質を総合的に判断して評価
する。なお、当然ながら、補習も含めた授業への出席が良好である
ことを前提とする。
Ａ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価で
きる。

Ｂ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻２年

前期

演劇演習Ｃｂ

宮崎　真子

演劇専攻２年

前期

演劇演習Ｃａ

ペーター・ゲスナー

●履修条件
　ｂ組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　１年で学んだシェイクスピアの戯曲は「悲劇」の「オセロー」と「マ
クベス」である。２年目は喜劇「お気に召すまま」を通じて、人間の
愚かさを客観的に観察し、笑いのもつ力を活かし、喜劇が演じられる
だけの演技力を身につけることを目的とする。戯曲、科白をきちんと
読解する訓練を積み、それを、声と身体を使って表現にする稽古、
戯曲、の背景にある歴史や社会の構造を理解すること、キャラクター
作りをする方法を身につけていく。演技において、自分を客観的に観
察し、１年時から引き続き、癖を直し自分の個性を明確にする。演
出的な視点＝舞台空間におけるポジションの取り方、緩急のつけ方、
一番輝くことの出来る自分の見せ方、観客をどのように意識するか、
等、具体的に客観性を持ってみる人を感動させ、笑わせる演技術を探
求する。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　 自分を客観視する精神力と観察力を身につけ、悪い癖は直し、
持っている魅力を舞台上で発揮できるようにする。

②　 戯曲の読解力を身につけ、奥行きのあるキャラクター作りができ
るようになる。

③　 集団創作を理解し、戯曲の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解１
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１

４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解２
５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２
６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解３
７ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３
８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解４
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解５
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表５
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解６
13 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表６
14 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解７
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るので
入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改善
すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「お気に召すまま」小田島雄志訳（白水社版）　学校でまとめて注
文する。すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は半日
にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。

●履修条件
　ａ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　ひとつの演劇作品のワンシーンを用いて、演技の基礎をさらに
深める。以下のことを学ぶ。
・「サブテクスト」をどのように創出するのか
・「なりゆき」の重要性を理解する
・「ターニングポイント」のきっかけを掴む
・困難な状況において自分の演技を維持する
　さらに、実に些細な個人的状況が、より大きな「世界の諸問題」
とどのように結びつくのかを考える。このような状況に対する自
分自身の結論を、独自の方法によって表現することを身につけて
欲しい。以上を通じて、役に「なる」のではなく、役を「演じる」
ことを学んでいく。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１－５  自分の役の準備（コンテクスト、キャラクター、アナライ

ズ）
６－11 衣装、舞台、小道具等セット、プランニング
12－16 シーン練習、エチュード
17－30 ワンシーンを上演する。

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　戯曲、戯曲のコンテクスト本

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数
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他専攻
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キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／2

演劇演習Ｃｄ

越光　照文

演劇専攻２年

前期

演劇専攻２年

前期

演劇演習Ｃｃ

三浦　　剛

●履修条件
　ｄ組必修。
　授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。「個」の訓
練とグループワークの二つを両立させること。補習を実施する場合が
あるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、１年時に『基礎演劇演習』『演劇演習』で培った
力量を礎に、俳優を目指すための更なる動機づけと学習習慣の確立、
さらには良きアンサンブルの取り方を学ぶ。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」
を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、作品発
表へと段階を追って進みながら、演技表現の更なる発展を目指す。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、適宜補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表

５ 「シーンワーク」の課題提示
６ 「シーンワーク」の本読み、その①
７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表の内容の質を総合的に判断して評
価する。なお、当然ながら、授業への出席が良好であることを前提と
する。
Ａ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価できる。
Ｂ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。

●履修条件
①ｃ組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を着
用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤ 遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
 ・  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に「台
詞」に囚われないダイナミックでグローバルな演技メソッドを
学習していく。

 ・  相手役との「関係性」を重視し、60分程度の中編戯曲を「課題」
として、研究、稽古、完成させ発表する。

 ・  「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優に
とって必要なこれらの有効な扱い方を課題の中で学習していく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな可能性、追求目標を発見す
ること。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１

７ 訓練・課題立ち稽古２
８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダ
メだし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
A：①～⑤のうち全てを獲得した者
B：①～⑤のうち４つを獲得した者
C：①～⑤のうち３つを獲得した者
D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻２年

後期

演劇演習Ｄｂ

越光　照文

演劇専攻２年

後期

演劇演習Ｄａ

三浦　　剛

●履修条件
　ｂ組必修。
　授業時間外での予習、復習に積極的に取り組むこと。「個」の訓
練とグループワークの二つを両立させること。補習を実施する場合が
あるので出席すること。

●授業の概要
　この授業では、１年時に『基礎演劇演習』『演劇演習』で培った
力量を礎に、俳優を目指すための更なる動機づけと学習習慣の確立、
さらには良きアンサンブルの取り方を学ぶ。
　そのために、第一の課題として「自画像を演ずる」というテーマの
基に、自分自身をできるだけ客観的に見つめ、分析し、自己の自画
像を演劇的な“モノローグドラマ”として完成させるという方法をとる。
　加えて、第二の課題として戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」
を通して、配役のオーディション、本読み稽古、立ち稽古、作品発
表へと段階を追って進みながら、演技表現の基本を学ぶこととする。
　なお、履修条件にも記したように、両課題とも日課の授業時間以
外に、適宜補習を実施し、作品の完成度を高めることに努める。

●授業の到達目標
　① 「自画像を演ずる」というテーマの基に“モノローグドラマ”の
完成とその発表。

　②戯曲の一部を題材にとった「シーンワーク」の完成とその発表。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 課題へむけてのウォーミングアップ
３ 「自画像」台本の作成
４ 「自画像」台本の発表

５ 「シーンワーク」の課題提示
６ 「シーンワーク」の本読み、その①
７ 「シーンワーク」の本読み、その②
８ 「シーンワーク」の本読み、その③
９ 「シーンワーク」のオーディション
10 「シーンワーク」の立ち稽古、その①
11 「シーンワーク」の立ち稽古、その②
12 「シーンワーク」の立ち稽古、その③
13 「シーンワーク」の作品発表
14 自己の「自画像」を演じ発表する。
15 他者の「自画像」を演じ発表する。
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　「自画像」は個人、「シーンワーク」ではグループでの自主稽古を
徹底しておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書・教材は授業時に発表。
　参考書・必要に応じて随時指定。

●成績評価
　毎回の授業への取り組み、発表の内容の質を総合的に判断して評
価する。なお、当然ながら、授業への出席が良好であることを前提と
する。
Ａ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が高く評価できる。
Ｂ 授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できる。
Ｃ  授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が最低限の域
に達した。

Ｄ　授業への取り組み、自画像、シーンワークの発表が評価できない。

●履修条件
①ａ組必修
②授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
③ 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を
着用すること。

④授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
⑤遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
 ・  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に「台
詞」に囚われないダイナミックでグローバルな演技メソッドを
学習していく。

 ・  相手役との「関係性」を重視し、60分程度の中編戯曲を「課題」
として、研究、稽古、完成させ発表する。

 ・  「台詞」「身体表現」「小道具」「衣装」「音響」「照明」俳優に
とって必要なこれらの有効な扱い方を課題の中で学習していく。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たな可能性、追求目標を発見す
ること。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３ 訓練・課題読み稽古１
４ 訓練・課題読み稽古２
５ 訓練・キャスティング
６ 訓練・課題立ち稽古１

７ 訓練・課題立ち稽古２
８ 訓練・課題立ち稽古３
９ 訓練・課題立ち稽古４
10  訓練・小道具、衣装、音響、照明のプランニング発表・ダ
メだし

11 訓練・課題上演１
12 訓練・課題上演２
13 訓練・課題上演３
14 訓練・課題上演４
15 全チームの総評、アンケートとディスカッション
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
A：①～⑤のうち全てを獲得した者
B：①～⑤のうち４つを獲得した者
C：①～⑤のうち３つを獲得した者
D：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外演劇専攻２年

後期

演劇演習Ｄｄ

宮崎　真子

演劇専攻２年

後期

演劇演習Ｄｃ

ペーター・ゲスナー

●履修条件
　ｄ組必修。
　遅刻、欠席は厳禁。与えられた課題に対して十分な時間をかけ、
自主的に学生同士で取り組むこと。稽古着、稽古履き着用。

●授業の概要
　１年で学んだシェイクスピアの戯曲は「悲劇」の「オセロー」と「マ
クベス」である。２年目は喜劇「お気に召すまま」を通じて、人間の
愚かさを客観的に観察し、笑いのもつ力を活かし、喜劇が演じられる
だけの演技力を身につけることを目的とする。戯曲、科白をきちんと
読解する訓練を積み、それを、声と身体を使って表現にする稽古、
戯曲、の背景にある歴史や社会の構造を理解すること、キャラクター
作りをする方法を身につけていく。演技において、自分を客観的に観
察し、１年時から引き続き、癖を直し自分の個性を明確にする。演出
的な視点＝舞台空間におけるポジションの取り方、緩急のつけ方、
一番輝くことの出来る自分の見せ方、観客をどのように意識するか、
等、具体的に客観性を持ってみる人を感動させ、笑わせる演技術を探
求する。

●授業の到達目標
以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①　 自分を客観視する精神力と観察力を身につけ、悪い癖は直し、
持っている魅力を舞台上で発揮できるようにする。

②　 戯曲の読解力を身につけ、奥行きのあるキャラクター作りができ
るようになる。

③　 集団創作を理解し、戯曲の中の自分の役割をきちんと全うする。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解１
３ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表１

４ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解２
５ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表２
６ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解３
７ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表３
８ 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解４
９ 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表４
10 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解５
11 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表５
12 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解６
13 呼吸法、発声、ウォームアップ、課題発表６
14 呼吸法、発声、ウォームアップ、台本の読解７
15 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回ショートシーンの上演台本作り、演技練習の課題が出るので
入念に準備すること。
　授業で出された批評、だめ出しについて検討、深く理解し、改善
すること。

●教科書・参考書等
　授業時に配布するプリント。
　「ヴェニスの商人」小田島雄志訳（白水社版）　学校でまとめて注
文する。すでに持っている学生は購入の必要なし。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は半日
にカウントする。
A　欠席が２日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者。
B　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者。
C　欠席が５日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者。
D　欠席が６日を超える、または、到達目標が49点以下の者。

●履修条件
　ｃ組必修。
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
に、この授業でエチュードとインプロビゼーションを行う。
　まず、学生は、与えられた課題にアドリブで、パートナーと演
劇のシーンを作らなければならない。
　次に、与えられた課題ではなく、自らが課題を見つけ舞台の上
でパートナーと表現する。この演習はお互いに相手を認め、尊重
することを学び、さらに自分ひとりでは舞台の進行を決められな
い、つまりこの経験は社会での自己の位置づけを想像させるもの
である。
　授業は、ルドルフ・ペンカ（ベルリン「エルンスト・ブッシュ」
俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズムースシアターカ
ルガリー）によるメソッドを用いた演技訓練の基本を復習するこ
とから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
１－５  自分の役の準備（コンテクスト、キャラクター、アナラ

イズ）
６－11 衣装、舞台、小道具等セット、プランニング
12－16 シーン練習、エチュード
17－30 ワンシーンを上演する

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「インプロ・ゲーム」絹川友梨著
　研究旅行（キース・ジョンストン　ルーズムースシアター）で集
めた書類
　「シアタースポーツ」（英語版）キース・ジョンストン著

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

2

演劇専攻２年

前期・後期

演技演習Ｂ（アンサンブル）

岡安　伸治　

演劇専攻２年

前期・後期

演技演習Ａ（ダイアローグ）

大谷　賢治郎

●履修条件
　１）ストレートプレイコース必修  ２）自己管理の徹底。グループ
作業のため欠席、遅刻をすると、他のメンバーとの作業を進める上で
支障となり、この実技科目の目的を果たせません。３）稽古着を着
用し、底の薄い、滑らない内履きシューズを使用のこと。

●授業の概要
　演劇の舞台における６つの緊張関係。１）「演技者の内的」２）「演
技者同士」３）「舞台空間」４）「劇場空間」５）「劇場を取り巻く社
会」６）「新しい表現を求める」。これらの緊張関係の中で具体的に
演技者が獲得すべき「発声も含めた肉体訓練」「反応する能力」「想
像力」などいくつもの課題がある。その能力を獲得、向上させるため
に次のことを実践する。①「課題発表までのプロセス（創ること）」②
「発表（結果）」③「批評行為（表現方法の比較により次へのヒントを
つかむ）」。これらのプロセスを通して「演劇の表現行為とはどのよう
なものか」を学び課題を習得する。

●授業の到達目標
　授業時間ごとに演技者として獲得しなければならない能力の課題を
提示。
１）ものいい　２）反応能力　３）空間取り　４）表情  ５）造形
力　６）うごきの身体コントロール等。これらの基本要素、表現能
力の習得。

●授業計画
１） 授業ガイダンス 授業概要と進め方について　集中とエネルギー
２） アクション「立つ」ということ
３） 教材に含まれる課題
４） 認知の違い
５） 空間認知

６） 再度、課題の目的・有効性に関して
７） 相互チェックの意味
８） 体験することに関して
９） 視覚の問題
10） 批評することの意味
11） 触覚の敏感さと演技
12） エネルギーのコントロール
13） 演技における主と従の関係
14） テンションに関して 
15） セリフに関して・まとめ
※ 講義内容に関しては課題発表の進み方で前後する。また、必要に
応じワークショップを組み入れる。

●授業時間外の学習
　授業概要の①～③までのプロセスを前提とするので、少ない授業
時間内の打ち合わせ、稽古では発表までの準備は充分とは言えない。
自主稽古などの予習、発表後の指摘された問題点の整理などの復習
を心がけること。

●教科書・参考書等
　教材「トシシュン」　教材は授業時に配布。

●成績評価
　１）「表現の成果」２）「課題の成果」３）「出席日数」等を総合
的に評価する。また、必要と判断した場合、個人課題を課し改めて
テストすることもある。
Ａ評価１）～３）を満足させるもの。特に表現の成果。
Ｂ評価１）～３）の内一つが努力不足。
Ｃ評価１）～３）の努力不足
Ｄ評価１）～３）に問題あり。

●履修条件
　ストレートプレイコース必修。授業時間外での自習、自主稽古
を必要とする。アーティストとしての自立、ならびに共同作業の
二つを両立させること。稽古着を着用すること。

●授業の概要
　ダイアローグ＝対話の演劇創造を可能とするための「相手と関わる」
ことの出来る俳優の心身の確立。
　アーティスト自身の想像力を以て、即興からグループワークでシー
ンを作る、ディバイジングの用法を用いて自分自身と客観的に向き合
うシーンを創る。
　ダイアローグをメインにしたシーンを既存の戯曲から抜粋、「シーン
ワーク」を行なう。創造過程を学習し、最終発表を行なう。
　シーンの中の「対話」に留まらず、演劇活動に於ける全ての対話、
「アーティスト同士の対話」「観客との対話」「社会との対話」にも創
造過程に於いて目を向ける。

●授業の到達目標
１．  ディバイジングによるシーンの発表（グループワーク）
２．  課題で与えられたシーンの発表（二人一組）
３．  自分で見つけたシーンの発表（二人一組）
４．  創造過程に於ける自分自身について、そして他者についての発

見の報告（個人）。

●授業計画
１． 授業ガイダンス／目標設定
２． 身体訓練について／演劇的自己紹介
３．  コトバに捕われない対話シーンの創造
４． ディバイジング①
５．  ディバイジング②
６．  ディバイジングによるシーンの発表

７．  課題戯曲によるシーンワーク①
８． 課題戯曲によるシーンワーク②
９. 課題戯曲によるシーンワーク③
10.  課題戯曲によるシーンワーク発表
11. 自分たちで選んだ戯曲によるシーンワーク①
12. 自分たちで選んだ戯曲によるシーンワーク②
13. 自分たちで選んだ戯曲によるシーンワーク③
14. 自分たちで選んだ戯曲によるシーンワーク発表
15. 総評／自己と他者に関する発見の報告
※授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後があること
を承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　各シーンワーク発表に向けての自習ならびに自主稽古。

●教科書・参考書等
　教科書：教材は授業時に発表。
　参考書：必要に応じて随時指定

●成績評価
１．出席日数　２．授業への取組み　３．発表の内容の総合的評価
 A  全出席。授業への取組み、創造過程への関わり方、シーンワー

クの発表が高く評価できる。
 B  出席が良好であること。授業への取組み、創造過程への関わり

方、シーンワークの発表が評価できる。
 C  出席が規定日数に達している。各シーンワークの発表まで達して

いる。
 D  出席が規定回数に達していない。各シーンワークの発表が評価

できない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

演劇専攻２年

前期

歌唱Ⅱ③

佐山　陽規

演劇専攻２年

前期

歌唱Ⅱ②

大場　公之

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　「歌唱Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　「歌唱Ⅰ」で学んだことを発展させ、舞台表現としての歌の獲
得を目指す。劇場と言う空間を、自分の肉体を声を使って如何に
満たして行くか。観客の心にどうしたら響かせることができるか。
　言葉が聞き取れるという事と、その中身が伝わってくることと
は違う。実際に多くの舞台で生きている私自身の体験をもとにし
て、舞台で歌うという事はどういう事か、言葉のニュアンスや感情
を歌に乗せて観客に伝える、その人なりの方法を、身体全体を使っ
て見つけ出して行く。

●授業の到達目標
　課題として与えられた作品を、観客の前で発表できるまでに
する。

●授業計画
　ミュージカルを基とした小品をテキストとし、台詞を喋る事と歌
う事を有機的に繋げて行く。
　全授業を通して、個人のレッスンで各人の弱点を克服し長所を
伸ばすと共に、全員で一つの作品を創り上げて行く。最終的には
観客の前で演じることを前提として進めて行く。

●授業時間外の学習
　歩いている時、食事をしている時、運動をしている時、座って
講義を受けている時、その時々の自分の身体の状態、呼吸の状
態に意識を向け、常に自らの身体を、呼吸をコントロールする習
慣を付けること。

●教科書・参考書等
　授業時に楽譜を配布。
　寝転がったり動いたりでき、裸足になれる服装で。
　ミュージカルやオペラの舞台やビデオを観たり、CDを聴いたり、
とにかく数多く接すること。

●成績評価
　期末に実技試験。出席日数、受講態度を加味しＡ～Ｃに。
　出席不良をＤとする。

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　将来ミュージカルもしくはヴォーカルを利用した演者、指導者
を希望し、技術の習得に努力する意志のある者。
　「歌唱Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　「歌唱Ⅰ」で学んだ事を踏まえ、曲で使われる詞のより深い解釈、
表現、テクニックの向上を目指す。演者として必要な伝えると言
うこと、それに伴い欠かすことのできない声の使い方、そして身
体の使い方を具体的に学び習得することを心がける。

●授業の到達目標
・曲の背景、詞の解釈、音楽的理解を総合的に会得する。
・自分の思う声の表現、使い方を習得する。
・ロングランに耐えられる声を作る。

●授業計画
１. 発声練習も同時に行いながら、曲を使い声の表現方法を探る。
２．
３．
４．
５．
６. {各人の進行具合いを見ながら、様々な曲を歌わせ、芝居と
７． 歌との関係を無理なく行える様、自然な歌唱を指導する。

８．
９．
10．
11．
12．
13. {これまでのレッスンのまとめとして、各人、自分で解釈し、
14.  思い通りの歌唱となるように、曲を選び仕上げさせる。
15．
☆ 全て予定通りではなく、進行状況により、計画も流動的に考え
て行きたい。

●授業時間外の学習
　自主練習をしっかり行うこと。

●教科書・参考書等
　ミュージカルからの曲もしくは、教材に適した楽曲を用いたい。

●成績評価
Ａ　 歌唱においても、解釈の深さ、表現においても十分な習得
がみられる。

Ｂ　 歌唱においても、解釈、表現においても十分では無いが習
得の可能性が高い。

Ｃ　 歌唱、解釈、表現において未熟で総合的理解にもう少しで
ある。

Ｄ　総合的理解もできず、技術においても達していない。

（歌、曲の解釈を深める授業にしたい。声だけに頼らず、
心で感じる解釈を目指す。）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻
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キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

演劇専攻２年

前期

歌唱Ⅱ⑤

中村　剛司

演劇専攻２年

前期

歌唱Ⅱ④

林　　絵理

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　「歌唱Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。
　目標があり、向上心を持ち、努力する者。

●授業の概要
　「歌唱Ⅰ」で学んだ基礎を発展させ、様々な発声法・歌唱法の
習得・実践。
　また、楽曲の解釈、バックストーリーの考察・構築等、表現
に必要な技術を習得する。

●授業の到達目標
　作者の思い、人物の思い、自分の思いを伝えられる技術を習
得する。
　課題曲の発表。

●授業計画
　身体の使い方・呼吸法・発声の反復練習を行い、身体に基礎
を覚えさせる。
　楽曲を解釈・考察し、歌唱時の言葉のとらえ方・台詞等、歌
唱実技を行う。

●授業時間外の学習
　課題を期日までに仕上げるため、多角的に可能な限りの努力を
行うこと。

●教科書・参考書等
　授業時に配布。

●成績評価
　出席状況、受講態度、成果。

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　「歌唱Ⅰ」の単位を修得している者。遅刻・欠席厳禁。自分を
高めようとする意欲のあるもの。それに取り組むための準備がしっ
かりとある者。

●授業の概要
　「歌唱Ⅰ」で行ったことを更に深めていく。それぞれ「歌唱Ⅰ」
で見つけた課題に向かう。作曲家の意図している事を楽譜からど
う読みとるかを理論、和声、リズム等からもアプローチをしそこ
から自己の表現につなげていくプロセスをたどる。英語と日本語
の発声の違いや言葉ののせ方、しゃべるように歌うということ。
楽器としての体の使い方を自分の体を知ることからもアプローチ
していきたい。そして呼吸の大切さを楽曲の中でつかんでいくこ
と。「しなくてはいけない音楽」ではなく「したい音楽」にできる
よう個を大切にした授業をめざす。

●授業の到達目標
　楽曲に対して色々な方向から深いアプローチが行なえる様にな
り演奏者の思いが聴く人の心に届くような歌を歌える様になるこ
と。楽器としての体、声の更なる向上。

●授業計画
1 ガイダンス、春休み中の自習の成果の発表、練習曲の決定
2  筋力トレーニング、ボイトレ、楽曲における横（メロディー）

と縦（和声）とリズムの解釈１
3 　　　　　　〃　　　　　２
4～ 14　 筋トレ、ボイトレ。ひとりひとり自分で行った楽曲への

アプローチを発表し、歌い、それに対しての自己評価
と聴いた者はそれに対して意見を出し合う。次の授業ま
でにそれぞれの課題にしっかりとり組み、また、その成
否を話し合いながら次なるステップに進む。

15 発表。（試験）
　※講義内容は学生の達成状況により変更する場合あり。

●授業時間外の学習
　出された課題への予習、復習をきちんと行い次の授業への課
題や到達目標をしっかりともってこられる様にする。何らかの改
善、進歩がある様にすること。

●教科書・参考書等
　必要な教材等は授業時に配布。

●成績評価
　出席日数、授業に取り組む態度、成果を総合的に判断するが、
出席日数、受講態度に特に重きを置く。最後の授業に実技試験
あり。
Ⓐ出席日数、積極性、成果ともに優秀な者。
Ⓑ出席日数、積極性は優秀であったが成果があと一歩の者。
Ⓒ出席日数、積極性、成果共にあと一息だった者。
Ⓓすべてに不満足な者。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

1

演劇専攻２年

前期

ソルフェージュⅡ①②

岩崎　　廉

演劇専攻２年

前期

ショーダンスⅡ①②

三村　みどり

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　「ソルフェージュⅠ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　「ソルフェージュⅠ」で学習した知識を更に深め、コードを使い
作曲する。覚える事、考える事、感じる事、脳の力をしっかり切
り分けて使い、感性を高めて行く。実際に自分で作曲する事によ
り、他者の作った作品への理解力を上げて行く。

●授業の到達目標
　カデンツを理解し、モチーフを作る。普段の生活の中から身近
なテーマを選び作詞する。
　詩先の作曲、曲先の作詞が出来るようになる。

●授業計画
　15回の授業を、下記のような流れで行う。
1 ガイダンス
2 カデンツを学ぶ
3 コードを連結しピアノで弾く
4 旋律を考える（モチーフの創作）
5 詩を書く
6 アナリーゼ
7 詩先の作曲
8 曲先の作詞
9 小試験
10 小発表会
11 演習
12 試験、まとめ

●授業時間外の学習
　毎回の授業でモチーフ、詩の提出がある。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　提出物評価…40点満点
　小試験……20点満点
　期末試験…40点満点
　3つの点数の総合で評価される。

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　「ショーダンスⅠ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　肉体表現者として、自分の身体を知り、鍛え、表現の幅を広
げていく為の授業である。
・�身体の軸、コントロール、柔軟性を身につける為に、ストレッ
チや筋肉トレーニングを行う。
・部分、または全身で音楽に乗って動かすアイソレーションを行う。
・�ステップを覚えて、身体の流れ方、空間の使い方、動かし方を
学ぶ。
・振り付けを覚えて、表現、感性を磨き、作品を創っていく。

●授業の到達目標
　実技公開試験に向けて、作品を踊り込むことにより、肉体、
感性、表現を磨いていく。

●授業計画
　前半は「ショーダンスⅠ」で学んだ事を復習、確認、さらに表
現を広げ、自分の個性が生かされるよう肉体の訓練を行う。
　後半は実技公開試験に向けて、振り付けを覚え、踊り込んで
作品を創り上げていく。

●授業時間外の学習
　実技公開試験の振付・練習を行う為、時間外の練習にも参加
すること。
　出来ない振り付けは自主トレーニングして参加すること。

●教科書・参考書等
　稽古着を着用すること。

●成績評価
　出席状況及び実技試験で評価する。

Annual  Bulletin  2015  157



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

演劇専攻２年

前期　

演劇特別演習Ⅱ①②③

鴻上　尚史

1

演劇専攻１年

後期

演劇特別演習Ⅰ①②③

鴻上　尚史

●履修条件
　「演劇特別演習Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。
　やる気があれば、それでいい。逆にいえば、やる気がないのに
なんとなくは受けないでほしい。それは、お互いの不幸になる。

●授業の概要
◯スタニスラフスキー・システムをざっと解説
◯「声の５つの要素」
◯三つの集中の輪
◯ リアルな感情と意識した（ひねった動き）の共通部分としての
演技の追求。

●授業の到達目標
　リアルにかつ楽しく演技ができるようになること。
　「嘘」と「嘘くさい」と「リアル」の演技の違いが分かるように
なること。

●授業計画
１回～５回 スタニスラフスキー・システムについて
６回～９回 声の教養・身体の教養を上げるために
10回～ 15回 さまざまな演技のトライアル

●授業時間外の学習
　とにかく、いろんな芝居（特に20代とか同世代の）を見てほし
い。20代の俳優が何をしているか、仙川から出て、見ること。

●教科書・参考書等
　参考書としては、「あなたの魅力を演出するちょっとしたヒント」
（講談社文庫）と「俳優になりたいあなたへ」（ちくまプリマー新書）
「演技と演出のレッスン」（白水社）である。
　が、あくまで参考書であるので、無理に買うことはない。授業
でちゃんと行う。

●成績評価
　出席及び授業での参加態度・結果によって判断する。

●履修条件
　やる気があれば、それでいい。逆にいえば、やる気がないのに
なんとなくは受けないでほしい。それは、お互いの不幸になる。

●授業の概要
　正しい発声とは何か？をはじめとして、「正しい身体とは何か？」
「演技とは何か？」など、基本的なことをおさえる。

●授業の到達目標
　舞台に立つにふさわしい声や身体、演技の考え方、アプロー
チのしかたを身につけてほしい。

●授業計画
１回～５回 正しい発声とは何か？
６回～９回 正しい身体とは何か？
10回～ 15回 リアルな演技とは何か？

●授業時間外の学習
　とにかく、いろんな芝居（特に20代とか同世代の）を見てほし
い。20代の俳優が何をしているか、仙川から出て、見ること。

●教科書・参考書等
　参考書としては、「あなたの魅力を演出するちょっとしたヒント」
（講談社文庫）と「俳優になりたいあなたへ」（ちくまプリマー新書）
「演技と演出のレッスン」（白水社）です。
　が、あくまで参考書であるので、無理に買うことはない。授業
でちゃんと行う。

●成績評価
　出席及び授業での参加態度・結果によって判断する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

後期

アクション①②

藤田　けん

○1

演劇専攻１年

前期

マイム①②

江ノ上　陽一

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　現代アクション・時代アクション（殺陣）を隔週で行なう。
　立ち廻りによって身体を動かすことにより、わきあがる感情を
自然に表現できるよう基本を指導する。
　現代アクションは、表現者として身体をつかって感情を出せる
ように指導する。
　時代アクションは、刀など武器に感情がのるように指導する。

●授業の到達目標
　俳優として最小限の基本を身につけることや、人を怪我させな
いように立ち廻りをできることを目標にする。

●授業計画
　現代アクション、時代アクションとも体をあたためることからは
じめる。
　・現代アクションの基本練習
　　◦殴り、蹴り、受け、よけ方など
　　◦１対１での基本練習
　　◦基本的な立ち廻り
　・時代アクションの基本練習
　　◦正眼、真っ向、袈裟、突き、体裁きなど
　　◦１対１での基本練習
　　◦基本的な立ち廻り
　回数によってレベルを上げていく。

●授業時間外の学習
　自己の体調管理、体力の増進を行なう。

●教科書・参考書等
　動きやすい格好。

●成績評価
Ａ．立ち廻りが十分に表現できるもの。
Ｂ．立ち廻りがほぼ表現できるもの。
Ｃ．立ち廻りがあまり表現できないもの。
Ｄ．立ち廻りが表現できないもの。

●履修条件
　表現する身体に関心を持ち、表現者となるための熱意を行動に映せる
こと。
　意欲を持って取り組むこと。
　稽古着、稽古履き着用のこと。
　無断での遅刻、欠席は厳禁。

●授業の概要
　緊張と弛緩、身体の分解、あらゆる重心移動の方法、動くスピードの
強弱など、パントマイムの特徴的な技術を基に身体表現の基礎を学ぶ。
　肉体訓練を継続して行い、演技者として人前に立つ為に不可欠な、想
いを表現できる身体の獲得を目指す。
　同時に、観察を基に無意識な日常行動における身体的動作の認識作業
を行い、「動き」を、意識的にコントロールし表現する力を鍛えてゆく。
　また、基本的なパントマイムテクニックを身につけ、「無声」、「何もない
空間」という状況の中で、身体だけの表現を体現出来るようにする。

●授業の到達目標
　正確なパントマイムテクニックの習得。
　身体だけで言葉を使わずに、自分の想いを他者に伝える表現の獲得。

●授業計画
1. ボディコントロールの訓練
 表現者として最低限の身体を作る（柔軟性、筋力アップ）
 身体の分解運動（アイソレーション）
2. 重心移動を学ぶ
 その場で歩行（移動）を表現する方法の取得
 舞台上での時空間移動の術を知る
3. 緊張と弛緩を身につける
 テクニックのスキルアップには必須の身体訓練
 また、呼吸との関係も学ぶ
4. リアルとバーチャル
  自然な身体の動きと非人間的な動き。あらゆる身体の動きの可能性を
追求する

5. 間の取り方を知る
  文章に「、」や「。」があるように、身体言語にも必要不可欠な「、」や「。」
を知り、活用する。

6. デフォルメ
 ある動きを誇張し、その事で強く印象付ける術を学ぶ
7. 既存のイメージからの脱却
 発想の転換をはかり、独自の表現を生み出す
8. 仕草
  様々なちょっとした動作や表情（仕草）、所作にて魅力的なキャラクター
を創る

9. アンサンブル
 他者との無声での会話の成立
  己から発する術の取得、相手から発せられるものを読み取る感性を鍛
える

10. パフォーマンス
 少人数でのグループパフォーマンス
  与えられたテーマ、音楽、時間にて短い物語をつくり表現として成立させる
※15回の授業を、上記のような流れでおこなう

●授業時間外の学習
　日常生活の中で反復、復習すること。「読む」「見る」「触れる」「食べる」
…全ての経験を糧にするよう、感性を研ぎ澄ませて生活すること。
　基本的なストレッチや身体訓練を自主的に行うこと。

●教科書・参考書等
　なし。参考資料等は必要時に配布。

●成績評価
　⑴　出席日数　　⑵　授業への取り組み方　　⑶　課題に対する評価
　上記の３点を基準に下記の点を加味し総合的に判断する
Ａ：①パントマイムを演じる上での身体の使い方、考え方の理解度が高い。
　　②テクニックのスキルレベルが非常に高い。
　　③独自の発想による表現ができる。
Ｂ：① パントマイムを演じる上での身体の使い方、考え方をある程度理解

している。
　　②テクニックのスキルレベルが高い。
　　③既存のイメージではない発想にて表現ができる。
Ｃ：Ｂの①②③のうち１つは身につけている。
Ｄ：Ｂの①②③が全く身についていない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

1 ◯

演劇専攻２年

前期

日本舞踊Ⅱ①②

藤間　希穂

◯1

演劇専攻１年

後期

日本舞踊Ⅰ①②

藤間　希穂

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　「座学」と「実技」の二部構成。
　「座学」では表現者として必要な「価値を生むことに必要な素
養─健康・品性・コミュニケーション能力─」について学ぶ。美
意識を高め、表現者必須の精神性を学ぶ。
　実技では、「人前で表現する者として必要な所作」を、古典芸
能を通じて体得する。座学で深めた理解を実際に表現する手法
を学ぶ。
［曲目］
　長唄「松」

　上記の曲目を課題曲とする。

●授業の到達目標
１　唯一無二の存在の確認
２　プロとしての心得とマナーの修得
３　日本人としての価値観を見出し磨く
４　 古典芸能に触れ、表現者として現場での説得力を増すスキル

を身に付ける
５　人前へ出ることへの美意識を向上させる

●授業計画
 　　［座学］ 　　［実技］
第一テーマ 価値観を知る 着付・所作・動き
第二テーマ コミュニケーションワーク 「松」「新曲娘道成寺」
  前半を通じ、動き・
  所作を身につける
第三テーマ 計画を立てる・ 「松」「新曲娘道成寺」
 実行・継続する 後半を通じ、情景描
  写・儀式を学ぶ
第四テーマ 価値を生むことが 全体を通じ、
 できるようになる  表現者としての
  スキルを学ぶ

●授業時間外の学習
　講義内容の復習を行うこと。

●教科書・参考書等
　授業時に配布。
　必ず和服を着用すること。

●成績評価
　筆記試験・出席日数・実技テスト・授業態度・コミュニケーショ
ンを総合100点にて評価
Ａ　100～ 90点
Ｂ　90～ 85点
Ｃ　85～70点
Ｄ　69点以下
※値は絶対値ではなく総体数のため変化する場合あり。

●履修条件
 　前年度に「日本舞踊Ⅰ」を履修し、単位を取得していること。

●授業の概要
　「座学」と「実技」の二部構成
　・ 座学では「日本舞踊Ⅰ」にて学んだ表現者の心得（品性・健
康・コミュニケーション能力・美意識）を基にさらにパーソ
ナルブランディング構築を意識したプロとしての素養を身に
付ける。

　・ 実技では、座学で学ぶロジックに加え、古典芸能を通じて
表現者に必要な所作を学ぶ。

　［曲目］
　清元「青海波」　長唄「あやめ浴衣」　常磐津「紅売」
　いずれか一曲を課題曲とする。

●授業の到達目標
　・表現者に必要な礼儀作法を実施できる。
　・プロとしてのパーソナルブランドを個々に構築できる。
　・美意識を向上し、自らを売りだす長所を伸ばすことが出来る。
　・ 古典芸能を通じ自国の文化を体得し表現者としてのスキルを

上げることが出来る。

●授業計画
 　　    ［座学］ 　　［実技］
第一テーマ 表現者に必要な礼儀作法

日常的な礼儀から業界特有の
礼儀を学び体得する。

課題曲の習得
・音がとれる
・振りが入る
・ 向き・方向・振りと振
りの導線
・情景描写と心理描写

第二テーマ パーソナルブランディングの構築 実技発表会向けの
フォーメーション作成

「価値を生む」で学んだことを
活かし卒業後個々の目指すス
テージへ立つための自らの売り
を構築する。

実施

・ 理解度を深め実践に結ぶための筆記テスト
あり。
・ コミュニケーションシートの記入により担
当講師からの個別指導あり。

実技発表会にて実技テス
トあり

　※ 授業タイムスケジュール及び進行表は初回授業時に各自に配布する。

●授業時間外の学習
　前回の講義内容の復習。

●教科書・参考書等
・授業時に配布。　　・必ず和服を着用すること。

●成績評価
・ 筆記試験・出席日数・実技テスト・授業態度・コミュニケーショ
ンを総合100点にて評価。
Ａ　100～ 90点 Ｂ　90～ 85点
Ｃ　85～70点 Ｄ　69点以下
※値は絶対数ではなく総体数のため変化する場合あり。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻２年

前期

狂言Ⅱ①②

善竹　富太郎

◯1

演劇専攻１年

後期

狂言Ⅰ①②

善竹　富太郎

●履修条件
　「狂言Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。
　音楽専攻日本音楽専修は必修。

●授業の概要
・腹式呼吸でしっかり声を出す訓練から始める。
・狂言の謡を謡い、身体を動かす訓練の舞を舞う。
・狂言「附子」または「呼声」を実習する。
・ 三次元の空間に自分の体がどのようにあるべきか演劇の基本
が感得できるだろう。

●授業の到達目標
　大きな声を出すこと。
　まっすぐ前を向いて（下、横を見ずに）摺り足で前に進み元の
位置に正しく戻ることができること。
　 「左右」の完成。

●授業計画
第１回 オリエンテーション
 １年後期からの復習「盃」「泰山府君」「土車」の謠
第２回 「雪山」の謠　「土車」の舞の復習
第３回 「雪山」の謠　「土車」の舞の復習　「雪山」の舞①
第４回 「十七八」の謠　「雪山」の謠の復習　「雪山」の舞②

第５回 「十七八」の謠の復習　「雪山」の舞③
 「雪山」の謠の復習
第６回 「宇治の晒

さらし

」の謠①　「雪山」の舞試験
第７回 「宇治の晒」の謠②　「十七八」の舞①
第８回 狂言「呼

よびこえ

声」の詞
ことば

①＝本読み①　「十七八」の舞②
第９回 狂言「呼声」の詞②　「宇治の晒」の謠③
 「十七八」の舞③
第10回 狂言「呼声」の詞③　「暁の明星」の謠①
 「十七八」の試験
第11回 狂言「呼声」の立ち稽古①　「暁の明星」の謠②
第12回 狂言「呼声」の立ち稽古②　「暁の明星」の舞①
第13回 狂言「呼声」の立ち稽古③　「暁の明星」の舞②
第14回 狂言「呼声」の立ち稽古④　「暁の明星」の舞③
第15回 「暁の明星」試験

●授業時間外の学習
　授業内容をふまえ、自主練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　「狂言」ガイドブック（三省堂）

●成績評価
　平常点（出席・受講態度）と実技。
Ａ　出席点90％以上　実技点80点以上
Ｂ　出席点70％以上　実技点65点以上
Ｃ　出席点50％以上　実技点50点以上
Ｄ　出席点49％以下　実技点49点以下

●履修条件
　特になし。
　音楽専攻日本音楽専修は必修。

●授業の概要
・腹式呼吸でしっかり声を出す訓練から始める。
・狂言の謡を謡い、身体を動かす訓練の舞を舞う。
・狂言「附子」または「呼声」を実習する。
・ 三次元の空間に自分の体がどのようにあるべきか演劇の基本が
感得できるだろう。

●授業の到達目標
　大きな声を出すこと。
　 まっすぐ前を向いて（下、横を見ずに）摺り足で前に進み元の
位置に正しく戻ることができること。
　 「左右」の完成。

●授業計画
第１回 オリエンテーション（声の出し方）「盃」の謠①
第２回 「盃」の謠②　お話「声楽と謠」のちがい
第３回 「盃」の謠③　お話「すりについて」　「盃」の舞①
第４回 「泰山府君」謠①　「盃」謠④　「盃」の舞②
第５回 「泰山府君」謠②　「盃」謠⑤　「盃」の舞③
第６回 「土車」の謠①　「泰山府君」謠③　「盃」の舞④
第７回 「土車」の謠②　「泰山府君」謠④　舞の試験⑤
第８回 「土車」の謠③　「泰山府君」謠⑤　泰山府君の舞①
第９回 「土車」の謠④　泰山府君の舞②
第10回 「土車」の謠⑤　泰山府君の舞③
第11回 土車の舞①　泰山府君の舞④
第12回 土車の舞②　泰山府君の舞⑤
第13回 土車の舞③
第14回 土車の舞④
第15回 「土車」試験

●授業時間外の学習
　授業内容をふまえ、自主練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　「狂言」ガイドブック（三省堂）

●成績評価
　平常点（出席・受講態度）と実技。
Ａ　出席点90％以上　実技点80点以上
Ｂ　出席点70％以上　実技点65点以上
Ｃ　出席点50％以上　実技点50点以上
Ｄ　出席点49％以下　実技点49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻２年

後期

アフレコ実技Ⅱ

小金丸　大和

◯1

演劇専攻２年

前期

アフレコ実技Ⅰ

小金丸　大和

●履修条件　健康管理に十分留意し、遅刻・欠席のないようにすること。
＊ 理由無く二回以上を連続で欠席した者については、以降の講義へ
の出席を禁止する。
　前期に「アフレコ実技Ⅰ」を履修し、単位を取得していること。
「アフレコ実技Ⅰ」の単位を取得していない者は、別途レポートの提
出を条件とする。
　受講人数によっては実技指導を受けられない回も有り得るが、その
際は他者に対する指導・ダメ出しを良く聞き、「見取り稽古」を行うこと。

●授業の概要　声優として必要な演技術を学ぶ。
　「アフレコ実技Ⅰ」で習得した技術論を分析し、応用し、より具体
的にしていく。
　「空間感覚・距離感の確立」
　「呼吸領域を意識し、身体を鳴らす事を覚える」
　「声にパーソナリティを持たせる」
　上記三点を柱とし、実際にアニメーション映像にアフレコを行ない、
それを視聴してみる事で、アフレコにはどのような技術・能力が必要
かを考える。
　ボイスサンプルを実際に作成し、収録、配布する。
　自分の声の持っている特質、長所、弱点を知る。

●授業の到達目標　将来、プロの声優として活動する為の演技術を身につける。
　プロの現場オーディション、所属オーディションで合格出来る実力
を養成する。

●授業計画１ 声優演技について　復習
２ 神経の多数化について（座学）
３ アフレコ実習①　（基本理論）
４ アフレコ実習②
５ アフレコ実習③
６ オーディオドラマ演技①　マイクワークの実践

７ オーディオドラマ演技②
８ オーディオドラマ演技③
９ アフレコ実習④　（キャラクター表現理論）
10 アフレコ実習⑤
11 アフレコ実習⑥
12 ボイスサンプル原稿作成
13 ボイスサンプルリハーサル、収録
14 ボイスサンプル視聴と講評
15 期末試験、まとめ

●授業時間外の学習　目標とするプロの声優・俳優の出演しているアニメーション作品を
複数視聴する。
　各プロダクション・養成所・研究所の情報を集め、どの事務所が
どの方面の仕事に強いかを研究しておき、卒業後の進路を決定する
時の指針とする。

●教科書・参考書等　教科書　　教材プリント、台本は随時授業時に配布
　参考資料　 「さんにんのかい」ＤＶＤ「新選組」「孫悟空」（ＶＡＰ

より発売）

●成績評価　出席状況及び実技試験における技術の習得状況において評価する。
　追加試験、補習授業は原則的に行わないものとする。
・ 成績は、実技試験の得点を元に、ボーダーライン上の場合は出席状況、
受講態度等を加味して評価する。
Ａ：およそ90点以上 （プロの声優として作品に出演出来るレベル）
Ｂ：およそ70点以上 （ プロダクション所属オーディション等に合格出

来るレベル）
Ｃ：およそ60点以上 （ 講義内容を理解し、理論としての声優演技基

本を理解出来た者）
Ｄ：59点以下 （ 講義内容を理解出来ていない、実践する事が

出来ていない者）

●履修条件
　健康管理に十分留意し、遅刻・欠席のないようにすること。受け
身の姿勢ではなく、積極的な研究心を持って講義を受講すること。
受講人数によっては実技指導を受けられない回も有り得るが、その際
は他者に対する指導・ダメ出しを良く聞き、「見取り稽古」を行うこと。

●授業の概要
　声優として必要な演技術を学ぶ。
　具体的には発声・発音・アーテュキレーションの見直しから始まり、
基礎訓練の方法を知り、アフレコ（アフターレコーディング）におけ
る台詞術、役作り、脚本の読解、演技プランの方法について研究を
進めて行く。
　また、現場での礼儀作法、マイクワーク、専門用語の理解など、
実践的な技術の習得を目指す。
　「空間感覚・距離感の確立」
　「呼吸領域を意識し、身体を鳴らす事を覚える」
　「声にパーソナリティを持たせる」
　上記三点を柱とし、実際にアニメーション映像にアフレコを行ない、
それを視聴してみる事で、アフレコにはどのような技術・能力が必要
かを考える。

●授業の到達目標
　将来、プロの声優として活動する為の演技術を身につける。

●授業計画
１ 声優演技について
２ 発声・発音・アーテュキレーションの見直し
３ 声優の基礎訓練の方法
４ 呼吸領域の理解
５ 基礎能力テスト
６ マイクワークの練習
７ アフレコ脚本の読み方　特殊表記の解説
８ キャラクター表現について

９ 声優に必要な専門知識のまとめ
10 アフレコ実習①
11 アフレコ実習②
12 アフレコ実習③
13 アフレコ実習④
14 アフレコ実習⑤
15 期末試験、まとめ

●授業時間外の学習
　目標とするプロの声優・俳優の出演しているアニメーション作品を
複数視聴する。
　各プロダクション・養成所・研究所の情報を集め、どの事務所が
どの方面の仕事に強いかを研究しておき、卒業後の進路を決定する
時の指針とする。

●教科書・参考書等
　教科書　　教材プリント、台本は授業時に配布。
　参考資料　 「さんにんのかい」ＤＶＤ「新選組」「孫悟空」（ＶＡＰ

より発売）

●成績評価
　出席状況及び実技試験における技術の習得状況において評価する。
　追加試験、補習授業は原則的に行わないものとする。
・成績は、実技試験の得点を元に、ボーダーライン上の場合は出席
状況、受講態度等を加味して評価する。
Ａ： およそ90点以上 （ 講義内容を理解し、かつ実践出来るレベルに

達している）
Ｂ：およそ70点以上 （講義内容を理解する事が出来ている）
Ｃ： およそ60点以上 （ 講義内容を理解するに至ってはいないが、努力

と研究が見られる）
Ｄ： 59点以下 （ 講義内容を理解していない、出席状況にも問

題がある）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

演劇専攻２年

前期

クラシック唱法Ⅱ①②

松井　康司

1

演劇専攻１年

後期

クラシック唱法Ⅰ①②

松井　康司

●履修条件
　「クラシック唱法Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　「クラシック唱法Ⅰ」で学んだことを基礎に、発声することから
表現することへレベルアップしていく。日本語の歌を取り上げ、い
かに良い発声で日本語を美しく歌えるようにしていくかを研究す
る。実技公開試験に向けては、２～３人で１曲を割り振るので、
与えられた曲を協力して演出し、歌と演技によるパフォーマンスと
して発表する。

●授業の到達目標
　ひとりひとりが歌うことに自信を持てるようにする。

●授業計画
１ ガイダンス、試聴会
２ 試聴会
３ 合唱曲の練習
４ 実技公開試験の選曲決定、公開レッスン形式の個別指導
５～８　公開レッスン形式の個別指導及び合唱練習
９～ 13　演技パフォーマンスを加えた歌唱指導及び合唱練習
14 通し稽古
15 Ｇ.Ｐ

●授業時間外の学習
　与えられた曲に対し、各グループごとに予習復習を必ず行うこ
と。また、その曲に対するイメージをしっかり持ち、演出を考え
ていくこと。

●教科書・参考書等
　授業時に楽譜を配布。

●成績評価
Ａ　授業に100％出席し、与えられた曲に積極的に取り組んだ。
Ｂ　 授業に90％以上出席し、与えられた曲に積極的に取り組んだ。
Ｃ　授業に80％以上出席し、与えられた曲に積極的に取り組んだ。
Ｄ　授業への出席が悪く、与えられた曲も消化できなかった。

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　クラシックの発声の基本は「響き」にある。大オーケストラの
伴奏であっても、マイクも使わずに声が通るのは全身が響いてい
るからである。いかに声を響かせ遠くに飛ばすか、それは芝居の
セリフにおいても同じである。
　この授業では、響きを意識することに重点を置いて発声を学ん
でいく。なお、独唱曲ばかりでなく、ハーモニー感覚を身につけ
るため、合唱曲も取り上げる。

●授業の到達目標
　日本語による歌唱のハーモニー感覚を身につける。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 ヴォイス・トレーニング　歌うための呼吸について
第３回 ヴォイス・トレーニング　声と響きについて
第４回 ヴォイス・トレーニング　発音（母音）について
第５回 ヴォイス・トレーニング　発音（子音）について
第６回 ヴォイス・トレーニング　言葉について
第７回 ヴォイス・トレーニング　声＆言葉＆表現
第８回～第15回　 全員でのヴォイストレーニング及び個々のヴォ

イストレーニング
　各回、合唱曲を教材とし、ハーモニー感覚を身につける。

●授業時間外の学習
　各授業のテーマについて、次の授業までに、各自実践的に復
習しておくこと。
　また、個人ヴォイストレーニングで与えられた課題は日々の訓
練として活用していくこと。

●教科書・参考書等
　授業時に楽譜を配布。

●成績評価
Ａ　 授業に積極的に参加し、声作りのための努力を継続的に行
えた者。

Ｂ　授業に参加し、声作りの努力をした者。
Ｃ　授業への欠席はあったが、声作りの努力をした者。
Ｄ　授業への欠席が目立った者。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

1

演劇専攻１年

後期

ミュージカルトレーニング

信太　美奈

2

演劇専攻１年

後期

ソルフェージュ基礎①②

岩崎　　廉

●履修条件
◦譜面が読めなくとも、課題に対して譜面を読む努力ができる人
◦課題のナンバーは次週は暗譜で歌えるようにする

●授業の概要
　ミュージカルというジャンルにおいて重要な「歌」を中心に学
んでいく。
　筋肉と心（身体を）十分に使った発声でミュージカルナンバー
を歌えるように。２年次で選ぶコースとは関係なく、声・歌・身
体を使った表現方法を学ぶ。ナンバーによってはセリフ、ダンス
も共に学習する。

●授業の到達目標
　筋肉と心が組み合わさった、表現力のある歌へ。
　ナンバーによってはダンス、ステージングなどの動きを伴なった
歌を歌う。

●授業計画
1． 自己紹介
2．  課題とするナンバーを、身体を使った歌い方で歌えるように

する
3． ナンバーの歌詞の理解を深めて歌う
4． ナンバーに必要とするステージング、ダンスなども含めた表現
5． 以降２～４のくり返し
6． 　　　　　　　　　　　〃
7． 　　　　　　　　　　　〃
8． 　　　　　　　　　　　〃
9． 　　　　　　　　　　　〃
10． 　　　　　　　　　　　〃
11． 　　　　　　　　　　　〃
12． 　　　　　　　　　　　〃
13． 　　　　　　　　　　　〃
14． 　　　　　　　　　　　〃
15． 試験、まとめ

●授業時間外の学習
　復習は必須。毎日歌う。毎日踊る。日々の個人でやるレッスン
が、あたり前になるまで。舞台を見る。CDを聞く。あらゆるジャ
ンルの音楽を聞きセンスを取り入れる努力をする。

●教科書・参考書等
　授業中に資料配布。
　CD、ミュージカル作品を見たり聞いたりして欲しい。

●成績評価
　出席・授業態度60％、最後の試験40％。

●履修条件
　五線ノート、筆記用具を持参、軽く動ける服装で。

●授業の概要
　音楽の基礎力を付ける事を目的とする。譜面の読み方、リ
ズム感、音感を養う訓練や楽典を学ぶ事を通して、各自の音
楽への理解を深め、パフォーマンスの質を上げて行く事に役立
てる。
　実技と理論学習の両面から音楽と向き合って行く為、幅広いア
プローチを学ぶ。個人能力の向上を目的としている為、個人指導
の時間ももつ。

●授業の到達目標
　譜面を読んで歌える様になる。リズム感や音感を育てる。音楽
に慣れ、譜面に慣れて行くことで、向かい合った作品への理解力
を身に付けパフォーマンス能力を高める。

●授業計画
1. リズム感、音感を養う訓練
2. 　　　　　〃
3. 　　　　　〃
4. リズムを読む
5. 音符を読む
6. 譜面を読む
7. 　　〃　　（視唱）
8. 聴音の訓練
9. 譜面を書く
10. 小発表会
11. 　  〃
12. 楽典の基礎　　音程
13. 　　〃　　　　調号等
14. 　　〃　　　　和音等
15. 試験、レポート提出

●授業時間外の学習
　各自、工夫してノートを作成し、新たな知識を整理して記録する。

●教科書・参考書等
　譜面やプリント等の配布物がある。

●成績評価
　学期末に試験とレポート提出あり。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

前期

ジャズダンスA①③

三村　みどり

1

演劇専攻２年

前期

ミュージカル唱法Ⅱ①②

信太　美奈

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスA①」履修者は「ジャズダンスA-LA①」、「ジャ
ズダンスA③」履修者は「ジャズダンスA-LA③」に参加すること）

●授業の概要
　肉体表現者として、自分の身体を知り、鍛え、表現の幅を広
げていく為の授業である。
・ 身体の軸、コントロール、柔軟性を身につける為に、ストレッ
チや筋肉トレーニングを行う。
・ 部分、または全身で音楽に乗って動かすアイソレーションを行う。
・ ステップを覚えて、身体の流れ方、空間の使い方、動かし方を学ぶ。
・振りを覚えて、表現、感性を磨く。

●授業の到達目標
　それぞれが目標を作り、その目標に向かって肉体訓練、踊りの
感性表現を習得する。

●授業計画
・自分の肉体の長所、短所を知る。
・全身または部分でリズムをとる。
・床を踏む、身体を引き上げるという事を学ぶ。
・身体の軸を覚え、身体をコントロールして動くことを知る。
・筋肉を張ったり、緩めたり、表現の幅を広げる。
・基本的なステップを覚え、全身を使って動けるようにする。
・ 振り付けを覚えて、音、振り付けで感じた感性をプラスし、踊
りで自分や作品を表現していく。

●授業時間外の学習
　出来ない振りは自主トレーニングして、次の授業に参加する
こと。欠席した場合も事前に習っておくこと。
　毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された
課題・振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の
授業に出席すること。（LA補習はLAが指導・監督するのでその
指示に従うこと）

●教科書・参考書等
　稽古着を着用すること。

●成績評価
　出席状況・授業態度及び実技試験で評価する。
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の
受験資格が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の
３分の２以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以
上の出席、LA補習の３分の２以上参加、両方きちんとそろって
いなければならない」と正しく理解すること。

●履修条件
・「ミュージカル唱法Ⅰ」を履修し、単位を修得してる人。
・将来はミュージカルにトライしたいと思ってる人。
・LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　「ミュージカル唱法Ⅱ①」履修者は「ミュージカル唱法Ⅱ-LA①」、
「ミュージカル唱法Ⅱ②」履修者は「ミュージカル唱法Ⅱ-LA②」
に参加すること。

●授業の概要
　ミュージカル作品の歌を、ストーリー、セリフの中からの流れ
で気持ちをどのように込めて歌うか。
　呼吸法・発声法・筋肉の使い方。
　最後に7月の高校生のためのワークショップを公開試験とする。

●授業の到達目標
　昨年度より引き続き、呼吸、筋肉の意識を高める。
　暗譜したミュージカルナンバーをダンスやステージングに取り入
れながら表現していく。

●授業計画
１． 前年度の反省と今学期の目標など語りあう
２． 曲選び
３． 具体的に選曲した楽曲を歌い込む
４．  〃
５．  〃
６． 歌の周囲のステージング、セリフなども練習
７．   〃
８．   〃
９．   〃
10．   〃
11．   〃

12．   〃
13．   〃
14．   〃
15． 公開試験

●授業時間外の学習◯呼吸・筋肉の使い方をマスターするように日々努力する。
◯楽譜が読めるように努力する。
◯課題を必ず次の授業までに暗譜する。
◯グループで歌う場合は集まって練習する。
◯ 毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された
課題・振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週
の授業に出席すること。（LA補習はLAが指導・監督するので
その指示に従うこと）

●教科書・参考書等
　ＣＤ、ミュージカル作品を見たり聞いたりして欲しい。
　授業中に資料配布。

●成績評価
Ａ　出席率が良く、歌もダンスもセリフもバツグンの人（～ 80）
Ｂ　出席率が良く、歌もダンスもセリフも一般的な人（79～ 60）
Ｃ　 出席率が良く、歌もダンスもセリフもかなり努力が必要な人
（59～ 50）

Ｄ　 出席率が悪く、歌もダンスもセリフもかなり努力が必要な人
（49以下）

※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の
受験資格が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の
３分の２以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以
上の出席、LA補習の３分の２以上参加、両方きちんとそろって
いなければならない」と正しく理解すること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

後期

ジャズダンスB①③

三村　みどり

◯1

演劇専攻１年

前期

ジャズダンスA②④

畔柳　小枝子

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスB①」履修者は「ジャズダンスB-LA①」、「ジャ
ズダンスB③」履修者は「ジャズダンスB-LA③」に参加すること）

●授業の概要
　肉体表現者として、自分の身体を知り、鍛え、表現の幅を広
げていくための授業である。
　・ 身体の軸、コントロール、柔軟性を身につける為に、ストレッ

チや筋肉トレーニングを行う
　・ 部分、または全身で音楽に乗って動かすアイソレーションを

行う
　・ ステップを覚えて、身体の流れ方、空間の使い方、動かし方

を学ぶ
　・振りを覚えて、表現、感性を磨く

●授業の到達目標
　前期の収得した技術をより高め、踊りの質を高める。

●授業計画
・前期の授業の確認
・より軸を強くし動きが大きく、安定した踊りが出来るようになる
・曲調や動きの流れ等を感じ取り、表現の幅を広げていく
・ 同じ振りを踊り込む事により、作品と向かい合い自分の感性を
プラスした表現が出来るようになる

●授業時間外の学習
　出来ない振りは自主トレーニングして、次の授業に参加するこ
と。欠席した場合も事前に習っておくこと。
　毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された
課題・振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の
授業に出席すること。（LA補習はLAが指導・監督するのでその
指示に従うこと）

●教科書・参考書等
　稽古着を着用すること。

●成績評価
　出席状況・授業態度及び実技試験で評価する。
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の
受験資格が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の
３分の２以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以
上の出席、LA補習の３分の２以上参加、両方きちんとそろって
いなければならない」と正しく理解すること。

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスA②」履修者は「ジャズダンスA-LA②」、「ジャズダンスA④」
履修者は「ジャズダンスA-LA④」に参加すること）

●授業の概要
　最近、ダンスは身近なものになり、殆んどの人々が経験をしたことがある・
得意である。という状況になっている。その為、要求されるレベルも上がり、
ダンスの技術や基本がとても大切になる。この授業では、ダンスの基礎を理
解し、動きに対応できる柔軟性・筋力のトレーニング・身体の使い方の訓練
を行う。授業で使用する曲等で、ジャズダンスの特長であるリズム感を養い、
コンビネーションで振付を覚えて、音楽に合った表現を踊り、どう見せるか？見
せたいか？見えたか？を考えながら、身体表現の訓練を行う。

●授業の到達目標
　到達目標は各自のスキルアップが目標であるが、基礎知識・基礎訓練が
中心でもあるため、自分自身の身体を知り、自信をつける反面欠点を認識し、
トレーニング方法を見つける事も重視したい。数回、小テストを行う事により、
本人の得意・不得意を知り、自分自身の成長に気付くことができる。

●授業計画
① ストレッチ・エクササイズ中心（正しいストレッチの仕方）。
　音のとり方・のり方。コンビネーション①
② ストレッチ・エクササイズ中心。音のとり方・のり方。コンビネーション①
③ アイソレーション・クロスフロアー重視。ストレッチ・エクササイズ。
　軸のとり方。コンビネーション①
④ アイソレーション・クロスフロアー重視。ストレッチ・エクササイズ。
　軸のとり方。コンビネーション①
⑤ コンビネーション①重視
⑥ ステップ、ジャンプ、ターン重視。ストレッチ・エクササイズ。
　コンビネーション②
⑦ ステップ、ジャンプ、ターン重視。ストレッチ・エクササイズ。
　コンビネーション②
⑧ ステップ、ジャンプ、ターン重視。ストレッチ・エクササイズ。
　コンビネーション②
⑨ ステップ、ジャンプ、ターン重視。ストレッチ・エクササイズ。
　コンビネーション②

⑩ コンビネーション②重視
⑪ 基礎トレーニング。ステップ、ジャンプ、ターンの組み合わせ。
　コンビネーション③
⑫ 基礎トレーニング。ステップ、ジャンプ、ターンの組み合わせ。
　コンビネーション③
⑬ 基礎トレーニング。ステップ、ジャンプ、ターンの組み合わせ。
　コンビネーション③
⑭ 基礎トレーニング。ステップ、ジャンプ、ターンの組み合わせ。
　コンビネーション③
⑮ まとめ

●授業時間外の学習
　各自、柔軟、筋力トレーニングは行ってほしい。
　小テストを行うので各自練習をしておくこと。
　毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された課題・振り
付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の授業に出席すること。
（LA補習はLAが指導・監督するのでその指示に従うこと）

●教科書・参考書等
・稽古着を着用。
・ダンスシューズ（ジャズシューズ等）を使用。

●成績評価
　出席日数・授業態度・小テスト・期末テストの状況で評価する。
Ａ　音に合わせ表現でき、研究、練習した者。
Ｂ　音に合わせ表現できた。注意点を意識できた者。
Ｃ　振付を覚えた。又は努力した者。
Ｄ　振付を覚えず、努力しなかった者。出席日数が足りず受験資格がない者
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の受験資格
が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の３分の２
以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以上の出席、LA補習の
３分の２以上参加、両方きちんとそろっていなければならない」と正しく理解
すること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻２年

前期

ジャズダンスＣ①③

渡辺　美津子

◯1

演劇専攻１年

後期

ジャズダンスB②④

畔柳　小枝子

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスC①」履修者は「ジャズダンスC-LA①」、「ジャズダ
ンスC③」履修者は「ジャズダンスC-LA③」に参加すること）

●授業の概要
　ストレッチ、筋肉トレーニング、アイストレーションで基本的な動き
をマスターしたら、重心の移し方、体の引き上げ方、ハイレベルなバ
ランス感覚を身につけ、質のよいターン（回転）、より確実なピルエッ
トを目指していく。クラッシックバレエ、ジャズダンス、タップダンス、
HIPHOP等の基本的なステップを使って、個人のレベルに合わせた振
付を覚えてもらうが、最終的にはテクニックのみならず、表現力も身
につけていきたい。表現力の幅を広げる意味でも、HIPHOPジャズ、
シアタージャズ、モダンジャズなどいろいろなジャンルに挑戦していき
たい。

●授業の到達目標
　振付を正確に踊る。ニュアンスを感じとることが出来る。自己表現
が出来ること。

●授業計画
1  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション①－1

2  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション①－2

3  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション①－3

4  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション①－4

5  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－5

6  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション①－まとめ

7  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－1

8  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、

コンビネーション②－2
9  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－3

10  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－4

11  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－5

12  ストレッチ、筋トレ、アイストレーション、バレエ基礎、ターン、
コンビネーション②－まとめ

13 復習、レベルアップ、コンビネーション①、②
14 復習、レベルアップ、コンビネーション①、②
15 実技試験、コンビネーション①、②

●授業時間外の学習
　毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された課題・
振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の授業に出
席すること。（LA補習はLAが指導、監督するのでその指示に従うこと）

●教科書・参考書等
　稽古着を着用。バレエ基礎、コンビネーションは裸足で行うことも
あるのでフータータイツ不可。ジャズダンスシューズ、ジャズスニーカー
着用。

●成績評価
　⑴出席日数、⑵授業態度、⑶課題に対する成果、等を総合的に
評価する。
Ａ　実技試験において、評価が80点以上で、表現力のある者。
Ｂ　実技試験において、評価が60点以上の者。
Ｃ　実技試験において、評価が40点以上の者。
Ｄ　実技試験において、評価が39点以下の者。
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の受験
資格が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の３分
の２以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以上の出席、
LA補習の３分の２以上参加、両方きちんとそろっていなければなら
ない」と正しく理解すること。

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスB②」履修者は「ジャズダンスB-LA②」、「ジャズダンスB④」
履修者は「ジャズダンスB-LA④」に参加すること）

●授業の概要
　最近、ダンスは身近なものになり、殆んどの人々が経験したことがある・得
意であるという状況になっている。その為、要求されるレベルも上がり、ダン
スの技術や基本がとても大切になる。この授業では、ダンスの基礎を理解し、
動きに対応できる柔軟性・筋力のトレーニング・身体の使い方の訓練を通して、
表現方法を見つけていく。
　ストレッチエクササイズ・アイソレーション・クロスフロアー・コンビネーション
で行う。

●授業の到達目標
　到達目標は、各自のスキルアップが目標である。
　柔軟・筋力トレーニングを通して、各自のトレーニング方法を見つけ、動き
の範囲を広げることで、表現方法に生かし、再にテクニックをつける事も目標
とする。小テストを行うことにより、自分自身の成長に気付くことができる。

●授業計画
①ストレッチエクササイズ等、基礎トレーニング中心。コンビネーション①
②ストレッチエクササイズ等、基礎トレーニング中心。コンビネーション①
③ストレッチエクササイズ等、基礎トレーニング中心。コンビネーション①
④ストレッチエクササイズ等、基礎トレーニング中心。コンビネーション①
⑤コンビネーション①中心。
⑥ クロスフロアー中心（ステップ・ターン・ジャンプ）。基礎トレーニング。コ
ンビネーション②
⑦ クロスフロアー中心（ステップ・ターン・ジャンプ）。
　基礎トレーニング。コンビネーション②
⑧ クロスフロアー中心（ステップ・ターン・ジャンプ）。
　基礎トレーニング。コンビネーション②
⑨ クロスフロアー中心（ステップ・ターン・ジャンプ）。

　基礎トレーニング。コンビネーション②
⑩コンビネーション②中心。
⑪動きの見せ方について考えて踊る。
⑫動きの見え方について考えて踊る。
⑬音楽の音色・アクセントも合わせて表現方法を考える。
⑭音楽の音色・アクセントも合わせて表現方法を表わす。
⑮まとめ

●授業時間外の学習
　各自、柔軟・筋力トレーニングは行ってほしい。
　小テストを行うので、各自練習をしておくこと。
 毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された課題・振り付
けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の授業に出席すること。（LA
補習はLAが指導・監督するのでその指示に従うこと。）

●教科書・参考書等
　・ダンスシューズ（ジャズシューズ等）を使用。
　・稽古着を着用。

●成績評価
　出席日数・授業態度・小テスト・期末テストの状況で評価する。
Ａ　音楽に合った動き、ポーズ等を上手く表現でき、研究・訓練した者。
Ｂ　音や動きに対して、表現する者として研究成果の見えた者。
Ｃ　振付を覚えて踊れる。又は成果がでた者。
Ｄ　 振付を覚えず練習もしなかった者。出席日数が足りず受験資格がなかっ
た者。

※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の受験資格
が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の３分の２
以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以上の出席、LA補習の
３分の２以上参加、両方きちんとそろっていなければならない」と正しく理解
すること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

前期

バレエ・ムーヴメント①②

安達　悦子

◯1

演劇専攻２年

前期

ジャズダンスＣ②④

畔柳　小枝子

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　クラシックバレエのアカデミックなレッスンを通して
　　１　舞台人としての体づくり、姿勢、柔軟性、プレイスメント
　　２　あらゆる踊りの基礎となるバレエの体の使い方
　　３　西洋の作法でもあるバレエの様式美、エレガンス
　　４　 音楽性、リズム感、ピアノの伴奏により生の音楽を体

に通す感覚
　等を身につけられるように、基本的なレッスンを行う。

●授業の到達目標
　初歩のバーレッスン、センターでの簡単なアンシェヌマンが全
員できるようになること。

●授業計画
　毎回、床上でのバーレッスン、ストレッチから始める。
①： 姿勢とプレイスメント、足の５つのポジション、ポール・ド・
ブラ

「バーの基本レッスン」
②から⑤： プリエ、バットマン・タンジュ、バットマン・デガジェ、

ロン・ド・ジャンプ・ア・テール、グラン・バットマン

⑥から⑧： 加えて、バットマン・フラッペ、バットマン・フォンジュ、
デヴロッペ、ロン・ド・ジャンプ・アン・レール

「バーレッスンとセンターレッスン。センターでは次の基本ステッ
プを加えていく。」
⑨から⑪： アダージョ、バットマン・タンジュ、バランセ（ワルツ

ステップ）小さいジャンプ等
⑫から⑬：グリッサード、アッサンブレ、ピルエット等
⑭：試験のアンシェヌマン
⑮：試験、まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の最後に、次の授業までに習得する課題を出すので、
練習に努めること。

●教科書・参考書等
　必ず稽古着（レオタード・タイツ）を着用し、バレエシューズを
使用。女性は髪をまとめるように。

●成績評価
　①出席日数②授業の状況③期末試験を総合的に100点満点で
評価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者（出席の足りない者）

●履修条件
　LA（レッスンアシスタント）による補習に毎週参加すること。
　（「ジャズダンスC②」履修者は「ジャズダンスC-LA②」、「ジャ
ズダンスC④」履修者は「ジャズダンスC-LA④」に参加すること）

●授業の概要
　欧米で一般的に実施しているレッスン方法を採用。
　ダンスに必要な柔軟性・筋力トレーニング・基本的な身体の使
い方・リズムのとり方・乗り方を学ぶ。
　色々な種類の音楽を用いて、その音色・リズム・アクセントを
身体を使って表現することを考える。
　ダンスを通して、身のこなしと感受性豊かな表現力を身につける。

●授業の到達目標
　肉体・精神共にコントロールすることを身につけ、踊ることを
通して表現豊かなパフォーマーを目指す。

●授業計画
①　 ストレッチ・エクササイズ（正しいストレッチの仕方）・
　　コンビネーション①
②　 ストレッチ・エクササイズ・クロスフロアー
　　（リズムのとり方・乗り方）・コンビネーション①
③　 ストレッチ・エクササイズ・クロスフロアー
　　（正しい姿整・軸のとり方）・コンビネーション①
④　 ストレッチ・エクササイズ・クロスフロアー
　　（軸、バランスのとり方）・コンビネーション①
⑤　 コンビネーション①重視
⑥　 ステップ・ジャンプ・ターン・コンビネーション②
⑦　ステップ・ジャンプ・ターン・コンビネーション②
⑧　ステップ・ジャンプ・ターン・コンビネーション②
⑨　ステップ・ジャンプ・ターン・コンビネーション②
⑩　コンビネーション②重視
⑪　 音の音色・アクセントのつけ方、見せ方。
　　コンビネーション③

⑫　 音の音色・アクセントのつけ方、見せ方。
　　コンビネーション③
⑬　更に踊りの表現方法を考える。コンビネーション③
⑭　更に踊りの表現方法を考える。コンビネーション③
⑮　コンビネーション③重視

●授業時間外の学習
　各自、柔軟、筋力トレーニングは行なってほしい。
　小テストを行うので振付の練習をし、その音やイメージの表現
を研究しておく。
　毎回、授業と並行して「LA補習」に参加し、授業で出された
課題・振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってから翌週の
授業に出席すること。（LA補習はLAが指導・監督するのでその
指示に従うこと）

●教科書・参考書等
　稽古着を着用。
　ダンスシューズ（ジャズシューズ等）を使用。

●成績評価
　出席・授業態度・小テスト・期末テストの状況で評価する。
Ａ　 音楽に合った動き、ポーズ等を上手く表現でき、研究・訓練
した者。

Ｂ　音や動きに対して、表現する者として研究成果の見えた者。
Ｃ　振付を覚えて踊れる。又は成果がでた者。
Ｄ　 振付を覚えず練習もしなかった者。出席日数が足りず受験
資格がなかった者。

※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、実技試験等の
受験資格が与えられない。
　 「授業出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の
３分の２以上であればよい」のではなく、「授業の３分の２以
上の出席、LA補習の３分の２以上参加、両方きちんとそろって
いなければならない」と正しく理解すること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻２年

前期

クラシックバレエⅡ①②

安達　悦子

◯1

演劇専攻１年

後期

クラシックバレエⅠ①②

安達　悦子

●履修条件
　「クラシックバレエⅠ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　クラシックバレエのアカデミックなレッスンを通して
　　１　舞台人としての体づくり、姿勢、柔軟性、プレイスメント
　　２　あらゆる踊りの基礎となるバレエの体の使い方
　　３　西洋の作法でもあるバレエの様式美、エレガンス
　　４　 音楽性、リズム感、ピアノの伴奏により生の音楽を体

に通す感覚
　等を身につけられるように、基本的なレッスンを行う。

●授業の到達目標
　それぞれが自分の体と向き合い、自分の体を理解する。
　豊かな表現ができる体を作る。
　バレエのアカデミックなムーブメント、テクニックを学び、動き
の可能性を拡げる。
　音楽的に踊れるように、感性を磨く。

●授業計画
　１限　初心者クラス　２限　経験者クラスとしてレベルに応じ
たクラスレッスンを行う。
①：クラス分け
②から⑤： 初心者クラスでは１年後期の授業で学んだことを深め、

次の段階に進む。中、上級のクラスレッスンを行う。
⑥から⑨： バーレッスン、センターレッスン、実技公開試験のア

ンシェヌマン（アダージョ、バットマン・タンジュ、ピ
ルエット、グラン・バットマン等）

⑩から⑬： バーレッスン、センターレッスン、実技公開試験のア
ンシェヌマン（アレグロ、ワルツ、グラン・アレグロ、コー
ダ等）

⑭：クラスレッスンと実技公開試験のアンシェヌマンのまとめ
⑮：実技公開試験

●授業時間外の学習
　毎回授業の最後に、次の授業までに習得する課題を出すので、
練習に努めること。

●教科書・参考書等
　必ず稽古着（レオタード・タイツ）を着用し、バレエシューズを
使用。女性は髪をまとめるように。

●成績評価
　①出席日数②授業の状況③期末試験を総合的に100点満点で
評価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者（出席の足りない者）

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　クラシックバレエのアカデミックなレッスンを通して
　　１　舞台人としての体づくり、姿勢、柔軟性、プレイスメント
　　２　あらゆる踊りの基礎となるバレエの体の使い方
　　３　西洋の作法でもあるバレエの様式美、エレガンス
　　４　 音楽性、リズム感、ピアノの伴奏により生の音楽を体

に通す感覚
　等を身につけられるように、基本的なレッスンを行う。

●授業の到達目標
　初歩のバーレッスン、センターでの簡単なアンシェヌマンが全
員できるようになること。

●授業計画
①： 姿勢とプレイスメント、足の５つのポジション、ボール・ド・
ブラ

「バーの基本レッスン」
②から④： プリエ、バットマン・タンジュ、バットマン・デガジェ、

ロン・ド・ジャンプ・ア・テール、グラン・バットマン、
ルルベ

⑤から⑦： 加えて、バットマン・フラッペ、バットマン・フォンジュ、
デヴロッペ、ロン・ド・ジャンプ・アン・レール

「バーレッスンとセンターレッスン。センターでは次の基本ステッ
プを加えていく。」
⑧から⑩： アダージョ、バットマン・タンジュ、バランセ（ワルツ

ステップ）、ピルエット、小さいジャンプ、グリッサー
ド等

⑪から⑬：アッサンブレ、ジュテ、シソンヌ、移動する回転等
⑭：試験のアンシェヌマン
⑮：試験、まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の最後に、次の授業までに習得する課題を出すので、
練習に努めること。

●教科書・参考書等
　必ず稽古着（レオタード・タイツ）を着用し、バレエシューズを
使用。女性は髪をまとめるように。

●成績評価
　①出席日数②授業の状況③期末試験を総合的に100点満点で
評価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者（出席の足りない者）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

後期

タップダンスⅠ②

近藤　淳子

◯1

演劇専攻１年

後期

タップダンスⅠ①

中谷　諭紀

●履修条件
　基本が大切なので欠席をしないこと。体調不良の場合でもな
るべく見学すること。

●授業の概要
　タップダンスの楽しさから、プロになるための本格的なテクニッ
クまでを基礎からしっかりと教えていく。リズム感（音の強弱・音
色・アクセント等）はダンスの基本としてはもとより、芝居や歌
を唄うことにも大変重要なことである。タップダンスのレッスンを
通じて耳だけでなく、身体全体で感じることや表現することを体
得してもらいたいと思う。

●授業の到達目標
　基本のステップを覚え数曲の振付も仕上げて行く。

●授業計画
　タップダンスは基礎が大切である。始めのレッスンからしっかり
と基礎を身につけていく。

１． 音の出し方、タップシューズとチップの床の感触をつかんではっ
きりと大きな音を出すこと。

２．正確に基礎ステップのパターンを覚えていくこと。
３． 自分が出す音をよくきいて色々なリズムのバリエーションを覚
えること。

４．様々なジャンルの曲や音に合わせて、より多くの表現を身に
つけること。

　以上をふまえて９、10月はタップシューズを履いて基本的な音
の出し方とステップ練習、以後はいくつかのジャンルに分けてでき
る限り幅広く振付曲を進めていく。

●授業時間外の学習
　常に復習、練習をすること。

●教科書・参考書等
　稽古着、タップシューズを使用。

●成績評価
　出席状況を重視し普段の授業態度と試験で評価する。

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　リズム感（音の強弱・音色・アクセント等）はダンスの基本と
してはもとより、芝居や歌を唄うことにおいても大変重要なこと
である。
　基礎～テクニックを学び、耳だけでなく身体全体で感じること
や表現することを学ぶ。

●授業の到達目標
　基本のステップを学び、数曲の振り付けも仕上げていく。

●授業計画
①　 タップシューズ（チップ）と床の感触をつかんでハッキリと大
きな音を出すことを覚える。

②　 正確に基礎ステップのパターンを覚える。
③　 自分が出す音をよく聞いて、色々なリズムのバリエーションを

覚える。
④　 様々なジャンルの曲や音に合わせて、より多くの表現を身に
つける。

⑤　 試験・まとめ

15回の授業を、上記のような流れでおこなう。

●授業時間外の学習
　復習・自主練習に努めること。

●教科書・参考書等
　タップシューズ。

●成績評価
　出席状況を重視し授業態度と試験で評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻２年

前期

タップダンスⅡ②

近藤　淳子

◯1

演劇専攻２年

前期

タップダンスⅡ①

中谷　諭紀

●履修条件
　「タップダンスⅠ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　より表現力を豊かにするため様々な曲に合わせて振付してい
く。また、時には太鼓やドラムパーカッションとのコラボレーショ
ン（組合せ）やアドリブ（即興）等タップダンスの奥の深さを学
んでほしい。
　発表会を体験し、舞台創りの楽しさと厳しさを学ぶ。

●授業の到達目標
　リズム感（音の強弱等）とより幅の広い表現方法を充分に身
につけること。

●授業計画
　専門的なことを修得していただきたく振付もなるべく多くの曲を
体験してもらう。
　音色やリズムの変化等表現を広げステップを復習、確認し発表
会に向けて踊り込んでいく。

●授業時間外の学習
　欠席した場合友人にきく等して事前にステップを学んでおくこ
と。常に復習、練習をすること。

●教科書・参考書等
　稽古着、タップシューズを使用。

●成績評価
　出席状況及び普段の授業態度と発表会を評価する。

●履修条件
　「タップダンスⅠ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　基礎～テクニックのステップをもちい、より表現力を豊かにす
るため、様々なジャンルの曲に合わせて振り付けをしていく。
　また、発表の場を体験し、舞台創りの楽しさと厳しさを学ぶ。

●授業の到達目標
　リズム感とより幅広い表現力を身に付ける。

●授業計画
①　基礎ステップのパターン練習
②　 自分が出す音をよく聞いて、色々なリズムのバリエーションを

覚える。
③　 様々なジャンルの曲に合わせて、より多くの表現力を身に付
ける。

④　試験・まとめ

15回の授業を、上記のような流れでおこなう。

●授業時間外の学習
　欠席した場合は、友人に聞く等してステップを教えてもらい学
んでおくこと。
　復習・自主練習に努めること。

●教科書・参考書等
　タップシューズ。

●成績評価
　出席状況を重視し授業態度と試験で評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯2

演劇専攻１年

前期

日本演劇史Ａ（古典）

安富　　順

◯2

演劇専攻１年

前期

舞台芸術概論

高橋　宏幸

●履修条件
　必修。

●授業の概要
　日本で俳優修行を積み、将来的に日本または外国において俳
優或いは演劇関係の仕事に関わることを天職に選んだ若きプロ
アーティスト諸君へ、必須と思われる日本古典芸能史・演劇史に
関する知識を伝える。本講義ではまず芸能・演劇の概念規定と
その本質論について論じ、特に芸能が我々の文化・文明に如何
なる影響を残しているかを考察する。次いで能・狂言、歌舞伎、
人形浄瑠璃（文楽）の生成、発展史と各々の特質等を論じる。
上記古典演劇を観た経験が無い諸君もあろうかと思うので、ビデ
オ等を用い基本的鑑賞知識も伝える。講義では諸君らが今まで
耳にしたことがない、人物名・作品名・学術用語等が頻出する。
それらを理解し記憶することは苦痛であろうが、本講義が本学教
育課程に設置された目的が幅広い知見を有した俳優養成を目指
すものであることから、それは甘受してほしい。その上で俳優と
いう職業人である以前に、一個の自律した人間として生きるため
の智慧となるべきものを伝えられればと願っている。

●授業の到達目標
　講義を通じ、日本古典芸能史および演劇史に関する基本的必
須知識、教養を習得し、それらを説明することができる。

●授業計画
第１回 講義概要・事務的連絡
第２回 芸能とは何か、演劇とは何か
第３回 3・11の記憶

第４回 神と人間―折口信夫「マレビト論」
第５回 神と人間―反「マレビト論」柳田国男の霊魂観
第６回 ハレとケ―芸能としての祭り
第７回 能・狂言発生史概論
第８回 能・狂言成長・展開史概論
第９回 劇人世阿弥
第10回 飾ることと見立てること―風流・歌舞伎
第11回  身体的表象の変化―古代・中世的身体表現から近世的

身体表現へ
第12回 怨み・笑い―鶴屋南北の世界
第13回 七五の律動―河竹黙阿弥の世界
第14回 慰み―近松門左衛門
第15回 総論・統括

●授業時間外の学習
　指定文献を事前に読むこと。

●教科書・参考書等
　プリントを配布する。参考となる書籍等については適宜紹介する。

●成績評価
　出席・授業への取り組み15％、筆記試験85％。
Ａ　 総合点80点以上
　　（講義内容の理解度が優れていると認められる者）
Ｂ　 総合点60点以上
　　（講義内容の理解度が一定以上には達したと認められる者）
Ｃ　 総合点50点以上
　　（ 講義内容の理解度にやや不安を覚えるが最低限の段階には

一応達したと認められる者）
Ｄ　 総合点49点以下
　　（ 講義内容の理解度が極めて不十分と判断せざるを得ない者）

●履修条件
　必修。遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　日本の近代の演劇史をベースにしながら、演劇というものを考
える。われわれが現在考えている、「演劇」の概念は、いかに日
本において作られたのか、また何のために近代演劇は西洋社会
から導入されたのか。それら社会と演劇の位置を始点として考え
る。そして、演劇というものが娯楽的な要素をこえて、社会とど
のように関わり、人々は翻弄されながらも、その社会に介入しよ
うとしたのか。戦前、戦間期という激動の日本の歴史を通して考
える。そのため、19世紀末から20世紀にかけての、世界史と日本
史の高校教科書程度の知識は再度準備しておくこと。

●授業の到達目標
　たんに演劇史をなぞるのではなく、当時の人々が社会とどのよ
うに接点をもち、なにを考えて行動していたのか、その可能性と
限界を問う。そこから自分自身で、ある事柄について考える力を
みにつけることを目標とする。　

●授業計画
１ イントロダクション
２ 演劇の概念とはなにか
３ 「明治」と演劇
４ 「明治」と演劇
５ 近代演劇とはなにか
６ 「明治」と近代演劇
７ 労働演劇

８ 戯曲の時代
９ 戯曲の時代
10 戯曲の時代
11 プロレタリア演劇
12 プロレタリア演劇
13 戦中の演劇
14 戦中の演劇
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること。

●教科書・参考書等
　教科書：日本史の教科書と世界史の教科書。
　参考書：授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　　出席50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯2

演劇専攻１年

前期

西洋演劇史Ａ（古典）

安宅　りさ子

◯2

演劇専攻１・２年

前期／後期

日本演劇史B（近現代）

高橋　宏幸

●履修条件
　必修。
　予習・復習に努め、演劇の基礎知識を習得する意志のある者。

●授業の概要
　ギリシャ悲劇やシェイクスピア劇は、現在も数多く上演されて
いる。この授業では、紀元前５世紀の古代ギリシャ劇から17世
紀のフランス古典劇にいたるまでの西洋演劇史を概観し、演劇人
に求められる基礎的な知識を習得する。各項目において、時代
背景、文化状況をふまえながら、劇場構造、上演形態、作品等
を考察していく。
　また、各時代の演劇が後世の演劇にどのような影響を与え、
どのような要素が継承されたのかを、それぞれの事象を関連づけ
ながら探っていきたい。さらに、現代における古典作品の上演に
ついても言及し、その芸術的価値を論じていきたい。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標にする。
○代表的な劇作家とその作品について、説明することができる。
○ 劇場構造や上演形態について、その特色を説明することがで
きる。
○ 紀元前５世紀から17世紀までの西洋演劇史の流れを説明する
ことができる。

●授業計画
1. ガイダンス
2. 古代ギリシャの演劇
3. ギリシャ悲劇Ⅰ　アイスキュロス
4. ギリシャ悲劇Ⅱ　ソポクレス
5. ギリシャ悲劇Ⅲ　エウリピデス

6. ギリシャ喜劇／ローマ演劇
7. 中世の宗教劇
8. コメディア・デラルテ
9. フランス古典悲劇
10. フランス古典喜劇
11. エリザベス朝演劇
12. シェイクスピアⅠ　悲劇
13. シェイクスピアⅡ　史劇
14. シェイクスピアⅢ　喜劇
15. まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の冒頭で、前回の授業内容と宿題に関する小テスト
を行うので、履修者は予習と復習に努めること。最終回までに「ア
ガメムノン」（アイスキュロス）、「オイディプス王」（リポクレス）、「メ
ディア」（エウリピデス）、シェイクスピアの四大悲劇、「夏の夜の夢」
「十二夜」「テンペスト（あらし）」を読んでおくこと。

●教科書・参考書等
　教科書は使用せず、授業時にプリントを配付。参考書は、適
宜授業内で紹介する。

●成績評価
　小テスト成績30％、期末試験成績70％で100点に換算
Ａ　 総合点が80点以上の者
　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
Ｂ　 総合点が60点以上の者
　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
Ｃ　 総合点が50点以上の者
　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
Ｄ　 総合点が49点以下の者
　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）

●履修条件
　前期：演劇専攻２年ストレートプレイコース必修
　後期：演劇専攻１年必修
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　日本の現代演劇史を概括して講義する。半期のため、生徒は
授業時間外で、戯曲や演劇論、そして時代背景についての読書
をすることが求められる。われわれが現在考えている、「演劇」
の概念は、いかに日本において作られたのか。それら社会の制度
と演劇の位置を見る。そして、演劇というものが娯楽的な要素を
こえて、社会とどのように関わり、どのように人々が翻弄されなが
らも、社会に介入しようとしたのか、戦後日本の歴史を通して考
える。そのため、世界史と日本史の高校教科書程度の知識は再
度準備しておくこと。

●授業の到達目標
　たんに演劇史の授業ではなく、作品と人々が社会とどのように
接点をもち、なにについて考えて行動していたのか、その可能性
と限界を問う。自分自身で、ある事柄について考える力をみつけ
ることを目標とする。　

●授業計画
１ イントロダクション
２ 戦後の動向
３ 1950年代の演劇
４ 1960年、安保と演劇
５ アンダーグラウンド演劇
６ アンダーグラウンド演劇

７ アンダーグラウンド演劇
８ 1970年代の演劇
９ 1980年代の演劇
10 1990年代の演劇
11 1990年代の演劇
12 2000年代演劇の動向
13 最近の演劇の動向
14 最近の演劇の動向
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

―

キャップ制
対象外

◯

演劇専攻１年

前期

ミュージカル概論

橋爪　貴明

◯

演劇専攻１・２年

前期／後期

西洋演劇史Ｂ（近現代）

安宅　りさ子

●履修条件
　ミュージカルコース必修。
　遅刻、欠席厳禁。プロの表現者になる熱意があり、学ぶ欲求
があること。

●授業の概要
　比較的新しい表現形式であるミュージカルの歴史を研鑽し、他
の演劇形式との違い、共通点を学び、ミュージカルの可能性を探っ
ていく。理論と実技、そして映像。それぞれの角度からミュージ
カルという表現形式の理解を深めていく。
　ミュージカルの原点は何処にあるのか？　どんなルートを辿っ
てこの芸術、文化が日本に入って来たのか？　オペラからミュー
ジカルが派生したのはどの時点か？
　フランス～ニューオリンズ～ブロードウェイへと至る変遷、また
ウエストエンドの状況も同時に学んでいく。また、日本のミュー
ジカルの派生、発展も見ていく。

●授業の到達目標
　ミュージカルの作品分類ができ、歴史を理解し、作品の時代
背景、社会的な力関係を把握する。

●授業計画
1 ガイダンス
2 自己受容、自己表現
3 歌の原点を知る。歴史を学ぶ。
4 芝居の原点を知り、歴史を学ぶ。
5  身体表現の原点を知り、歴史を学ぶ。ミュージカル作品の

分類の仕方。
6 オペラ～ミュージカル、派生の場所と時期。
7  ボードビルショー、ミンストレル。ニューオリンズで花開くも
のは…

8 DVD鑑賞
9 作品の分析
10  レ・ミゼラブル、サウンドオブミュージック、ウエストサイド
ストーリー　これらの作品の分析と解説及び時代背景、作
品が社会に与えたものは？

11 ミュージカルにおける作詞、その作品ごとの研鑽。
12 滑舌、発声、音に対する感性を開く。
13 DVD鑑賞
14 作品の分析
15 まとめ

●授業時間外の学習
　与えられた課題の準備を授業前に行うこと。
　授業中に学んだことを検討し、改善・研究に努めること。

●教科書・参考書等
　授業時にプリントを配布。

●成績評価
　レポートにより評価。
Ａ　講義内容を元に的確に自論を展開できた者。
Ｂ　講義内容を元に自論を展開できた者。
Ｃ　講義内容は把握出できているが、自論を展開できなかった者。
Ｄ　 レポート未提出、授業への出席不足の者。

●履修条件
　前期：演劇専攻２年ストレートプレイコース必修。
　後期：演劇専攻１年必修。
　予習・復習に努め、演劇の基礎知識を習得する意志のある者。

●授業の概要
　西洋における近代劇運動から現代までの流れを概観し、演劇
人に求められる基礎的な知識を習得する。各項目において、時
代背景、文化状況をふまえながら、劇場構造、上演形態、作品、
演劇論等を考察していく。
　また、各国の演劇が他国にどのような影響を与え、どのような
発展を遂げたのかを、それぞれの事象を関連付けながら探ってい
きたい。

●授業の到達目標
　この授業の到達目標は以下の３点である。
○代表的な劇作家とその作品について、説明することができる。
○代表的な演劇理論について、その要点を説明することができる。
○ 19世紀の自然主義演劇から現在までの西洋演劇史の流れを説
明することができる。

●授業計画
1. ガイダンス
2. 自然主義演劇
3. イプセン
4. モスクワ芸術座とスタニスラフスキー
5. チェーホフ
6. 英米の近代劇
7. ブレヒトⅠ
8. ブレヒトⅡ

9. 不条理演劇Ⅰ
10. 不条理演劇Ⅱ
11. テネシー・ウィリアムズ
12. アーサー・ミラー
13. 古典の現代化
14. 多文化の演劇
15. まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の冒頭で、前回の授業内容に関する小テストを行うの
で、履修者は予習と復習に努めること。最終回までに、「人形の家」
「幽霊」（イプセン）、チェーホフの四大劇、「三文オペラ」（ブレヒ
ト）、「ガラスの動物園」「欲望という名の電車」（ウィリアムズ）、「ゴ
ドーを待ちながら」（ベケット）を読んでおくこと。

●教科書・参考書等
　教科書は使用せず、授業時にプリントを配付。参考書は適宜
授業内で紹介する。

●成績評価
　小テスト成績30％、期末試験成績70％で100点に換算
Ａ　 総合点が80点以上の者
　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
Ｂ　 総合点が60点以上の者
　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
Ｃ　 総合点が50点以上の者
　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
Ｄ　 総合点が49点以下の者
　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／2

演劇専攻２年

後期

演劇史特講

安宅　りさ子

◯2

演劇専攻１・２年

前期・後期

ミュージカル論

藤原　麻優子

●履修条件
　演劇史の基礎的な事項を踏まえていること。

●授業の概要
　本講では、トロイ戦争を題材とする古代ギリシャ劇とシェイク
スピアの問題劇を比較考察し、それぞれの特徴について論じる。
シェイクスピアは、トロイ戦争を舞台に、トロイラスとクレシダ
の悲恋を描いたが、そこに登場する英雄たちの姿は、ギリシャの
それとはまったく異なっている。視聴覚資料も使いながら、エリ
ザベス朝における「古典の現代化」について考えていきたい。

●授業の到達目標
　以下の３点をこの授業の到達目標にする。
○古代ギリシャ劇におけるトロイ戦争について説明ができる。
○『トロイラスとクレシダ』の特徴について説明ができる。
○「古典の現代化」について自らの考えを説明することができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 ギリシャ神話と演劇
第３回 ギリシャ劇におけるトロイ戦争Ⅰ
第４回 ギリシャ劇におけるトロイ戦争Ⅱ
第５回 ギリシャ劇におけるトロイ戦争Ⅲ
第６回 ギリシャ劇におけるトロイ戦争Ⅳ
第７回 エリザベス朝の演劇

第８回 シェイクスピアの喜劇
第９回 『トロイラスとクレシダ』Ⅰ
第10回 『トロイラスとクレシダ』Ⅱ
第11回 『トロイラスとクレシダ』Ⅲ
第12回 『トロイラスとクレシダ』Ⅳ
第13回 『トロイラスとクレシダ』Ⅴ
第14回 古典の現代化
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　アイスキュロス『オレステス三部作』、ソポクレス『エレクトラ』、
エウリピデス『トロイアの女』『エレクトラ』『ヘレネ』『オレステス』
（『アンドロマケ』『ヘカベ』『アウリスのイピゲネイア』）を読み、
相関関係を把握しておくこと。

●教科書・参考書等
　『トロイラスとクレシダ』　シェイクスピア全集23　松岡和子訳
（ちくま文庫）

●成績評価
　小テスト50％　期末課題50％で100点に換算
Ａ　 総合点が80点以上の者（演劇史の基礎的事項を踏まえ、独
自の視点から古典の現代化について考察することができる）

Ｂ　 総合点が60点以上の者（演劇史の基礎的事項を踏まえ、古
典の現代化について考察することができる）

Ｃ　 総合点が50点以上の者（演劇史の基礎的事項をあまり把握
せず、古典の現代化について考察することができない）

Ｄ　 総合点が49点以下の者（演劇史の基礎的事項を把握せず、
古典の現代化について考察することができない）

●履修条件
　前期：演劇専攻２年ミュージカルコース必修
　後期：演劇専攻１年必修

●授業の概要
　ミュージカルは、日本を含め現在世界各地で最も人気のある音
楽劇のひとつと呼ぶことができる。では、様々な音楽劇の中で、
ミュージカルの音楽劇としての特徴とは一体何なのだろうか。語
り、歌い、踊るという演技は、どのように作品に組み込まれてい
るのだろうか。わたしたちが思い浮かべる「ミュージカル」は、ど
のように現在の広がりをもつにいたったのだろうか。この授業で
は、ブロードウェイ・ミュージカルを中心に、ミュージカルというジャ
ンルの歴史と展開について概観し、ミュージカルを理解するため
の基礎的な知識を学ぶ。また、さまざまなサブ・ジャンルについて、
作品分析を通して考察していく。適宜映像・音声資料を利用する。

●授業の到達目標
　・ ミュージカルの歴史について、各年代の特色と大まかな流れ
を説明することができる。

　・ ミュージカルのさまざまなサブ・ジャンルについて、その特色
を説明することができる。

　・ミュージカルに対する自分の考えを説明することができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 ミュージカルの歴史１
第３回 ミュージカルの歴史２
第４回 ミュージカル・プレイ１
第５回 ミュージカル・プレイ２
第６回 コンセプト・ミュージカル１

第７回 コンセプト・ミュージカル２
第８回 ロック・ミュージカル１
第９回 ロック・ミュージカル２
第10回 メガ・ミュージカル１
第11回 メガ・ミュージカル２
第12回 ジュークボックス・ミュージカル
第13回 メタ・ミュージカル
第14回 日本のミュージカル
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　予習・復習として、授業で取りあげる作品の映画版を見てもらう。
授業後に簡単な感想や小レポートの提出を求める場合がある。

●教科書・参考書等
　教科書は指定しない。授業時にプリントを配布。参考書は適
宜授業時に紹介する。

●成績評価
　平常点（出席、授業態度および感想提出等）40%、期末試験
60%で100点に換算する。
A 総合点が80点以上の者
 （基本的な諸事項を理解し、説明ができる）
B 総合点が60点以上の者
 （基本的な諸事項をほぼ理解し、説明ができる）
C 総合点が50点以上の者
 （基本的な諸事項の理解に欠け、説明が不足する）
D 総合点が49点以下の者
  （極端に出席が少ない、講義内容を理解しておらず説明ができ
ない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／2

演劇専攻２年

前期

演劇批評A

高橋　宏幸

2

演劇専攻２年

前期

ミュージカル特講

橋爪　貴明

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
•  演劇を観るために、もしくは実践的に活動するために、必要
な理論について考える。理論を学びながら、それをベースに実
際に舞台を観にいく。舞台が理論によって鮮やかに見える場
合もあれば、理論そのものをゆるがすこともあるだろう。その
双方向的な視点をもって、舞台について考える。

●授業の到達目標
　たんに舞台をみる授業ではなく、演劇が社会とどのように接点
をもち、作品からなにを見つけるべきなのか、その可能性を問う。
そこから自分自身で、ある事柄について考える力をみつけることを
目標とする。

●授業計画
１ イントロダクション
２ 批評理論とはなにか
３ 批評理論の解説
４ 作品と社会性 1960年代を例に
５ 作品と時代性 1960年代を例に
６ 作品を取りまく環境
７ 記憶の装置としての劇場
８ 歴史性と演劇 カントールについて
９ 歴史性と演劇 カントールについて

10 カントールの舞台
11 カントールの舞台
12 カントールの舞台から考える
13 批評の講評
14 批評の講評
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）

●履修条件
　ミュージカルに精通し、プロの表現者として学ぶ欲求と熱意が
あること。

●授業の概要
　様々なミュージカル作品の中から選んだ課題を研鑽し、一つの
作品を仕上げていく中で出会う課題にとり組む。
　芝居、歌、振付、その絶妙なブレンドが如何にして生まれるかを、
実践的に覚え、体感していく。
　芝居の中で、自然に感情が高まり、それが歌になり、ダンス
になっていく。そのプロセスを、演じることで体験し、獲得して
いく。
　ミュージカルの感性、リズム、間、スウィング、グルーブ感を
体感し、学んでいく。
　いくつかの作品を題材に、時代背景や、社会に与えた力関係
を分析、解釈する。
　

●授業の到達目標
　ミュージカル作品を創り上げる上で必要な感性、技術を、―様々
な作品を演じながら―育て、学んでいく。

●授業計画
1 ガイダンス。
2  歌、芝居、ダンスのコンビネーションを肌で感じるノウ

ハウ。
3 課題曲のレッスン　歌
4 課題曲のレッスン　ダンス
5～ 9  レ・ミゼラブル、リトルショップオブホラーズ、レント他

様々な作品から抜粋したシーンを演じながらの研鑽、研
究。作品ごとの解説、分析を行う。

10 それぞれの作品のエッセンスを研鑽。評価。
11～13 オリジナル作品を演じ、創り上げる。課題。
14 課題の評価。
15 まとめ。

●授業時間外の学習
　ミュージカル作品を積極的に観劇。
　自分の感性に触れる作品の種類と傾向を理解する。
　ミュージカル表現形式の中での自分なりの課題を見つけ、克服
していくこと。

●教科書・参考書等
　授業中に配布。

●成績評価
　出席状況。
　授業態度。達成度。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯◯2

演劇専攻１・２年

集中

映画論

行定　　勲

／2

演劇専攻２年

後期

演劇批評B

高橋　宏幸

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　本講義では、映画はどうやって制作されていくのか題材をどこ
に求めるのか等について、演劇と映画の具体的な作品を参照に
しながら、テーマごとに掘り下げていく。具体的な作品の解説を
通じて講義を進めていくため、学術的な内容よりも実践的な内容
が中心となるが、映画制作にとどまらず創作活動において重要と
なる要素について、丁寧に取り扱っていければと考えている。
　講義を通じて、学生の皆さんと質疑応答だけでなくテーマごと
にディスカッションを活発にできればと、思っている。

●授業の到達目標
　映画制作に関するいくつかの論点を通じて、映画制作にとど
まらず、創作活動において基礎となる大事なポイントを理解して
ほしい。

●授業計画
　以下、テーマについて、具体的な作品を参照しながら、解説、ディ
スカッションの流れで授業を進めていく。
　１－２ 映画はどうやって制作されているのかという概論
　３－４ 演出における自作論と発想
　５ 演劇作品の映画化についての考察
　６ 映画における演劇的演出の意義
　７ 評価されることの意義
　８ 映画化企画のプレゼンテーション

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　出席状況・授業への取り組み　レポート課題（予定）。

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
•  演劇を観るために、もしくは実践的に活動するために、必要
な理論について考える。理論を学びながら、それをベースに実
際に舞台を観にいく。舞台が理論によって鮮やかに見える場
合もあれば、理論そのものをゆるがすこともあるだろう。その
双方向的な視点をもって、舞台について考える。

●授業の到達目標
　たんに舞台をみる授業ではなく、演劇が社会とどのように接点
をもち、作品からなにを見つけるべきなのか、その可能性を問う。
そこから自分自身で、ある事柄について考える力をみつけることを
目標とする。　

●授業計画
１ イントロダクション
２ ポストコロニアル理論と演劇
３ ポストコロニアル理論と演劇
４ クィア・スタディーズと演劇
５ クィア・スタディーズと演劇
６ 舞台の報告
７ 舞台の報告
８ 実際に書く
９ 実際に書く

10 ディスカッション
11 ディスカッション
12 ディスカッション
13 批評の講評
14 批評の講評
15 まとめ
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：授業時にその都度指示、またはプリントを配布。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

―

キャップ制
対象外

◯

演劇専攻１・２年

後期

舞踊論

村山　久美子

◯◯

演劇専攻１・２年

集中

演出論

鵜山　　仁

●履修条件
　身体表現に興味をもっていること。

●授業の概要
　ダンサーに限らず、演技を必要とする芸術に携わる人々にとっ
て、身体表現はかなりの重要性を持っている。言葉を用いず身体
表現だけで全てを伝える舞踊芸術では、その表現法が高度に発
達している。この授業で優れた舞踊作品の映像を見た受講生は、
舞踊の言葉を超える表現の大きさに驚くにちがいない。
　授業では、舞踊の歴史を概観しながら各時代ごとに作品を鑑
賞し、どのような場合に身体表現が大きな力を発揮するかを確
認してゆく。身体表現の力を知り、その力を意識することは、
演劇人を目指す皆さんにとってかなり有益なことであると確信し
ている。

●授業の到達目標
　身体表現の可能性を知り、自らの芸術活動に役立てること。

●授業計画
第１回～第３回 バレエの発生からロマン主義バレエまで。
 代表作『ジゼル』の分析。
第４回～第６回  ロシア・バレエの黄金時代ーチャイコフスキーの

三大バレエの誕生。マリウス・プティバの創作。
 現代において古典を上演する意義について。
第７回 モダン・バレエの誕生
第８回 バレエ・リュス：総合芸術としてのダンス。

第９回  ドラマティック・バレエとは。
 『ロミオとジュリエット』と『スパルタクス』の分析。
第10回 シンフォニック・バレエとは。ジャージ・バランシンの創作。
第11回   バレエの概念を変えたモダン・バレエーベジャールとプ

ティ。ベジャール芸術の体現者としてのジョルジュ・ドン。
第12回 モダン・ダンスの誕生と発展。
第13回～第14回  コンテンポラリー・ダンスの概念、その発展の

流れ：ノイマイヤー、キリアン、フォーサイスの
時代とそれ以降

第15回 まとめ
※毎回VTRで舞踊作品を見る。
※ 教員が解説しながら、２～３作品全幕をVTRで見、レポートを
提出。

●授業時間外の学習
　ダンス公演に足を運ぶ（優れた舞台を随時紹介）。

●教科書・参考書等
　教科書：村山久美子「二十世紀の10大ダンサー」（東京堂書店）
　参考書：
　「知らざれるロシア・バレエ史」村山久美子著（東洋書店）
　「バレエ・ギャラリー」村山久美子共著（学研）
　 「ＤＶＤ解説書『華麗なるバレエ』」村山久美子共著シリーズ（小
学館）

●成績評価
Ａ 総合点が80点以上の者
Ｂ 総合点が60点以上の者
Ｃ 総合点が50点以上の者
Ｄ 総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　井上ひさし作『紙屋町さくらホテル』を読み進めながら、舞台
演出のありかたについて考える。

●授業の到達目標
　演出者の役割とは何か。一定の共通認識を得たい。

●授業計画
・演出的観点から見た芝居作りの基本課題。
　　「音を変える」

　・読み合わせ段階での課題。
　　「相手役の存在」

　・立ち稽古段階での課題。
　　「第三者の出現」

　・上演に際しての課題
　　「『劇場』と『観客』の登場」

　等々、芝居作りの各段階に擬して、現場的な課題を具体的に
検証していく。

●授業時間外の学習
・『紙屋町さくらホテル』を授業前にしっかり読んで来ること。

●教科書・参考書等
　井上ひさし作『紙屋町さくらホテル』（始業以前にプリントを配
布する）

●成績評価
　出席状況・授業への取り組み50％、レポート50％
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯2

演劇専攻１・２年

後期

演劇論

高橋　宏幸

◯2

演劇専攻１・２年

前期

戯曲論

福田　善之

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　西洋演劇史に名を残す名作とされる戯曲を、多読することを目
標とする。最低でも週に１～２本は戯曲を読み、授業で発表して
議論する。そのため、議論に参加していないものは、出席とは認
めない。とにかく戯曲をたくさん読んで、戯曲を読むことになれ
ること。そのために、授業以外での読書は必須である。　

●授業の到達目標
　たんに戯曲を読む授業ではなく、ある時代のなかで、その当時
の人々が、社会とどのように接点をもち、なにを考えて行動してい
たのか。戯曲を通して、その可能性と限界を問う。そこから自分自
身で、ある事柄について考える力を身につけることを目標とする。

●授業計画
１ イントロダクション
２ ギリシャ悲劇の戯曲
３ ギリシャ悲劇の戯曲
４ ギリシャ悲劇の戯曲
５ ギリシャ悲劇の戯曲
６ シェイクスピアの戯曲
７ シェイクスピアの戯曲
８ シェイクスピアの戯曲
９ フランス古典の戯曲

10 フランス古典の戯曲
11 フランス古典の戯曲
12 近代戯曲
13 近代戯曲
14 近代戯曲
15 近代戯曲
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、多少の前後がある
ことを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：同様に授業時に指示する。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、発表50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）

●履修条件
　この授業は、すでに演劇、ひいては人生について、確信を持ち、
従ってすべてに迷い疑うことのない人にとっては、役に立たないだ
ろう。—すなわち、演劇・人生・世界について、心をひらいて未
知の海に乗り出す勇気、未知に対する興味、辞書（広義の）を
引きテキストを読む辛抱—そんな人たちに語りたい。

●授業の概要
　シェイクスピアは「芝居は世界に対して掲げる鏡」だと言った。
鏡とは何だ。考えてみよう。自分と他人・社会・世界（宇宙）、そ
の関係が演劇だと僕は思っているが、それも自分の頭と心で捉え
直して見よう。—多年試行錯誤を重ねて来て、もっとも大切で有
用な《鏡》は、シェイクスピアではないか、と思う。その見地か
ら「発声」や「エチュード」を。そして歌舞伎のテキストを読むこ
とも。

●授業の到達目標
　例年、休暇明けに１人３分の持ち時間（５人でやれば15分）で、
なにがしかのパフォーマンス発表を行わせ、それを試験とする。
生徒たちの自主的、主体的な感性がすこしでも反映されれば。

●授業計画
① 発声（自分と宇宙）
② エチュード（他者との交流）
③ 古典的（西欧・正統的）ドラマトゥルギーと世界
④ 前回の続き（発見と急転）
⑤ シェイクスピア１（ブランク・ヴァースと日本語）

⑥ シェイクスピア２（承前、「ハムレット」他）
⑦ シェイクスピア３（「オセロー」他）
⑧ シェイクスピア４（承前、四大悲劇）
⑨ シェイクスピア５（承前）
⑩ 歌舞伎劇（忠臣蔵・千本桜）
⑪ 承前（南北・默阿彌）
⑫ 大衆劇（長谷川伸）
⑬ ミュージカル経験
⑭ 芝居を書くための知識と多少の技術
⑮ 承前・まとめ。
　以上、随時テキスト（事前配布）のリーディング、ときにエチュード。

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　「“劇的”とは」木下順二（岩波新書、岩波書店刊）

●成績評価
　［授業到達目標］の項参照。
　自前の、主体的な感性と知性が僕にどれほどか突き刺さり、
触れてくればＡ、驚きや魅力に乏しいがバランスがとれて纏まって
いるなら、その程度に応じてＡかＢ、触れてくる何ものもなくとも、
努力のあとがあればＢ、事情が理解できる場合はＣ、出席日数
が足りない者はＤ。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯

◯1

演劇専攻１・２年

前期

戯曲講読演習Ａ（古典）

安宅　りさ子

◯1

演劇専攻１・２年

前期集中

音声生理学

川崎　順久

●履修条件
　「オイディプス王」（ソポクレス作）と「ハムレット」（シェイクス
ピア作）を事前に読んでおくこと。

●授業の概要
　西洋の古典劇の理解に必要な基礎知識（歴史、文化、演劇の
様式等）を習得しながら、ギリシャ古典劇の傑作「オイディプス王」
とシェイクスピアの不朽の名作「ハムレット」を講読する。時代・
文化の違いを超えて、現代人の心を揺さぶり続けるドラマの真髄
を探っていきたい。ディスカッションを重ねながら授業を進めるの
で、受講生は各自指定されたテキストを購入の上、作品の内容を
よく把握しておくこと。

●授業の到達目標
　以下の3点をこの授業の到達目標にする。
○ ギリシャ古典劇、エリザベス朝演劇の特徴を説明することがで
きる。
○各作品の特徴を説明することができる。
○ 各作品が後世の演劇に与えた影響について説明することがで
きる。

●授業計画
第１回 ギリシャ劇について
第２回 ギリシャ神話とテーバイ伝説
第３回 「オイディプス王」Ⅰ
第４回 「オイディプス王」Ⅱ
第５回 「オイディプス王」Ⅲ

第６回 「オイディプス王」Ⅳ
第７回 アリストテレスの「詩学」
第８回 エリザベス朝演劇について
第９回 「ハムレット」Ⅰ
第10回 「ハムレット」Ⅱ
第11回 「ハムレット」Ⅲ
第12回 「ハムレット」Ⅳ
第13回 「ハムレット」Ⅴ
第14回 「ハムレット」の上演史
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の冒頭で、前回の授業内容と宿題に関する小テスト
を行うので、履修者は予習と復習に努めること。

●教科書・参考書等
　「ギリシャ悲劇Ⅱ」ソポクレス（ちくま文庫）
　「ハムレット」シェイクスピア全集１　松岡和子訳　（ちくま文庫）

●成績評価
　小テスト30％　期末試験成績70％で100点
Ａ　総合点が80点以上の者
　　（基本的な諸事情を十分に把握し、説明ができる）
Ｂ　総合点が60点以上の者
　　（基本的な諸事情をほぼ把握し、説明ができる）
Ｃ　総合点が50点以上の者
　　（基本的な諸事情の理解に欠け、説明があいまいになる）
Ｄ　総合点が49点以下の者
　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　演劇、歌唱時の発声は、普通の会話と違い、特殊な、時には
無理な発声を要求されることがある。この無理な発声や声の酷使
により声の病気（音声障害）を生じることがある。発声器官の解
剖と発声の仕組を学ぶことから声はいかにして作られ、どのよう
な原因で音声障害が生じるのかを知る。この基礎知識をもって発
声することにより、少しでも音声障害を予防し、早期治療を受け
ることができる俳優、歌手として必要な予備知識を養うことをこ
の講義の目的とする。

●授業の到達目標
　音声障害を理解するための、必要最少限の専門用語の理解を
目標とする。

●授業計画
　第１回から第５回まで以下の内容を行なう。
１　 発声器官の解剖と発声の仕組み（声はいかにして作られるか）
を解説する。

２　 音声障害の診断と治療（声の病気にはどのようなものがある
か、その検査や治療法）等について解説する。

３　 ことばの障害（読む、話すことの異常）について解説する。
　　 テキストプリントを配布し、声の病気に関するスライド、ビデ

オを供覧しながら、講義を進める。

●授業時間外の学習
　予習の必要はないが、授業中に配布したプリントで授業内容の
復習をよくしておくこと。

●教科書・参考書等
　授業時にプリントを配布する。

●成績評価
　授業最終日に出題する問題をレポートで解答、提出する。
（100点満点）
Ａ　総合点が80点以上の者
　　（基本的な諸事項を十分理解している）
Ｂ　総合点が60点以上の者
　　（基本的な諸事項をほぼ理解している）
Ｃ　総合点が50点以上の者
　　（基本的な諸事項をある程度理解している）
Ｄ　総合点が49点以下の者
　　（基本的な諸事項の理解が欠けている）不合格とする。
　　授業放棄、レポート未提出の者。不合格とする。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１・２年

前期

◯1

演劇専攻１・２年

後期

戯曲講読演習Ｂ（近現代）

安宅　りさ子

戯曲講読演習C（日本）

井上　理恵

●履修条件
　与えられた課題を予習・復習し、課題レポートを提出できる者。

●授業の概要
　日本の近代戯曲を歴史的に追いながら、そのドラマ構造の変
化に目を向ける。
　ドラマとは何か、一幕物（ひとまくもの）と多幕物（たまくもの）
の違い、ストレート・プレイとミュージカルの違い、などを実際
の作品を読みながら分析する。その上で戯曲・台本がどのように
舞台化されたか、DVDなどで映像をみて比較検討し、表現につ
いて話し合う予定である。

●授業の到達目標
　ドラマの神髄を理解し、実際の舞台に立つときに役立つ戯曲・
台本の理解力や読み方を習得する。そして自身の理解を言葉や
文章で発表することが出来るようにする。

●授業計画
１） ドラマとは何か……
２）  日本の劇作家のドラマ論について（菊池寛・久保栄・木下順
二・岸田國士）

３） 同上
４） 自然主義的表現　　菊池寛「父帰る」
５） 自然主義的表現　　宮本研作品
６） 非自然主義的表現　　木下順二「夕鶴」
７） DVD鑑賞、翌週レポート提出
８） 非自然主義的表現　　清水邦夫作品

９） ミュージカル台本を読む（宝塚歌劇の場合）
10） 同上
11） DVD鑑賞、翌週レポート提出
12） 新しい戯曲を読む
13） 同上
14） 悲劇と喜劇の違い
15） まとめと試験

●授業時間外の学習
　戯曲を数多く読むこと。実際の上演舞台を観てレポートを提出
すること。

●教科書・参考書等
　『日本の近代戯曲』（図書館所蔵）からとりあげるが、教材は
授業時に配布する。
　井上理恵著『近代演劇の扉をあける』（社会評論社）を時間の
ある限り読むこと。

●成績評価
　A 総合点が80点以上の者
 （戯曲を正確に把握し、説明することができる）
　B 総合点が60点以上の者
 （戯曲をほぼ把握し、説明できる）
　C 総合点が50点以上の者
 （戯曲の正確な理解に欠ける、説明が曖昧である）
　D 総合点が49点以下の者
 （戯曲の理解に甚だしく欠け、説明ができない）

●履修条件
　「かもめ」（チェーホフ作）と「ゴドーを待ちながら」（ベケット作）
を事前に読んでおくこと。

●授業の概要
　近代劇・現代劇の理解に必要な基礎知識（歴史、文化、ドラ
マツルギー等）を習得しながら、近代リアリズムの傑作「かもめ」
（チェーホフ）と不条理劇を代表する「ゴドーを待ちながら」を講
読する。時代・文化の違いを超えて、観客の心をとらえる両作品
の魅力を探っていきたい。チェーホフの「ポドテキスト」や「間」
を駆使した作劇術は、近代の演技術の発展に大きく貢献した。
一方、ベケットは、現実生活の再現を拒み、作品の思想を形式
に表した。両者とも後世の演劇に多大な影響を与えている。ディ
スカッションを交えながら演習を進めるので、受講生は各自テキ
ストを購入の上、作品の内容をよく把握しておくこと。

●授業の到達目標
　以下の3点をこの授業の到達目標にする。
○各作品の歴史的背景を説明することができる。
○各作品の特徴を説明することができる。
○ 各作品が後世の演劇に与えた影響について説明することがで
きる。

●授業計画
第１回 アントン・チェーホフについて
第２回 チェーホフとモスクワ芸術座
第３回 「かもめ」Ⅰ
第４回 「かもめ」Ⅱ
第５回 「かもめ」Ⅲ
第６回 「かもめ」Ⅳ

第７回 日本におけるチェーホフ
第８回 サミュエル・ベケットについて
第９回 「ゴドーを待ちながら」Ⅰ
第10回 「ゴドーを待ちながら」Ⅱ
第11回 「ゴドーを待ちながら」Ⅲ
第12回 「ゴドーを待ちながら」Ⅳ
第13回 「ゴドーを待ちながら」Ⅴ
第14回 日本におけるベケット
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　毎回授業の冒頭で、前回の授業内容と宿題に関する小テスト
を行うので、履修者は予習と復習に努めること。

●教科書・参考書等
　「かもめ・ワーニャ伯父さん」神西　清訳（新潮文庫）
　「ゴドーを待ちながら」ベスト・オブ・ベケット１　安藤信也・高
橋康也訳　（白水社）

●成績評価
　小テスト30％　期末試験成績70％で100点
Ａ　総合点が80点以上の者
　　（基本的な諸事情を十分に把握し、説明ができる）
Ｂ　総合点が60点以上の者
　　（基本的な諸事情をほぼ把握し、説明ができる）
Ｃ　総合点が50点以上の者
　　（基本的な諸事情の理解に欠け、説明があいまいになる）
Ｄ　総合点が49点以下の者
　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／1

演劇専攻２年

前期

演劇学演習Ａ（演劇史）

安宅　りさ子

◯1

演劇専攻１・２年

後期

劇作法

岡安　伸治

●履修条件
　「西洋演劇史Ａ（古典）」を履修していることが望ましい。

●授業の概要
　シェイクスピア劇を原作とする作品は数知れない。本授業では、
「ロミオとジュリエット」と1960年代のニューヨークに舞台を移し
たミュージカル「ウェストサイド物語」、ローマ喜劇に基づく「間
違いの喜劇」と設定を室町時代の瀬戸内海の小国に置き換えた
「まちがいの狂言」を、映像を見ながら比較考察する｡

●授業の到達目標
　以下の２点をこの授業の到達目標とする。
○自ら課題を設定し、リサーチをすることができる。
○ リサーチの結果を分析し、独自の視点から論評を展開すること
ができる。

●授業計画
第１回 はじめに（本授業の趣旨説明）
第２回 シェイクスピアについて
第３回 「ロミオとジュリエット」Ⅰ
第４回 「ロミオとジュリエット」Ⅱ
第５回 「ロミオとジュリエット」Ⅲ
第６回 「ロミオとジュリエット」Ⅳ
第７回 シェイクスピアの翻案について
第８回 「ウェストサイド物語」Ⅰ
第９回 「ウェストサイド物語」Ⅱ
第10回 「ウェストサイド物語」Ⅲ

第11回 「間違いの喜劇」Ⅰ
第12回 「間違いの喜劇」Ⅱ
第13回 「まちがいの狂言」Ⅰ
第14回 「まちがいの狂言」Ⅱ
第15回 まとめ

●授業時間外の学習
　第３回までに「ロミオとジュリエット」、第11回までに「間違い
の喜劇」を読んでおくこと。また、授業内で作品の理解に必要
な事項に関する発表を行うので、履修者は準備に努めること。

●教科書・参考書等
　「ロミオとジュリエット」シェイクスピア全集２　松岡和子訳（ち
くま文庫）
　「夏の夜の夢　間違いの喜劇」シェイクスピア全集４　松岡和
子訳（ちくま文庫）

●成績評価
　発表50％　レポート試験50％
Ａ　 総合点が80点以上の者（作品に関する基本的な諸事項を十

分に把握し、独自の視点から論評を展開することができる）
Ｂ　 総合点が60点以上の者（作品に関する基本的な諸事項をほ

ぼ把握し、論評を展開することができる）
Ｃ　 総合点が50点以上の者（基本的な諸事項の理解に欠け、あ
いまいな論評になる）

Ｄ　 総合点が49点以下の者（基本的な諸事項を理解せず、論評
ができない）

●履修条件
　後期は実技の発表会他、試演会などがあり、自己管理に十分
留意し遅刻、欠席をしないこと。

●授業の概要
　劇作は舞台のためのテキスト。舞台の全体をイメージするため
の設計図ともいえる大事なものである。この授業は台本・演技・
演出・などの関係を知ることから入り、具体的にテキスト・台本
を書き上げることを目標にする。
　毎回授業で簡単な「だれ」「どこ」「なに」「出来事」など、劇
の要素を学ぶ課題に取り組む。フィクション、ノンフィクション
の違いなど具体的に理解を深めるためのワークショップも行う。
これらを元に授業時間内に小作品を書き上げ、劇作の基礎を学
ぶものである。

●授業の到達目標
　与えられた今日的題材と、世界の昔話などのを元に原稿用紙
30枚程度の小作品を一つ書き上げる。

●授業計画
1） ガイダンス。書くということに関して
2） 五感を有効に。
 現在形への取り組み・ダイアローグとモノローグ
3） フィクションとノンフィクション
4） ト書き・夢の内容から飛躍へ
5） センスメモリー　
6） 無意識と創造性

7） 登場人物・だれ　作品のアイデア
8） 場・どこ？ 
9） インスピレーション
10） テーマに関わる問題
11） ストーリー
12） 登場人物のビジョン
13） プロットの整理と実習・執筆作業開始
14） 展開と幕
15） まとめ「清書」して提出。
※ 講義内容に関して、上演されたものや試演会作品などの具体
的事例から取り上げる場合もあり、内容が前後することがある。

●授業時間外の学習
　講義の中で劇作に関する具体例としていくつかの作品を紹介す
る。図書館の視聴覚資料など有効に活用して調べること。

●教科書・参考書等
　教材は授業時に配布。
　「岡安伸治戯曲集」Ⅰ～Ⅳ他
　日本戯曲　海外戯曲など

●成績評価
　成績は１）「提出作品の完成度」２）「授業出席日数」３）「授
業態度」等を総合的に評価。
Ａ　評価１）～３）を満足させるもの　特に完成度
Ｂ　評価１）～３）の内一つが努力不足。
Ｃ　評価１）～３）の努力不足
Ｄ　評価１）～３）に問題あり。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯ ◯1

演劇専攻１年

前期集中

舞台照明実習①

森脇　清治

−／1

演劇専攻２年

後期

演劇学演習B（演劇論）

飛田　勘文

●履修条件
　照明部以外の学生を対象とする。

●授業の概要
　おそらく大多数の人が、未知の分野である舞台照明について、
演劇に関わる上で、最低限度の必要な事柄を、ピックアップして
いく。

・舞台照明とは？
・簡単な歴史
・どんな仕事があるのか
・照明と設備と配置
・各種照明器材の説明
・実際の公演における仕事とパート
・デザインについて
・仕込から撤去まで

　以上の仕事を実際に小劇場の機構を使用して実習する。

●授業の到達目標
　自分達が舞台に立った時、どのくらい照明が必要か、わかるよ
うにしたいと思う。

●授業計画
　本を使って歴史や設備を勉強する。小劇場の機構を使用して、
スポットを吊って照明の実際を勉強する。

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　レポートによる。

●履修条件
　劇作家、演出家、ワークショップ・ファシリテーターなどのリーダー（ブ
レイン）として芸術活動の根幹を管理する、あるいは全体を率いていく立
場に立つ意思を有する者が選択するのが望ましい。

●授業の概要
　わたしたちは、なぜ劇を製作しようとするのだろうか。本講座は、異な
る演劇論の分析を通して、そのことについて考えていく。とくに、英米の
現代演劇論を読みながら、今の時代を生きる芸術家たちがどのような目的
で演劇に参加しているのかを探る。続いて、その目的を実現するために、
どのような理論と方法（形式・内容）を構築したのかについて調べる。
　ここでは、演劇が社会的なものであることを理解する。つまり、歴代の
優れた芸術家は、その内部に哲学―人間と社会に対する独自の見方を有
しており、それを土台として演劇を製作していたことを知る。このことから、
わたしたちも演劇の技術を学ぶと同時に、自分の内部にもそうした人間と
社会に対する独自の見方を育んでいく必要があることを学ぶ。

●授業の到達目標
　①本講座に登場する演劇人が、どのような哲学（目的）を持って演劇に
取り組んでいたのかを説明できる、②彼らが、その目的を達成するために、
どのような理論・方法を用いたのかを話せる、③自身の実践のなかで、そ
の理論・方法を活用できる、④各学生が、社会と自分との関係において、
自分が演劇をする理由について考え、自分の考えを提示できるようになる
ことを目標とする。

●授業計画
１． ガイダンス
２．  階級闘争（1） ジョン・オズボーン①　哲学・理論・方法
３．  階級闘争（1） ジョン・オズボーン②　戯曲『怒りを込めて振り返れ』
４．  階級闘争（2） ベルトルト・ブレヒト①　哲学・理論・方法

５．  階級闘争（2） ベルトルト・ブレヒト②
  戯曲『肝っ玉お母とその子供たち』
６．  ジェンダー キャリル・チャーチル① 哲学・理論・方法
７．  ジェンダー キャリル・チャーチル② 戯曲『トップ・ガールズ』
８．  エスニシティ 黒人演劇、アジア人演劇、ほか
９．  エスニシティ オーガスト・ウィルソン
  戯曲『ジョー・ターナーが来て行ってしまった』
10．  多文化主義 ピーター・ブルック①　哲学・理論・方法
11．  多文化主義 ピーター・ブルック②　戯曲『マハーバーラタ』
12． 応用（実習） 学習した哲学・理論・方法を実際に活用する①
13． 応用（実習） 学習した哲学・理論・方法を実際に活用する②
14．  応用（実習） 学習した哲学・理論・方法を実際に活用する③  発表
15． 試験・まとめ

●授業時間外の学習
　毎回の授業のなかで前回の授業の内容に関する小テストを行うので、復
習に努める。実習に関しては、各グループの進行具合により授業時間外の
話し合い・稽古を必要とする。

●教科書・参考書等
　教科書は使用せず、授業時にプリントを配布する。参考書は、随時授
業内で紹介する。

●成績評価
　（1）受講態度（20％）、（2）小テスト（20％）、（3）期末試験（30％）、（4）
レポート（30％）にて評価を行う。
レポートテーマは、「自分と社会と演劇」とする。
評価は３段階：
Ａ． 社会との関わりのなかで、なぜ自分が演劇をするのかを明確に説明で
きる。

Ｂ． なぜ自分が演劇をしているのかを明確に説明できる。
Ｃ． なぜ自分が演劇をしているのかはわからないが、演劇について考えてい
るあれこれを話すことができる。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯◯1

演劇専攻１年

前期集中

舞台音響実習①

佐藤　こうじ

◯1

演劇専攻１年

前期集中

舞台照明実習②

兼子　慎平

●履修条件
　音響部以外の学生を対象とする。

●授業の概要
　舞台における俳優が知っておくとよい音響の知識を学ぶ。
　音響的なことではなく、俳優視点の授業である。
　授業の最後に、実習を行う。

●授業の到達目標
　音響の仕事、機器の扱いを理解することにより、スタッフの意
図を汲み、よりクオリティの高い作品づくりを目指す。
　「伝える」ことの難しさを知る。

●授業計画
・搬入、仕込み、サウンドチェックの見学
・ライブハウスPA、舞台音響、ミュージカル音響の違い
・スピーカーの向きの検証（モニターの必要性）
・カラオケボックスでキーンとなるのは何故か（ハウリングの検証）
・ 有線マイク、ワイヤレスマイク（ハンドマイク、ピンマイク）の取
り扱い
・実際に音を出して音響の仕事を紹介、その効果
・ サンプラーの紹介（刀の音、殴る、蹴るなどの音を動きと合わ
せる音響効果）
・実習（チームごとにわかれ、テキストを上演する）
・撤去

●授業時間外の学習
　実習で使用するプリントを事前配布するので、目を通し理解し
ておくこと。

●教科書・参考書等
　プリントを配布する。
　筆記用具、舞台で動けるようなシャツ、ズボン着用のこと。
　小劇場で作業をするために必要な上履き、運動靴着用のこと。

●成績評価
　出席50％、実習への取り組みと態度50％を100点換算して評
価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　照明部の学生を対象とする。
　実習が主になるので、稽古着・稽古履など動きやすい服装で
受講すること。
　また（舞台）照明に興味がある事。舞台照明作業に一度でも
触れている事が望ましい。

●授業の概要
　参加者全体で取り組む舞台照明の作業を通して、各々の協調
性・自立性、またそのバランスのとり方を体で認識すること。そ
してその認識を頭と体で昇華し、それぞれの段階で作業に『実践』
してみる所までこの実習では求めることとする。
　作業の中で上記過程を繰り返すことにより、基本的かつ実践
的な舞台照明の基礎を学ぶことを目標とする。
　また照明と演者の関係を考察してみる機会も提供する。

●授業の到達目標
　基本的かつ実践的な舞台照明の基礎を身につける。

●授業計画
1 照明の仕込み作業を学ぶ①（午前）
2  演者と照明（スタッフワーク）の関わりについて（ディスカッショ

ンを含めた考察）
3 照明の仕込み作業を学ぶ②（午後）
4 特殊機材を扱う
5 舞台照明（シーン）を作る
6 質疑応答

●授業時間外の学習
　舞台照明に触れる機会があれば積極的に参加してほしい。
　また、『良い演技』あるいは『良いスタッフワーク』とは何か、
機会があれば考察してみてほしい。

●教科書・参考書等
　教科書は特に無し。実習で使用する図面等は講義時に配布。
　また参考図書についても講義時にいくつか紹介する。

●成績評価
Ａ． 講義・作業に積極的に関わり、協調性・自立性　両方が認
められた者

Ｂ． 講義・作業に積極的に関わり、協調性・自立性どちらか一方
でも認められた者

Ｃ． 積極性にはやや欠けるが、講義内容を努めて真面目に理解し
ようと認められた者

Ｄ．積極性に欠け、講義内容も理解しようと認められなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

前期集中

舞台監督実習

鈴木　健介

◯1

演劇専攻１年

前期集中

舞台音響実習②

宮崎　淳子

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　演劇を構成する要素を理解する。俳優が集まるだけでは上演
にこぎつけるのは難しい。
　色々なセクションのスタッフが集まりチームを立ち上げることに
よって公演の初日を迎えることができ、上演の成果を得ることが
できる。限られた条件（稽古時間や公演予算、人手不足等）の
中で最良の舞台を作るにはその作品に関わる俳優と全スタッフの
チームワークが何よりも必要である。
　舞台監督はチームワークの要であるので、その仕事の範囲を理
解する。また演出の仕事との違いや制作の仕事も理解する。

●授業の到達目標
　小劇場の舞台を作り、客席を作り、そしてバラス。それを２度
繰り返すことでクラス全員のチームワークを体現する。

●授業計画
１　演劇を構成する要素
２　舞台監督の仕事の範囲（演出家との仕事の違い）
　　Ａ. 舞台の総括責任者としての仕事
　　Ｂ. 稽古場を作る→進行する
　　Ｃ. 舞台の設営
　　Ｄ. 毎日の上演の安全管理
３　舞台（稽古場）の安全管理
　　Ａ. 作業中の安全管理
　　Ｂ. 舞台進行上の安全管理
４　簡単な道具制作作業
５　小劇場の舞台の設営、客席を作る
６　小劇場の舞台のバラシ、客席のバラシ

●授業時間外の学習
　「履修届」を提出した時「プリント」を受け取り、集中講義の
履修前に目を通しておく。

●教科書・参考書等
　必ず作業着を着用し、釘袋その他の作業道具を各自用意し、
内履きシューズを使用。

●成績評価
　集中講義の出席状況・授業への取り組み30％、レポート70％
で100点に換算
A　総合点が80点以上の者
B　総合点が60点以上の者
C　総合点が50点以上の者
D　総合点が49点以下の者

●履修条件
　音響部の学生を対象とする。

●授業の概要
　基本的な音響機材の使用方法、効果を知り、学内イベントや
稽古でのセッティング、オペレートに役立てる。

●授業の到達目標
・ 音響機材の信号の流れを理解し、基本的な結線がスピーディー
に行える。
・ケーブルのNGなど、簡単なトラブルシューティングができる。

●授業計画
・機材の用途、機能を知る。
　・ミキサー
　・エフェクター
　・グラフィックEQ
　・他、学生から前もって要望があれば応じる。
・ケーブルの名称を再確認、統一する。
・信号の流れに沿った結線をする。
・音が正常に出ない時の原因究明の方法。
・仕込図（配線図）を読めるようにする。

●授業時間外の学習
　適宜指示する。

●教科書・参考書等
　授業時にプリントを配布。

●成績評価
　実技試験70％、筆記試験30％で100点に換算。
Ａ　80点以上の者
Ｂ　60点以上の者
Ｃ　50点以上の者
Ｄ　49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

後期集中

ワークショップ　１年次

担当教員

◯1

演劇専攻１年

前期集中

ヘアメイク実習

鈴木　理絵

●履修条件
　ワークショップ全日程に参加すること。欠席、遅刻、早退は一
切認めない。
　ストレートプレイ系、ミュージカル系のどちらのワークショップ
を受講するか、希望をききとる面接あるいは調査を前期末頃、あ
るいは夏期休暇中に行うので、その日程を発表する掲示を見落と
さないこと。面接あるいは調査で希望の意思表示のない学生は
受講できない。

●授業の概要
　ストレートプレイ系、ミュージカル系のワークショップを各ジャ
ンルの第一線で活躍されている演劇人・アーティストにご指導い
ただく。
　授業計画の準備上、履修登録後の登録・取消は一切認めない
ので注意すること。また事前に課題が提示されることもあるので、
その場合は十分に準備してワークショップに臨むこと。

●授業の到達目標
　演技・表現のメソードを集中的に訓練し、演劇・舞台表現・声
による表現に関する理解を体験的に深める。

●授業計画・授業時間外の学習
　ワークショップ担当者は各学期の開講時に、授業計画はワーク
ショップ開始時までに発表する。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示する。

●成績評価
　（1）研修の現場への出席態度（2）課題に取り組む積極性、
共演者との協力関係の成否（3）課題に対する成果　等を総合的
に評価する。
Ａ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち３つの面の
成果が獲得できた者

Ｂ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち２つの面の
成果が獲得できた者

Ｃ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち１つの面の成
果が獲得できた者

Ｄ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のどれも成果が獲
得できなかった者

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１年

前期集中

演劇研修（八ヶ岳合宿）

三浦　　剛

◯1

演劇専攻２年

前期集中

ワークショップ　２年次

担当教員

●履修条件
　原則として演１全員参加。

●授業の概要
　演劇専攻の教育課程の基本は次の三つである。
１　戯曲が読めること。
２　からだを鍛えること。
３　集団行動が取れること。
　この授業では、特に３の「集団行動が取れること」が課題となる。個
人だけではできない演劇創造の実践を短期間のうちに、しかも限られた状
況の中での集中作業で修得する実演発表形式をとる。
　なお、この授業は三泊四日の合宿形式による集中講義でもある。
　場所は本学の施設八ヶ岳高原寮を使用する。

●授業の到達目標
　合宿研修の全過程を通じて、アンサンブルの重要性を学ぶ。

●授業計画
1 授業ガイダンス
2 第一日目　出発
3 第一日目　課題の提示、課題作品を読み取り、理解する。
4  第一日目　レクリエーション　アンサンブルの前提となるコミュニケー
ション能力を発揮する

5  第一日目　課題稽古①　課題作品の中からなにを表現の主題とする
か、検討し、いったん台本としてまとめる

6  第二日目　沢登り　アンサンブルの前提となる共同作業、共同の体
験を積み、体験的に協力する意味を獲得する

7 第二日目　課題稽古②　台本の再検討、部分的に立体化を試みる
8  第二日目　課題稽古③　立体化したシーンを検討することによって、
さらに台本の再検討に進む

9 第二日目　課題稽古④　さらに台本をまとめ、完成させる
10  第三日目　課題稽古⑤　台本をもとにして完全なる上演を作る。ス
タッフワークも検討する。

11  第三日目　舞台稽古　実際の発表会場をつかってスタッフワークと合
わせてリハーサルを行う。

12 第三日目　発表（劇上演）　参加者相互で創作した作品を鑑賞しあう。
13  第三日目　講評　教員から演技、構想、集団作業のすべての面につ
いての講評を受け、自己分析をする

14  第三日目　反省会　お互いの苦労と共同作業の成果を確認し、アン
サンブルの意義を再確認する

15  第四日目　清掃、帰京　創作の会場に感謝を込めて原状復帰し、創
作の全プロセスを締めくくる

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを確認し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書きとめ、
その内容を復習するように努めること。また、ミーティングでは合意に達
せず話し合いが継続される項目もあるので、その内容について自ら案を次
の時間帯のミーティングで発言できるように事前準備をすること。毎回合
意された内容について作業を行い、着実に完成に向けて進めていくこと。
稽古時間外のそうした思索が、発表する作品成果を左右するので、合宿
生活を通して緊張感を維持すること。

●教科書・参考書等
　参考資料等：必要に応じて合宿時に配布。

●成績評価
　⑴出席日数　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否　
⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち３つの面の成果が獲得できた者は　Ａ
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち２つの面の成果が獲得できた者は　Ｂ
発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者は　Ｃ
発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のどれも
成果が獲得できなかった者は　Ｄ

●履修条件
　ワークショップ全日程に参加すること。欠席、遅刻、早退は一
切認めない。

●授業の概要
　ストレートプレイ系、ミュージカル系のワークショップを各ジャ
ンルの第一線で活躍されている演劇人・アーティストにご指導い
ただく。
　授業計画の準備上、履修登録後の登録・取消は一切認めない
ので注意すること。また事前に課題が提示されることもあるので、
その場合は十分に準備してワークショップに臨むこと。

●授業の到達目標
　演技・表現のメソードを集中的に訓練し、演劇・舞台表現に
関する理解を体験的に深める。

●授業計画・授業時間外の学習
　ワークショップ担当者は各学期の開講時に、授業計画はワーク
ショップ開始時までに発表する。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示する。

●成績評価
　（1）研修の現場への出席態度（2）課題に取り組む積極性、
共演者との協力関係の成否（3）課題に対する成果　等を総合的
に評価する。
Ａ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち３つの面の
成果が獲得できた者

Ｂ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち２つの面の
成果が獲得できた者

Ｃ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のうち１つの面の成
果が獲得できた者

Ｄ  ワークショップにおいて協調、創造、探求のどれも成果が獲
得できなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

／4

演劇専攻２年
（ストレートプレイコース）

後期集中

劇上演実習A（試演会）（ストレートプレイコース）

担当教員

◯1

演劇専攻１・２年

後期集中

海外研修

ペーター・ゲスナー　　高橋　宏幸

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、演技者としての
能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品、企画作品を目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 パフォーマンスの稽古①
7 パフォーマンスの稽古②
8 パフォーマンスの稽古③
9 パフォーマンスの稽古④
10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①

12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否⑶課
題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち３つの面の成果が獲得できた者は　A
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち２つの面の成果が獲得できた者は　B
発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者は　C
発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のどれも
成果が獲得できなかった者は　D

●履修条件
　良好な体調で研修に参加できること。

●授業の概要
　海外の演劇教育機関でワークショップ（15時間程度）に参加し、
訪問国の俳優訓練を体験する。また、現地の学生・先生方との
交流を通じ、国際理解を深めていく。
　最近はブルガリアのNATFA，イタリアのテアトロアーセナレ、
オーストラリア（シドニー）の国立演劇学院NIDA、カナダのカル
ガリーのルーズムーズシアターで研修を行った。

●授業の到達目標
　外国での演劇研修を通じて、国際的視野を広め、理解を深める。

●授業計画
訪問国に関する事前学習
海外研修…ワークショップ
　　　　　観劇等

●授業時間外の学習
　研修旅行の準備として、その国の言語・政治・文化などを各自
で調べること。
　また、研修中のワークショップで出された課題や内容について、
繰り返し考え、自分の意見を加えて、次のワークショップに臨む
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示。

●成績評価
　⑴研修態度と姿勢　⑵レポート
Ａ　⑴、⑵の総合点が80点以上の者
Ｂ　⑴、⑵の総合点が60点以上の者
Ｃ　⑴、⑵の総合点が50点以上の者
Ｄ　⑴、⑵の総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

4 ／

／4

劇上演実習B（卒業公演）（ストレートプレイコース）

担当教員

演劇専攻２年
（ストレートプレイコース）

後期集中

演劇専攻２年
（ミュージカルコース）

後期集中

劇上演実習A（試演会）（ミュージカルコース）

担当教員

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。
卒業に必要な単位修得の見込みのある者のみ参加できる。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、広く演技者として
の能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。
　この実習では、卒業後演劇活動に従事することを想定し、チケット販
売等を通じて、観客を集めることの大切さも学んでいく。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品・パフォーマンスを目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品・企画および演出家の方針によるが、おおむね
以下の流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4  上演・パフォーマンスのために必要なスタッフワークの役割分担、芸術
的方針の共有①

5  上演・パフォーマンスのために必要なスタッフワークの役割分担、芸術
的方針の共有②

6 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル①
7 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル②
8 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル③
9 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル④

10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否⑶課
題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち3つの面の成果が獲得できた者は　A
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち2つの面の成果が獲得できた者は　B
発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者は　C
発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のどれも
成果が獲得できなかった者は　D

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。
卒業に必要な単位修得の見込みのある者のみ参加できる。
　担当教員による授業時間（稽古時間）に加えて、LA（レッスンアシスタ
ント）によるダンスの補習が週に2コマ、歌唱の補習が週に2コマ行われ
るので、欠席・遅刻・早退せずに参加すること。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、演技者としての
能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品、企画作品を目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 パフォーマンスの稽古①
7 パフォーマンスの稽古②
8 パフォーマンスの稽古③
9 パフォーマンスの稽古④
10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番

15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは話
し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、内容
を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継続され
る項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティングで発表で
きるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽古や作業
を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された批評、指導
された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、改善する
こと。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるように自覚的
に臨むこと。
　毎週、授業と並行して「LA補習」に参加し、稽古で出された課題・振り
付けの復習・再確認・確実な習得を行ってからその週の稽古に出席すること。
LA補習はLAが指導、監督するのでその指示に従うこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否⑶課
題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち３つの面の成果が獲得できた者は　A
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち２つの面の成果が獲得できた者は　B
発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者は　C
発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のどれも
成果が獲得できなかった者は　D
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、単位認定をしない。
　 「稽古出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の３分の２
以上であればよい」のではなく、「稽古の３分の２以上の出席、LA補習
の３分の２以上参加、両方きちんとそろっていなければならない」と正
しく理解すること。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

―

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

／4

劇上演実習B（卒業公演）（ミュージカルコース）

担当教員

演劇専攻２年
（ミュージカルコース）

後期集中

◯4

演劇専攻１・２年

集中

劇上演実習C／D（学外出演）

専任教員

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。
卒業に必要な単位修得の見込みのある者のみ参加できる。
　担当教員による授業時間（稽古時間）に加えて、後期授業期間中は、
LA（レッスンアシスタント）によるダンスの補習が週に２コマ、歌唱の補
習が週に２コマ行われるので、欠席・遅刻・早退せずに参加すること。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、広く演技者として
の能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。
　この実習では、卒業後演劇活動に従事することを想定し、チケット販
売等を通じて、観客を集めることの大切さも学んでいく。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品・パフォーマンスを目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品・企画および演出家の方針によるが、おおむね
以下の流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4  上演・パフォーマンスのために必要なスタッフワークの役割分担、芸
術的方針の共有①

5  上演・パフォーマンスのために必要なスタッフワークの役割分担、芸
術的方針の共有②

6 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル①
7 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル②
8 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル③
9 たち稽古あるいはパフォーマンスのためのリハーサル④
10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①

12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは話し
合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、内容を復
習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継続される項目
もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティングで発表できるように
事前準備をすること。毎回指示された内容について稽古や作業を行い、指
導者にその成果を提示すること。実習中に出された批評、指導された具体
的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、改善すること。稽古や
準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるように自覚的に臨むこと。
　後期授業期間中は毎週、稽古と並行して「LA補習」に参加し、稽古
で出された課題・振り付けの復習・再確認・確実な習得を行ってからその
週の稽古に出席すること。LA補習はLAが指示、監督するのでその指示に
従うこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否⑶課
題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち２つの面の成果が獲得できた者は　B
発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者は　C
発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のどれも成
果が獲得できなかった者は　D
※ LA補習への参加状況・受講態度も評価の材料となる。
　 LA補習への参加が３分の２に満たない学生は、単位認定をしない。
　 「稽古出席とLA補習参加の合計回数が、二つの総合計回数の３分の２以
上であればよい」のではなく、「稽古の３分の２以上の出席、LA補習の３
分の２以上参加、両方きちんとそろっていなければならない」と正しく理
解すること。

●履修条件
　履修登録時に企画書・印刷物（チラシ等）。企画の内容が十分伝わる資料を
提示すること。専攻会議の審議を経て履修を認める。

●授業の概要
　プロの公演、映画等への主役・準主役での出演。ただし、学内の劇上演実
習での40日間の稽古時間と同等の学習の意義の認められる上演内容であり、
同等の稽古環境であり、同等の学習成果が認められる場合にのみ単位認定は
可能。スタッフのみの参加でも例外的に単位を認定することがあるので、事前
に専攻主任に確認すること。スタッフとして単位認定するにふさわしい時間と質
を負担し、パフォーマンスの完成度をあげることに貢献した場合のみ、単位が
認められる。
　稽古日程が他の学校行事、授業や試験の準備と重なると負担が重くなる。要
求にこたえることができなくなる場合は、どちらの集団、座組みにも迷惑をかけ
てしまうことになるので、自己のスケジュールは責任もって管理すること。安易
な参加はむしろ控えること。
　学業を進めることが損なわれるような現場の日程、要求がされることがない
か、事前に十分確認すること。学外出演する学生の単位認定や扱いを、他の学
生とは例外扱いしたり、特別優遇するようなことはないので、重 ど々のような条
件の参加になるのか事前に確認して臨むこと。

●授業の到達目標
　プロの公演、映画等に通用する実践力を養う。さまざまな現場のスタッ
フ、共演者、関係者との共同作業を通して、協調し、協力する態度を可能にす
る表現力や日常的な心構え、表現者としての高い意識を獲得する。座組の一員
としての強いプレッシャーに耐える中で、必要な技能、心構え、現場での対応
力を獲得する。

●授業計画
　一流の演出家・俳優等との仕事を通じ、プロとしての意識を養い、現場に通
用する演技力を身につける。担当教員に研修状況を定期的に報告し、最終的な
研修成果を提示する。
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の流れに
沿って進行するであろう。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演・撮影のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①

5 上演・撮影のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④
10 舞台の仮組み あるいは撮影セット内でのリハーサル
11 舞台稽古①　あるいはリハーサル①
12 舞台稽古②　あるいはリハーサル②
13 舞台稽古③　あるいはリハーサル③
14 本番　あるいは撮影
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むことが求
められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは話し合
うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、内容を復習
すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継続される項目もあ
るので、その内容について自ら案を次回のミーティングで発表できるように事前
準備をすること。毎回指示された内容について稽古や作業を行い、指導者にそ
の成果を提示すること。実習中に出された批評、指導された具体的なだめだし
を毎回、事後に検討し、意味を理解し、改善すること。稽古や準備の段階が
進むにつれ着実に完成度を高めるように自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
⑴研修の現場への出席態度　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係
の成否　⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち３つ
の面の成果が獲得できた者は　Ａ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち２つ
の面の成果が獲得できた者は　Ｂ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち１つ
の面の成果が獲得できた者は　Ｃ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を十分に果たせず、協調、創造、探求
のどれも成果が獲得できなかった者は　Ｄ

190   Annual  Bulletin  2015



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

演劇専攻１・２年

集中

劇上演実習E／ F（学内出演）

担当教員

●履修条件
　履修登録時に企画書・印刷物（チラシ等）・企画内容の十分わかる資
料を提示すること。専攻会議の審議を経て履修を認める。

●授業の概要
　学内の実習（他専攻の実習・演習を含む）への出演者としての参加。た
だし出演依頼を授業担当教員から受けた場合に限る。スタッフのみの参加
では単位を認定しない。
　稽古日程が他の学校行事、授業や試験の準備と重なると負担が重くな
る。要求にこたえることができなくなる場合は、どちらの集団、座組みに
も迷惑をかけてしまうことになるので、自己のスケジュールは責任もって管
理すること。安易な参加はむしろ控えること。

●授業の到達目標
　さまざまな実習、演習に出演者として参加し、さまざまな関係者、出演者、
スタッフと協調し、協力する態度を可能にする表現力を養う。本番の出演
者としての強いプレッシャーに耐える中で、必要な技能、心構え、現場で
の対応力を獲得する。

●授業計画
　学内の実習（他専攻の実習・演習を含む）に出演者として参加し、協調
し、協力するプロセスを通じて表現力を養う。担当教員に研修状況を定
期的に報告し、最終的な研修成果を提示する。
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行するであろう。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④

10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むこと
が求められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
⑴研修の現場への出席態度　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力
関係の成否　⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のう
ち３つの面の成果が獲得できた者は　Ａ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のう
ち２つの面の成果が獲得できた者は　Ｂ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のう
ち１つの面の成果が獲得できた者は　Ｃ
発表作品の稽古過程で与えられた役割を十分に果たせず、協調、創造、
探求のどれも成果が獲得できなかった者は　Ｄ
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2・2

専攻科音楽専攻 1年

後期

日本音楽理論Ｃ

森重　行敏

専攻科音楽専攻 1年

前期・後期

音楽理論［和声］Ⅴ・Ⅵ

平井　正志

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。

●履修条件
　「和声Ⅰ･Ⅱ・Ⅲ･Ⅳ」の教程内容に習熟した上で、さらに高度な内容を求
めていること。 

●授業の概要
　音楽における旋律的要素―拍節、律動、非和声音とそれに伴う不協和
音程が、和声法にあってどのように考慮されるべきかを詳察する。その上で、
半音階的転調を伴う歌謡形式のソプラノ課題を実施し、実践的な和声法
の能力を培う。
　また、上記の内容がロマン派の小品にあってどのように現れているかを
観察，分析し、さらに以上の教程を通じて修得された素養をもとに、最
後に自作の旋律による簡単な歌謡形式の和声的小品を試作する。

●授業の到達目標
前期： 非和声音を含むソプラノ和声課題の実施を通して、和声法を実践す

る技術の習熟をはかる。
後期： 実際の音楽作品総体における和声的側面を音楽的発想の一部とし

て感得するための力を養う。

●授業計画
前期:
第1~4回　内部変換
・ 非和声音とリズム的変化を伴う和声課題の実施に先立ち、同一和音内
での配置の変更の際の諸作法に通暁する。
第5~9回　構成音の転位
・ 非和声音を含む旋律の和声的状態を把握する際の、音響的条件とその
変化の可能性（和音進行、終止形の形成）を解析し、感覚的な把握を
し得る素地を養う。
・ 非和声音を含むソプラノ課題を実施し、旋律が規定する状件下で、同
時に旋律自体が内在的に含有する和声感を、直覚的に発見する能力を
開発する。
第10~14回　遠隔転調を含むソプラノ課題の実施
・ 準関係調、副次関係調への転調について理解し、それらの転調を含む
ソプラノ課題を実施する。

第15回　最終課題の内容検討と、提出。
後期:
第16~19回　 ロマン派のピアノ小品において、いかに上記の要件が実践さ

れているかを詳密に分析する。
第20回以降　 以上の教程において養われた能力と素養を発揮して、ロマ

ン派的な和声様式による小品を試作する。
第20~22回　 テーマ創作法の指導。旋律構成法、伴奏法の実践的経験

を通して。
第23~29回　自作曲の内容検討。楽曲構成法、転調法の指導を通して。
第30回　完成曲の最終内容検討と提出。

●授業時間外の学習
　後期の授業内容に備えて、ロマン派の和声様式によって作曲された小品
に親しんでおくこと。

●教科書・参考書等
　 課題、及び参考曲のプリントを配布
　和声「理論と実習」第三巻　音楽之友社（執筆責任　島岡　譲）

●成績評価
　前期末、最終実施課題をレポートとして提出。後期末、自作の小品を
完成し、譜面を提出する。
単位認定の可否については、提出課題内容の優劣のみならず、課題実施
を通じて総合音楽力を伸長できた度合いを重視して勘案しつつ、合否を決
定する。
A　 前期の和声課題において、原則に対する理解、和声法に対する洞察
が確かで、和声的書法における習熟度が高い。後期の自作曲におい
て発想にすぐれ、前期を通して身につけた和声的感覚を十分に発揮で
きた。

B　上記の条件において、まだ追求の余地が残されていた。
C　 和声法に対する習熟度が足りず、自作品の内容に関する追求が十分で
ない。

D　和声法への理解が到らず、自作品を満足な状態で完成できない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科音楽専攻1・2年

通年

楽曲分析Ｂ

新実　徳英

専攻科音楽専攻1・2年

通年

楽曲分析Ａ

新実　徳英

●履修条件
　「楽曲分析Ａ」の単位を修得していること。
　あるいは同等の力があると認定された学生。

●授業の概要
1．楽曲分析Ａの復習。
2．混声４部合唱曲を編曲の視点から分析。（賛美歌集など）
3． 親しまれている民謡などに和声をつける。それぞれの楽器（声、

fl、cl、pno…）のために編曲する。
4．余裕があればスコア・リーディングを試みる。

●授業の到達目標
　上記を通して自らの分析力、理解力を高め、音楽観を深める
こと。

●授業計画
1 ┐

│
│
┘
和音記号、コード・ネームの復習をかねた分析。2

3
4 ┐

│
│
┘

混声四部合唱曲を分析する。
和音の構成、各パートの役割を学ぶ。5

6
7 ┐

│
│
│
│
│
│
┘

各々の楽器、専門に即したアレンジを様々に試みる。
同時に旋律の和声付け、ピアノ伴奏の書き方も学ぶ。

8
9
10
11
12
13 ┐

│
│
┘

上記が予定通り進行した場合、ベートーヴェンの交響曲
のスコアを学ぶ。14

15

●授業時間外の学習
　なるべく多くの楽曲に接すること。
　授業時間中に指示もする。

●教科書・参考書等
　『和声学』（音楽之友社）、『風を聴く　音を聴く』（同）
　『新実徳英の作曲入門』（同）

●成績評価
　出席点、平常点、及び提出点の合計。欠席数５回以上の学生
には単位を認定しない。

●履修条件
　自分自身で知っている曲、知らない曲、つまりどんな楽曲でも
自分が取り組もうとする曲を分析できるようになりたいと願ってい
る学生に受講していただきたい。

●授業の概要
1． 分析に必要な基本的知識を学習する。従来の和音記号Ⅰ、Ⅱ、
Ⅳ、Ⅴ7、Ⅵ、Ⅴ

Ⅱ

7、Ⅴ
Ⅳ

7、Ⅴ
Ⅴ

7などの復習。及びＣ、Ｃm、Ｃ7、
Ｃm 7などのコード・ネームの学習。

2．それらを応用し、バッハからドビュッシーまでの分析を試みる。
3． 音楽の他の諸要素、旋律、リズム、強弱、色彩などについ
ても考えてみる。

●授業の到達目標
　上記を通して自らの分析力、理解力を高め、音楽観を深める
こと。

●授業計画
1 ガイダンス
2 ┐

│
│
┘
和音記号の復習と分析3

4
5 ┐

│
│
│
┘

コード・ネームの学習6
7
8
9 ┐

│
│
│
│
│
│
│
┘

バッハ、モーツァルト、ベートーヴェン、シューベルト、
メンデルスゾーン、シューマン、ショパン、リスト、ワー
グナー、ブラームス、ドビュッシー、ラヴェル他の作品
を折々にとり上げ、分析し、考察する。

10
11
12
13
14
15

●授業時間外の学習
　なるべく多くの楽曲に接すること。
　授業時間中に指示もする。

●教科書・参考書等
　『和声学』（音楽之友社）、『風を聴く　音を聴く』（同）
　『新実徳英の作曲入門』（同）

●成績評価
　出席、及び平常点。欠席数が５回以上の学生には単位を認定
しない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科音楽専攻1・2年

後期

楽曲分析［創作］

たかの　舞俐

専攻科音楽専攻1・2年

前期

楽曲分析［編曲］

たかの　舞俐

●履修条件
　特にないが、音楽について実践的な知識や実習をしたいという
興味や意欲があること。専攻科1年生、2年生、共に履修可。また、
可能であれば、前期「楽曲分析［編曲］」も履修することが望ま
しい。

●授業の概要
　この授業では、様々なジャンルの音楽を参考にしながら、創作
（作曲の基礎）を学んでいく。まず三種の編成による創作を行い、
その後、各自の意向による自由作曲を個人指導していく。創作し
た作品は可能な限り授業で実際に音出しをして体験的に学習して
いく。
　様々なレベルの受講生に対応するため、数段階のレベルのプ
リントを用意するので、初心者から、さらに知識を広げていきた
い方も受講可能である。

●授業の到達目標
　この授業では、和声法やソルフェージュの基礎を必要に応じて
もう一度確認しながら、卒業後の音楽活動に直接役立つような伴
奏付けや編曲などを学んで実践的な力を身につけていくことを目
標の一つとしている。また、メロディー、リズム、ハーモニーとい
う３つの要素をどのように展開していくかということを学び、各人
の音楽創作能力を引き出し、伸ばしていく事を目標としている。

●授業計画
第１回 歌曲、ないし童謡の作曲（メロディーの作曲）
第２回 歌曲、ないし童謡の作曲（ハーモニーをつける）
第３回 歌曲、ないし童謡の作曲（基本的な伴奏付け）
第４回 歌曲、ないし童謡の作曲（様々な形の伴奏付け）
第５回 短い楽曲の構成と転調の分析

第６回 短い楽曲（転調を含む）の作曲　実習１
第７回 短い楽曲（転調を含む）の作曲　実習２
第８回 短い楽曲（転調を含む）の作曲　実習３
第９回 短い楽曲（転調を含む）の作曲　実習４
第10回 様々な楽器について。楽器法の分析
第11回 様々な楽器について。楽器法の実習
第12回 自由創作実習１
第13回 自由創作実習２
第14回 自由創作実習３
第15回 作品発表、演奏（コンサート形式で）
　順序、及び内容は、履修者の能力に合わせて変更する可能性
がある。

●授業時間外の学習
　授業内で課題が終わらなかった場合、宿題にすることもある。

●教科書・参考書等
　授業で毎回プリントを配布

●成績評価
Ａ　 積極的に授業に参加しており、試験ないしレポート提出にお
いて高い評価を得ている。

Ｂ　 授業の欠席が少なく、まじめに授業に参加し、試験ないし
レポート提出をこなしている。

Ｃ　Ｂに次ぐ
Ｄ　 授業参加日数が十分ではなく、試験不参加ないしレポート
未提出である。

●履修条件
　特にないが、音楽について実践的な知識や実習をしたいという
興味や意欲があること。専攻科1年生、2年生、共に履修可。また、
可能であれば、後期「楽曲分析［創作］」も履修することが望ま
しい。

●授業の概要
　この授業では、様々なジャンルの音楽を参考にしながら、編曲
を学んでいく。まず、メロディーに合うコードをつけ、伴奏付けを
していくことから始まり、ピアノ以外の楽器を含む多様な編曲を
試みる。編曲した作品は可能な限り授業で実際に音出しをして体
験的に学習していく。
　様々なレベルの受講生に対応するため、数段階のレベルのプ
リントを用意するので、初心者から、さらに知識を広げていきた
い学生も受講可能である。

●授業の到達目標
　この授業では、和声法やソルフェージュの基礎を必要に応じて
もう一度確認しながら、卒業後の音楽活動に直接役立つような
伴奏付けや編曲などを学んで実践的な力を身につけていくことを
目標の一つとしている。

●授業計画
第１回  オリエンテーション、ポップスとクラッシックのコード進

行の違い
第２回 ポップスのコード進行１（参考曲　ビートルズ）
第３回 ポップスのコード進行２（参考曲　その他のポップス）
第４回  歌曲のコード進行 1（参考曲　モーツアルトなどの古典

派の音楽）
第５回  歌曲のコード進行 2（参考曲　シューベルト、シューマ

ンなどのロマン派の音楽）
第６回 様々な曲のメロディーによるにコード付け　実習１
 （実習例　サイモン&ガーファンクルの作品）

第７回 様々な曲のメロディーによるにコード付け　　実習２
 （「実習例　様々な日本童謡や日本歌曲」）
第８回  様々な伴奏パターン　実習１（参考曲　シューベルトな

どの歌曲）
第９回  様々な伴奏パターン　実習２（参考曲　宇多田ヒカル

の作品など」
第10回 ジャズのコードはどのようにできているのか？ 
第11回 室内アンサンブルの楽器について
第12回  編曲実習１（各自、選んだ楽曲を自分の望む編成に編

曲する）
第13回  編曲実習２（各自、選んだ楽曲を自分の望む編成に編

曲する）
第14回  編曲実習３（各自、選んだ楽曲を自分の望む編成に編

曲する）
第15回 編曲作品発表、演奏（コンサート形式で）
　順序、及び内容は、履修者の能力に合わせて変更する可能性
がある。

●授業時間外の学習
　授業内で課題が終わらなかった場合、宿題にすることもある。

●教科書・参考書等
　授業で毎回プリントを配布

●成績評価
Ａ　 積極的に授業に参加しており、試験ないしレポート提出にお
いて高い評価を得ている。

Ｂ　 授業の欠席が少なく、まじめに授業に参加し、試験ないし
レポート提出をこなしている。

Ｃ　Ｂに次ぐ
Ｄ　 授業参加日数が十分ではなく試験不参加、ないしレポート

未提出である。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○4

○4

専攻科音楽専攻 1・2年

通年

日本音楽史研究A／ B

野川　美穂子

専攻科音楽専攻1・2年

通年

音楽史研究

関野　さとみ

●履修条件
　日本音楽専修は必修。
　とくに条件はないが、音楽のみでなく、日本文化全体に対する
関心をもつことが基本。
今年度と来年度では、授業の内容が異なる。

●授業の概要
　日本音楽にはさまざまな種目があり、使われる楽器の種類、音
楽的特徴などに違いがある。いっぽうで、異なる種目でありながら、
共通する特徴もある。また、舞踊や演劇と結びついているものが
多い。この授業では、江戸時代以降に成立した種目を中心に、
その歴史と特徴を理解しながら、音楽以外の分野とどのように結
びついてきたのか、社会や文化の変遷の中で音楽がどのように伝
えられ発展してきたのかを考える。毎回、視聴覚教材を活用しな
がら、授業を進める。

●授業の到達目標
　日本音楽の歴史と特徴を多面的に理解する。

●授業計画
次のような流れで進める。
 
（１）日本音楽の歴史と特徴、三曲の歴史と特徴
（２）～（５）地歌・箏曲の代表曲
（６）（７）尺八楽、胡弓楽の代表曲
（８）（９）三曲の伝承と発展（近・現代の三曲）
（10）同じ題材による楽曲群①

（11）楽器の製造
（12）歌舞伎や文楽に登場する三曲
（13）江戸時代後期以降の小編歌謡
（14）文楽や歌舞伎に使われる楽器
（15）まとめ
（16）文楽の歴史と特徴
（17）（18）文楽の代表曲
（19）文楽の伝承と発展（新しい文楽）
（20）歌舞伎の歴史と特徴
（21）（22）歌舞伎の代表曲
（23）音楽と演劇－文楽と歌舞伎の比較－
（24）音楽と舞踊－舞と踊り－
（25）同じ題材による楽曲群②
（26）創作と引用
（27）（28）歌舞伎の伝承と発展（新しい歌舞伎）
（29）歌舞伎を支える技術
（30）まとめ

●授業時間外の学習
　授業でとりあげた種目や作品の特徴を整理し、より深く調べる
こと。

●教科書・参考書等
　毎授業時にプリントを配布する。参考書については、その都
度指示する。

●成績評価
　前期末と後期末に筆記試験を行う。出席状況・授業態度50％、
前期・後期末の筆記試験の成績50％の配分で評価する。

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　テーマは「近現代フランス音楽研究」。音楽史のみならず、一般史にお
いてもとりわけ混沌とした一時代である19世紀～ 20世紀半ば頃までの時
代に焦点をあて、当時のフランスの社会・文化的背景と、そこから生まれ
た音楽についてテーマごとに考察する。フランス以外の国の音楽状況との
比較、一般史や思想史との関係も視野に入れていくので、扱う内容は広範
かつ多岐にわたる（時には「音楽」の枠を超えた議論に発展することもあ
るだろう）。音源や映像資料を多く活用し、参考資料もその都度紹介する。
　基本的に講義形式だが、受け身一方で知識を吸収するのではなく講義
内容について自分なりの感想や意見を持ち、それを言葉で積極的に表現
できるよう、ディスカッションの場も適宜設ける。フォーレやドビュッシー、
ラヴェルだけではない、近現代フランス音楽への理解を深め、他国の音楽
との違いやその特徴を把握することで、芸術を専攻する学生にふさわしい
音楽への柔軟な視点、演奏表現のためのアプローチの方法を身に付けら
れるようにしたい。

●授業の到達目標
　①近現代フランスの社会と音楽について理解し、新しい視座を得る。
　② １つの国の１つの時代の音楽を、他の国 と々の比較や芸術史、一般
史全体から多角的に検討する経験を通じて、「音楽的な現象」を幅広
く捉え、考えることができるようにする。

●授業計画
＜前期＞
1 ガイダンス（オペラ史概観／「オペラ」という用語の定義）
2 ガイダンス
2 フランス革命と音楽
3 フランス音楽におけるロマン主義
4 ボードレールと音楽
5 オペラとオペレッタの流行①
6 オペラとオペレッタの流行②
7 サロン文化と音楽
8 メロディの確立
9 まとめ（第１～７回まで）
10 サン=サーンスとフランク
11 万国博覧会と音楽

12 フランス音楽における‘exotique’
13 フランスの交響詩
14 ヴァーグナーとフランス
15 まとめ（前期）／期末レポート
＜後期＞
1 象徴主義と印象主義①
2 象徴主義と印象主義②
3 調性と旋法性①
4 フォーレ／ドビュッシー
5 調性と旋法性②
6 ドビュッシー／ラヴェル
7 まとめ（第１～７回まで）
8 サティとその影響
9 バレエ・リュス
10 フランス６人組と「狂乱の時代」
11 メシアン
12 ブーレーズ
13 宗教的精神の変容と音楽
14 音楽における伝統／個性／革新
15 まとめ（全体）／期末レポート

●授業時間外の学習
　予習は必要ないが、復習に力を入れてほしい（ここでの復習とは、本講
義の内容だけでなく、これまで学んできた音楽史や音楽理論の内容も含ま
れる）。授業で紹介した音源や参考文献を図書館などでチェックし、自分
が関心をもった作曲家やその作品、さらに同時代の文化的・社会的事象
についても積極的に調べ、主体的に学ぶ習慣を身に付けること。

●教科書・参考書等
　毎回プリントを配布する。その他の参考文献は授業時に紹介。

●成績評価
　平常点（出席率（年間2/3以上）と授業態度）60% ＋ 期末レポート
40% で判定
A　100～ 90点
B　89～70点
C　69～ 50点
D　50点未満
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

通年

音楽療法演習Ａ／Ｂ

鈴木　千恵子

◯4

専攻科音楽専攻1・2年

通年

音楽療法概説Ａ／Ｂ

鈴木　千恵子

●履修条件
　「音楽療法概説」を履修していること。

●授業の概要
　この授業は音楽療法の実習を中心とし、実践に関する技術等
も学ぶ。
　実習現場は高齢者を予定しているが、可能であれば他領域も行
いたいと考えている。
　この授業での実習は、一般社会で行われている少人数対象の
音楽療法セッションをイメージし、対象者とコミュニケーションを
図りながら様々な音楽活動のアプローチを学んでいく。

●授業の到達目標
　音楽療法の実践に必要な臨床的音楽技術を身につける。
　基本的なプログラム作成ができるようになる。

●授業計画
［前期］ ［後期］
１　ガイダンス １　臨床現場についての理解
２　セラピーに用いられる楽曲について ２　セッションの計画
３　セッションの組立て方 ３　　　　〃
４　　　　〃 ４　　　　〃
５　模擬セッション ５　　　　〃
６　　　　〃 ６　実習

７　　　　〃 ７　フィードバック
８　臨床的音楽技術⑴選曲 ８　実習
９　　　　〃　　　⑵伴奏 ９　フィードバック
10　　　　〃　　　⑶編曲 10　臨床的音楽技術⑷即興演奏
11　実習 11　⑸コミュニケーション技術
12　まとめ 12　まとめ

～   ～

15  15

●授業時間外の学習
　音楽療法の実習に関しては、プログラム作成が最も大切である。
　選曲等は深く調べ、練習もしっかり行うよう努めること。

●教科書・参考書等
　「音楽療法の手引き」松井紀和著（牧野出版）
　「音楽療法の実際」松井紀和、鈴木千恵子他著（牧野出版）
　以上、２冊教科書

●成績評価
　出席、実習への取組みと態度50％、実技試験50％で100点に
換算。
Ａ　 総合点が80点以上の者（セッションの基本的な技術を十分

に理解、実践できている）
Ｂ　 総合点が60点以上の者（セッションの基本的な技術をほぼ
理解、実践できている）

Ｃ　 総合点が50点以上の者（セッションの基本的な技術をある
程度理解、実践できている）

Ｄ　 総合点が49点以下の者（セッションの基本的な技術の理解
が欠けている）

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　本講義では、音楽の様々な働きがどのように治療に生かされる
のかを理解し、さらに音楽が人間や社会に働きかける可能性を
探っていく。
　音楽という芸術を治療という科学の領域に入れること自体に難
しさはあるが、この領域は20世紀に入り大きく発展してきた。音楽・
患者（対象者）・治療者の三者から構築される治療技法の音楽療
法は、医療、福祉、教育、保健領域で生かされ、また新しい学
問としても現代社会において注目を浴びている。
　前期では理論を中心に基本的概念を学ぶ。
　後期では音楽療法に必要な治療技法について学ぶ。
　現場実習としては、慰問演奏への参加を必修とする。

●授業の到達目標
　音楽療法の定義を理解し、音楽の治療的機能を把握する。
　基本的なプログラム作成ができるようになる。

●授業計画
［前期］
１ ガイダンス、慰問演奏について
２ 音楽療法とは何か①
３ 音楽療法とは何か②
４ 音楽を聴くこと
５ 歌うこと
６ 楽器活動

［後期］
１ 後期実習について
２ 音楽療法事例①
３ 音楽療法事例②
４ 基本的プログラム作成①
５ 基本的プログラム作成②
６ 基本的プログラム作成③

７ 身体活動と表現
８ 実習リハーサル
９ 実習リハーサル
10 実習
11 実習
12 フィードバック
13 評価について
14 評価について
15 まとめ

７ 実習リハーサル
８ 実習リハーサル
９ 実習
10 実習
11 フィードバック
12 フィードバック
13 海外の音楽療法①
14 海外の音楽療法②
15 まとめ

●授業時間外の学習
　理論と学習を行なうので、２つの柱が結びつくように授業の復
習に努めること。

●教科書・参考書等
　「音楽療法の手引き」松井紀和著（牧野出版）
　「音楽療法の実際」松井紀和、鈴木千恵子他著（牧野出版）
　以上、２冊教科書。

●成績評価
　出席、授業時の課題、実習への取組みと態度50％、期末試験
（筆記）50％で100点に換算。
Ａ　総合点が80点以上の者（基本的な諸事項を十分理解している）
Ｂ　総合点が60点以上の者（基本的な諸事項をほぼ理解している）
Ｃ　 総合点が50点以上の者（基本的な諸事項をある程度理解し

ている）
Ｄ　総合点が49点以下の者（基本的な諸事項の理解が欠けている）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

専攻科音楽専攻1年

後期

初見演奏（応用）

吉田　真穂

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

前期

演奏現場論Ａ／Ｂ

合田　　香

●履修条件
　ピアノ専修は必修。
　他専修生でも、ピアノに興味と意欲があれば受講可。

●授業の概要
　バロックから現代にいたる作品をテキストとして、初見奏で求め
られる読譜力、想像力、集中力を養い、それらが日頃のピアノ演
奏の基礎能力の向上につながることをめざし、実習する。楽譜を
丁寧に読み、その曲にふさわしいイメージを感じ取ることができ
るセンスを磨いていきたい。毎回の授業でなるべく多くの演奏が
できるよう、積極的に参加してほしい。「初見演奏（基礎）」よりも
さらに難易度の高い曲に取り組み、演奏のレベルアップをめざす。

●授業の到達目標
　短い時間で曲の構成や特徴を把握し、ただ音を弾くばかりでは
なく、テンポ、フレージング、ペダリングなどにも考慮して、表
現豊かな演奏ができるようになること。

●授業計画
⑴　ガイダンス、レベルチェック
⑵～⑸　小品
⑹～⑻　バロック、古典派の作品
⑼～⑿　ロマン派、近代・現代の作品
⒀～⒁　協奏曲、オーケストラの編曲作品
⒂　まとめ
※上記以外にも随時多様な作品を取りあげる。

●授業時間外の学習
　授業で配布したテキストでの復習、また、指示する曲集、曲目
などを参考に予習するよう努めてほしい。

●教科書・参考書等
　その都度配布。

●成績評価
A　総合点が80点以上の者
B　総合点が60点以上の者
C　総合点が50点以上の者
D　総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　この20年大小の音楽専門ホールが続々オープンし、都内では乱立気味。
　一方、オーケストラの世界ではホールとのフランチャイズ提携が増えてき
て、本番と同じ場所で練習ができるオーケストラが増えてきている。これ
はとりも直さず、日本の音楽界において「響き」（音響）の意識が向上して、
それに呼応して周りの環境も整ってきたものであろう。
　演奏者も、教育者も、聴衆も、音楽をプロデュースする立場の者も、
そして当のホール関係者もホールでの音響、楽器同士の関係等に鈍感で
はいられない。
　演奏者は（声楽を含んで）自分の楽器の特性、別の楽器の特性をよく
理解し、違ったホールにおいても即座に色々な状況を感じ取って対応して
いかなければならない。プロデュースする者やスタッフも演目に合ったホー
ルの選択が当然の時代になってきている。
　この授業では個別の楽器の音響的個性の理解に始まり、ホールの響き
との関係、問題点の解消方法を学ぶ。
　また一方、「演奏」という進路の他に「音楽業界」を視野に入れたい人
にはこの授業中で行う、色々なケーススタディーや会場（現場）での体験
の機会が自分の進路選択に役立つと思う。

●授業の到達目標
・ 実技やアンサンブルの学習の段階において、また実際の演奏現場等で
活用することのできる「響きや配置の『考え方』」の習得。
・クラシック音楽業界の理解と体験。

●授業計画
　受講学生の専攻や将来展望によって、系統１と系統２を織り交ぜながら
授業を構成する。

［系統１］　楽器とホールと音響と配置
１　個別の楽器の音、指向性、伝播特性
２　楽器間の音の干渉
３　ステージ上の配置による響きと変化
４　ホール内の位置による聞こえ方の相違
５　響きの判断の材料
６　楽曲や作曲者による配置の違いについて
上記を授業の中で取り上げ、授業参加者に実際の演奏で体験、検証して
もらう。

［系統２］　コンサートビジネスとその色々
１　コンサートの業界
２　働く人 と々その職種
３　個別な仕事の内容
４　コンサート業界に必要な知識
５　出演者でもなく、聴衆でもない形でコンサートに関係する
６　ホスピタリティの考え方について

●授業時間外の学習
　この授業で理解した内容を、アンサンブル、オーケストラ、実技レッスン、
他の授業などで試してみて、その経験をまた授業にフィードバックできるこ
とが望ましい。

●教科書・参考書等
　資料を配布する。
　「はじめてのオーケストラ･スコア」野本由紀夫著（音楽之友社）

●成績評価
　出席を重視。期末にレポートを課す。
Ａ　総合点80点以上
Ｂ　総合点60点以上
Ｃ　総合点50点以上
Ｄ　総合点49点以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯4

専攻科音楽専攻1・2年

通年

管楽アンサンブル研究Ａ／B

石橋　雅一

◯4

専攻科音楽専攻1・2年

通年

ピアノデュオ研究A／ B

東井　美佳

●履修条件
　特になし。
　管楽器専修（Sx以外）必修。

●授業の概要
　木管五重奏を中心としたアンサンブルと、管楽アンサンブルを
主体にピアノや弦楽器にもお手伝いいただいて色々な編成の合奏
を体験していただく。
　夏休み中の宿題として木管五重奏編曲を課す（元曲は自由に選
ぶこと）。後期最初の授業で発表してもらう。

●授業の到達目標
　他の楽器の特性を理解する。アンサンブルの基本を身につ
ける。

●授業計画
［前期］
第１回  授業内容の説明と曲の選択
第２回～第６回 ハイドン、モーツァルトを中心に演奏実習
第７回～第14回 Ａ.ライヒャ、Ｆ.ダンツィを中心に演奏実習
第15回  前期のまとめ演奏と宿題の概要説明
［後期］
第16回～第18回  提出された課題（木管５重奏編曲）の演奏実

習と評価
第19回～第29回  フランス、ドイツの近現代木管五重奏曲を中

心に演奏実習
第30回  実技試験（コンサート形式で）

●授業時間外の学習
　授業をスムーズに進行するためにも、自分のパートをしっかり
予習して身に付ける様にしてくること。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業中の演奏を重視。
　出席、実習への取組みと態度50％、実技試験、課題提出
50％で100点に換算
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　専音1ピアノ専修必修。他専修の学生も履修可能。

●授業の概要
　自由に組んだペアで曲を準備し、毎回の授業ではその中から
数組が発表する。
　基本的にレッスン形式で進めながら、同時に参加者全員で積
極的に意見も出し合いつつ、曲を仕上げていく。
　アンサンブルの一員としてパートナーと協力して演奏することを
実践的に学ぶ。

●授業の到達目標
　自分の出している音はもちろん、相手の音も良く聴きながら、
呼吸を合わせて演奏すること。
　その上でお互いの音を良く鳴らし合わせ、一つの曲を仕上げら
れるようにしたい

●授業計画
　前期は主にアンサンブルの基礎を習得する事を目標とし、後期
はできるだけ様々な時代の作品に接するようにしたい。
1 ガイダンス
 授業の概要説明　選曲及び組み合わせ決定
2～ 5 専攻科２年生中心に連弾もしくは２台ピアノ
6～ 9 専攻科１年生中心に連弾もしくは２台ピアノ
10～ 15 定期演奏会オーディションに向けて
16～ 17 夏休み成果発表
18～ 21 古典派の作品
22～ 25 ロマン派の作品
26～ 29 近現代の作品
30 まとめ、発表

●授業時間外の学習
　事前の予習、授業後の復習において、自らの練習はもちろん、
パートナーとの合わせを充分にしておくこと。
　それぞれの曲の作曲家や時代背景等についても充分に調べ
ておくこと。

●教科書・参考書等
　その都度指示、配布。必要に応じて各自準備する。

●成績評価
Ａ　 事前準備が充分で、積極的な学習意欲のもとに進歩が認め

られる者
Ｂ　事前準備、学習意欲ともに中程度の者
Ｃ　授業への準備が不十分で、学習意欲が認められない者
Ｄ　出席が３分の２に満たない者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

前期

室内楽研究Ａ／Ｃｂ

北本　秀樹

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

前期

室内楽研究Ａ／Ｃ a

荻野　千里・野口　千代光

●履修条件
　室内楽に興味と意欲のある方。

●授業の概要
　開講時に希望を募った上で楽曲を選定。

●授業の到達目標
　アンサンブルの向上。

●授業計画
　開講時に指示。

●授業時間外の学習
　各自、十分な練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　出席・授業態度重視。学期末にレポートを提出。

●履修条件
　積極的にアンサンブルに参加する意欲のある学生、また他のグ
ループの演奏に興味を持って聴ける学生。

●授業の概要
　ピアノ三重奏曲・ピアノ四重奏曲、ピアノ五重奏曲を中心に取
り上げ、弦楽器とピアノ、各々の楽器の特徴や奏法等も学びな
がらアンサンブル能力の向上を目指す。
　授業はマスタークラス形式で進める。事前に曲目を発表するの
で、演奏する学生は勿論、聴講する学生も各自楽譜を準備し、
アンサンブルを作り上げるプロセスに立ち会って、楽曲への理解
を深め、その作品の意図を実現するために必要な技術やアンサ
ンブルの心構えを学んでいく。

●授業の到達目標
　様々な時代及び編成の室内楽作品を知り、それぞれの楽曲の
様式観とアンサンブル技術を習得する。アンサンブルの体験を通
して、音楽を共有する喜びを味わうこと。

●授業計画
１.　ガイダンス、学習曲目の検討
２.～５.  古典派の室内楽
 （ピアノ・弦楽器を中心に）
 モーツァルト・ハイドン・ベートーヴェン等
６.～８.  ロマン派の室内楽
 （ピアノ・弦楽器・管楽器を中心に）
 メンデルスゾーン・ブラームス・シューマン等

９.～ 11. 近現代の室内楽（様々な楽器を含む）
12.～ 13. 声楽を含む室内楽
14.～ 15. ７月に行われる定期演奏会オーディションに向けて

●授業時間外の学習
　授業に向けて各自充分に練習し、必ず複数回の合わせをしてお
くこと。
　また、お互いの楽器の特徴なども調べておくこと。
　日頃から多くの室内楽作品のCD等を聴いて、知識を増やしてお
くように。

●教科書・参考書等
　シューマン、ドヴォルザーク、ショスタコーヴィチ、ブラームス
のピアノ五重奏曲、ベートーヴェン、メンデルスゾーンのピアノ三
重奏曲。モーツァルトのピアノ四重奏曲等。

●成績評価
Ａ　 事前準備が充分で、積極的な授業参加意欲が認められ、か
つ出席良好の者

Ｂ　事前準備、授業への参加意欲が中程度の者
Ｃ　 事前準備が不十分で、授業への参加意欲があまり認められ

ない者
Ｄ　出席が３分の２に満たない者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

後期

室内楽研究Ｂ／Ｄｂ

蓼沼　恵美子

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

後期

室内楽研究Ｂ／Ｄ a

市坪　俊彦

●履修条件
　ピアノ専修の学生を対象とするが他の器楽専修の履修も可。

●授業の概要
　ピアノを含む室内楽作品を取り上げ、アンサンブルにおける奏
法や音楽作りを学んでいく。
　アンサンブルにおいては、ソロ以上に音に対する意識や柔軟性
が求められる。共演する楽器の特性をふまえた上での音色作りや
響きのバランス等、ピアノパートの役割を果たすために必要な具
体的な奏法を実践で学ぶ。
　ソロでは味わえない響きを体験したり、楽曲に対するそれぞれ
の楽器のアプローチの仕方を知ることによって、音楽的視野を広
げ、曲の理解を深めると共に、より幅広い表現を目指していきたい。
　演奏員の協力も得て、マスタークラスの形式で授業を進める。

●授業の到達目標
　アンサンブルの技術を修得し、相手の音をよく聴き、理解し
ながら一緒に演奏する楽しさを実感できることを目標に曲を仕上
げる。

●授業計画
1 ガイダンス及び曲目の検討。
2 曲目とメンバーを決定。
3 パート練習。（レッスン）
4～7 アンサンブル実習。
8 楽曲のまとめ。発表演奏の曲を決定。
9 パート練習。（レッスン）
10～ 14 アンサンブル実習。
15 発表演奏。
　※授業の進行は履修者の人数によって変更することがある。

●授業時間外の学習
　自分のパートをよく練習して授業に臨むこと。準備不足では、
アンサンブルを楽しむことは出来ない。
　事前にCDを聴いたり、スコアを見るなど、曲を理解しておく
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて、楽譜を各自準備する。

●成績評価
　出席状況、授業への取り組み方、意欲、成果など総合的に評
価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が65点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　履修者と若干の室内楽要員によって演奏可能な室内楽曲を選
出し、他奏者および異種楽器と合奏することの喜びと意義を実
際に体験していく。それとともに各作曲家のスタイル、室内楽特
有の奏法、技法等も学んでいく。

●授業の到達目標
　合図の出し方、音程の合わせ方等、基本的な合奏能力の向上。
独奏曲や協奏曲の演奏等とは違った室内楽特有の奏法やバラン
ス感覚の習得。スコアを含めた読譜力の向上。

●授業計画
1． ガイダンス
2． 「室内楽」の歴史、概要についての考察、講義
3～7．  履修者の専門楽器によって編成を決定し、レッスン

形式の授業
  古典派…モーツァルト、ハイドン、ベートーヴェン、ボッ

ケリーニ他
8～ 11．  ロマン派…シューベルト、シューマン、メンデルスゾー

ン、ブラームス他
12～ 14．  近現代…ラヴェル、ドビュッシー、バルトーク、ショ

スタコーヴィチ他
15．  文化芸術としての室内楽の存在意義についての考察、

講義

●授業時間外の学習
　各回、演奏を担当することになったグループは、事前に準備、
練習を行うこと。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席状況、授業態度、実技等平常点。出席状況50パーセント、
演奏実技30パーセント、授業態度20パーセントで100点に換算。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

専攻科音楽専攻1・2年

前期集中・後期集中

室内楽特設クラスA／ B／ C／D

荻野　千里

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

後期

室内楽研究Ｂ／Ｄｃ

白尾　　隆

●履修条件
　室内楽作品を深く掘り下げて研究したい、アンサンブルに意欲
的な学生。

●授業の概要
　弦楽器・管楽器・ピアノを含む室内楽曲（デュオ・ピアノトリオ・
ピアノカルテット等）を中心に取り上げ、演奏助手の協力のもと、
アンサンブル能力の向上を目指す。非常に柔軟性のある形態をも
ち、半期につき、５回程度個人レッスンの形で授業を行う。他
の室内楽クラスを履修しつつ受講することも可能で、同じ曲目を
別の観点から学ぶことも、良い勉強になるだろう。経験の有無
や量を問わずに履修できるという利点があり、半期の間は同じメ
ンバーで、お互いを理解し共演者と共に音楽を作り上げていく。
主として担当教員が指導に当たるが、必要に応じてアンサンブル
指導員（弦楽器・管楽器等）のレッスンを受講することもある。
　受講希望者は、メンバー確定後履修登録をし、受講曲が決ま
り次第早目に担当教員に申し出ること。具体的な日程等について
は、演奏員とも相談の上、後日掲示する。前期受講希望者多数
の場合は、後期に履修変更となることもあり得る。

●授業の到達目標
　共演者としてお互いを信頼し合い、ひとりひとりが積極的に音
楽作りに参加できるようになること。

●授業計画
　基本的には、各グループの希望曲（複数も可）を取り上げる。
レッスンの進め方については、臨機応変に対応したい。例えば、
経験の少ないグループの場合は各楽器の特徴の理解や、基本的
な合わせ方等から入り、選曲のアドバイス等も行う。
　定期演奏会のオーディション参加を希望するグループは、より
深く音楽を掘り下げ、説得力のある演奏を目指す。

●授業時間外の学習
　レッスンに向けて、お互い迷惑にならないように、各自充分に
練習を積んでおくこと。受講曲目についても、深く調べておくよ
うに。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　Ａ　 規定のレッスン回数を受講し、事前準備が十分で学習意

欲が強く認められた者
　Ｂ　 規定のレッスン回数を受講し、事前準備、学習意欲が中

程度の者
　Ｃ　 規定のレッスン回数を受講し、事前準備、学習意欲が不

十分と思われる者
　Ｄ　 規定のレッスン回数に満たない者

●履修条件
　フルート専修の学生を対象とする。

●授業の概要
　フルートによる二重奏～五重奏（他の楽器を含まない）の重要
なレパートリーの習得。

●授業の到達目標
　仲間と協調しながら自己をよく主張し音楽を表現するという、
アンサンブル力の基本的な強化を目指す。

●授業計画
　課題曲の編成により、数グループに分け、状況を見ながら、期
間内に、出来るだけ多くのレパートリーを勉強する。
　クーラウ・クンマー等の古典から、ロレンツォ、デュボワ、ボザ、
等の近代作品を習得する。

●授業時間外の学習
　個人レッスン同様、可能な限り仲間と練習し、授業までによく
準備し、また復習すること。

●教科書・参考書等
　楽譜をその都度貸し出すので、各自コピーすること。

●成績評価
　授業中の熱意、注意力、反応を考慮して評価する。

202   Annual  Bulletin  2015



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

◯ ◯4

専攻科音楽専攻1・2年

前期

オペラ実習Ａ／Ｂ［演奏］［演技］

松井　康司・ペーター・ゲスナー

◯4

専攻科音楽専攻1・2年

通年

歌曲研究Ａ／Ｂ

松井　康司・東井　美佳

●履修条件
　声楽を履修していることを条件とする。コレペティトーアの養
成としてピアノ専修の学生を若干名受け入れる。その他の専修、
他専攻の希望者は要相談。

●授業の概要
　オペラの上演では、多くの人が関わりひとつの作品を創り上げ
ていく。そこにオペラの醍醐味があるが、同時に一人一人の責任
感が必要であり、それは歌い演じること以上に大切なことである。
　この授業では、オペラの上演がどのようにして創られてゆくの
かを実体験を通して学ぶ。全授業に出席する覚悟を持って履修し
てもらいたい。欠席が多い者は途中で失格とすることもある。

●授業の到達目標
　身体表現を伴う歌唱表現を身につける。

●授業計画
　前期は「演奏」と「演技」を分けて授業を行う。「演奏」にお
いては、レチタティーヴォの基本とアンサンブルを音楽的アプロー
チを中心に学んでいく。また、「演技」においては、身体表現の
基本を学んでいく。
　なお、前期試験として、簡単な演技をつけた、アンサンブルの
発表会を行う。

●授業時間外の学習
　ここに書くまでもなく、授業時間以外の学習時間の方が多い
授業である。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　出席・授業への取り組み、演奏、演技を総合的に評価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　詩人の思いが言葉を通して詩となり、さらに作曲家がその詩に
共感して音にする。そしてその詩と音楽を演奏家が感じ、表現して、
聴衆の心に訴える。歌曲が聴衆の耳に届くまでにはこれだけ様々
な人の心を通っていくのである。歌曲の奥深さはここにある。
　この授業ではドイツ歌曲・日本歌曲を題材に、歌曲をどのよう
に解釈し、演奏したら良いかを研究する。楽譜に込められた詩人
や作曲家の思いを正しく受け止め自分自身の表現に結びつけるこ
と、またアンサンブルをする上で大切なこと等、受講者自身によ
る演奏を通じて実践的に研究を進めていく。
　また歌とピアノの組み合わせにとどまらず、本学の専修を生か
し他の弦・管楽器、あるいは和楽器とのコラボレーションも随時
取り上げる。

●授業の到達目標
　年度末の研究発表会（２月初旬）には受講者各自がドイツ歌
曲または日本歌曲を少なくとも１曲演奏する。

●授業計画
　履修者の専修楽器が決まらないと取り上げる曲を決めることは
できない。
　曲を決定してからの授業の流れは下記の通りである。
１　第１組の曲を発表
２　第２組の曲を発表
３　第１組のレッスン。第３組の曲を発表
４　第２組のレッスン。第１組の曲を発表。第４組の曲を発表
５　第３組のレッスン。第２組の曲を発表。第５組の曲を発表
　この流れで30回の授業を行っていく。取り上げる曲については、
短期間で準備をする訓練のため、２週間前の発表とする。

●授業時間外の学習
　翌週取り上げる曲を必ず各自譜読みをし、曲の内容を理解して
から授業に臨むこと。

●教科書・参考書等
　「ドイツ・リートの歴史と美学」ヴィオーラ（音楽之友社）
　「シューベルトの歌曲をたどって」フィッシャー・ディースカウ（白
水社）
　「日本歌曲百選　詩の分析と解釈」塚田佳男選曲・構成（音
楽之友社）

●成績評価
　出席60％、レポート10％、年度末発表曲の演奏30％で100点
に換算。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻 キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯

◯4

専攻科音楽専攻 1・2年

通年

邦楽アンサンブル研究Ａ／Ｂ

野坂　惠子

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

後期

オペラ実習Ａ／Ｂ［上演］

松井　康司　ペーター・ゲスナー

●履修条件
　日本音楽専修は必修。

●授業の概要
　・ 古典曲の合奏を時代を追って取り上げる。江戸・明治・大正・
昭和の代表的な作品を通して、先人が残した邦楽器の世界
を知り、その可能性を探る。

　・ 現代の作曲家たちの作品を学び、新しい視点の拡がりや可
能性を体感する。作曲家をお招きし、自作品に対する思いや
指導もお願いする。

　その他、より高度な現代作品のアンサンブルに挑戦し、自分た
ちで演奏したい曲を探してもらう。作曲の学生に新作を書いても
らうこと、他楽器とのアンサンブルも可。

●授業の到達目標
　邦楽器の特性・可能性について各人が意見をもつこと。その上
でアンサンブルの楽しさを充分に味わってもらうこと。

●授業計画
　◦「六段の調」とグレゴリオ聖歌「クレド」の合奏
　◦「八段の調」「楓の花」「五段砧」「協奏曲みだれ」等々
　◦「水面の舞」金光威和雄作曲
　◦「二十弦と十七弦の為のプレリュード」「奏鳴の譜」新実徳英
　◦「偲琴」「赤光」西村朗作曲
　◦「 コンチェルティーノ」「糸竹一章」「碧潭尺八・三味線・箏

による」浦田健次郎作曲
　◦「百鬼夜行絵巻」高橋悠治作曲
　◦「観想の佇い」山本純ノ介作曲
　◦「交響潭詩」伊福部昭作曲
　◦「詩曲Ⅰ」松村禎三作曲
　◦「雪はふる」「芭蕉五句」湯浅譲二作曲等々
　他、若手作曲家の新作も取り上げたい。年二回行なうコンサー
トの曲目も取り上げる。その他、現代作品・新作に挑戦する。

●授業時間外の学習
　決定した曲目を必ず予習すること。
　他の奏者の音を聴き、すばやく反応できる感性を育てる為。

●教科書・参考書等
　特になし。

●成績評価
　出席数と平常点で評価する。

●履修条件
　前期の「オペラ実習［演奏］［演技］」を履修し、単位を取得す
ることを条件とする。声楽以外の専修、他専攻の希望者は要相
談。

●授業の概要
　オペラの上演では、多くの人が関わりひとつの作品を創り上げ
ていく。そこにオペラの醍醐味があるが、同時に一人一人の責任
感が必要であり、それは歌い演じること以上に大切なことである。
　この授業では、オペラの上演がどのようにして創られてゆくの
かを実体験を通して学ぶ。全授業に出席する覚悟を持って履修し
てもらいたい。欠席が多い者は途中で失格とすることもある。

●授業の到達目標
　身体表現を伴う歌唱表現を身につける。

●授業計画
　前期の「オペラ実習［演奏］［演技］」で学んだことを基本に、
オペラ作品を一本創り上げていくことを学ぶ。歌うということだけ
でなく、制作を含めた舞台創りを学んでいくことが、この授業の
特徴でもあり、せんがわ劇場で行われる試演会においては、プロ
のスタッフの方々のフォローはあるものの、学生主体で、公演を
作っていくこととなる。
　試演会に向けては、かなりの回数で追加稽古が行われるため、
授業回数は15回を越える。

●授業時間外の学習
　ここに書くまでもなく、授業時間外の学習時間の方が多い授
業である。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　出席・授業への取り組み、試演会に向けての取り組みを総合
的に評価する。
Ａ　総合点が80点以上の者
Ｂ　総合点が60点以上の者
Ｃ　総合点が50点以上の者
Ｄ　総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

後期集中

合奏Ｃ／Ｄ

奥田　雅代

◯1

専攻科音楽専攻 1・2年

前期

オーケストラ・スタディＣ／Ｄ

奥田　雅代

●履修条件
　前期授業「オーケストラ・スタディ」で単位認定を受けた者。
弦楽器専修者は必修である。弦楽器奏者以外についてはオーディ
ション等で選出された者。

●授業の概要
　黒岩英臣氏を指揮者にお迎えして、11月の定期演奏会本番に
向けて、約6日間の集中リハーサルが行われる。
　個々の力が合わさると、素晴らしい響き、音楽が生まれること
を体感してほしい。演奏会当日まで、各自、練習・準備をすること。

●授業の到達目標
　オーケストラのリハーサルを通して、全員で演奏会に向けて、
それぞれの曲の完成度を高めていく。

●授業計画
第１回　 オーケストラガイダンス（オーケストラ授業に対する心が

まえ、様々な準備などについての確認）
第２回～第７回　黒岩氏とのリハーサル
定期演奏会当日　ゲネプロ　本番
第８回　 演奏会録画を鑑賞しながら、演奏について検証、反省

を行い、意見交換の場とする
　毎回のリハーサルスケジュールは、進行状況により、指揮者の
判断で適宜調整するものとする。

●授業時間外の学習
　課題曲の作曲者について調べ、そして他の作品も聴いてみる。
可能であればコンサート会場に足を運び、生のオーケストラの演
奏を聴いてみる。

●教科書・参考書等
　楽譜を配布する。演奏曲目のスコア、CDを準備すること。

●成績評価
　無断欠席、遅刻等をした者はその時点で履修を取消とし、失
格の対象とするので注意のこと。演奏だけではなく、譜面台や
椅子の準備も含めて成績評価の対象とする。

●履修条件
　弦楽器専修者は必修である。

●授業の概要
　後期「合奏」授業への準備段階とする。
① オーケストラプレイヤーとしての心がまえ、事前準備の重要性
の認識。各自の練習、スコアの用意、CD等なども聴き、作品
を理解して臨む。
② 演奏するためのテクニックやアンサンブル態力を習得する。パー
トごと、時に一人づつの演奏を課しながら、個人、セクション
の責任を高める。それぞれのパートを把握し、ひとりひとりが
オーケストラ全体を捉えられるようにする。

●授業の到達目標
　オーケストラを通して、個人の、そしてアンサンブルの技術の
向上。全員で１つの作品を作り上げる喜びを知る。

●授業計画
　曲目は4月に発表する。
　11月定期演奏会（オーケストラ）の演奏曲目を課題とする。
　毎回の練習スケジュールを作り、進める。しかし、進行状況に
より、適宜スケジュールを調整するものとする。

●授業時間外の学習
　課題曲の作曲者について調べ、そして他の作品も聴いてみる。
可能であれば、コンサート会場に足を運び、生のオーケストラの
演奏を聴いてみる。

●教科書・参考書等
　楽譜を配布する。演奏曲目のスコア、CDを準備すること。

●成績評価
　無断欠席、遅刻等をした者はその時点で履修を取消とし、失
格の対象とするので注意すること。
　学期末に実技試験を行う。（９月を予定）
A　 授業内容をよく理解して自らのパートのみならず、他のパートを
しっかり把握してアンサンブル奏者としての力を発揮できる者

B　 試験時、ところどころ技術向上、改善努力が必要に思われる
が、後期合奏においてアンサンブル能力向上が見込まれる者

C　 後期合奏授業においてなんとかついていけるレベル、もしく
は相当の個人的努力を求められる者

D　 後期合奏授業についていける能力が見込まれない者、遅刻、
無断欠席をした者

　試験の結果により後期合奏授業へのレベルが達していないと
思われる者には追試験を行い、場合によっては個人的指導も行
い、合奏授業に向けての能力を引き上げる機会を持つ。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯1

専攻科音楽専攻1・2年

前期集中・後期集中

伴奏Ｃ／Ｄ

荻野　千里

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

通年

ギター・アンサンブルＣ／Ｄ

佐藤　紀雄

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　前期・後期とも同一学生との５回以上の第一実技レッスン時
の伴奏及び演奏発表（実技試験・学内演奏会・修了演奏会）をもっ
て各々単位認定を行う。“伴奏受講票”を使用のこと。

●授業の到達目標
　伴奏の役割を学びつつ、また、アンサンブルの楽しみも感じて
ほしい。
　それらを試験、演奏会という場につなげるようにする。

●授業計画
　各々の実技担当教員のレッスン計画による。

●授業時間外の学習
　「伴奏」はパートナーとしての重要な役割を持つので、初回のレッ
スンまでに充分な練習を積んでおくこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　決められたレッスン回数をクリアし、演奏発表を行った場合は
「Ａ」と認定する。
　上記条件を満たしてない場合は「Ｄ」と認定する。

●履修条件
　ギター専修者必修。

●授業の概要
　古典から現代までのギターアンサンブル作品をオリジナル曲、
編曲作品に加え学生自身の作品、学生自身による編曲作品等を
取り上げる。独奏楽器であるギターの習得過程でアンサンブルの
経験や技術を磨く機会を得ることは特に貴重である。将来、様々
な楽器とのアンサンブルや、新しい作品の演奏の際にスムースに
演奏を達成できるよう、様々な様式のアンサンブルに慣れ親しん
でおく。さらにアンサンブルを通してギターという楽器の独自の表
現力を各自が知ることともなる。
　また将来、多様な場面に応じて、自在なアンサンブルと形態で
応えられるよう簡単なアレンジも学生自身が行う。

●授業の到達目標
　年２回の発表会に向けて、アンサンブルの課題曲の演奏を完
成させる。

●授業計画
１～５回 カルメン組曲
６～ 10回 ロッシーニ『どろぼうかささぎ』序曲
11～ 15回 バントゥークイッカン
16～ 20回 ヴィバルディ四季より『春』
21～ 25回 ラベル・ワルツ
26～ 30回 佐藤敏直『風と光と空』

●授業時間外の学習
　学習する作品の原曲をCDで何度も聴いておく。また、スコア
をよく見ておく。作品の背景について調べておく。

●教科書・参考書等
　開講時に楽曲を与える。
　音楽史、楽典書をその都度参考。

●成績評価
　Ａ　100～75点以上
　Ｂ　75～ 55点
　Ｃ　55～ 41点　出席75％以下
　Ｄ　40点以下　出席50％以下
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯2

専攻科音楽専攻1・2年

前期集中

海外特別演習Ｃ／Ｄ

松井　康司・永井　由比

◯1

専攻科音楽専攻1・2年

前期集中・後期集中

伴奏研究Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄ

荻野　千里

●履修条件
　研修旅行に参加する意志のある者。

●授業の概要
　今回の研修旅行は、ドイツを訪れる。前半は、フライブルクに
てレッスンを受け、ザルツブルク、ミュンヘン等その後、音楽家ゆ
かりの地を訪れる。詳細は未定。また、各都市にて、オペラ・コ
ンサートの鑑賞も予定している。

●授業の到達目標
　充実した研修旅行にするため、実技面において、レッスンに向
け、充分な事前準備を心がける。

●授業計画
１ ガイダンス
２ 旅行会社による説明会Ⅰ
３ 訪問都市についての勉強会Ⅰ
４ 　　　　　 〃　　　　　Ⅱ
５ 旅行会社による説明会Ⅱ
６ 訪問都市についての勉強会Ⅲ
７ 受講曲による試聴会
８ 研修旅行

●授業時間外の学習
　訪れる町の歴史や、関係する作曲家について深く学んでおく
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示する。

●成績評価
Ａ　 事前の授業に休むことなく出席し、研修旅行に積極的に参
加した者。

Ｂ　事前の授業に休むことなく出席し、研修旅行に参加した者。
Ｃ　事前の授業に出席し、研修旅行に参加した者。
Ｄ　事前の授業に出席不良、研修旅行に参加できなかった者

●履修条件
　学内試験、学内演奏会等でピアノ（伴奏）を担当する学生。

●授業の概要
　主としてピアノと弦楽器または管楽器のデュオ作品を扱う。
　学内試験の伴奏を担当するピアノの学生が、パートナーの実技
担当教員のレッスンだけでなく、ピアノ専任教員からもレッスンを
受け、助言を得ることで、伴奏にとどまらない「共演ピアニスト」
としての自覚を持って、より積極的にふたりで音楽を創り上げて
いけるようなデュオを目指す。
　授業はレッスン形式で行い、５回程度のレッスン受講とパート
ナーの学内試験や学内演奏会での演奏を以って単位を認定する。
　受講希望者は、予め履修登録をした後、パートナーと受講曲
が決まり次第届け出ること。
　具体的な日程については、後日掲示発表する。

●授業の到達目標
　共演者としての役割をしっかり認識し、責任を持ってパートナー
と共に学び、音楽を作り上げられるようになること。

●授業計画
　前期は、５月中旬を目途にパートナー、受講曲を決定し、５月
末～７月にレッスンを受ける。
　後期は、11月中旬を目途にパートナー、受講曲を決定し、11月
末～２月にレッスンを受ける。
　授業時間は、他の授業と重ならないよう、６限目（17：30以降）
や土曜日等に設定する。
　必要に応じて、ピアノパートのみのレッスンも行うが、原則とし
て、パートナーと一緒に出席すること。

●授業時間外の学習
　大事な試験や学内演奏会に向けての科目となるので、個人練
習を充分に行なっておくこと。また、演奏曲目の内容についても
深く理解しておくように。

●教科書・参考書等
　各自用意。教員用の楽譜（コピー可）も準備すること。

●成績評価
　規定回数のレッスンを受講し、本番の出演を以って「Ａ」と認
定する。
　レッスンが規定回数に満たない場合、または本番出演がない
場合は「Ｄ」となる。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

特別演習Ｃ／Ｄ

荻野　千里

専攻科音楽専攻1・2年

通年 1 ◯

◯1

コラボレイト実習Ｃ／Ｄ

松井　康司

専攻科音楽専攻1・2年

前期集中・後期集中

●履修条件
　Ｃは全専修必修。

●授業の概要
　公開講座、学内演奏会、定期演奏会、卒業演奏会の４つが特
別演習の内容である。公開講座はプロの演奏家、および研究生
による演奏会を中心とする。定期演奏会は２夜で構成され、オー
ディションにより出演者を決める。学内演奏会は本科生は成績
優秀者の出演、専攻科生は必須で全員出演する。卒業演奏会も
成績優秀者による演奏会である。
　これらの演奏会を聴講することで単位認定を行う。

●授業の到達目標
　音楽の勉強は自分自身の毎日の練習、訓練の積み重ねが大切
なのはもちろんのことだが、現役で活動している音楽家や、一緒
に学んでいる学生の演奏を聴くことから得るものの大きさも是非
認識してほしい。

●授業計画
　公開講座、学外演奏会、学内演奏会は、それぞれのジャンル
に出席義務回数が定められている。
　日程、演目、出席義務回数の詳細はオリエンテーション時に
発表する。
　また日程は変更となる場合もあり、常に掲示を確認のこと。

●授業時間外の学習
　ゲストの音楽家や、演奏される楽曲について調べ、理解を深
める。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　各公演の開演前、終演後に行う出席チェックによる出席状況
にて評価
Ａ　 ３つのジャンルの出席義務回数を満たし、さらにそれ以上の
出席回数が認められた者

Ｂ　３つのジャンルの出席義務回数を満たした者
Ｃ　 ３つのジャンルの出席義務回数を満たさず、担当者と相談の
上、他ジャンルへの複数出席を条件とされた者

Ｄ　出席回数不足の者

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　専攻主任からの依頼により、他専攻の試演会、卒業公演等に
演奏者として参加する場合、５回以上の稽古への参加と発表を
もって単位認定を行う。コラボレイト実習受講票を使用のこと。
　なお、単位認定は、前期・後期、１回ずつを限度とする。

●授業の到達目標
　演劇公演等に演奏者として参加することにより、演劇における
音楽の在り方を考え、学ぶ。

●授業計画
１　打ち合わせ
２　音楽のみの練習Ⅰ
３　音楽のみの練習Ⅱ
４　
～　舞台稽古への参加（１回が２コマ分）
８
９　通し稽古
10　Ｇ.Ｐ

●授業時間外の学習
　演劇専攻の公演に参加する重要な役割であるため、自ずと演
出家や音楽監督に要望に応えるよう練習をしていかなくてはなら
ない。

●教科書・参考書等
　公演台本等、各公演により異なる。

●成績評価
　専攻主任の依頼により履修できる授業のため、評価はＡのみ。
　Ａに相応しくない者が出た場合は履修取り消しとなる。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

◯6／2／4

専攻科音楽専攻 1・2年

通年

第一実技Ⅲ・Ⅳ／副科実技Ⅲ・Ⅳ／第二実技Ⅲ・Ⅳ

各担当教員

●履修条件
　第一実技は全学生の専門実技として必修科目である。別途徴
収になるが、副科実技・第二実技として専門実技以外の実技を
履修することができる。副科実技・第二実技は他専攻の学生も
履修することができる。

●授業の概要
　第一実技は、全学生が各自の専修実技の担当講師のもとで、
週１回、60分のレッスンを受ける。内容については、個人レッス
ンになるため、個々のレベルに合わせた課題を与え指導を行って
いく。試験は前期、後期と２回行い、また、後期には学内演奏
会に出演する。尚、２年次後期の成績優秀者は修了演奏会に出
演することができる。
　第二実技は、週１回、40分のレッスンを受けることができ、前期、
後期に試験を行う。副科実技は、レッスン時間が20分となる。

●授業の到達目標
　担当講師との一対一の授業となるため、到達目標は各自異な
る。副科実技としてのテクニックのレベルアップと表現力の向上
という点が全学生に対して言える目標である。

●授業計画
第1回 オリエンテーション及び課題の検討
第2回～第21回  与えられた課題のレッスンを数回受け、まとめ

あげ、次の課題へと進んで行くという形を繰
り返して行く。

第22回 試験曲の検討
第23回 試験曲の決定
第24回～第28回 試験曲のレッスン
第29回～第30回  試験曲のまとめ。伴奏合わせ等

　個人レッスンのため、これは授業計画の例である。

●授業時間外の学習
　レッスンごとに与えられる課題に対し、しっかりと予習をして次
のレッスンに臨むこと。

●教科書・参考書等
　個々のレベルに応じて、エチュード、楽曲を指定する。

●成績評価
　20回以上のレッスンを受けた者が演奏試験を受けることができる。
A 演奏試験において、審査員の評価の平均点が80点以上の者
B 演奏試験において、審査員の評価の平均点が65点以上の者
C 演奏試験において、審査員の評価の平均点が50点以上の者
D 演奏試験において、審査員の評価の平均点が49点以下の者
  あるいは、レッスンの出席回数が足りなくて受験資格がなかっ
た者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇研究A（現代劇）

三浦　　剛

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇特別研究

志賀　廣太郎

●履修条件
①授業時間外も課題の稽古に積極的に取り組むこと。
② 稽古着は基本的に自由だが、必ず足袋（地下足袋は不可）を着
用すること。

③授業時間内は必ず時計、アクセサリー等を外すこと。
④ 遅刻、欠席の場合は理由書を作成し必ず直接提出しにくること。

●授業の概要
 ・  毎授業で舞台俳優として必要な身体、呼吸の訓練を中心に「台
詞」に囚われないダイナミックでグローバルな演技メソッドを
学習していく。ユニットを２チーム作り、それぞれの「課題戯曲」
を上演する。お互いのチームを参考に切磋琢磨の中でこそ創
造されるグレードの高い芝居を完成させ、俳優として「演じる」
だけでなく「観る」力も同時に学習する。

●授業の到達目標
　課題戯曲の研究、完成と発表。
　上演した成果から一人一人の新たなステップアップの道筋を発
見すること。

●授業計画
１ 授業ガイダンス・訓練
２ 訓練・課題発表
３～５ 訓練・課題読み稽古
６ 訓練・ユニット、キャスト発表
７～ 15 訓練・課題立ち稽古
16～20 訓練・衣装、小道具、音響、照明のプランニング発表
21～27 訓練・課題立ち稽古２
28 課題上演１
29 課題上演２
30 両チームの総評、アンケートとディスカッション

●授業時間外の学習
① 与えられた課題の研究、稽古を行うなかで「台詞」と「身体表
現」を鍛えること。

② 課題上演で自分が利用する「小道具」「衣装」「音響」「照明」
を検討、作成すること。

●教科書・参考書等
　教科書：授業時に配布（戯曲）
　参考書：随時授業時に配布

●成績評価
　①出席日数　②課題の成果　③表現者としての真摯な姿勢　
④自らを研鑽する意欲　⑤身体的、精神的健康の維持
Ａ：①～⑤のうち全てを獲得した者
Ｂ：①～⑤のうち４つを獲得した者
Ｃ：①～⑤のうち３つを獲得した者
Ｄ：①～⑤のうち２つしか獲得できなかった者

●履修条件
　特になし。

●授業の概要
　「演じる」とはどういうことか。
　戯曲、演出、演技の役割分担のうち、俳優が担うのは演技で
あるが、俳優がその役割を果たすためには、何が必要とされるか、
創作を通じて考えてみたい。
　まず、「私の日常」が問われる。それは、「どういう時代に生き
ているのか、何に興味があり、何が好きで、何が嫌いか」といっ
た事柄が問われるということだ。そして役を創造する上で、その「日
常」が演技として成立するためには、どのような手続きが必要な
のか。
　そして、俳優の立場から、演出、戯曲の役割をも考える。

●授業の到達目標
　授業を通して、演劇の役割や表現の可能性、そして自己を認
識する。

●授業計画
1．ガイダンス
2．既存のテキストを使用した部分創作①
3．　　　　　　　〃　　　　　　　　②
4．　　　　　　　〃　　　　　　　　③
5．　　　　　　　〃　　　　　　　　④
6．あるテーマに即した創作①
7．　　　　　〃　　　　　②
8．　　　　　〃　　　　　③
9．　　　　　〃　　　　　④
10．自由創作　場所、プロットなど
11．　　〃　　背景、人物設定など
12．　　〃　　科白（エチュードを交じえる）
13．　　〃　　　　　　　　〃
14．　　〃　　演じる、直し
15．直し、発表

●授業時間外の学習
　事前によく考え、授業は基本的に発表の場と心得るように。

●教科書・参考書等
　平田オリザ著「演劇入門」「演出と演技」（講談社現代新書）

●成績評価
　出席・受講態度。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇研究C（外国演劇）

ペーター・ゲスナー

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇研究B（日本演劇）

福田　善之

●履修条件
　自己を自分の身体全てを用いて表現することに熱意があり、プ
ロフェッショナルな役者となるためのテクニックを学ぶ強い欲求が
あること。

●授業の概要
　役者の舞台の上で必要な「思い」を創造し、深め、高めるため
に、この授業でエチュードとインプロビゼーションを行う。
　まず、学生は、与えられた課題にアドリブで、パートナーと演
劇のシーンを作らなければならない。
　次に、与えられた課題ではなく、自らが課題を見つけ舞台の上
でパートナーと表現する。この演習はお互いに相手を認め、尊重
することを学び、さらに自分ひとりでは舞台の進行を決められな
い、つまりこの経験は社会での自己の位置づけを想像させるもの
である。
　授業は、ルドルフ・ペンカ（ベルリン「エルンスト・ブッシュ」
俳優学校教師）とキース・ジョンストン（ルーズムースシアター　
カルガリー）によるメソッドを用いた演技訓練の基本を復習する
ことから始める。

●授業の到達目標
　演劇の技術、特に相手との関係や状況を理解すること、の基
本から演じることに対する理解を深める。

●授業計画
［前期］
１ 導入
２－４ エチュード
５－15 シーンワーク
［後期］
１ 前期の復習
２－13 即興、シーンワーク
14 発表
15 反省

●授業時間外の学習
　授業の中で出された、課題やショートシーンなどは、繰り返し
考え、自分の意見を加えて、授業前に自主練習等を行い専門的
な準備をすること。

●教科書・参考書等
　「インプロ・ゲーム」絹川友梨著
　研究旅行（キース・ジョンストン　ルーズムースシアター）で集
めた書類
　「シアタースポーツ」キース・ジョンストン著（英語版）

●成績評価
　⑴出席日数、⑵課題に対する成果、⑶授業に取り組もうとす
る姿勢、態度、協調性の成否、⑷役者としてどのくらい能力が培
われたか、⑸課題に対する到達度等を総合的に評価する。
Ａ　⑴～⑸まで80％以上獲得した者
Ｂ　⑴～⑸まで60％以上獲得した者
Ｃ　⑴～⑸まで50％以上獲得した者
Ｄ　⑴～⑸まで49％以下獲得した者

　詳細が決定次第、掲示等により周知する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇研究Ｅ（実験劇）

宮崎　真子

専攻科演劇専攻１・２年

通年

演劇研究Ｄ（演劇論）

高橋宏幸

●履修条件　遅刻、欠席は厳禁。専攻科生としての自覚を持ち、責任を持って
課題に取り組み、自主的に学生同士で舞台芸術家として高め合う意
識があること。

●授業の概要　通年で、テーマごと（例：童話、歴史劇、怪談、古典、など、ディ
スカッションを積んで、決定する）にユニットをつくり、演出と俳優を分担
し、ほぼ二ヶ月に一度の割合でシーンの発表を行う。発表に対しては、
教員が講評を行う。芸術科１年、２年で学んだことと、自分の将来の志
向を摺り合わせ、より高度な発表をすることが望まれる。
　どの学生も一度は必ず作品選び、上演台本作成、演出を担当する
ことで、演出の視点で改めて演技を見つめ直し、本当に自分の作りた
い舞台作品とはなんなのかをディスカッション、稽古を通じて探求する。

●授業の到達目標　以下の３点をこの授業の到達目標とする。
①演出家にとって、俳優とはなにか、を体得する。
② 演劇人として、自分が本当にどういう表現者になりたいのか、を、
見つめなおし、発見する。

③ 演出の仕事と集団創作の方法を理解し、自分の役割をきちんと全
うする。

●授業計画
1 ガイダンス、1年間の具体的なカリキュラム作り。
2 作品1のチームわけ、ディスカッション、方針決定
3 作品1の稽古①
4 作品1の稽古②
5 作品1の稽古③
6 作品1の発表と講評
7 作品2のチームわけ、ディスカッション、方針決定
8 作品2の稽古①
9 作品2の稽古②
10 作品2の稽古③
11 作品2の発表と講評

12 作品3のチームわけ、ディスカッション、方針決定
13 作品3の稽古①
14 作品3の稽古②
15 作品3の稽古③
16 作品3の発表と講評
17 作品4のチームわけ、ディスカッション、方針決定
18 作品4の稽古①
19 作品4の稽古②
20 作品4の稽古③
21 作品4の発表と講評
22 作品5のチームわけ、ディスカッション、方針決定
23 作品5の稽古①
24 作品5の稽古②
25 作品5の稽古③
26 作品5の発表と講評
27 作品6のチームわけ、ディスカッション、方針決定
28 作品6の稽古①
29 作品6の稽古②
30 作品6の発表と講評

●授業時間外の学習　上演する作品のコンセプトをまとめ、上演台本を作製、キャスティ
ングやスタッフワークを練り上げる。チームごとに稽古を自主的に進
め、授業で成果を発表・準備をすること。

●教科書・参考書等　テキストは学生が自分で選び、作成する。

●成績評価
　授業の出席日数と到達目標達成度で評価する。遅刻、早退は半日
にカウントする。
A　欠席が４日以内で、かつ、到達目標が80点以上の者
B　欠席が８日以内で、かつ、到達目標が60点以上の者
C　欠席が10日以内で、かつ、到達目標が50点以上の者
D　欠席が10日を超える、または、到達目標が49点以下の者

●履修条件
　特になし。
　遅刻、居眠りをせずに、積極的に授業に参加すること。

●授業の概要
　私たちが「演劇」というものを考えた際に、どのようなものを
イメージするだろうか。いわゆる舞台のみにとどまらない、「演劇」
的なる要素とはなにか。演劇を幅広いコンテクストで捉え直して
みるというのが、この授業の目標である。そのために、パフォー
マンス・スタディーズ、ポストドラマ演劇、文化人類学などのいく
つものコンセプトを駆使して幅広い要素によって、演劇的なるも
のを再考する。

●授業の到達目標
　私たちの既成概念としての「演劇」というものはどのように基底
されたか。自明なるものを疑うという問題意識をもつこと。

●授業計画
１ イントロダクション
２ パフォーマンス・ステディーズとはなにか
３ リチャード・シェクナーについて
４ ゴッフマンについて
５ ターナーについて　１
６ ターナーについて　２
７ ローズリー・ゴールドバーグ　「パフォーマンス」
８ ローズリー・ゴールドバーグ　60年代以後のパフォーマンス
９ ピーター・ブルックについて
10 日本のパフォーマンス　１

11 日本のパフォーマンス　２
12 他の国のパフォーマンス　１
13 他の国のパフォーマンス　２
14 まとめ
15 レポート総評
※ 授業内容に関しては、その進行具合により、前後があるこ
とを承知しておくこと。

●授業時間外の学習
　① 授業中に話をしたことを図書館でチェックすること
　② 授業中に話をしたことをインターネットでチェックすること

●教科書・参考書等
　教科書：授業時にその都度指示する。
　参考書：同様に授業時に指示する。

●成績評価
　出席・授業への取り組み50％、レポート50％で100点に換算
　Ａ　 総合点が80点以上の者
　　　（基本的な諸事項を十分に把握し、説明ができる）
　Ｂ　 総合点が70点以上の者
　　　（基本的な諸事項をほぼ把握し、説明ができる）
　Ｃ　 総合点が60点以上の者
　　　（基本的な諸事項の理解に欠け、説明があいまいになる）
　Ｄ　 総合点が59点以下の者
　　　（基本的な諸事項を理解せず、説明ができない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○2

専攻科演劇専攻１・２年

通年

実技Ｂ（ヒップホップ）

赤地　寿美

専攻科演劇専攻１・２年

通年

実技Ａ（コンテンポラリー）

勝倉　寧子

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　授業のねらいは、大きく分けて２つである。１つ目は、身体的
能力及びリズム感の向上をねらいとすること。２つ目は、身体表
現や感情表現を加え「思っていること、伝えたいこと、表現した
いこと、吐き出したいこと等」今の自分をストレートに出していく
こと、または「こうなりたい、あの気持ち良さを体感してみたい等」
演じることによって得られる感覚により新たな自分を発見して次の
ステップへ進むきっかけとなることをねらいとすることである。
　授業はステップ１基礎トレーニング（主に筋肉及びリズムトレー
ニング）をステップ、パーツ使いやコンビネーションを幅広くじっ
くりと練習。ステップ２としてステップ１で学んだものを応用して、
単純な感情表現を踊りの中に組み込んでいく。さらにステップ
３では今まで“トレーニング”してきたものを土台にして音楽
を自分が“感じ”るままに表現または創作していくことを体感
していく。

●授業の到達目標
　身体を使った表現の習得。

●授業計画
　ステップ１からステップ３までを行い、最終授業日に発表会を
行う。
　１－８ ステップ１（基礎トレーニング）
　９－16 ステップ２（表現のトレーニング）
　 17－29  ステップ３（感じて表現するトレーニング、作品にす

るトレーニング）
　30 発表会

●授業時間外の学習
　授業で学んだ内容について、自主トレーニングに努めること。

●教科書・参考書等
　必ず稽古着を着用し、楽な内履きシューズを使用する。

●成績評価
　作品発表を重視する。

●履修条件
　経験の有無に関わらずコンテンポラリー・ダンスに興味があり、身体表現
の習得に意欲的であること。

●授業の概要
　同時代のダンスという意味のコンテンポラリー・ダンスは、バレエにはない
動きで表現の幅を大きく広げたモダンダンスよりもさらに新しい、最先端を行く
ダンスである。スキルフルで洗練され、アクロバティックで重力を利用した美し
い脱力が特徴的。舞台芸術の中でも心とからだの密接な関係を深く実感でき
る、実に魅力的な身体表現である。
　コンテンポラリー・ダンスの中でも、バレエ、ジャズ、ストリート、舞踏等あ
らゆるダンスを理解した上に成り立つ技法は、音楽、演劇における身体表現
に結びつく可能性を非常に多く含んでおり、舞踊表現の質の向上にも大い
に有効である。
　この授業では、まずコンテンポラリー・ダンスのトレーニングを積み重ねるこ
とでからだを意思どおりにコントロールできる能力を養い、その後段階を踏みな
がら更なる技術のスキルアップを図りつつ身体表現に最も重要かつ必要な要
素を取り上げそのテーマごとに実践を積み重ね、応用へと発展させていく。

●授業の到達目標
・コンテンポラリー・ダンスの理解を深め、その技術を習得すること。
・プロの俳優として通用するからだをつくること。
・演じる上で、身体を使った感情表現がスムーズに行えること。
・ プロの演出家、振付家の要求に対応し得る基礎力、応用力を身に付ける
こと。
・ 豊かな発想を生み出す能力を養い、説得力のある身体表現を可能にすること。
・自作自演の発表を試験課題とし自らをプロデュースすることで、実践に役立
つ創作力、演出力を身につけることができる。

●授業計画
1．授業ガイダンス
2～ 15． 下記の内容を段階を踏みながら進め習得していく
基礎トレーニング
　・ストレッチ＆リリーステクニック
　・スイング＋フロアーテクニック
　・筋力＆体幹トレーニング
　・ アライメント…姿勢の矯正、ポジショニング
　・ 重力のコントロール…フォール、リバウンド、リカバリー、サスペンション

移動を伴う動きのトレーニング
　・ ステップバリエーションによるスムーズな重心移動
　・ ジャンプ、ターン、フロアーワークの組み合わせによる三次元的空間使い
16～ 29．応用
基礎トレーニングを続けながら、下記の内容を単独、または他のテーマとクロ
スフェードしながら取り上げ習得していく
　・ フレーズを踊る…振付けされた動きを通して身体表現の実践を行う。
　　舞台空間の使い方、緩急の配分。
　・ 感情を伴う表現…音楽を使った実践、シチュエーション設定しての実践。
内面（こころ）と動き（からだ）の演出上有効な距離の選択法。

　・ インプロビゼーション（即効力、新しい動きの開発）…手がかりとなる手
法を用いての実践

　・ 創作（振付力の向上、個性、独創性の発見）…自らテーマを設け自作
自演の実践を行う。

30．まとめ
※ 音楽はクラシック、現代音楽、エレクトロニカ、アンビエント、ロック、ポッ
プス、R＆B、等々あらゆるジャンルのものを用いる。

●授業時間外の学習
　毎回授業で学んだテクニックは、次回のステップアップに繋がるよう最大
限の復習に努めること。
　日頃から創作の材料となり得る音楽やテーマの情報収集を心がけること。

●教科書・参考書等
　稽古着を着用。授業は基本的にシューズを履かずに行う。

●成績評価
　授業に取組む姿勢、出席状況、実技試験の成績、身体表現能力開発
の成果を総合的に評価
Ａ　 総合点が80点以上の者（基本的な諸事項を十分に理解し、それらを明
確に表現し応用出来る身体能力を持っている）

Ｂ　 総合点が65点以上の者（基本的な諸事項をほぼ理解し、それらを明確
に表現する身体能力を持っている）

Ｃ　 総合点が50点以上の者（基本的な諸事項をある程度理解し、身体表
現能力に向上が見られる）

Ｄ　 総合点が49点以下の者（基本的な諸事項の理解に欠け、身体表現能
力に向上が見られない）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○1

○2

専攻科演劇専攻１・２年

前期集中・後期集中

ワークショップＡ／Ｂ

各担当教員

専攻科演劇専攻１・２年

通年

ミュージカル唱法

川出　　肇

●履修条件
　ワークショップ全日程に参加すること。欠席、遅刻、早退は一
切認めない。

●授業の概要
　各ジャンルの第一線で活躍されている演劇人・アーティストにご
指導いただき、前期・後期に各１回ずつワークショップを行う。
　授業計画の準備上、履修登録後の登録・取消は一切認めない
ので注意すること。また事前に課題が提示されることもあるので、
その場合は十分に準備してワークショップに臨むこと。

●授業の到達目標
　演技・表現のメソードを集中的に訓練し、演劇・舞台表現に
関する理解を体験的に深める。

●授業計画・授業時間外の学習
　ワークショップ担当者は各学期の開講時に、授業計画はワーク
ショップ開始時までに発表する。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示する。

●成績評価
　　（１）出席日数（２）課題に取り組む積極性、共演者との協
力関係の成否（３）課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 ワークショップにおいて、協調、創造、探求のうち３つの面
の成果が獲得できた者

Ｂ　 ワークショップにおいて、協調、創造、探求のうち２つの面
の成果が獲得できた者

Ｃ　 ワークショップにおいて、協調、創造、探求のうち１つの面
の成果が獲得できた者

Ｄ　 ワークショップにおいて、協調、創造、探求のどれも成果が
獲得できなかった者

●履修条件
　暗譜して授業に出席する。課題の練習に積極的に取り組む。
最終段階において、衣装髪型なども含め、工夫をいとわない。
遅刻厳禁（芝居の稽古同様）。

●授業の概要
・ オーディションや人々の前で、歌を披露することを前提にミュー
ジカルナンバーを学ぶ。
・ 多数のミュージカルナンバーを聞いて、役で唱うことを意識し、
解釈まで掘り下げる。
・ 自分自身のキャラクター・音域を意識し、役別オーディション
において適切な役を選定する知識を身につける。
・唱う基礎的な力（体の使い方・呼吸法・発声）を確認する。
・機会が許せば、発表会を開催したい。

●授業の到達目標
　自分にあった、ミュージカルのスタンダードナンバーを創り、い
つでもオーディションなどに対応できるようになる。

●授業計画
（前期）
①自分で用意した、短い台詞／歌をひとりずつ披露する。
②～③台詞を言うことと唱うことの違いについて考え、批評する。
④体の使い方・呼吸法・発声を確認する。
⑤～⑧各自が選んだ新曲を唱い、考え、批評する。
⑨～⑫各自が選んだ新曲を演技しながら唱い、考え、批評する。
⑬～⑮前期まとめと共にオーディション用紙の記入について学ぶ。
（後期）
①～⑧ 各自が選んだ新曲（デュエット、グループを含む）を演技

しながら唱い、考え、批評する。
⑨～⑭ 各自の歌をつなげてひとつのショーを創りあげることを目

標に、ステージングを含めた表現を学ぶ。
⑮後期まとめ。
※講義内容に関しては、クラスの深度によって変更することがある。

●授業時間外の学習
　暗譜　映画・舞台・CD・DVDなどできるだけ音楽に触れる。

●教科書・参考書等
・譜面は自分で用意（応相談）
・ Richard Walters「THE SINGER’S MUSICAL THEATRE 

ANTHOLOGY」（HAL・LEONARD）

●成績評価
　出席・態度（積極性、事前準備など）50％　実技試験50％
総合点 80％　A
  60％　B
  50％　C
  49％以下　D
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

○1

専攻科演劇専攻１・２年

前期

特別講義A

ペーター・ゲスナー

専攻科演劇専攻１・２年

後期集中

海外研修

ペーター・ゲスナー　高橋　宏幸

●履修条件
　必修。
　毎回のゲスト講師に失礼のないマナーで真剣に勉強すること。

●授業の概要
　演劇に関わる、幅広い分野の専門家を迎える本格的な演劇学
の講義。
　理論と実践の対比や、歴史背景と現代演劇の連続性など、
様々な視点を新たに得て、自らがたずさわる演劇を見つめ直して
ほしい。
　早稲田大学演劇博物館の協力を得て実現した特別な機会であ
る。教えてもらうのではなく、自ら学びとろうとする積極的な姿
勢で臨むこと。

●授業の到達目標
　自分たちが今後も続けていく演劇に、新しい意識とより幅広い
考え方でとりくんでいけるようになること。

●授業計画
第１回　４月18日（土）
第２回　４月25日（土）
第３回　５月２日（土）
第４回　５月16日（土）
第５回　５月23日（土）
第６回　５月31日（土）
第７回　６月６日（土）
第８回　６月20日（土）
第９回　７月11日（土）

●授業時間外の学習
　◯ 次回の講師について、事前に調べ、最低五つの質問を用意し、
紙に書いてくること。

　◯ 講義の中で出た話題や人名・書名などをしっかりノートにとっ
て、講義後、自分で調べ直すこと。全プログラム終了後に、
各自一本のレポートを課す。

●教科書・参考書等
　各講義に合わせて、各自で用意・持参すること。
　受講生は12時30分までに入室し、出欠確認をすること。履修
者以外の受講は認めない。

●成績評価
　プログラム終了後に作成したレポートを参考にする。
Ａ　 全回の授業に積極的に参加し、講義の内容を十分に理解し
ている。

Ｂ　７回以上授業に参加し、講義の内容をほぼ理解している。
Ｃ　６回以上授業に参加し、講義の内容をあまり理解していない。
Ｄ　出席が不足し、講義の内容も理解できていない。

●履修条件
　良好な体調で研修に参加できること。

●授業の概要
　海外の演劇教育機関でワークショップ（15時間程度）に参加し、
訪問国の俳優訓練を体験する。また、現地の学生・先生方との
交流を通じ、国際理解を深めていく。
　最近はブルガリアのNATFA、イタリアのテアトロアーセナレ、
オーストラリア（シドニー）の国立演劇学院NIDA、カナダのカル
ガリーのルーズムーズシアターで研修を行った。

●授業の到達目標
　外国での演劇研修を通じて、国際的視野を広め、理解を深める。

●授業計画
　訪問国に関する事前学習
　海外研修…ワークショップ
　　　　　　観劇等

●授業時間外の学習
　研修旅行の準備として、その国の言語・政治・文化などを各自
で調べること。
　また、研修中のワークショップで出された課題や内容について、
繰り返し考え、自分の意見を加えて、次のワークショップに臨む
こと。

●教科書・参考書等
　必要に応じて指示。

●成績評価
　⑴研修態度と姿勢　⑵レポート
Ａ　⑴、⑵の総合点が80点以上の者
Ｂ　⑴、⑵の総合点が60点以上の者
Ｃ　⑴、⑵の総合点が50点以上の者
Ｄ　⑴、⑵の総合点が49点以下の者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

2

4 ○

○

専攻科演劇専攻１・２年

前期集中 ･後期集中

劇上演実習A／ B

担当教員

専攻科演劇専攻１・２年

後期

特別講義B

高橋　宏幸

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早
退は一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重
んじること。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、演技者とし
ての能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学
生の意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を
取り下げることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な
迷惑をかけることになるので、できない。さらに、履修登録後の登録
や取り消しは認められないので注意すること。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品を目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以
下の流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4  上演のために必要なスタッフワークの役割分担、
 芸術的方針の共有①
5  上演のために必要なスタッフワークの役割分担、
 芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④

10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、ある
いは話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録
を書き、内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず
話し合いが継続される項目もあるので、その内容について自ら案を次
回のミーティングで発表できるように事前準備をすること。毎回指示
された内容について稽古や作業を行い、指導者にその成果を提示す
ること。実習中に出された批評、指導された具体的なだめだしを毎回、
事後に検討し、意味を理解し、改善すること。稽古や準備の段階が
進むにつれ着実に完成度を高めるように自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成
否　⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創
造、探求のうち３つの面の成果が獲得できた者

Ｂ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創
造、探求のうち２つの面の成果が獲得できた者

Ｃ　 発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創
造、探求のうち１つの面の成果が獲得できた者

Ｄ　 発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求
のどれも成果が獲得できなかった者

●履修条件
　必修。
　遅刻、早退厳禁、講師の先生方に失礼のないように受講する
こと。そのほかの学生も受講できる。

●授業の概要
　演劇の第一線で活躍する演出家、作家、プロデューサーのみ
なさまをお招きしてそれぞれの経験を語っていただく。

●授業の到達目標
　各講師の先生方の講義を十分に理解する。
　上演した成果から一人一人の新たな問題点、課題を発見する
こと。

●授業計画
１ 授業ガイダンス
２ 第１回
３ 第２回
４ 第３回
５ 第４回
６ 第５回
７ 第６回
８ 第７回
９ 第８回
ゲストについては決定次第発表する。

●授業時間外の学習
　ゲストの方について、インターネット、図書館などで調べておく
こと。質問などできるように準備すること。

●教科書・参考書等
　教科書：必要に応じてプリントを配布。
　参考書：必要に応じて指示する。

●成績評価
　各講義の内容を踏まえたレポート課題と出席で評価をする。
A　 全ての講義に積極的に参加し、講義の内容を十分に理解し、
自分の考えをレポートにまとめることができる。

B　 全ての講義に参加し、講義の内容をほぼ把握し、自分の考え
をレポートにまとめることができる。

C　 ほぼ全ての講義に参加したが、講義の内容をあまり理解でき
ず、自分の考えをレポートにまとめることができない。

D　 出席が不足し、講義の内容も理解できず、自分の考えをレポー
トにまとめることができない。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○4

○4

専攻科演劇専攻２年

後期集中

劇上演実習D（修了公演）

担当教員

専攻科演劇専攻１年

後期集中

劇上演実習C（専１最終公演）

担当教員

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。
専攻科修了に必要な単位数を確保した学生のみ受講することができる。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、専攻科における学習成果を総合化させてい
く。プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、演技者として
の能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。
　なおこの公演は、調布市せんがわ劇場において調布市の指定事業とし
て行われるものである。そのことを充分に理解し,さまざまな事情にも十分
配慮した進行に貢献することが求められる。学内での劇上演よりも尚一層
の努力と意識の向上を目指す。
　この実習では、修了後演劇活動に従事することを想定し、チケット販
売等を通じて、観客を集めることの大切さも学んでいく。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品を目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②

8 たち稽古③
9 たち稽古④
10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むこと
が求められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否　
⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、

探求のうち３つの面の成果が獲得できた者
Ｂ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、

探求のうち２つの面の成果が獲得できた者
Ｃ　 発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、
探求のうち１つの面の成果が獲得できた者

Ｄ　 発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のど
れも成果が獲得できなかった者

●履修条件
　40日間にわたる稽古･本番の全日程に参加すること。欠席･遅刻･早退は
一切認めない。スタッフワークを含め、集団のチームワークを重んじること。

●授業の概要
　プロの演出家の指導の下、一本の作品を完全上演し、演技者としての
能力を向上させていく。
　授業計画の準備上、履修登録の時期以前に出演するかどうか、学生の
意思を確認することがある。その意思が確認されたあとで出演を取り下げ
ることは学生、スタッフ、演出家を含む座組み全体に重大な迷惑をかける
ことになるので、できない。さらに、履修登録後の登録や取り消しは認め
られないので注意すること。
　なおこの公演は、調布市せんがわ劇場において調布市の指定事業とし
て行われるものである。そのことを充分に理解し、さまざまな事情にも十
分配慮した進行に貢献することが求められる。学内での劇上演よりも尚一
層の努力と意識の向上を目指す。
　この実習では、チケット販売等を通じて、観客を集めることの大切さも
学んでいく。

●授業の到達目標
　公開にふさわしい完成度の高い上演作品を目指す。

●授業計画
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行する。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④

10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むこと
が求められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　稽古開始までに台本配布。必要に応じて指示する。

●成績評価
　⑴出席日数　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関係の成否　
⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、

探求のうち３つの面の成果が獲得できた者
Ｂ　 発表作品の稽古過程でチームの中心的役割を果たし、協調、創造、

探求のうち２つの面の成果が獲得できた者
Ｃ　 発表作品の稽古過程でチームの援助的役割を果たし、協調、創造、
探求のうち１つの面の成果が獲得できた者

Ｄ　 発表作品の稽古過程でチームに貢献できず、協調、創造、探求のど
れも成果が獲得できなかった者

218   Annual  Bulletin  2015



担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○1

○4

専攻科演劇専攻１・２年

集中

劇上演実習Ｇ（学内出演）

担当教員

専攻科演劇専攻１・２年

集中

劇上演実習Ｅ／Ｆ（学外出演）

専任教員

●履修条件
　履修登録時に企画書・印刷物（チラシ等）を提示。専攻会議の審議を
経て履修を認める。

●授業の概要
　学内の実習（他専攻の実習・演習を含む）への出演者としての参加。た
だし出演依頼を授業担当教員から受けた場合に限る。スタッフのみの参加
では単位を認定しない。
　稽古日程が他の学校行事、授業や試験の準備と重なると負担が重くな
る。要求にこたえることができなくなる場合は、どちらの集団、座組みに
も迷惑をかけてしまうことになるので、自己のスケジュールは責任もって管
理すること。安易な参加はむしろ控えること。

●授業の到達目標
　さまざまな実習、演習に出演者として参加し、さまざまな関係者、出演者、
スタッフと協調し、協力する態度を可能にする表現力を養う。本番の出演
者としての強いプレッシャーに耐える中で、必要な技能、心構え、現場で
の対応力を獲得する。

●授業計画
　学内の実習（他専攻の実習・演習を含む）に出演者として参加し、協調
し、協力するプロセスを通じて表現力を養う。担当教員に研修状況を定
期的に報告し、最終的な研修成果を提示する。
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の
流れに沿って進行するであろう。 
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①
5 上演のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④

10 舞台の仮組み
11 舞台稽古①
12 舞台稽古②
13 舞台稽古③
14 本番
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むこと
が求められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは
話し合うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、
内容を復習すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継
続される項目もあるので、その内容について自ら案を次回のミーティング
で発表できるように事前準備をすること。毎回指示された内容について稽
古や作業を行い、指導者にその成果を提示すること。実習中に出された
批評、指導された具体的なだめだしを毎回、事後に検討し、意味を理解し、
改善すること。稽古や準備の段階が進むにつれ着実に完成度を高めるよ
うに自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　⑴研修の現場への出席態度　⑵課題に取り組む積極性、共演者との
協力関係の成否　⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求
のうち３つの面の成果が獲得できた者

Ｂ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求
のうち２つの面の成果が獲得できた者

Ｃ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求
のうち１つの面の成果が獲得できた者

Ｄ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を十分に果たせず、協調、創
造、探求のどれも成果が獲得できなかった者

●履修条件
　履修登録時に企画書・印刷物（チラシ等）、企画の内容が十分伝わる資料を
提示すること。専攻会議の審議を経て履修を認める。

●授業の概要
　プロの公演、映画等への主役・準主役での出演。ただし、学内の劇上演実
習での40日間の稽古時間と同等の学習の意義の認められる上演内容であり、
同等の稽古環境であり、同等の学習成果が認められる場合にのみ単位認定は
可能。スタッフのみの参加でも例外的に単位を認定することがあるので、事前
に専攻主任に確認すること。スタッフとして単位認定するにふさわしい時間と質
を負担し、パフォーマンスの完成度をあげることに貢献した場合のみ、単位が
認められる。
　稽古日程が他の学校行事、授業や試験の準備と重なると負担が重くなる。要
求にこたえることができなくなる場合は、どちらの集団、座組みにも迷惑をかけ
てしまうことになるので、自己のスケジュールは責任もって管理すること。安易
な参加はむしろ控えること。
　学業を進めることが損なわれるような現場の日程、要求がされることがない
か、事前に十分確認すること。学外出演する学生の単位認定や扱いを、他の学
生とは例外扱いしたり、特別優遇するようなことはないので、重 ど々のような条
件の参加になるのか事前に確認して臨むこと。

●授業の到達目標
　プロの公演、映画等に通用する実践力を養う。さまざまな現場のスタッフ、
共演者、関係者との共同作業を通して、協調し、協力する態度を可能にする表
現力や日常的な心構え、表現者としての高い意識を獲得する。座組の一員とし
ての強いプレッシャーに耐える中で、必要な技能、心構え、現場での対応力を
獲得する。

●授業計画
　一流の演出家・俳優等との仕事を通じ、プロとしての意識を養い、現場に通
用する演技力を身につける。担当教員に研修状況を定期的に報告し、最終的な
研修成果を提示する。
　実習のプロセスは作品および演出家の方針によるが、おおむね以下の流れに
沿って進行するであろう。
1 本読み①
2 本読み②
3 本読み③
4 上演・撮影のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有①

5 上演・撮影のために必要なスタッフワークの役割分担、芸術的方針の共有②
6 たち稽古①
7 たち稽古②
8 たち稽古③
9 たち稽古④影セット内でのリハーサル
10 舞台の仮組み あるいは撮影セット内でのリハーサル
11 舞台稽古①　あるいはリハーサル①
12 舞台稽古②　あるいはリハーサル②
13 舞台稽古③　あるいはリハーサル③
14 本番　あるいは撮影
15 創作プロセスを振り返って、次の目標を獲得する
　作品の理解、演出意図の把握に努め、主体的な姿勢で稽古に臨むことが求
められる。

●授業時間外の学習
　様々なミーティングを行うたびに、次の準備の動きを指示し、あるいは話し合
うので、毎回、ミーティングでなにが合意されたか、記録を書き、内容を復習
すること。また、ミーティングでは合意に達せず話し合いが継続される項目もあ
るので、その内容について自ら案を次回のミーティングで発表できるように事前
準備をすること。毎回指示された内容について稽古や作業を行い、指導者にそ
の成果を提示すること。実習中に出された批評、指導された具体的なだめだし
を毎回、事後に検討し、意味を理解し、改善すること。稽古や準備の段階が
進むにつれ着実に完成度を高めるように自覚的に臨むこと。

●教科書・参考書等
　なし。

●成績評価
　⑴研修の現場への出席態度　⑵課題に取り組む積極性、共演者との協力関
係の成否　⑶課題に対する成果　等を総合的に評価する。
Ａ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち
３つの面の成果が獲得できた者

Ｂ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち
２つの面の成果が獲得できた者

Ｃ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を果たし、協調、創造、探求のうち
１つの面の成果が獲得できた者

Ｄ　 発表作品の稽古過程で与えられた役割を十分に果たせず、協調、創造、
探求のどれも成果が獲得できなかった者
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

2

教職１年

後期

教育原理

植田　啓嗣

教職１年

後期

教師論

岡本　直久

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　本授業では、「なぜ教育が必要であるのか」について、教育を
支える思想や教育の歴史的展開について学びながら、幅広く考え
ることを目的とする。教育の思想や歴史を学んだ上で、現代社会
における教育制度や教育課題を考えていく。教育には学校教育、
社会教育、家庭教育など様々な側面があるが、本授業では特に
学校教育に焦点をあてて考察を深めていく。本授業は講義形式
で進めていくが、総括としてディスカッションと受講者個人のプレ
ゼンテーションを行う。様々な教育資料や他者の意見を踏まえて、
自分の考えを深め、自分の意見を発表することは教育を目指す上
で必要なことである。

●授業の到達目標
　子ども側の視点だけではなく、教師側の視点を身につけること
で教育について多角的に考えられるようになること。また、教育
に関する様々な資料をもとに自分なりの意見を述べられるように
なること。

●授業計画
1． 教育の意義・目的、子どもの権利
2．  人間の成長・発達から見る教育
 （発達段階と発達課題、遺伝と環境）
3． 教育内容と教育課程
 （カリキュラムの類型、学習指導要領）
4．  西洋の教育思想と歴史①
 （コメニウス、ロック、ルソー、ペスタロッチなど）
5．  西洋の教育思想と歴史②

 （フレーベル、ヘルバルト、モンテッソーリ、デューイなど）
6．  我が国の教育思想と歴史
 （貝原益軒、森有礼、福澤諭吉など）
7．  我が国の教育法規と教育行政
 （教育基本法、学校教育法、文部科学省と教育委員会）
8．  欧米諸国の教育制度と教育改革
 （アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ）
9．  アジア諸国の教育制度と教育改革
 （韓国、中国、タイ、マレーシア）
10． 社会教育と生涯学習（リカレント教育）
11．  現代社会の教育課題①
 （いじめ、不登校、体罰、問題行動、虐待）
12．  現代社会の教育課題②
 （特別支援教育、幼小中連携、新しい学力観）
13．  ディスカッション（教育に関する資料から教育の意義を考える）
14． プレゼンテーション①（成果の発表）
15． プレゼンテーション②（成果の発表）

●授業時間外の学習
　授業期間中にレポートを課し、授業内で発表をしてもらう（課
題は授業で伝える）。また、日頃から新聞等で教育に関するニュー
スをチェックしておくこと。

●教科書・参考書等
　教科書は指定しない。授業中に必要に応じて参考文献を提示
する。

●成績評価
　出席（30％）、レポート・授業への取り組み（70％）で点数化し、
評価する。ただし、出席が授業時数の３分の２に満たない場合
は単位を認めない。

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　教育界を取り巻く状況も、そして教育界に向ける世間の眼差し
も大きく変化してきている昨今、そんな中にあって学校の教師は
どのように考えて、どのように行動すべきか、そのために必要な
教師の資質は何か、さらにその資質を獲得するにはどんな方法が
あるのかを、共に探って行く。
　教師にとって、時代や社会の変化に対しても“動かしてはなら
ないもの”を確認する一方で、社会の動きに従う必要のあるもの
をも見る意味で、報道された話題をも教材として利用する場面を
多く用意する。
　質問紙その他を活用して、受講生一人ひとりの見方、考え方、
そして経験等を集約し、それらを教材として話題を深めていく。

●授業の到達目標
　学校の教師の実態を把握し、これから必要とされる教師像を
明確に描けるようになること。

●授業計画
１ 教育に関する学生の意識
２ 学校・教育・教師のイメージ
３ 教師像様々
４ 教師の執務の場面と業務様々
５ 教師を取り巻く人間関係
６ 教育法規に親しむ
７ 評価に対する姿勢と実態、方法様々
８ 教師の研究・研修、趣味・特技
９ 体罰と教師

10 教育行政と教師
11 著作権と教師
12 学校経営と教師
13 報道社会の中の教師
14 教師の必需品
15 これからの教師のあり方

●授業時間外の学習
　教育に関する話題の報道される機会の少なくない現在、教材と
し得る記事やニュースに囲まれていると言ってよい状況にあること
を大いに利用し、関係記事の切り抜きなどの作業を日常的に続け
ること。その成果は講義の際の資料として集約する心算りである。

●教科書・参考書等
　特に書物は使用しない。資料としてその都度プリントで配付す
るものを利用する。
　関連書物、関係文献等は、授業の中でやはりその都度紹介する。

●成績評価
　各回の講義への取り組み
Ａ　講義内容に対する自己の立場を具体的に表明出来る
　　理解を示す表現力がある
　　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
Ｂ　理解を示す表現力がある
　　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
Ｃ　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
D　上記の条件を満たしていない
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

教職２年

前期

教育史概説

吉本　篤子

教職２年

前期

教育心理学

鈴木　敦子

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　教育や子どもについての考え方や制度の歴史的な変化を概説
し、教育について考えるうえで必要な基礎的知識を得ることをめ
ざす。授業では、視聴覚資料を含めた歴史的資料を用いること
によって、過去の教育についても具体的に考察し、議論を進める。

●授業の到達目標
　授業で配布する史資料を理解し、教育史についての基礎的な
知識を修得し、その知識を現在の教育の問題を考えるうえで役立
てることができるようになる。

●授業計画
１　はじめに
２　近代教育思想史入門：「子ども」の発見
３　西洋における近代教育思想（１）
４　西洋における近代教育思想（２）
５　「学校」とは何か
６　近代教育制度の成立
７　「学校」という制度と文化の影響
８　明治・大正期の教育制度の展開
９　日本における児童中心主義
10　大正新教育運動
11　戦時下の教育と社会と子ども
12　戦後の教育改革

13　高度経済成長期以後の子どもと教育
14　 2000年代以後の教育とその課題：いじめ、体罰、子どもの

貧困など
15　まとめ

●授業時間外の学習
　授業で資料を配布し、参考文献を提示するので、それらを参
考にしてテーマに関連する文献を授業後に読むことを期待する。
　過去のことを知るためだけではなく、現代の教育の問題につい
て深く考察するために、我々は「教育史」を学ぶ。そのため、授
業外の時間にも、常に教育にかかわることに関心をもってもらい
たい。新聞やニュースなど時事情報や、映画や文学作品などの中
にもあらわれる「教育」にも関心をむけてもらいたい。

●教科書・参考書等
参考文献
　『教育史』柴田義松・斉藤利彦編（学文社）
　『教育思想史』今井康雄編（有斐閣）
　『教育学をつかむ』木村元・小玉重夫・船橋一男編（有斐閣）
　『教育から見る日本の社会と歴史』片桐芳雄・木村元編（八千
代出版）
　授業時に資料を配付する。

●成績評価
　成績評価については、出席（30％）と授業への取り組み・試験・
レポート（70％）の結果を点数化して総合し、本学の評価基準
に即して評価する。

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　子ども、生徒に何かを教える際、教える側は「教えた」のだか
らそれが正しく相手に伝わっているはずだと思いがちになる。相
手が教えたことをできないのは相手がちゃんときいていなかった
か、理解する努力が足りなかったためだと主張したくなる。しかし、
実は教える側と教えられる側の間にはそれぞれの常識では考えら
れないような理解がなされている。「教える」ことは教える内容が
充実してさえすればいいわけではなく、相手の理解プロセスも考
慮する必要がある。本授業ではこの点を踏まえ、心理学的に探
究する。

●授業の到達目標
　中等教育まで受けてきた授業で、自分が理解しやすかったもの、
あるいは理解しにくかったもの、それがなぜなのか解明する手が
かりがつかめることを目標とする。いくらかでもその「謎」がわか
れば教える立場に立つとき自信が持てると考える。

●授業計画
１ オリエンテーション
２ 発達１（生得性と学習　赤ちゃんDVD）
３ 発達２（生得性と学習）

４ 発達３（ピアジェの発達課題）
５ 発達４（誤信念課題）
６ 教授１（何が学習か）
７ 教授２（計算のバグ）
８ 教授３（文章問題のバグ）
９ 教授４（見ればわかるか）
10 教授５（見ればできるか）
11 教授６（情報処理アプローチ　地球は丸い？）
12 発達障害１（読字障害）
13 発達障害２（自閉症スペクトラム児の学習）
14 発達障害３（自閉症スペクトラムの世界）
15 授業の総括

●授業時間外の学習
　新聞等で「授業」「学習」「心理」などの項目を注意深く読む
こと。

●教科書・参考書等
　授業時にその都度プリント等を配布する。

●成績評価
　出席状況・受講態度50％、試験・レポート50％で点数化し、
学校の定める成績評価の基準、評価の基準に則して評価する。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数

2

他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

○2

教職１年

後期集中

道徳教育の研究

岡本　直久

教職１年

後期

音楽科教育法

宇佐美　博子

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　今日の我が国の音楽教育の現状と課題、とりわけ中学校にお
ける音楽教育の目的、現況・問題点等についての、認識を深め
つつ、中学校音楽科教員としての実践的な指導法を身につけよう
とするものである。
　学習指導要領の趣旨とそれに従って編纂された教科書の習得、
実際に授業を行う場合の学習指導案の作成を柱として講義と演
習を行う。各項目を講義にて説明し、課題演習の方法と実施例
を担当教員が導入し、履修者がそれらの課題を実践する。理論
と実践を学ぶことにより、その内容を理解し体得する。教育実習
への期待と自信を持つことができるようにする。

●授業の到達目標
　中学校音楽科教員としての実践的な指導法を身につける。
　特に、音楽科教育の理念と目標について、学校での事例を踏ま
え、理想的な教師像を描き、具現化するために必要な資質を明
らかにし、身につける。さらに、学校教育における音楽科教育に
ついての知識と理解を得るとともに、学習指導の基礎的な方法
を体得する。

●授業計画
①音楽科教育の意義
②音楽教育と音楽科教育の相違点
③我が国の音楽科教育
④我が国の音楽科教育の変遷
⑤中学校学習指導要領音楽・表現領域
⑥中学校学習指導要領音楽・鑑賞領域
⑦共通事項、指導と評価の一体化
⑧学習指導案の書き方
⑨歌唱における教材研究
⑩器楽における教材研究
⑪創作における教材研究
⑫鑑賞における教材研究
⑬我が国の伝統音楽
⑭世界の諸民族の音楽
⑮音楽科教育法のまとめと今後の課題（教育実習に向けて）

●授業時間外の学習
　授業内容の予習、復習を行う。授業で指示された教材研究を
行う。それを活用して、授業構成を進める。

●教科書・参考書等
　教科書： 中学校学習指導料寮解説　音楽編　文部科学省編

　教育芸術社　2008
　教科書： 最新　中学校音楽教育法（改訂版）　中学校音楽教

育研究会編　音楽の友社　2011

●成績評価
　講義の中の発表、レポート、プレゼンテーション、指導案の
作成、授業内テスト

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　いじめの問題に体罰が加わって、教育に於ける人間関係を考え
させられる日が絶えないことから、昨今、学校教育の中での道徳
教育の立場が話題にされる機会が多くなってきている。また、新
指導要領でも道徳の意義が強調されている。加えて、「道徳」の
教科化に向けた動きが活発になって来ている今だからこそ、本講
義は重要な意味を持つ。道徳”は、教科教育や体育と違って、人々
の心の中の動きに絡む活動であることから、評価等他の学校内
の活動とは異なって、慎重な扱いが必要である。加えて、身近な
話題から社会問題、芸術や文芸作品等まで、教材として利用で
きるものに大きな幅があることから、教師の経験に負う所が大き
い。このように様々な活動形態が考えられる中、道徳教育の柱と
してあるべきかは何かを、我が国の道徳教育の歴史とも相談し、
そして受講生の受けてきた道徳教育の経験を集約しながら、明ら
かにしていく。

●授業の到達目標
　我が国の道徳教育の歴史の流れを明確に把握し、これからあ
るべき道徳教育の姿を明確に意識できること。

●授業計画
１ 一般の道徳観と体罰
２ 道徳教育のイメージ
３ “心のノート”とその周辺

４ 小さな親切運動と道徳教育
５ 期待される人間像と道徳教育
６ 修身と道徳教育
７ 道徳教育の理念
８ 今求められるべき道徳教育

●授業時間外の学習
　道徳が対象とする基を人が人間関係であることを踏まえ、所謂
人間観察の機会を逃さず、事実と考察を記録するすること。その
成果は、講義の際の資料として集約する心算りである。

●教科書・参考書等
　書物は特定しない。その都度プリントその他で配付するものを
使用する。
　関連書物・参考文献等は、授業の中で紹介する。

●成績評価
　各回の講義への取り組み
Ａ　講義内容に対する自己の立場を具体的に表明出来る
　　理解を示す表現力がある
　　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
Ｂ　理解を示す表現力がある
　　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
Ｃ　各回の講義への取り組みが充実している
　　講義内容を正確に把握している
D　上記の条件を満たしていない
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

1

教職１年

後期

生徒指導Ⅰ

安富　由美子

教職１年

後期集中

特別活動の研究

真野　　彰

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　「生徒指導Ⅰ」では、指導の主要な構成要素である、教育相談
のイメージをつかむことを目標とする。
　教育相談では、「聞き上手」であることが求められるが、教師
として、どのような配慮が必要であるかについて、事例を通して
理解してゆく。
　さらに、コミュニケーションにおいて、時に言語以上に影響力
を持ち得る「ノンバーバル行動」についても、知識・理解を深め
たい。
　講座全体を通して、生徒指導の基礎理論を把握しつつ、芸術
科目の特質を活用した指導や、自分の個性を教育現場に生かす
方法についても考察して欲しい。そのためには、開講時の演習（エ
ゴグラム・チェックと交流分析の概略）も参考になるであろう。
自主的な学習態度には支援を惜しまない。

●授業の到達目標
　生徒を受け止める姿勢を養う。

●授業計画
１  オリエンテーションとエゴグラム・チェック（エゴグラム

により自分のコミュニケーション特性について考える。）
２－３  交流分析（コミュニケーションの構造を分析する一方法

について概略を学ぶ。）
４－５  聞き上手のポイント（カウンセリングについての知識とと

もに、教師に必要とされる「こどもの話を聞く態度」に
ついて理解する。）

６－７  ノンバーバル・コミュニケーション（こどもを良く理解す
る材料として、ノンバーバル行動について考える。）

８  教師が抱え得る問題（ビデオ教材を用いて、教師自身

が抱える可能性のある問題について考える。）
９－10  保護者との面接（保護者とコミュニケーションを密にし、

協力し合える関係づくりについて考える。）
11  問題提起（教育実習に当たり、不安な点について意見

交換し、柔軟な対応力の必要性を意識したい。）
12  教育環境に対する提案（ビデオ教材を参考に問題解決

法について考えたい。）
13  集団の意志決定に関する実習（グループ演習を通して、

個人の意志と集団の意志の切り替えについて考えた
い。）

●授業時間外の学習
　自分の目標とする教師像や人間像を実現することを念頭に、授
業で扱ったテーマについて、自分の考えをノートなどに記してみよ
う。そのためには、少々の補習も必要になるかもしれない。ただ
頭の中で考えるだけでなく、文章に顕わすことで、考察の曖昧な
点も明らかになり、実現に向けての具体的な課題が明確になるの
で、是非チャレンジしてほしい。

●教科書・参考書等
　「教育相談─その理論と方法─」江川斑成編著（学芸図書）
　「心理臨床のノンバーバル・コミュニケーション」春木豊
編著（川島書店）

●成績評価
　期末の論述試験による。
Ａ　 授業で扱ったテーマについて充分理解し、自分の考えを明
確に伝えることができる。（80点以上）

Ｂ　 授業で扱ったテーマについて充分理解しているか、または自
分の考えを明確に伝えることができる。（70点以上）

Ｃ　 授業で扱ったテーマについてある程度理解しており、自分の
考えを伝える努力が認められる。（60点以上）

Ｄ　 授業で扱ったテーマについて理解が不充分であるか、または
自分の考えを示していない。（59点以下）

●履修条件
　教職課程受講者必修。

●授業の概要
　中学・高校のカリキュラムは、教科活動と教科外活動とから構
成されている。ここで言う特別活動とは、主として教科外活動を
指している。具体的には、ホームルーム活動、生徒会活動、学
校行事の３つで、部活動についても触れる。
　教師は、多分に自分が学生時代どのような経験を積んできたか、
ということがベースとなって生徒に接している。つまり特別活動を
指導するに当たっては、自分が中高時代にいかに真剣に上記のよ
うな活動に取り組んだかが重要である。
　３年前まで中高教師であった私の、38年間のつたない経験を
もとに、みなさんとともに特別活動の重要性について考えてみた
いと思う。

●授業の到達目標
　中高生たちが「生きる力」を身につけていくために特別活動が
いかに重要であるかを、これから教師を目指す短大生に認識して
もらえれば幸いである。

●授業計画
１　特別活動とは、学習指導要領の変遷
２　ホームルーム活動の進め方、クレーム対応
３　 生徒会活動と校則、部活動への関わり方（体罰について

も扱う）、学校行事の考え方
４　特別活動の評価
５　教師論、特別活動の位置づけ

●授業時間外の学習
　12月までに、教育に関する新聞記事やテレビ番組に積極的に
触れて、自分の考える視点を養っておいてほしい。

●教科書・参考書等
　授業時にプリント資料を配付。

●成績評価
　出席点とレポートによる。
　レポートは授業内で書いてもらう。
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

○2

Ⅱと合わせて
５

教職１年

通年

教育実習Ⅰ

松井　康司・永井　由比

教職２年

前期

生徒指導Ⅱ

安富　由美子

●履修条件
　将来、音楽教員をめざす強い希望と意志をもつ者。
　「教育実習Ⅱ」必修。

●授業の概要
　〈教育実習〉とは、文字どおり、指導教員の指導のもと中学
校で行う実習（３週間から４週間）そのものをいい、この授業は
その実習をより有意義に行うための事前指導が中心となる。教職
課程履修にあたっての心構え、実習までに身につけておくべきこ
と、実習までに必要な諸手続きなど、より具体的な内容および
課題を取り上げる。

●授業の到達目標
（１）教育実習の意義を理解する。
（２）教育実習に必要なそれぞれの課題を意識し、十分に準備する。

●授業計画
（１） 教職課程履修の心構え
（２） 実習校について（1）
（３） 実習校について（2）
（４） 介護等体験オリエンテーション
（５） 教育実習の実際（1）

（６） 教育実習の実際（2）
（７） 教育実習の実際（3）
（８） 教育実習の実際（4）
（９） 教育実習の実際（5）
（10） 教育実習報告（1）
（11） 教育実習報告（2）
（12） 介護等体験の実際（1）
（13） 介護等体験の実際（2）
（14） 介護等体験報告（1）
（15） 介護等体験報告（2）

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　資料配布。

●成績評価
　出席90％で評価。授業への参加姿勢10％。遅刻（－0.5）、欠
席（－1）については、それぞれ減点ポイントがあり、－2.0ポイン
トに達した場合には教育実習を認めない。
A　80点以上（授業内容を十分に理解している）
B　60点以上（授業内容をほぼ理解している）
C　50点以上（授業内容をある程度理解している）
D　49点以下（授業内容の理解が欠けている）

●履修条件
　教職課程受講者必修。
　「生徒指導Ⅰ」を履修し、単位を修得していること。

●授業の概要
　「生徒指導Ⅰ」で学んだことを実践で生かすに当たり、様々な
課題が浮上すると予想される。そこで、知識と少々の体験を補う
ことで、現実的な問題解決力を養うことを当講座の目的とする。
　講義と演習を取り混ぜて進行する予定なので、演習には、演
習前に学んだ知識の概要を把握して臨むことが大切である。参
考書等も予・復習に活用すると、理解と問題意識が高まると思
われる。

●授業の到達目標
　教師としての自分を磨き、指導のための精神的なゆとりを持つ。

●授業計画
１　　   オリエンテーション
２－３　 野外活動（体験と講義：生徒を引率して野外に出る際の

留意点について考え、学ぶ。）
４－６　 障害（講義と演習：VTRも利用しながら、生徒が先天的・

後天的に抱えるかもしれない障害について学び、指導を
考える。）

７－８　 心理検査（講義と演習：学校で用いられる心理検査を中
心に、特徴と利用上の注意点について理解する。動作
性検査を体験し、その利用について考えてみる。）２回

９－12　 学校生活の問題（グループ討論：部活、体罰、ネット利
用などの事例について検討する）４回

13－14　 アサーション（講義と演習：教師と生徒それぞれの立場
からのアサーションについて学び、考える。）

（注：ここでの「演習」は「体験」よりも能動的・建設的態度が
要求される。）

●授業時間外の学習
　教育実習前は生徒たちとの交流を思い描きながら、また実習
後は思い通りにできたことやできなかったことを思い出しながら、
授業で扱ったテーマに当てはめて考察してみよう。任意のレポー
トにまとめて提出された場合は、コメントを付けて返却する。

●教科書・参考書等
　必要な資料はプリント配布。
　「教育相談─その理論と方法─」江川斑成編著（学芸図書）
　「精神医学ハンドブック」山下格著（日本評論社）
　「インタープリテーション入門」レニエ他著（小学館）
　「アサーション・トレーニング」平木典子著（金子書房）

●成績評価
　期末の論述試験による。
Ａ　 授業で扱ったテーマについて充分理解し、自分の考えを明
確に伝えることができる。（80点以上）

Ｂ　 授業で扱ったテーマについて充分理解しているか、または自
分の考えを明確に伝えることができる。（70点以上）

Ｃ　 授業で扱ったテーマについてある程度理解しており、自分の
考えを伝える努力が認められる。（60点以上）

Ｄ　 授業で扱ったテーマについて理解が不充分であるか、または
自分の考えを示していない。（59点以下）
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担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／ ○

キャップ制
対象外

担当教員

科 目 名

期 間

対 象 単位数 他専攻

／

キャップ制
対象外

○2

Ⅰと合わせて
５

教職２年

後期

教職実践演習（中学校）

永井　由比

教育実習Ⅱ

松井　康司・永井　由比

教職２年

通年

●履修条件
　なし。

●授業の概要
　２年間で学んだ学問としての教育に関する知識と、教育実習
や介護等体験において学んだ実践力の更なる統合を目指し、こ
れまでの学習成果をもとに、教員としての資質の構築をより深く
具体化するための授業である。
　授業の形態としては、講義や事例研究、ロールプレイング、現
職教員をゲストスピーカーとしたフィールドワーク等を行うものと
する。

●授業の到達目標
　教員として求められる基本的な資質として以下の４つのテーマ
を定め、到達目標とする。
１　 教育に対しての使命感や責任感及び児童・生徒への教育的
愛情を持っている

２　 社会性及び人とのコミュニケーション能力が身についている
３　 児童・生徒との間に信頼関係を築き、規律ある学級経営を

行うことができる
４　 教科内容を理解し、児童・生徒の反応や学習状況に応じた

指導ができる

●授業計画
１  ガイダンス（本演習の目的と概要の説明、授業担当者紹

介）
２  教育実習における実体験をもとに、事例研究・集団討議
３ 講義「教職の意義・教師の職務や役割について」
４  他教職員・生徒・保護者・社会と教師との繋がりについ

て事例研究・ロールプレイング
６  教育現場で起こりうる様々な問題（家庭内の問題、学級

内いじめ、不登校等）への対応について事例研究・ロー
ルプレイング

８ 
 連携先の学校の授業見学、模擬授業、現職教員との９

 意見交換等10
11
12 クラブ活動の指導体験
13  特別支援学級の運営や課題について事例研究・集団討議
14  研究発表「これからの学校教育に求められるもの」、集

団討議
15 本演習のまとめ

●授業時間外の学習
　授業で取り上げる課題・事例について理解を深めておくこと。

●教科書・参考書等
　テキスト：各回で必要なプリント等を配布する。
　参考書：必要に応じて紹介する。

●成績評価
　Ａ　授業に積極的に参加し、レポートの評価が80点以上の者
　Ｂ　授業に積極的に参加し、レポートの評価が60点以上の者
　Ｃ　授業に積極的に参加し、レポートの評価が50点以上の者
　Ｄ　授業への参加が消極的で、レポートも未提出の者

●履修条件
　将来、音楽教員をめざす強い希望と意志をもつ者。
　「教育実習Ⅰ」必修。

●授業の概要
　〈教育実習〉とは、文字どおり、指導教員の指導のもと中学
校で行う実習（３週間から４週間）そのものをいい、この授業は
実習直前の具体的な準備と、さらに実習後、卒業までの具体的
な課題を意識し、将来に備えるための事前および事後指導が中
心となる。

●授業の到達目標
（1）教育実習の意義を理解する。
（2）教育実習に必要なそれぞれの課題を意識し、十分に準備する。
（3） 教育実習後の課題を認識し、必要な知識および技術を身に

つける。

●授業計画
（１） 諸手続きについて（1）
（２） 教育実習の実際（1）
（３） 教育実習の実際（2）

（４） 教育実習の実際（3）
（５） 教育実習の実際（4）
（６） 教育実習の実際（5）
（７） 教育実習の実際（6）
（８） 教育実習の実際（7）
（９） 教育実習の実際（8）
（10） 教育実習の実際（9）
（11） 教育実習の実際（10）
（12） 教育実習報告（1）
（13） 教育実習報告（2）
（14） 教育実習報告（3）
（15） 諸手続きについて（2）

●授業時間外の学習
　授業時に適宜指示する。

●教科書・参考書等
　 資料配布。

●成績評価
　出席90％で評価。授業への参加姿勢10％。遅刻（－0.5）、欠
席（－1）については、それぞれ減点ポイントがあり、－2.0ポイン
トに達した場合には教育実習を認めない。
A　80点以上（授業内容を十分に理解している）
B　60点以上（授業内容をほぼ理解している）
C　50点以上（授業内容をある程度理解している）
D　49点以下（授業内容の理解が欠けている）

５

７
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課・係　名 開設時間 取扱業務（主なもの）

女
子
部
門
事
務
局

総合受付
8:15〜16:30
土曜日は,
8:15〜12:40

１�．学園全体の受付・案内等のインフォメーション
２．学園案内・募集要項・桐朋教育等の頒布

経理窓口

8:15〜15:00
（11:30〜13:00
を除く）））））
土曜日は,
8:15〜12:00

１�．授業料等に関すること
２�．学生会・自治会の出納・経理に関すること

管 財 課
8:15〜16:30
土曜日は,
8:15〜12:40

１．学内備品の使用に関すること
２．火気使用等の保安に関すること

＊事務局で行う以外の事務は，短大教学課及び各専攻研究室で行う。

短
大
教
学
課

窓　 口

8:15〜16:20
土曜日は,
8:15〜12:30
））））

１．学生証，学割等の発行に関すること
２�．証明書等の交付に関すること
３�．一般教室等の使用に関すること

教　 務

１．�授業（試験を含む）・履修・成績・卒業等
に関すること

２．学籍に関すること
３．教育職員免許状に関すること

学　 生

１．�入学式・卒業式・桐朋祭等諸行事に関す
ること

２．学生活動，学生生活，奨学金に関すること
３．保安に関すること

進路相談室

金曜日
4月からは，
12:00〜14:00
10月からは，
10:30〜12:30
（原則予約制）

１�．就職や進学に関する支援

本学には，音楽専攻・演劇専攻それぞれに研究室がある。

研究室

各専攻共通の業務
１．学生と教員間の諸連絡
２．授業の準備．教材・教具の保管管理
３．学生ロッカーの管理

音楽
専攻 8:30〜16:30

土曜日は,
8:30〜12:30

１．レッスン室使用に関すること
２．演奏会等に関すること

演劇
専攻 １．小劇場・実習室の使用に関すること

短大図書館
9:00〜18:00
土曜日は，
9:00〜14:00

P.30参照

保健室

8:15〜16:30
土曜日は，
8:15〜12:40
ただし，
不在の場合
もある。

１．定期健康診断
２．健康相談
３．救急処置
４．�学生教育研究災害傷害保険，学研災付帯
賠償責任保険の手続に関すること

５．スクールカウンセラーの面談の申込み

桐朋教育研究所 9:15〜16:45 P.30参照
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短大事務分掌表（学生対象の業務のみ掲載）
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〈４月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

〈６月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

〈８月〉
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

〈10月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

〈12月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

〈２月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

 通常開館　9:00〜18:00　土 14:00
 休館　　　　　　　　　

2015年度　図書館スケジュール

〈５月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

〈７月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

〈９月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

〈11月〉
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

〈１月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

〈３月〉
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 短縮開館
　　　　　（開館時間の詳細は図書館で確認してください）
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北

仙川キャンパス校舎配置図

セミナー
ハウス
セミナー
ハウス

ポロニア館ポロニア館 中学校舎

E115教室
B001◎ 

学
務
窓
口

南館

北　館
図書館

N111
教室

ポロニアホール

（1階短大図書館）

正
門

本館警備室
総合受付
経 理 課
総 務 課
管 財 課
3214教室
(コンピュータ室 )
L L教室（2階）

高
校
校
舎

購買部

短期大学
旧館

短期大学
新館

音
楽
学
部
校
舎

◎
短
大
駐
輪
場

保健室

総
合
保
健

体
育
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

グ

ラ

ウ

ン

ド

初
等
部

グ
ラ
ン
ド

小
学
校

高
学
年
校
舎

東門
（閉鎖）

短大関係校舎

自
動
車
通
用
門夜

間
通
用
門

第4
実習室

音
大

図
書
倉
庫

初等部通用門
（閉鎖）

４実通用門

守衛室

守衛室短
期
大
学
お
よ
び
音
楽
部
門
正
門

スペース桐朋

第３
実習室

西門
（閉鎖）

演劇倉庫

仙川キャンパス校舎配置図
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2024

第１実習室

2023

2022
第２実習室

作業室

機
械
室

教室番号の読み方
　４桁……建物番号を示す
　３桁……階数を示す（0は地下を示す）
　１桁・２桁……教室番号を示す
　（例）2014
　　　　２号館，地下，14番教室（小劇場）

地下２階
（
新
　
館
）

トイレ

2014

小劇場

2011

学生食堂 厨　房

機械室

演劇
講師
控室

更衣室
（女）

地下１階 （
新
　
館
）

（
旧
　
館
）

短大校舎教室配置図
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ロ
ッ
カ
ー

楽
器

コ
ピ
ー

学
生
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

演　劇
研究室

テ ラ ス 学 生 会 室
自 治 会 室

2212
教　室

2211
教　室

2213
レッスン室

2203

2214
レッスン室

2217
レッスン室

2215
レッスン室

2216
レッスン室

楽器倉庫

倉
庫

倉
庫

談
話
コ
ー
ナ
ー

2204
学 長 室

2205
短大事務室

2206
進路相談室

2207
会議室

2202
楽屋Ｂ

トイレトイレ

2201
楽屋Ａ

事務倉庫

２階

ライブスタジオ

警
備
員
詰
所

調整室

トイレ

トイレ

小劇場上部

調 整 室

2112
教　室

2111
教　室

2101
教　室

2102
大教室

東階段

西階段１階
（
新
　
館
）

（
旧
　
館
）

第二音楽
研究室

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

防
災
用
品
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

トイレ

（音大）
図書館事務室

（音大）
図書館ロビー

（音大）
図書館視聴室

倉庫
（音大）

図書館閲覧室

図書館事務室
（音大）

2402
資料室

2303

教　室

2304

教　室

2305

教　室

2301

教　室

2302

教　室

2311

音楽研究室

機
械
室

沸騰室

23122313
機材室

2314
第二演劇
研究室

第二音楽
研究室

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

学
生
用
ロ
ッ
カ
ー

（音大）
図書館事務室

（音大）
図書館ロビー

（音大）
図書館視聴室

倉庫
（音大）

図書館閲覧室

図書館事務室
（音大）

2402
資料室

2303

教　室

2304

教　室

2305

教　室

2301

教　室

2302

教　室

2311

音楽研究室

機
械
室

沸騰室

23122313
機材室

2314
第二演劇
研究室

３階
（
新
　
館
） （

旧
　
館
）（

旧
　
館
）

４階
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短大図書館
グリーンルーム

図書事務室
書庫

N111
教室

北館１階

本館１階

スペース桐朋

トイレ

ポ
ー
チ

トイレ

別棟別棟

別棟
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1非常事態発見
の時

1

2

　キャンパス内で，火災，急病者等の非常事態に遭遇したり，発見した学生は，
速やかに近くにいる教職員に通報し指示を受けること。また，教職員のいな
い夜間や休業中の時は，短大夜間警備員または本館警備員に連絡し，指示を
受けること。

（1）急病者，けが人，不審者等を発見した時
・直ぐに教職員，警備員に通報し指示を受けること。
・急病者の搬送等の要請にはできるだけ協力すること。

（2）火災を発見した時
・直ぐに教職員，警備員に通報し，初期消火にできるだけ協力をすること。
・避難は，教職員等の指示に従って行動すること。なお，巡回，救出作業等，
危険の及ばない限り協力すること。

（3）地震発生時
・地震が起きた時，すぐに外に飛び出すことは危険である。机の下などに身
を伏せ，しばらく様子を見ること。
・ドアや窓を開放し，非常脱出口を確保すること。
・火の始末をすること。もし，火が出たら，教職員，警備員に通報し，初期
消火にできるだけ協力すること。
・緊急放送や教職員等の指示に従い，建物から離れた避難場所（グランド等）
に集合すること。
・巡回，救出作業等，危険の及ばない限り協力すること。
・帰宅は学園の指示に従うこと。

原則として前日の17時00分までに，翌日の対応等について安否確認システム，ホームページより連
絡する。

大地震時における対応・連絡については状況に応じて判断し，安否確認システム，ホームページよ
り対応を連絡する。

非常時の行動要領

台風・大雪等の悪天候による交通機関の乱れ，また大地震における対応 Toho Gakuen College of Drama and Music
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学
園
歌

石森 延 男　作詞
入 野 義 朗　作曲

第
一章

心
の
象
徴
こ
む
ら
さ
き
、

ゆ
た
か
に
匂
ふ
桐
の
花
、

希
望
は
は
る
か
お
ほ
ら
か
に
、

は
ば
た
く
翼
た
く
ま
し
く
。

し
る
し

第
二
章

尊
き
生
命
守
り
つ
つ
、

真
理
の
世
界
あ
こ
が
る
る
、

わ
れ
ら
は
若
し
す
が
す
が
し
、

歌
わ
ん
い
ざ
や
歓
び
を
。

（
く
り
返
し
）

雲
よ
、流
れ
よ
、わ
が
友
よ
、

も
の
み
な
こ
こ
に
響
き
あ
ひ
、

桐
朋
学
園
幸
あ
ふ
る
。

い
の
ち

第
三
章

露
草
茂
る
む
さ
し
の
の
、

光
に
眼
洗
は
れ
て
、

は
る
か
に
仰
ぐ
富
士
山
は

親
し
く
呼
べ
り
、こ
の
朝
も
。

ま
な
こ

学　園　歌
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